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本號は衛生事項に關する化學瞬田齢鰍生物鞠

研究及調査成績を牧録せるものなり
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

サンセッ㍗エロ！「FCF外3種の石炭タール

色素の化學幽趣験成績報告，，

　∴’・　　．・　㌧技師石尾　正’文：
　　　　　こ　　♂　嘱託．苗村徳次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　山　　中　　國　　夫

　昭和6年10月29日附衛保第807號を以ての照會に基き衛生局よb邊附されだる左

記4種の石炭ターノγ色素に付化學的試験を施行しセるに左記の成績を得たるを以て弦

に報告せんとす

　　　　　記

　　11　サンセットエローFC：F・　　2，　ブリ・アントブリユーFCF　　　ド

　　3，　ファストグリンFC：F　・　　4，　ポンソーSX

　右記4種の石炭ターノレ色素は現時米國に於て食品の八色料に徒用さる、もめなれ共

彼の國に於て之が使用許可の公布されたるは僅1ヒ数年前のことにして叉是等の品が我

國に輸入さる、に至りしは最近のことに属す

　　　　　　（1）サンセ・トエ・一FCF（Sun・6t　y・II・w　FGF）

　槍品は樫赤色の粉末にして，水及50％アノレコーノレに溶け，h水溶液は種黄色を呈す

之に就き施行したる試験の成績左の如し

　・r甲，定　性　試r験　　　　　’・　；　　　’　』　』　　㌧　　『ビ　’㍉・

　　1，’槍品の水溶液ぽ盤酸を和するに殆ど縫化ぜ宇　　“’『

　　2，槍品の水溶液は苛性ソーダ溶液により赤褐色に齢す　　　　　∴　ゼ　ぞ



2
石　尾・苗　村・山　中

●

　　3，槍品は濃硫酸に溶解して榿黄色を呈し之を水を以て稀鐸すれば黄色の溶液と

　　　なる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ
　4，槍四三砒素並有害性金属を槍出せす

　　乙，定　量　分　析

　　水分、15，24％　食塊　　　3，98％
芒硝　¢・・％　色素（麗1購鋤・q59％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ右の試験成績に遜れば槍桑中の色素はスノγファニノレ酸アゾーベターナフトーノレー㌫スノン

ホン酸のヂナトリウム璽Sulfanils蕊ufe－az（トβ一naph七ho1－6－sulfons激℃e（Dinatri直m）よb成

るものと認む，爾水溶液に於て前記の如く酸に由b殆ど獲化せざる性質は本品が榿色

々素として使用せらるるに掌り野冊の品帥オレンヂ1の敏瓢を補ふものと認めらる

　　　　　（2）　プリリアントブリューFCF（：Brilliant　blue：FC：F）

　槍品は光澤ある紫色の粉末にして，水及アノγコーノγに容易に溶け，水溶液は帯緑青

色を呈す之に就き施行したる試験の成竹左の如し

　　甲，定性試・瞼・

　1，四品の水溶液に濃盤酸を滴加すれば線色に墾じ更に酸を追加すれば澄黄色にi鍵．

す之を水を以て三野すれば再び線色に愛す

　2，槍品の水溶液は苛性ソーダ溶液により冷時攣化せざれ共煮沸すれば紫紅色に憂

す　　　　　　』　　　　　　　　、　　　　・

　3，槍品は濃硫酸に溶解して榿黄色を呈し，之を水を以て甲州すれば緑色に憂す

　4，　槍品中砒素並有害性金属を導出せす

　　乙，定　：量　分　析　　　　　　　　　　　　　　・

　　水・分　　　　　しユ1，35％　　食　盤　 1，60％

色潔儂継鋤・晦
　右の試験成績に撮れば槍品中の色素は主としてヂエチノンーヂー・《ラースンンフォベンチー

ノγ一パラーアミノーオノレトースノレフォフクソンイモニウムのヂナトリウム盤Diaethy1－di－

P－sulfobenzyl†amin（トα・su1£ofuchsonilnonium（Dinat℃iulnsalz　des　i皿eren　sulfo籍ates）より成

るものと認む　　　　　　　．　　　　　　　　一』　・　　　　・’　，
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サンセットエローFCF外3種の石炭タール色素の化學的試験成績報告
3

　　　　　　　　（3）　フ7ストグリン：FC：F（：Fast　green：FC：F＞

　槍品は帯赤～帯褐紫色の粉末にして水回アノレコーンンに溶け水溶液は帯青緑色を呈す

之に就き施行しナこる試験の成績左の如し

　　甲，定　性　試　験

　1，博聞の水溶液に睡酸を添加すれば緑色を呈し更に酸を追加すれば残照榿色に礎

す之を水を以て稀陣すれば再び緑色に鍵す

　2ゴ槍品の水溶液は苛性ソーダ溶液1滴により紫青色に憂す，盤酸酸性にて緑色

　3・槍品は濃硫酸に溶解して帯褐燈色を呈し之を水を以て稀繹すれば緑色に鍵す

　4，瞼品中堅素並有害性金属を槍出せす

　　乙，定　量　分　析

　　水分　9，01％一　食盛．　　5，13％
　　芒硝　聯・色素（懇細り・⑤・4％馳
　右の試験成績に嫉れば槍品中の色素は圭としてヂニチノレーヂー・《．ラLスノγフオベシ

チノレーパラーアミノー2一スノレフォー4一ヒドロキシーフクソンイモニウムのヂナトリウム盤

＝Diaethy1－di－p－sulfobenzア1－p－amin（ト2－su葺。－4－hydroxy－fuchsonimonium（∬na七riumsalz　des　in一

；neren　gulibna七es）より成り少：量の毛ノナトリウム盤を混有するものと認む樹本色素は

當業者の報告によれば之を解凍飲料水の著書料に使用しすこる場合從來使用し來舅こる

リヒトグフンS：Fに比し太陽光線に劃する抵抗優b容易に槌色せすと言ふ

　　　　　　　　　　　　　　（4）　ボンソーSX

　槍品は赤色の粉末にして水稀薄アノレコーノンに溶け水溶液は赤色を呈す之に就き施行

しπる試瞼の成績左の如し

　　甲，定　性　分　析

　1，槍品の水溶液に盤酸を和するに殊ど鍵化せす

　2，槍品の水溶液は苛性ソーダ溶液により榿黄色に鍵す

　3，博聞は濃硫酸に溶解して紅色を呈し之を水を以て徐々に稀序すれば始め沈澱を

胡田し後之を溶回して赤色の溶液となる

　4，　槍品中砒素並有害性金属を槍出せす

「



4
石　尾、・苗』村。山　中

　　乙，定　量分、析

　　水∵分・・　．！　＿・噌11・40％　　　r食　盛・∴・1．・3，18％昌：．，

　　芒硝　　　1，46％，‘鐵（Feとして）0β596．．，∴
色素（響購鋤・蝦

　右の旧注成績に擦れば三品中の色素は圭としてヂメチ〃一スノレフォ建ンゾーノ砕アゾー

アノγファーナフトーノレー4一スノンフオン酸のヂナ『トリみ塵（Dime七hyl－sul£obenzol－azo一α一na．．

ph七hgl－4－sulfonsaμresdina頃u皿）よウなるものと認む但し鐵の含量0，35％なるは食料色，

素の爽雑物として多きに過ぐる恨みあウ、

　　　　　　　　　　　　　　　（5）結論　　　．．　言・
　三品四種は何れも主要成三三る純色素の含量多く：又有害性金厨を槍出せざる逸品な

れ共ボンソーSXは爽雑物として三々多量の鐵を含有するのみならす定量分析の成績

稽々不満犀にして精製不三三鶴らぎるやの疑あるものなるを以て4種中三品のみは清

涼飲料水の三色料として品質佳良なるものと認め難きものなり　昭和7年1Q月　H

竃．》
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サンセッ1トエ「香[FCF外3種の石炭，

タ・一・ル色素の毒性調査報告

四則伊東．幹愛：
助　手漉．　島　　　彊

㍗セr・工叶FCFグヅ㍗ゾリr聯ラ・ストグリンF三脚・一
sx’ ﾍ別紙石尾技疇の繊儲・÷れば知ス・・フ・ニー・・酸アゾベタ†7・☆・

心スノγフォン酸のヂナトリウム盤，ヂエチ」ノレヂパラスノγフォベンチ・ッγバラアミィオ

ハス・・ ﾝ・クソ短毛ニウ・のヂナ・フウ・臨殆≠ザ乃ス・η・ベンチ・γバ

ラアミノ子・レフ・4ヒド劇中キシフクソ干モニ9ムのヂナトリ’ウ癒ヂメ解辱・γ

フォベシゾーノンアゾァノンファナフトーノレ4スノンフォン酸のヂナトリウム璽より成る新種

のものと判定せらる1、により直ちにその毒性を決定せんと企て最近之が成績を得ナこる

・を：以て報告せんとす．

　　　　　　　　　　　　　　1・金線蛙につきての試験　　　』　　　三’』　　一

　實験動物としては金線蛙の雄を用ひ豫め試験室『に2～3日間飼育せるものを用ひ槍

禮はすべて之を10％水溶液となし自重109・に封ずる一定量を胸腔淋巴嚢に各3匹宛

荘射し依りて起る墾化を24時間観察せり．然してその中毒症状を一々詳述するは煩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼
凌こ堪へざるを以て之を表示し主なる症状のみの記載に止めナこb．　　　　　　　　　＼

　　　　　　a　ポンソー一SXに就きての試瞼　6月17日　室温22。

動物
1番號

1

2

3，

4

5

幣馨弓弩騰
22．0

23．0

22．5

19．0

19．5

23．5

0．1

9，

，，

02

，，

，，

0220

0．230

0225

0．380

0．390

0．470

．主なる症状

｝

全身赤色な帯

　び元氣なし

掬しき鱒
／呼吸囎

生死

｝生

〕

1刑

翻驚購鞭騰
7

8

9

10

11．

12

23．0

2S．0

26．0・

％心

25．5

23．5

0．3

，，

，，

0．5

，，

，，

0．690

0．840

0．780

1250

1．275

1。175

圭塗よ多症状

｝

止しき痙攣・

　ストリキ昌一
　ネ弓張二死

／　・．

∫

生死

｝死

｝死’
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b　サソセヅトエロー：FCFに就きての試1瞼6月17日　室温230

動物
番號

13

14

15

16

17

18

僅豊重

（9）

31．0

29．5

26．5

23．0

21．0

19．5

骨豊．重10glに封

ずる10％液の
注射量（cc）”

0．1

，，

リリ

0．2

，，

，，

全注射
量（㏄）

0．310・

0295

0．265

0．460

0．420

0．390

圭しなる症1伏

／

全勇オレンヂ

／総色し元

痙　攣

生死

し．

／野

離階
19

20

21

22

23

24

25．0

27．5

19．5

20．0

23．0

25。0

窪雛翻譲；

0．3

，，

，，

0，5

，，

，，

0．750

0．825

0．585

1．000

1．150

1．250

圭なる症状

痙　攣

髄攣，眼球突
∫出・

D

画一眼球突

蜥
生

｝死

　生

｝死

。　ファストグリンFCFに就きての試験　6月20日　室温230

動物髄重
番號（9）

25

26

27

28

29

16．5

18，0

2参．5

19．0

25。0

1｝豊重109に封

ずる10％液の
注射量（cc）

0．1

，，

0．2

全注射
　　　圭なろ症状量（㏄）

0．165

0．180

0．235

0．3SO

O．500

全、勇線色を呈

し元氣衰ふ

生死

／生

∫

細面
30

31

32

33

34

35

36

20．0

19．5

21．5

16．5

21．5

17．5

19．0

慧｛難寄暉鵠

0．2

0．3

，，

り

0。5

，，

，，

0．400

0．5S5

0．645

0．495

1．075

0．S75

0．950

主なる症胱

／＿麻

／　

生死・

死

置

d　ブリリアントブリュー：FCFに就きての試験　6月20日　室温23。

動物
番號

37

38

39

40

41

42

畳豊重

（9）

20．0

25．0

23．5

24。0

20，5

20・0

肥重109に封
ずる10％液の
注射量（cc）

0，1

，，，

リリ

0．3

，，

，，

全注射
量（㏄）

0．200

0250

0．235

0．720

0．615

0・600

圭なる症駿

｝

全均青色な呈
　するも大なろ
　異状なし

｝…・

生死

／生

∫

動物髄重
番號　（9）

43

44

45

46

47

4S

19．5

18．0

18．0

22．5

22．0

23。5

灘七四圭な・症状

0．4

，，

，，

0．5

，，

，，

0。780

0．720

0．720

1．125

1．100

1．175

／輕、痙攣

∫

生死

続

／，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　2’マウスに就きての試験

實験動物としてマウ家の雄を用ひ検膿は豫め5％，10％の2種の水溶液を作り之

を必要に判じて膿重10gに劃し一定即下各3匹に注射せり1．注，射法は皮下注射，静脈

注射の二途を選び前者の場合には背部皮下へ後者の揚合には尾静脈に注入せり・依り

て起る濃化を24時間観察しその中毒症罧は蛙の場合と同じく圭なるもの〉みを表示

すること、せりジ

　　甲　マウスの皮下注射に依る試験



サンセットエローFCF外3種目石炭タール色素の毒性調査報告
7

「

a　ボンソー．SXに就きての試瞼　6月7日　室温22。

轟幣
1

2

3

15．0

18．5

37．0

盟重109に封
ずる10％液の
注射量（cc）

0．1

全注射
量（㏄）

0．150

0．185

0．370

圭なる症駿

／

大なろ異状を
／難餐るも元

生死

／生

∫

動物髄重
番號（9）

4

5

6

18．0

21．0

20．5

量豊重：109に墾f

する1C％液の
注射量（cc）

0．2

全注射
　　　　圭なろ症状量（㏄）

0．360

0．420

0．410

｝

劇しき痙攣後
麻痺

生死

｝死

b　サンセ。トエローFC：Fに就きての試験　6月20日　室温23。

動物
三二

7

8

9

10

11

12

13

14

15

丁重
（9）

15．0

18．0

16あ

21．0

16．5

16．0

16。0

14．0

13．5

轄擁弩
注射量（cc）

0．2

0．3

，，

0，4

全注射
量（㏄）

0，300

0，360

0．330

0．630

0，495

0．480

0．640

0．560

0．540

圭」なろ症状 生死

＿／

認めす
生

動物
番號

16

17

18

19

20

21

畳豊重

（9）

19．0

20．0

19．0

16．0

16．0

14．5

盟重109に封
ずる10％液の
注射量（cc）

0．5

，，

，，

0．6

全注射
量（㏄）

0．950

1．000

0，950

0．960

0．960

0．890

主なろ症駿

｝騨
｝

ノ，　　　　・

翫

／死、

∫

生

｝死

。　ファストグソン：FCFに就きての仁山一6月27日　室温23。

’，

動物彊重
番號　（9）

22

23

24

25－

26

27

19，5

23．0

16，5

26．5

18．0

18．0

盟重109に封
ずる10％液の
注射量（cc）

0．2

0．3

全注射
量（㏄）

0．390

0，460

0．330

0．795

0．540

0．540

主なろ症状

、

　異駿なし∫

生死

／生

∫

動物
二二

28

29

30

31

32

33

重重
（9）

13．0

15．5

17．0

20．5

20．5

14．5

督豊重10g曇二墾f

する10％液の
注射量（cc）

0．4

，，

0．5

，，

全注射
量（㏄）

0．520

0．620

0．680

1．025

1．025

1．725

：主なる症胱

睡痙攣・廓
／痺

生死

控

d　ブリリァントブソユーFCFに就きての試瞼6月20日　室温23。

動物
番號

34

35

36

37

38

39

畳豊重

（9）

20．5

19．5

22．5

19。0

26．0

18．0

窪器烈風鵠

0，1

0．2

0．205

0．195

0．225

0，380

0．520

0．360

主なる症状：

｝

大なる異胱電

　きも元氣．なし

］

生死

｝生

〕

動物
番號

40

41

42

43

44

45

畳豊重

（9）

19．0

．26．0

18．0

17。0

18．5

1．6。0

鷺重109に封
ずる10％液の
注射量（cc）

0．3

0．5

，，

全注射
量（㏄）

0．570

0，780

0．540

0．S50

0．925

0．800

圭なる症状

魎き痙攣，麻

∫癖　’

｝三一

生死

乙マウスの一廓内注射による試験
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al．ボ．ンソーSXに就きての試瞼．∫7」月8日一室温25。

動物髄重
番號（9）

46

47

48

49

50

糀蜜封講圭な・鍬

16・5　　　5％0・1

25＝0　　’　弥　　～．，；

17．0　　　，，　　，，

17．0　10％0．1

16．5・　　，，　　，，．・

0．165

0．250

0．170

0．170

0．165

．生死’｣階

／　．／

．51

52・

53

54

18，5、

20・昌．．

20．0

18．0

　「

畳豊重：109に封

ずる注射量
　（cc）

10％q．1

：ご02

，，’　　，，

，，　　　　，，

全注射
量（㏄）

0．1．S5

0．410

0．400

0．360

主なる症駅

／難しき痙攣・

／呼蝋’

生死

／死

b、サ／セットエローFCFに就きての三升　7月8日．室温25。1．

動物
一壷

55

56

57

58

59

髄：重

（9）

17．5・

19．0

27．0

15．0

22．0

撃響雛
ユ6％o，1

，，　　　　，，

，，　　　　，，

，，　02

，，　　　　，，

0。175

0．190

0．270

0，300

0．420

主なる症状

｝韓痙攣

／

生死

｝生

／

馳
1番號

60

61

6寧

63

膣’重

（9）

18．0

14．5

17．b

．18．0

畳豊重109に封

ずる注射量
　（ac）

10％0。4

，，　0．3

，，　　　　，，

，，　　　　，，

全注射
量（㏄）

0．360

0．435

0．510

0．540

圭なる症、状

／卜しき痙攣・

／噸

生死

／l

c　ファストグリン：FCF　lこ就きての試験7月19日　室温26。：

動物
番號

64

65・

66

67

68

69

髄重
（9）

17．5

20．b

2．00

21．5‘

24．0

25．0

腿重109に封
ずる注射量
　（cc）

5％0・1

，，　　　　，，

，， @　印．，，

10％0・1

，，　　　・，，

，，　　　　，，

全注射
量（cc）

0．175

0200

0．200

0．215

0240

0．250

圭噸ろ症胱

工

／異状なし

］

．生死

｝死

／

i動物

1番號

70

7r
72

73

74

75

脚半灘
2LO、

17．0

16．5

14．0

15．5

14．5

10％②2

，，　　　　，，

，，　　　　，，

，，　0，3

，，　　　　，，

，，　　　　9，

全注射
量（㏄）

0，420

0．340

0．330

0．420

0．465

0．435

露なる症状

t昌昌し・脚高

／攣1

生死

「1』

d　ブリリアントブリュー：FCFに就きての試瞼　7月19日　・室温26。

動物
番號

76

77「

78

79

80

二重
（9）

18．0

15．0

15，0

13．0

16．0

羅覇蜜鵠
0，1

，，

，，

0．2

，，

0．1SO

O．150

0，150

0．260

0．320

圭なる症胱

｝異甑

1

生死

｝重

1

騰驚唾壷閣・圭な・症駅

81

82

ig3’

84

15．0．

15．0

ゴ5．5

18，0

．Q2，，

『0．3

　，，

　，，　　T

9・300

0．450

61465

0．540

三瀬

生死

控、

　　　　　　　　　　　　　　　　3・家兎静肝内注射試験

　潮汁動物として家兎の雄を用ひ三重ぽ早朝守部時に計上す槍膣は5％及10％水溶

液を用ひ共に頭重1k9に下し10　cc宛耳静脈に注λしまりそ逼る獲化を10日商観察



、

サンセットエロー：FCF外．3．種の石炭タール色素の毒性調査報告・ 9

せり其成績次の如し．

a　5％溶液使用の場合

色素の種類
家兎
ｩ重kg

盟重　9
ﾉ封ずる

克ﾋ量icc）
経　　　過㌧

1．75 10．0 注射後2－3日

ﾔに多少衰弱
ポンソー’ rX L50 ’　，， ゼるもの㌧如

2．00
，，

きも漸時同門ぜリ

L70 ．　，・

サンセットエ
香[FσF

2．00
，，

且35 ，，

生死

生

，，

，，

，，

，，

，，

尿蛋
白

無

、；，，

，，

　

，，

，，

色素の種類

プアストグリ
ンFC：F

ブリリアント
ブリュー：FCF

家兎盟重kg

鮮灘
　　［
1．90

2．10

2．10

1．85

2．00

2．35

10．0

，，

，，

，，

，，

，，

経 過

全均濃厚に著
色也ろ外左程
の異状な認め
す尿も亦強く
三色ぜしも約
5－6日間にし
て色調消失す

生死

生

噛，

，，

，，

，，

尿蛋
白

無

9，

9，

，，

．，

，，

b　10％溶液使用の場合

色素の種頬

ポンソーSK

サンセツ　トエ
ロー：FC：F

家兎
盟重
kg

L50

1．90

1．47

L47

1．90

2」10

1髄重kg
に封ずる

注射量
　（cc）

10．0

，，

，，

，，

，，

経 過

｝　いつれも輕き
痙攣後廓痺，
呼吸麻癖にて
’駆る

鋭
’し

f．

尿i蛋

白

無

，，

，，

，，

，，

色素の種類

プアストグリ
ン：FCF

ブリリアント
ブリュー：FCF

奪聯
1．60

1．83

1．90・

1．63

1．95

222

10．0

，，

，，

，，

，，

，，

経 過

　　　　　膿難認
　も左程の異状／

な認めす尿叉
極度に著色ぜ
　るも5－6日間
　にして色調漸
噺肯失ぜリ

生死
尿蛋
自

噂，

生’，，

，，

，，

，，

，，

4・総 括

以上の實験成績を通覧して各色素の膿重1kgに回する致死量を鋒出し之を表示す

るに次の如し．

’色　素　の　種類 動物の
種　類

　1．ポンソーSX　・　　　　　　蛙

　　サ￥マツトエβ一；F（運．’　”

　　フ7ストグリンFCF
　　ブリリアントブリューFCF．り

　．牙ボ著ソーSX　　　　　　　マウス

「　　サンセツトエロー：FCF　　　，，

　　・プアストグリン：FσF・．　，，

　　ブリリアントブリュー：FCF　，，

　　　　腔重　9
投仁方畷努皇
　　　　（9）

皮下注射

，，

，，

　，，

皮下注射

，，

，，

，，

2．0

3．0

3．0

《LO－

．2．0

5。0

3．0

3の

色　棄　の一種類
動物の
種　類

laボン・＿sx　　　てウス
　サンセヅトエ‘ローFCF　　　，，

　7アストグリンF（ユで　　　　

　ブリリアントブリュー：FσF　り，

4・ポンソサSX　　　　家兎
　ヴ’ンセットエローFCF‘　　ら・

　ファストグリンFCF　　　，，．
　ブリリア’ントブリュ＿：FCF．，，

　　　　骨豊』畠1kg

投識力括孤垂
　　　　（9）
静脈内
注　射
　，，

，

　り
静脈内
注　射
　，，

，，

，，

　LO．

1：l

l：l

U。

f肚

即ち本試験成績より見る時は以上4．種の色素は搾般に毒性比較的弱く4種の内にて

はボンンーSX最も強し故に若し以上4種の色素にして化學的試瞼成績出射ならんに

は之を清幽歓料水原料として使用するも大過なからんか，昭和7年9刃，．



10
山本・萬年・小野・輻王

　白鼠飼育上の注意

　白鼠の死亡率

　白鼠の補充

　試験方法の種類

7・白鼠の髄内に於けるVitanlin　D貯藏

1・緒　言

鼠

3。

4．

5・設　備

6．

8・門門方針

9．．基礎飼蕃写

ヴィタミン標準試験法（第二報）

　　　　　ウ“．イタミンD

　　　　　　　　　囑　託　山　本　　允

　　　　　　　　　助　手　萬　年　　文

　　　　　　　　　助’手　小　　野

　　　　　　　　　助　手　幅　　王

　　　　第7葦Vitamin　D試験方法

　　　　　　　　　　　　10・検盟の興へ方

　　　　　　　　　　　　11．粕療期間

　　　　　　　　　　　　12．レントゲン撮影に就て

　　　　　　　　　　　　13・季節と絢霞病の程度

　　　　　　　　　　　　14，絢霞病の治癒に就て

　　　　　　　　　　　　15。試瞼結果の列定

　　　　　　　　　　　　ユ6・Vita四三n　D標準試瞼法

　　　　　　　　　　　　17・二二例

　　　　　　　　1　緒　　言

秋

雄

隆

郵第1魁して離試騨韓第39號に於てV’即in蝸q　3働糧搬を
報告せり

　著者等は夏に西崎博士及所長衣笠博士の懇篤なる指導の下にVitamin　D定量方法

’の研究に從事せり，本定量方法は他と趣を異にし從來文献に示されたる方法を以てし

ては殆んど不可能なるを認めすこり是れ外國に於て使用せらる基礎飼料は我國にては本

研究に適せざればなり然れども；其の方法宜しきを得んか各種のVi七amin中最：も簡軍．

正確且つ僅少の経費を以て行ふを得べし

　拉に第2報としてVi七amin　D標準試験方法を報告せんとす

　　　　　　　　　　　　2　白鼠飼育上の洋慧

　著者等は自鼠の飼料として第1報に次の二洪を示せり．
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　　　Diet　1

　　　　小蓼　粉末　 9S・5％　　 食　　盛　　1覧5％

　　　外に新鮮なる牛乳を自由に飲ましむ　．’

　　　Die七2　（膿内貯藏Vi七amin　Aを制限する揚合）

　　　　脱脂乳粉末’1A3・　　　小多粉末　
2／3

　　　　食時な小蓼の　　　　2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h幽

　前記飼料の小褒は之を粉末にする要あb然らざれば臼鼠は小褒のみを撰びて食すれ

ばなり術牛乳は新鮮にしてVi七amin　Aに富み白鼠の膿内に十1分Vi七amill　Aを三半せ

しめ得るものならざるべからす叉十分之を囁取せしむる必要あり然らざれば：Repro－

duc七ionの成績良好ならざることあり　　　　　　　　　　　　　　　　ム

ロ繁殖上の注意　白鼠は出産後其周園喧騒なるときは仔鼠を食ふ習慣あり甚だしきは

飼料を與ふる爲め容器を共の籠中に差入するのみにても食ふものあり特に出産後2’》3

日は最も注意を要す三等最初此の瓢に注意を歓きだるを以て莫大の損失を蒙り回り依

って次の如き方法を探用せんことを推奨す帥ち出産は交尾後21～22日なるを以て20

日前後と昼しき頃妊娠せる母鼠は之を静かなる別室に移し黒布にて籠を覆ふ但し室氣’

の流通には十分注意を要す毎朝静かに籠に接近し分娩せるや否やを窺ふべし若し出産

せる時は二三の鳴聲にて之を知るを得べし此の際は生後少くとも3日間は全く手を付

けす共の儘にて放置すべきなり勿論飼料二水は豫め数日間用意し置くべし出産するま

で絡ての手入及新鮮なる牛乳を與ふる事は忘る一ミからす引回き牛乳を與ふる必要ある

ときは出産後3日間はDiet　1に全乳粉末（例へばクリム，森永ドライミノγクの如き

もの）をユ／，添加して用ふべし斯くして生後数：日安静に放置すれば白鼠の損失を招くこ

となし尚1度出産せる自鼠は完全榮養にて2ケ月間飼育したる後に交尾せしむべし特

に出産後Pie七2を與へだる削回を引凹き妊娠せしむるが如きは例岱ぱVi七amin　A・の

試験に於℃も登病期間を甚だ短縮せしめ思はしき成績を得る能はす注意すべし

　白鼠の登育状態（第1報の績）

　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　　表

　　　飼料Die七1　　．　’，　　　　　1
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生後30日の三重 生後60日の雌重ト

出産月口

分娩時

e殿

生後21

匤搭ﾏ

早F重

雄 ・雌 雄 寵

雄1雌 鞠購最肝判嗣最低 醐1最副読剛欄1馴最低
3月30日 ・1・

37，39’ …gレ・9【61glO・gl・・g1599 i・…gl…gl…琶 嘲準439・1・429

6月25日　　　1　　　3　　29．0

7月2口6227・9
9月22日目　2　　4　36．1

ユ0刀22日　8　1

11月4H・　2　4　36・3

10月i4日14
』11月16日37L、22．5

」2月28H　3631．1

φ

．55　　55

54．1．60

52　　50

56．9　48

38　串6
60　　60

37．3　37

46．6　45

55層 @51蟹　　55｝　48　　200　　　200

47　　50　　　53　　47　　180　　　1195’

54　　50．5　　50　　51

57　　55　　　55　　55

40　　39，5　　33　　42

60　　53．2　　50　　55

38層 @35　　　34　　35
　　　　　　　サ　
484・543・ｩ
第　　2　　表

200’ @135　　　145　　　130

165　　156．6　　170　　　140

ノ

　　飼料Di・七2．

　　　但し出産日まで親ほDiet　1にて飼養す

・．一 ｶ後28日目の盟重（雄雌混合）

出産月日
｝暮娩霊 挙均1最　底1最　高ll 出産刀日 1客娩霊1亭均1最低1最一・

回

2月29H 11匹 35ゐ9 299 409 6刀16日 7 50．0 46、 53

3月27日 12 362 27 44 ご7月19日’ 7 374 32 41

4月11H 9n 39．5 36 42 7月26日 10． 35．5 32・ ・38

4，月26日 8 49．5 41 58 8月10日 工2 40．9 3S 45

5月25日 9 42．8 34 49 8刀26日 11、 39．1 32 ．44

5且10日 8 50．7 46 54 ，1，月19日 9 41．4 35 45

5月12日 7 ・53．5 50 59 1月20且 ・8 39．4 35・ 46　．

　　　　　　　　　　　　　　　3，白鼠の死亡率　　亨　　：一

　動物の死亡率に就きては既に第1報に於て報ぜる如く十分の注意を以で實験室に於

岬回せる鰍を試刷供すると沸殆んど1匹嚇添物をも雌のに非す鰍

途中に於て他の疾病の爲めにたとへ1匹すこりとも麗るることあb’とせば既に其の實鹸

の不正確を物語る’烽ﾌなり斯くの如き落伍動物を出すとせば他の生存動物中にも亦同

様の疾病に犯されπるものの存する事を畳仰せざる一ミからす下れ最後の結熟こ於ける

到定鹸らしむるものと云はざるべからす此の窯は鰹の騨意轡噸な

るを以て弦に之を再説する所以なりとす

　　　　　　　　　　　　　　　4，　白鼠の補充

　Vfもaminの試瞼に使用する自薦は實鹸室に於て繁殖飼養せるものめ最も理想的なる
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は既に度々述一ミすこる所なれども甚だ急を要する場合若しくは100匹以上多歎の動物を

準備せんとする時設備其の他の都合により間に合ひ難き事あ，り斯くの如き場合は之を

市中より購入して補充すべきなるも此際は生後歎日の仔鼠を親と共に求むべし弦に一・

言を要するは斯かる鼠は何れの飼料を以て養ふも完全なる生長を爲さすして機誌略だ

不臭なるものあり回れ出産三親の榮養不良なるに由るなり登育の甚だしく後れすごるも

の及び一旦登育不良に．して毛並の荒れたる三三は共の後健康を回復する、とも断じて三

尊に用ふべからす著者等の経験に依るに購入後直ちにDieb　2にて飼育せる鼠は1腹

仔10組の中1～2組は常に充分の郷中を解し得ざるものあるを認めたり

　斯ぐ購入して生後約4週間と帯しき頃まで飼育せる登育充分なる鼠を試鹸に供する

に多少の藩伍はあるも略好成績を得一ミし（實際購入せる仔鼠は登育悪しきものな簸ば

4週間を少し経過して所定の鰻重に達せるものを用ふるを可とす）

　例年：40～50gmの自軍を購入して直ちに試験に供すれば章々落伍して完全なる試験

は成し難きものな．り動物試瞼の不正確を論ず：るに當りては必ずそのTechn｛4ueを考慮

すべき必要あり’．

　　　　　　　　　　　　　　　5，設　　　備

　實験室温度鼠三等総で第1報に詳述せ・る如し只異なるはVitamin　D試験に於ては

紫外線の射入せざる様充分なる注意を要す此の鮎に注意を彿ふに非ざれば基礎飼料は

如何に完全なるも白鼠は狗倭病に罹b難し特に紫外線の豊富なる夏秋に於ては充分な

る設備を施すべし余等は常に暗室を使用せり

　叉鼠籠も常に清潔に保つは必要なれ共日光に曝しセるものを用ふるは不可な、b是れ

白鼠は紫外線の照射を受けナこる籠に居らしむる時は狗難病に罹り難きものなればなり

　1925年：E．II　Nelson　and且Steenbgckは動物籠の亜鉛鍍金せる鐵のScreenを照

’射すればan七iraOhi七ic．V量ヒaminを敏乏せる飼料にて養ふも臼鼠はNormalの登育を面

す事を報告せり

．τ　’　　　　　’　・’、　，6，試験方法の種類　　．．：　　　　　　』　・．㍉

、幽 uitanliゴDめ定量に封しては分析的等種々の方法あれどもそ．の多くは甚だ手数を要

七且つ熟練に待だざる一ξからす臥しで最も多く用ひられ且つ信頼し得る私法はIine
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test及レントゲン法にして後者の方法には次の利貼あり

　　1　動物を殺す必要なきこと

　　2　拘小寒に罹れるや否やを正確に知り得ること

　　3　手数を要せざること

　然れども本法は肉眼的槍査なるを以て1ine　te帥の如き顯微鏡的検査と異b槍禮中の

Vitamin　D選定に封し極めて僅微の含有量の差異を短時日の間に見出す能はざる野掛

有るも實用的には最も勝れたる最も正確なる方法なり

　　　　　　　　　7，　白鼠の彊内に於けるVitalnin　D貯藏

　1923年Alfred　F・．Hess，　M　Weinstock，　and　E・Tol眺oi氏等はVi七amh　D試鹸に於

て！よ揮乳期中の飼料は基礎飼料と同様に自盛の罹病に：重大なる關係あるを報告せりそ

の他の文献を参照するに白鼠は禮内にVi七amin　Dを貯面する能力を有することは疑

を容れす然れども著者等の経験に依れば生後約4週間の仔鼠を用ひて試験するに共の

髄内貯金▽itamin　Dは純なる妨害を霜すものに画すと考ふ從って本試験に採用する

心血は完全榮養を以て飼育しVi七amin　Aを十分髄内に貯齢せしめ面面期間中Vi七amin

五感乏症を毒するが如きことなからしむるを要す基礎飼料中黄色玉蜀黍はVi七amin　A

の給源なるも謹め膿内に十分Vitamin　Aを貯超せしむればVi七amin　A敏乏飼料に

て養ふも50～60日は堪へ得るを以て何等の懸念なく試験を終へるを得べし

　　　　　　　　　　　　　　　　8，試験方針

　本試験も亦治療豫防何れの試験にても可なり然れども他のVitamin試験と異り其

の方法宜しきを得ざれば白鼠は必ずしも拘僕病に罹らす時季により甚しく左右さる故

に本試験は一旦正確に拘僕病を生せしめナこる後治療試瞼を行はんことを推奨す

　　　　　　　　　　　　　　　　9，基礎飼料

　本試験に於て最も困難を算するは基礎飼料なb何となれば他のVitamin試験’と異

り飼料中Vi七an廿n　Dを即くも必ずしも自鼠は伺郭通に罹らざればなり而して本飼料

中にはVitamin　D以外の他のVitaminは悉ぐ含有せしむる必要あり然るにVitalnin

Aを含有せしめんとすれば常にA中Dを随伜するを以てVi七amin　Dも共に含有す

るに至る叉Vi七amin　Aの含量を減少すれば白鼠はVi七amin　A，不足に苦しみ試瞼の
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未だ終らざるにVitamin　A映乏症を登することあり

　拘僕病に罹る原因は未だ充分判明せざれどもVitamin　Dの映乏燐とカノレチウムの

不調和なること及び燐の量の所要量より以下なることは三野必要旧臣なり

　文献中に於ける基礎飼料中毒も著明にして各研究者に依りて多く用ひらるるは1925

年McCo11αm氏等のDiet　3143及1925年S七eenbock氏等のDie七2965なり然れども

本邦に於て上記及其他の基礎飼料を以て直ちに試験を始むるは不可なり極めて特殊の

例外を除き白鼠は拘僕病に罹るものに非す是著者等が文献中に敷へられ把る飼料を以

て試織に著憂し過去1年に亙り失敗を反覆しナこればなり本邦の如き氣候蚊に食物の成

分中盤類の含有量を異にする所に於ては特種の飼料を調製する必要あり

　1925年：E・N・McCollum．　Nin汎Simmonds・and　J．：Ernes七ine　BeckerはMccollum氏

Die七3143號は飼料中萎の種類に依り動物は拘倭病に罹り難きものなりとして之に代

るべき他の飼料を報告せり

　要するにVi七amin　Dの研究は世界各國常に同一の飼料を用ふること能はざるなり

　著者等は苦心の結果次の飼料を調製せり　　　　　　　　　　　　　’ら、’∵　、’

　　　1）ie七　NG．　11

　　　　小　蓼；薮　　　　　7　　　’　　　　　　米澱粉（或に白色デキストリン）　54

　　　　卵　白　∫8・（内純白18）　・巨…　　　　3
　　　　玉蜀黍（黄色）粉末　　25　　　　　　　　　　Na（且　　　　　　　　　　　　1

　外にVitamin　B補充として乾燥ビーノン酵母0．1gmを1日1回別の容器に入れて

與ふ

小謡の製法（西崎博士著蛋白質化學81頁原文の儘）・鉄素（Gl・七・n叉はエく1・b・r）を

製するには小最悪25分を取り之に水13分を加へ能く瑳黙して30分間放置しナεる後

水道栓を開き水を流出せしめ澱粉を洗摂すれば鉄素は黄褐色にして弾性を有する粘着

性の塊をなし獲留す」

　上記の如くにして製せるものを米澱粉の助けをかりて乾燥粉末にして用ふべし

　卵　白

　新鮮なる鶉卵を求め煮沸して共の卵白を水洗して卵黄を完全に取b去舅こるものを

直ちに使用すべし
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　余等は最初市中よリエ。グ，アノレブミンを求め粉末となして使用レだるも卵白を共の

儘混合せる飼料に比し罹病程度良好ならざりしを以て已むを得す．CaCO、、を4％に壇

加せり然るに卵白を用ふればCaCQ露は3％にて十分鰹節病を登園せしあ得べし早れ

一白はVitamin璃を含有するを以て零れに他のBを補給すれば自運の登育甚だ良好

なる爲なるべし

噛市中剛胆の乾燥等。グ，アノγブミ．ンを使用する∫ときはVi七amin：Bの補給量：を増加せ

ざれば登育佳良ならざる事あり然るに普通Bめ製野中には常に燐を含有せるを以で：B

の量をあまり増加するは燐を多量に與ふる事となり其の結果絢僕病に罹り難レ

　玉蜀黍

　自色と黄色の9種あれども黄色のものを粉末として用ふ上等品を用ふべし粉末にせ

る如きものを購iふ可からす是：れVitamb　A及Bの給源なればなう

　CaCO3　NaCl

　共に早引的純粋のものを購入すべし遡れM9等の混入あれば燐と同様に絢僕病に罹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’り難しとの説あればなb

　飼料の調製法

　小褻蜘ま常に小要粉より製造せる新鮮なるものを用ふ可し市中より焼鉄の原料を求

むるは宜しからすニガリを使用する故Mgを含めばなり出來得る限り水分を搾り去り

直ち3こ米澱籾（若しくは白色デキストリン～の｝部の助けを借り．て能くこれを瑳捏混和

しすこる後小片に分ちなし76。〔・80。にて乾燥し粉砕機にて細粉となして用ふ

　使用に當りては使用せる米澱粉の計箕量減じて所要の％と註して用ぶる事

　飼料中Vita蝉n’A，　Bを充分含有せしむることは必要なりVi七amin　Aは玉蜀黍中

にあう（白色玉蜀黍はVi七an　in　Aを含有せす）文献を参照するに25％にて充分と

思はるるも］925年H．S七ee・b・・k・・d　A・chi・Bl・・k氏等は｝1・c・ll・m氏3143號あ

基礎飼料は玉蜀黍33％にては爾不充分なるを言へり依って著者等の方法は基礎飼料

給與前の飼料を後に述ぶる如く牛乳を輿へ充分三内にVitamin　Aを三三せしむ然る

ときは白鼠はてVi七amin　A敏：乏飼料にて数十日は］恥rma1の螢育を爲すものなb郎ち

著者等は膿一興藏Vi七amiH　Aと25月掛玉蜀黍のVi七amin　A，にて試験中，Vi塩min　A

覧
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に不足を來すことなからしめたり次にVitamill　I3は玉蜀黍中の含量及卵白の・：Baにて

は明かに：B・以外の＆Lk七〇r不足なり著者等は乾燥ビーノレ酵母0・1　gmを日々補足しずこ

り白鼠は好んでこれを食ふ

　著者等の飼料を調製して自鼠に與ぶるに驚くべき正確さを以て狗僕病に罹るを見る

べし，他の文献中に見ゆる飼料を用ふるときは数十日の長きを要し句倭病に罹るを得

す，或は時季により罹病することあるも極めて少数の1・部に過ぎすして試験動物とし

て忠義し難きものあるに反し著者等の飼料にて生後28日の院画を飼育するに僅かに

3週間（春季は2週間ドて充分）にして多を除く外例外なくVi七a呼nD官倉症状を登、

すべし且つ著者等の方法に依る時は養育良好にして試験途中にてVi七amin　A歓乏症

を登するごとなく確實なる結果を得べし上記の方法に依れば甚だ短期日にして且つ飼

料の精製も要せす最も輕少の経費にて行ふを得べし

　　　　，　　　　　　　　　10，検鰹の與へ方

　本試験に於ては肝油或はオレーフ油に溶解せるエノレゴステリン或は是に類似せる槍

禮は基礎飼料とは別に経口的に與ふるを可とす然れどもP友磁を含む槍膿のV面一

min　D　を試験せんとする時是等を基礎飼料に混合して與ふる場合は先づ楡禮中のP

及Caの定量を行ひ其の結果により基礎飼料中のCaCO、の量を増減して槍膿及基礎

飼料の混合飼料中に含まるP及Caの比を常に基礎飼料中の比と同様にすべし是れ最

も必要の事項なり注意すべし

　　　　　　　　　　　　　　　11，．治療期間

　：交：献をi参照するに各研究者により其の日数を異にす5日，7日，8日，10日，14日，21

日，等の如し：Lino七esbの如き顯微質的槍査に依る・ときは］0日以内の短時日に於て骨化

作用を認むるを得べし然れどもレントゲン法のみに依るときは肉眼的槍査に腸するを

以て極めて短時日に試験を終るは不可なり著者等は14日を以て試験期間と定めたり

　　　　　　　　　　　　12，　レントゲン撮影に就きて

　研究者に依りては撮影の際白鼠を固定する爾工一チノン急撃を行ふものあb著者等の

憂目に振れば斯がる必要なし麻酢法はその庭置宜しきを得ざれば往々．にして自鼠は死

する恐あるを以て斯かる方法は可及的避くるを可とす，撮影は僅か1／、一1／、。秒にて終る
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を以て熟練すれば斯かる必要なかるべし街撮影は左足膝關節部を選ぶべし左右何れも

全く同一なれ共便宜上各研究者の槍定方法に從ひ斯く定あたり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　13，季節と拘儂：病の程度

　臼鼠の罹病程度は季節により必ずしも一様ならす著者等の回書に依るに春季は最も

罹り易く夏季秋季回れに次ぎ冬季は本試験を行ふに適せざるが如し他の9季は罹病容

易にして共の四病程度も概して同一なるも冬季に於ては十分のVi七amill　D訣乏症状

を回せしむる能はす且その程度甚だ不揃なるを見る守れ共経験術難きを以て果して季

節によるものなりや或はその際使用せる飼料によるものなるや正確に漸言するを得す

　　　　Fig・1　　　　　　　　　　　Fig・2　　　　　　　　　　　　Fig・3　　　　　　　　　　，Fig・4

警1囁げr唱　・

む　　　　ウヒ　　

遜、

85w

腰「
ミ面癖

　　　　“礫賦彰焔

叢＾｝ 趣

】伽

　　　　　　　　　　　80gm　　　　　　　　　　6ggm　　．　　　　・　　78gm

　　　　　　　　　　　　十十　　　　　　　　　　　　　　　　　十十十　　　　　　　　　　　　　　　　十十十十

上圖に狗優病に織れる白鼠の左足臣節な示すVitamin　D定量の易合に＋＋＋程度の症状㍗呈ゼしむろ葎

要す

　　　　　　　　Fig，5　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig㌔6

1㌧ノ1

．飛へ

鞠

　　　　　　　65gm

1上町に治癒しつ、あろ状態旭示す

『1

、

“

◎

　　　ゲ　り

　　　6ggm
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旨ボ彦・［

●

■

磐餌

翻

，〃．
▽・

慨

ぎ

議

も囲

i紅

’驚壕」：乱擁鞭

＼

f

㌧

㌦きk

嗣瓦

83gm・絢優病に罹れる白鼠の全身な示す



20
山　本・萬　年・小　野・胤　王

後日の研究に三つべし，著者等の飼料を使用すれば自鼠は容易に十十＋或は十＋＋＋

程度の絢無病（Fig　3及4参照）に罹れるも季節により長短あり例へば春季の如きは、

2週問にて十分なるも他の季節にては長きは4週間を要すべし冬季は長期間飼養する

も＋＋程度若しくは全然罹病せす，

　弦に注恵す一ミきは健康なる自鼠も登育の途中にあるものは恰も輕度の何倭病に罹れ

る如くDiaphyseとEpiphyseとの中間に梢間隙を有するものあb依って斯かる動物と

匠別する欝め常に本試験にありては＋＋＋程度の罹病動物を出す如く努力すべきなり

　　　　　　　　　　　　　14，拘儂：病の治癒に就て

　Vit毘mi111）を鋏乏せる所定の基礎飼料を與へて拘僕：病を螢せる薄鼠にVi七amin　Dを

含有する検艦を與ふるも飼料を異にするときは必ずしも共の治癒程度同一ならざるは

既にA．Van　Harreveld氏の報告せる所なり軋れ基礎飼料中に含有す6燐，　Vi七ami1113

及共の他に依りて著しく影響さるるものにして同氏は斯の如き鉄瓢ある即ち燐の甚だ

僅少なる且Vitamh1：B，　Albumenの不十分なる飼料を使用すればVitami11　D映乏症は

呈せしめ得るも肝油の大量を與へて尚治癒せしめ得ざる事を報告せり余等亦實験の結

果之を確謹するを得ナこb

　著者等の飼料を使用するに障り特に注意すべきはVi七amin：Bなり若し功験中～所次膿

重減少する傾向あらば補給せる▽itamin：Bの不充分なりと知るべし著者等は大日本褒

麗質肚より特別に分譲を乞ひすこり別記の飼料にVitalnill：Bを補給す虻しば登育良好なり

　　　　　　　　　　　　　　15，　試験結果の判定

　治療結果の乱離に先だちて注意すべき事は治療期間中の姦臣の訓育状態なり呼応は

Vitamin　Dを給與せすとも絶食する事により絢優病を治癒せしめ得るものなり依って

治療期間中は撮質量に十分性意を彿ふべし掘取量の理り僅少なるもの及試験期間中螢

育停止並びに醸酒減少せるものは試験成績より除外すべし

　各研究者の多くは治1療期間に：於ける治癒程度により槍膿中めViしamhl　D含有量を

到定せんとせり著：者等の経験に依るに顯微鏡的槍査は例外とするもレントゲン法にて

槍補するときは此の治癒程茂を正確に匠与するは困難なりと考ふるを以て治療期間中

に完全に治癒せしめ得る槍膿量を求むるを可とすべし
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　　　　　　　　　　　　　16，Vitamin：D標準試験法，

　治療録験を行ふべし實験室に於て同一系統に属する．臼鼠を常に次の飼料を以て養ろ

べし

　　　　　小峯粉末　　98・5％．・　、食、難　　1・5％
　　　　　外に新鮮なる牛乳な自由に飲ましむべし

　試駿を開始せんとするときは是等白鼠を妊験せしめ生後28日に至り下記の基礎飼

料を與ふべし水は蒸三水を與ふべし』

　　　Die七No．11

　　　　　ノ！、　峯1麩　　　　　　　　7　　　　　’　　　　　　　　　　　　　米　　澱　　粉・　　　　　　　　54

　　　　　…　白　・・（喋自』13）　・・Cb・‘一　・

　　　　　玉蜀黍（黄色）粉末25　　　　　　　　　　NaCI　　　　　　　1

1外に各鼠に付き乾燥ビーノン酵母0・1gmを日々別に補足して用ふべし

　2－3週間後レントゲン撮影を行ひ絢棲病に罹れるを確めすこる後（絢僕病は＋＋＋の

程度なるを要す）（：Fig　3夕照）直ちに槍膿を輿へ治療期間を’14日とす（撮影は15日

目に行ふ）試験動物は各群少くとも10匹を要す而して治療期間中一群少くとも8割の

白鼠を完全に治療せしめ得る最少槍膿量を見出すべし膿重秤量は治療前後2同行ひ治1

療期間中働重減少せるもの及び撮取量の甚だ少きもめは除外すざし（完全なる治療を

求むべきか或は石荻沈着を認め得ダき所要槍等量を見出すべきかに難しては後日の研

究に侯って之を擁定すべきも著者等は前記の如く暫定的ド完全治癒試験を採用せり）

　街試瞼成績年表の際は必ず其の時季を明記すべし“

　　　　　　　　　　　　　　　　　實　験　例　1

　　以下の實験例に必ずしも標準試瞼法の如く行び？二るものに非す俵って所要瞼腔量も多少異り且動物の襲育

　’肌三三も劣ると知ろべし

　　槍　　禮　　市中販費某著名肝汕

　　試：験時季　　昭和7年5月一6月

　　所定め方法1・晶晶室1・於燗配る生後28躍重40－5ゆの仔恥Di・・X・・11　i・鯛育す

　　15日後にレントゲン撮影な行ふに悉くf句｛婁病に罹れうな認めすこり俵って検畳豊を1mg・5mg・．10mg・20mg・

　50mg・に分ち與へ酒リ試瞼動物に羽重減少ぜろものに除外し補充し’（冬群10匹とぜリ以下の實験も全部同

　　．様なり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　試瞼成績　　　　　　　．．　　　　　　．1・，．

　　　　．・馨．　灘量、1・・（試験動物として採用せる最初．髄重は省略以下同じ・「）・　　　・詰・
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動物番號 罹病程度
轟初是 最後の

盟諏
堆加盟重 試験期間治癒程度

i

脚番號 罹病程度

1’ {＋＋　67即・80即・139皿14日　一　　6＋＋＋
2　　＋＋＋　　　　79　　　106　　　　27　　　　，，　　　　一　　　　　　7　　十十＋

3　　＋十十　　　　67　　　　82　　　　15　　　　，，　　　　一　　　　　　8　　十十＋・

4十＋＋　71　86　15’　，，　＿　 9十＋＋

5＋十十＋65738，，一ユ0＋十ナ．十
最初の燈重に槍髄な興へ始め7二ろ時を意味す

　第2蝉　　　　　『．三三量　5mg

瀞鍵

70号m

57

64

55

66

最後の

盟重
8き騨

　71

　79

　64

［：81、

・圃繍・艦
ユ3・・114E

14
　　　，，
15　　，，

9　　，9

15　　，，

動物番擁 罹病程度 轟璽

11　　十十十　　　　619111．

1．2　＋十　　　47

13　十＋＋　　64

14　　＋＋十十　　62

15＋＋＋＋ 狽T3

　第　3　騨

最後の

四重 擁
71即。110卿

56　　9

74　10
79　17
62　　9
　　し

試験
期日
請癒程度

140　＋
，，　十十

，，　　　十

，　十十十十

，，　十十十十

　検盟・：量

動物番號 罹病程度

16　十十十

17　＋＋＋

18　＋十十十

19　十十十十

20　十十＋．

10：bg

趨聖

63郎11

55

63

73

68

諺後盆 増加試験
軸重　期H

75gm1．12gm

73　　18

64　』1

90　17
84　16

114日

　，，

　，，

　，，

　，，

始癒程度

十十十

十十

十十十

十十十

　十

動物番號 罹病程度 三半 醗量

21＋＋＋　61、・、178即・1

22　　＋＋＋　　　　68　　　　89

23　　十十十　．　　67　　　．83

11隣瓢1
　第　4　酵

．謹袈 器
・7・・い4H

2！　　，，

16　　，，・

11　　，，

10［，，

　　「

給癒程度 動物番號 罹病程度 三半

＋＋＋＋　26＋＋154蜘」

＋＋＋＋　27　＋＋＋　50
＋＋十、十　　．　28　　　＋十　　　　、48

十十十十　　　　29　　　十＋十　　　57

十十十十　　　　30　　　十十十　　　58

検謹上　20甲9

三脚量

589m

56

50．

60

66

堆加試験
盟重　期問

治癒程度

伽114日1＋＋＋＋

6，，i＋＋＋＋

2　．，，　＋＋＋＋

3　　，，　十十十十

8　　，，・　十十十

鰍／・畷 翻呈

31｝＋＋＋　649m

32　　十＋＋＋、　68
　　　　　　　
33＋＋＋＋に66

　第　5　蝉

三脚呈

78鍔m

84

75

擁
14gm

16

9

試験
期問

治癒程度 動物番號 罹病程度

14日　十十＋十　　　　34　　十十＋十

，，　　十十十十　　　　35　　十十十

㍗　　　十＋十』十　　　　36　　十＋÷・

　　検髄：量　　50mg

三半

75gm

59

83

最後の　．塘加　試」瞼

彊重腔重期間
76gm

64

95

h騨！14日

　5　　，，

12　　，，

幽幽程度

十十十十

十十十十

十十十十

動物番號 罹病程度 轟初商
轟口脇 鑓 試験期問 治癒程度 動物番號 罹病程度 最初の膿重

謎後呈 墳加　試験
髄重唱悶

治癒程度

瀦‡‡‡贈111騨騨H：‡享：ll‡‡エ．準準，1騨i　ll日‡‡：‡

39 D．附回731 D・＋＋�E二「 @i，
上記の成績表に見る如く三二lm9にては治癒せす5m9の量にては稽々ネ十分なり

】Omg以上は完全に治癒せり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

即ち所要の槍膿量は5mgと．10mgの中間に存するを知る　　，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實　験　例　 2　　　　　　　　　　　∵　’

、：槍　　艦　　市中販壷Vlfamh　D製飼A　㌦　　　　　　　　　　　　　．’　　　　．・

　試験時季　　昭和7年7－8月．

試騨物羽帯室1；燗一斗の及市中よ嚇回し働1ケ胴鱗ぜる樋4・騨一5・漁9．のもの蘇

・即リDi・t　Ng・1下給與後21ロ後1・ヒ・げ・三巴行ひす・．る1・悉く触病1・罹れる旛め削依つで

槍饅を1！10。oo　mg（エルゴステリン）1／5000　mg　1／1。o，　mg　1／500　mg　1／100　nlgに分ち與へ？こり　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挫創成績

　　・第　　1　舞　　　　・　　　　　　　　検　彊　量　　1／10000mg　，

動物番號

45

46

47

4S

．49

罹病程度

十十十

十十十十

十十十

十十十

十十十

最初の

盟重

62即n

78

64

65

67

晟後の

礎重
729m

87

70

73

77

・咽鍛綱・謝

10卿
9

6

8

10

14日

，，

，，

，，

，，

動物番號

50

51

52

53

54

罹病程度

十十十

十十十十

十十十
十．

¥十
十十十

恥初の

膿重
74gm

65

67

68

62

駐後の

槻重
769m

73

69

73

65

増加盟重

29m

8

2

5

3

蝕咽鷺程度

最初の白重に検饅を興へ始めナニる時な意味す

　第2舞　　．　　槍髄量1／5030m9

14H

，，

，，

，，

，，

十

一　　　

動物番波 罹病程度

55　　＋＋＋

56　　＋＋＋

57　　＋＋＋

58　　＋＋＋

5g 戟{＋＋

最初の

盟重
飛後の

肥重
58gm

69

81

79

55

6Sgm「

S1

87

100

70

　　1

　　　1
堆カロ冒豊』≧試験期1責i

　　　l

10gm

12

6

21

1δ

14H

，，

　

，，

，，

治癒狸度 動物番號

60

．61

62．

63

64

罹病程度

十十十

十十十

十十十

十十

十十

泉・初の

燈重
719m

69

66

54

53

．轟後呈増加膣重

829m

7S

71

56

55

119m

9

5

2

2

瑚・職

第　3　舞 槍　　置豊　量　　　1／1000m9

14日

，，

，，　　噛

，，

，，

動物番號

65

66

67

68

69

罹病程度

十十十

十十十

十十十

→一十十

十十十

是初の

肥重

56雪m

65

72

67

60

懲堆加瓢1㈱麟癒搬
1

68・m1

74

75

7S

63

12寧II

9

3

11

3

14日

，，．

，，

，，

，，

十十

十十

十十十

十十十

十十十

1
動物番魏1

70

71

72

73

74

罹弱程．度

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十
　　　1

腱
63零m

49

72

70

61

最後の

膿重
70gm

65

79

72

67

・加薩鼠毛醗

第’4　二 二盤量　1／50・n19

7gm

16

7

2　’

6

14H

，，

，，

，，

1，，

十十十

十十十

十十十

十十

十十

　　　1
働物番號1罹病程度
　　　［

75

76

77

78

79

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

焙初の

盟重

70τm

75

60

60

81

醜i・咽欄・
829m

85

62

62

100

12qm

10

2

2

19

14H

．，，

，，

，，

，，

治癒程度

→一十

十十十

十十十十

十十十十

十十十十

動物碑鰍

80

Sl

S2

83

84

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

吊初の

膿重

489m

59

75

71

71．

鑛後量．増加盟重1試験期聞

57gm

69

91

77

73

9gm

10

ユ6

6

2

14日

，，

，，

，，

，，1

給癒程度

十十十十

十十十十

十十、十十

十十十十

十十十十



24 山・本。萬　年・小‘野ρ．輻、三正

第　5　轟 検　　畳豊　・量　　「．1／1001ng

動物碑艦鱒翻欄丞細灘度動麟圃齪i羅融・重脚鱒膿
薄lll．i到顯．．1紺1、驚．器瞬靴繋∵i日子1

ゴ” W8＋＋・t“・37…　。…＋＋＋＋・3＋＋、＋！’・8，．67…9、’・・峯・単

　　89＋＋＋1・・二‘67ド3ド引＋＋＋＋Ug41＋＋＋｝59‘｝．・・い2・i・1＋＋罧

　上記の表によりて判断するに＋＋＋＋の治癒を生せしむるに必要なる謀議量は

ヲ1㎜mgと乳。。皿9の中間に存するを知る　　　　．．　　．，　、㌔¶

　　　．1．、　　．．　‘　向三三例3，　・．　．．1　…幽

　　　槍盟市・繊V・・・…D酬・．　．　．．1．』1．ll’
　　　四三時季　　昭和7年8－9刀　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　・．

　　　面一動物に實瞼例2と同様　　　　　　　　　　　　　　，　　　　，．　　　　　　　　　　　　，

　　　Diet　N・・11な給油後21日後に〃トゲン撮影を行ふ

　．悉く狗酸病に罹れるを認めナニリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　楡盟の給與量1／10000mg　1！5000　m91！1000m91／500　mg　1／100　m9（エルゴステリン）　　　　　　　．　、『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、試　験　戊　績　　　　 ．　　　　　’　：　／　　　　　，

　　　　第　　．1　　舞　　　　　　　　　　　　　　　　検　　畳豊　量　　　1／！oo⇔o　mg

動物番號

95

96

97’

98

99

罹病程度

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十十

最初の
量豊重

66蜘、1

85

97・

69

76

誌鮎喰．堆加晦期晦程度

72璽l1

99

108

81

7S

1贈i

・・引
2　・．i

動綱・艦羅魏・曜徽麟緯

’
最初の髄重に検盤給與の時祉意味す

　第　2　群

t

槍鐙：量 1／εooo　mg

四

動物番號 罹病程度

　105

－106
　．107

　168．

　109．

十十十．

十十十

十十十
＋十’ {
十十十

　3’

誇初星1轟後副増加膿重1一審総程度！動感

．78取n．

　66
161

　63
．170

1

1

90gh1

67

65

75

75

12gm

1

．4

12

5

罹病程度

’｝

@第．

14日　＿目110・＋＋」ド
　　　　　i
・　一．11111＋＋＋
，．　　　　一　　ii　112E十十十

：；｝＝｝隈郡

上彊量　　1んOD6　mg

醜轟後面鞭瞬塵・再
70幽81・m

震lll

O3　プ0

76　　78
　　　

・・宸P4日｝

1！i・i
琴1・；：・1

』奪　・｛
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：動物番號 鵬虚 羅轟・…燃姉織
　　　115　　＿ト『＋十　　．　669111

ユ16：　＋．＋＋　　　78

1．17　十十十　175

1i捌‡‡二障

　　～　　　　　　　1

　　第　4’舞

　　　　　　
71騨・L

88
．8≒

．S21・

70…．

動物番號罹病程度

1

．網ヨ1
，、10　”1＿

71・i．一li

　　　　　町回量

120i＋＋＋
　　1
1211十十十
122．幽 @十十十

123　＋＋ギ

124　十十十

1／500nlg

轟贈・鷹袖間［・艦

　78gm

　73
・74

　77
1・・

！Sggm

’78

「．87

；88

197

119m：

　5
・1ゴ

11

12

14日
’，，．

9，

，，

う，．

爾罹病鴫雛後景灘糊・塵度㈱騨
・2・．P＋＋＋1
126　　　＋、＋＋　　l

　　　　　　　I
．127　十十十

．、ユ28　十．十十　．

　　第　5　群

66騨
p．

㌫
75

・29：
堰{＋＋レ』・91．79

　　　
69gm・　　3即m・

　　1
96 P1∵
76　1．1　　　・9．1

92　　．17．

　　　　　
　　510　，
　　l　　　　　　　　I
　　』　　　　　1

・4日に． P．、

　　ヨ　　　　　
，”　1－　1

　　　　　1
．，，　1　．　　一

”　1一
、，1一

検1燈量

・3・ト・＋＋｝

1311十十＋

132　十十十

江33　十十十
　　　134 P＋＋・

1／100n］9

諮初繍後塾唯繍・職
　　「’

769m；　839m

　　　
72　・76

69　　76

61　　66

60　・63
　　［

剰

1’

3

：14日

，，－

「L C，L

，う

，，

・物・鞭程度説謝・加・肇趣・・．・艦脚・罹縢撫擁後鍵・・麟棚

叢二四1警皿「；噌日工‡工：細雨1劉穿翻1日

・437・1＋＋＋16569　4・i・＋廿＋142＋＋＋4853　5．・
13S＋＋＋165．70　5、i・、．＋＋＋＋143＋＋＋．85　88　3　・
・139ナ・継U8・7．1・・．＋柵1い44＋＋＋7983．4、・ザ

　自口ち半畳豊1／100tng　lこげ（始めワ（；有’数ヲよリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實瞼例　4

　槍門燈　．μ雷門局方肝油

　試瞼時季　　　　ロ召禾07年8－9月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．

　試瞼動物．　前例同様

．Diet　No．11な給與後21日後にレントゲン撮影な行ひナこるに悉く絢｛婁病1こ罹れリ

　徐甘豊糸合一量　　　．25mg　50　mg　80mg　120mg　　　　　、

　　第1騨　　　　 三戸量．25m9

治癒程度

十十十十

十十十十

十十十十

十十十十

＋十千＋

動物番號 ・罹病程度
最初の

肥重

145十．十十

146　十十十

147＋＋＋

148　十十十十

149　＋＋＋

　第　2　群

66gm

65

66

72

56

最後の

盤重
70gm

67

69

85

64

駒甑簸翻
　　　1

4gm

2

3

13

S

灘岨i動物番田

14日’．一

，，

，，

，，

，，

　　　　　　P

三戸量

塵・陛畏’謝・・塑・・

150　＋「十十

151．十＋＋

152　＋＋十

．153　　＋．十十

1芝♪4　十．十十

　50m9

』66騨

60

63

71．．

．58

75罰
68

68

81

「67

治癒程度

9言m　14日．

S　　，，

5　　，，

10．ド。

・｝・
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動物番號

155

156

157

158

159

罹弱程度

十十＋

十十十

十十十

十十十

十＋＋

最初の

竸重
最後の

槻重
6Sgm「　76gm

57　　65

71　　85

72　　77

73　　88

　　　1　　　1
増加盟重．試験期縄治癒程度

　　　1　　1
Sgn｝

8

14

5

15

114日

　，，

　，，

　．，

　，，

十

十十

十

十

十

脚琳艦
160

161

162

163

164

十十十

十十十

十十十

十十十

最初の

腸重
679m

83

58

84

最後の

歴重
・咽鍛期瞬膿

第　3　舞 ’　　楡：萱豊　：量　　80m9

719m

90

68

87

4gm

7

10

3

14日

，，

，，

，，

十

十十

動物番號

165

166

167

128

ユ69

罹病程度

十十十

十十十

十十十

十十

十十

最初の

潴重
最後の

重重
堆加書誤

70窪ml　80即・

54　　64

70　　．73

65　　76

56　　64
　　［

10gm

10

3

11

8．

　　　レ
試験期間1恰療程度

14目

，，

，，

，，

，，

十十十

　十

　十

十十

　十

動物番號

170

171

172

173

174

罹病程度

．十十十

十十十
　　　〇
＋ナ＋

十十

十十

最最の

髄重

　50蟹m

　5S
．81

　82

・82

醜陣襯期瞬醸

第　4　舞 検　　畳豊　量　　　120Plg

52即nl

　　I
61

，97

92

62

2gm．

3

16

10

10
1

．14日

，，．

，，

1，，

，，

十

十

’十十

十十．

　十

．動圃罹縢

175

176

．177

178

179

十．
¥十
十十十

十十十

十十十

十十十

最初の

髄重
699111

70

76ピ
」

78

70

最後の

髄重

73望11

77

84

86

78

黒田彊重

4gm

7

8

8

8

　　　　

照照瀧礎
14日：　一

，，　　　十

，，　　十十十

，，　　　十

，，　　　十十

勤翻1欄鍍
　　　1

180

181

182

183

1．84

．十十十

十十十

十十十

．十十十

十十十

最初の

自重

　58gm

　66

｝62

　63

　56

最後の

肥重

63箏n

69

68

65．

．70

増加膿重

5gm

3．

6

2

14

　　　1
離郷糠程度

14日

ら，

，，

，，

，，

　十十

十十十

十十十十

　十十

十十十十

　　　本検髄に120mgにても爾不足なリ

　終りに臨み多大の御便宜及御指導を賜．りすごる，西崎弘太郎博士，．所長衣笠豊博士ン

ントグン装置購入に際し御鑑力を輿へられたる，前陸軍衛生材料廠長渡邊叉治郎博士

陸軍一等国渕正，北川順氏及び姿酒酵母の御前與にあっかりすごる大日本三三會肚取締

役永井十八氏に劃し深甚なる謝意を表す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引用交獄

　　1・　Zジ・ノ砿　ハをム。π’and泓’」鉱躍ノ2∂o‘たJ．　o£　Biol．　Che111。62・575　（1924－25）

　　2．Z蚤疏”ヒα”〃β，　Kina　Simmonds，　and　J．　Ern（£tine　Becker　J．　of：Bio1．　Chem．6597（］925）

　　3・西崎弘太耶博士著・蛋白質幽晦「大正15年

　　4・E・グ・．蔽α，伽〃3and鼎2σ3珈脚π‘たand君σ，5％ψ勿．　and　Z蚤．4．乃雇・J，　of　Biol，　Chem．5141（1925），

　　5・ノZ5励〃∂o‘々and・4π励β如ゐJ．　of丑io1．　Chem．64263（1925〕

　　6。．4施ノ泥茄∬，弧Weiば6ck血d　E．　To蹴ol．　J．　of：Bio1．（ゐen1．57731（1933）

　　7・　Zジ・7；」πα”～‘〃andノ協πσ．∫Z〃〃zo〃誘J．　of　Bio1．　Chem．5141（1922）

　　8・　A・巧z1β2ヲ為7ッ”8～≧孟　ム1ededeelingen　（1929－1931）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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菌・抗元の研究㈱一報〉・

チフス菌煮沸抗元の吸着法による精製試験

技

囑

助

緒

師　秋

託二
手　米

言

葉　朝　一．郎

　　　倉

野　　英　彦

　菌抗元の化學的研究就中共蛋白質及含水炭素に關イる研究はDochez一門の研究螢

表以來（1917）諸學者の研究相踵ぎ漸次關明せられつつあり・此等諸學者の報告を見る

に菌抗元成分の分離方法は56。じ於て殺菌しすごる後極膿を振撮破蔑するが如き物理的

操作に櫨り或は菌膿を溶解し若しくは抽出する等の化學的操作を用ひて菌抗元を溶媒

中に移行せしめ以て抗元の諸要素を分離精製するを』般とし煮沸操作に檬つ七菌抗元

を抽出し之に就き其化面的性状を研究せる例は極めて僅少なり・煮沸免疫元は夙に鳥

潟博士の唱導せる虞にして墨壷力に於て或は其免疫機轄に於て從來のワクチンに比し

て特異の性状を有するものと稽せらる・惟ふに煮沸操作が菌膿成分（特に蛋白質）に劉’

して著明なる影響を及ぼす一ミきば容易に首肯し得る庭にして從って低淵に於て抽出せ

る抗元と煮沸抗元との間に於ては共の性状に相異るものあらんと思考せられる．之余

等の煮沸操作に櫨って抽出せる免疫元に就て共化學的並に免疫學的研究を企てたる所

以なり・而して余等は本問題の研究に入るに先だち先づ以て煮沸抗元を可及的純粋な

る歌態にあらしむる事帥精製する事を以て先決問題なりと思考したり・蓋し培養基質

の混入は化學的成分の槍定の上に叉量的研究の上に支障する事少なからざればなb・

　　　　　　　　　　　　　　　精　製　方　法

　精製試験はWiIls鰍erゴ：Euler，　Josephan氏等の酵素精製法並に細谷，宮田三等のヂ

フテリア毒素・破傷風毒素の精製の鴬に考案せられたる方法に準櫨す・雨法の明細な

る説明は回れ夫れの原著に譲りここにほ三等の施行したる方法に就て詳述す・　気
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　1）．酵素精製法による法　　　　’　　　　　　　　　　＼

　煮沸抗元液に酷酸を加へてPII　5となしたる後硫酸ア川ミニウムより調製せるボソ　’

水酸化ア・レ・ニウ・Bを約20％鯛制こ加へ騨混和せる．後部室温轍擁して充

分なる吸着を行はしむ．翌日遠心沈澱してボヅ水酸化アノンミ』ウム・B’を集め2～3同

酷耐酸性の蒸溜水にて洗砂しすこる後此を原煮沸抗元液と同量の蒸溜水に浮介しアンモ

ニア水を加へてP・・9となして室温に］夜放置して抽出（Eluatioh）を行ふ・曲直に就

き遠心沈澱及濾過を行ひ濾液を牛腸膜或はコロヂオン嚢に入れて1（・3日間流水中に

て透析す．

　2）・轟素精製法による法

　煮沸抗元液に2％弁化亜鉛水溶液を注意しづっ中止の最早生ぜざるに至るまで注加

す・此を濾過し沈澱を蒸溜水を以て数回充分洗止したる後乳鉢に探り適量の蒸溜水を

加へて磨砕し更にクエン酸アンモンの中性溶液を撹絆しつつ沈澱が完全に溶解する一に

至るまで滴加す（中性クエン酸アン毛ン熔液は10％クエソ酸溶液をアンモニア水を

以で中和して造る）・．以上の溶液に新に調製せる硫化アンモン溶液（10％アンモニア水

に硫化水素を飽和外しめたるもの）を題不及無き様粗大な硫化亜鉛の沈澱を生する限

り追加す．，走れを濾過し濾液を流水中にて1～3日間透析す．此を精製抗元第1液とす・

　更に精製する爲には4・％酷酸亜鉛水溶液を精製抗元第1液に加・〉（酸性となる）之に

稀鐸アンモニア水を徐々に注低しつつ微弱酸性とならしむる時は多量の沈澱を生すド

沈澱を数同洗溝しすごる後クエン酸アンモン溶液に溶解し更に硫化アンモンを加へて硫

化亜鉛の沈澱を音別しかくして得ナこる濾液を流水中にて腸膜或はコロヂオン嚢により

1《・3日間透析す．、此を精製抗元第II液とす．

　　　　　　　　　　　　　　　實　験　材　料

　煮沸抗元液を次の2種とす．

　1）寒天斜面培養のチフス菌を掻き集め其3mg（灘潤状態に減て）が生理的食止水

1cc中に含有せらるる割合につくれる浮游液を95。’》100。に30分間加熱したる後先

づメノレプ暦にて次いでベルケフェノンド濾過器にて濾過して菌醗を除去したるもの・、

　2）　チ．7ス菌普通ブイヨン培養を95。～100。に＄0．分間加熱せる後（Dと同様操作に
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よって濾過せるもの．　！1、　』．．　・「　　．1　　・＿’

　（1）は培養基液の混入微量なるを以て可槍材料としては可良なれども病原菌に於て

は共の操作に繁雑と危瞼とを伸ふを以て（2）の材料にして精製可能ならんか研究上の

便鋤し緯前之雨種隔て融せる所以なり・、一　　一．：∵』＝

　試験は先づ蛋白訴訟によりて精製度を槍し次に試験管内（｛nvitro）噛に於ける抗元ガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を補腿結合反鷹i及沈降反回によりて計測比較し更に生三内（ih’vivO）に於ける抗元能

力め有無を抗燈産生及過敏症三二に振り1て確めだb．，

　　　　　　　　　　　　　　　實．瞼成績　　　　　　　．，

　A）．菌浮溢液を材料とせる場合．

　煮沸抗元液1を細谷三法及Wills七批ter氏法に嫉って精製せる精製液は何れも無色

三二なり．　　　　　　　　・　1　　『　　　・’　…

　1）．蛋自認癒

　此等の液1こ就き蛋白反慮を試みだる成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　呈　　色　　反　　懸』

1原液鍵製1 1堅液i鍵製i1

一■H・P㎞㏄1・R舩・；読一一

「　．二IPauly。D三azo　1　　・ジ　　．一　　「一

，7．一ISch曲lbll五．・マ、τ、，

園鍵製

Biuret　Reaユdio【≧

上目短hydr油　　・　，・，

Xanthoprote三n　，，

　　コ
ー［　M皿1・nRe・k廿・n

．ilM。1加h　　。，
ヨ1恥・蜘・…

　・沈　　澱　　反

1原副精製液1【 　原液／繊渡；

轟齢．1－i．　lllll士評l　i

即lcc中・に菌3撃を舗す熱度の菌灘液を材料とレて調製せる煮題画

琳の櫻灘何れ碍色品雨漏性1こレて正反臨於ては酷醐三川ンフ．ラ．

ム酸及硫酸アンモンの飽和に依って極めて昏眠の沈澱を生するに過ぎす．前事實は・
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1cc中に菌3mg．を含有する程度のi菌浮澁液より調1製せる煮沸抗元液は蛋白質含有

量極めて微量なる’事を示す．、

．2）．試験管内に於ける抗元性　、，

　常法によりて製したるチフス全菌免疫血清を用ひ煮沸抗元原液及精製抗元液の抗乳

量：を比較計測せb．

　沈降反磨に直る成績は　　，　　　●’　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　左の如く反癒度何れも輕微にして雨者を比
　。元触血清陣1…i・…「・・2・
　　煮沸抗元原液　　世　　＿　　＿　　＿　較する事を得す因って鋭敏なる補膿結合反癒

　　精製液A　寸t　一　・一　一　を行ひたるに共の成績次の如し．
　　　，，　　　B　　　十　　　一　　　一　　　一

　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅結合購（B「owning氏法にタり雌

血清0・1ccと共に補血2軍位を結合する抗元量を定画す）

種　類抗口重㏄1　　1・O　　l　　O・8　　1　　0・5　　1　　0－3　　【　　0。2　　1　　0・1　　i　O・08　　i　O・05　　　0・03　　10・01　1　K：　・

　　暮主　　A……系田谷氏法1こよる＊戸別液

　　　　B一・羽・1y・；Ulni・i“辞・hyd・・xyd　B　lこよる精製液

　精製液は何れも煮沸抗元原液と同量に補正したる後に本實瞼を試みすこり・尚上表に

陽性なる抗元量自膿に補膿防止力無きを月露實験に干て確めずこるは勿論なり二

　以上の補燈結合反慮を指針としだる成績より煮沸抗元の吸着法に振って精製液に移

行する率を見るに

　　　　　細谷三法によりては　　　　一壷一×ユ・・一62％

　　　　　剥水酸化ア…ニウ・Bl・よりて【よ一誰・…一・・％

‘にして細谷氏法によりては精製過程に於ける損失量焼く精製し得れどもポリ永酸化ア

ノγミニゥム：Bによっては牧得量前者に著く劣る事を知りたり．

　箭頭氏は市販水酸化アルミニウムAl、（OH）・を用ひて吸着洪によリチフス菌毒の精

製を行ひずこるも氏の報告には歎量的記載無き霜共の追継量を余の成績に比較する能は

す．一
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　水酸化アノンミニゥムによる精製法の成績は酵素に於ても共の操作法如何によって相

當動揺するを以て余等の實験に於ても操作過程を逐一吟味研究すれば或は成績良好と

なるやも知れざれども細谷裏組によりて優秀なる得量の下に精製し得る事を知り次の

チフス菌ブイ白ン培養を材料として行ふ精製試駿に於ては水酸化アノヒミ・rウみ法を省

略し細谷氏に照りてのみ行ひナεり．

　：B）．．ブイヨン培養を材料とせる場合

　善通ブイヨンを用ひチナス菌を37。に数日間培養したるものを100。に30分間加

熱したる後最初に・寸ノγプ層次いで濾過器を以て濾過し濾液を既述せる細谷氏法に撮つ

・て証し面面1温言II液を作る・「撒第1液は黄三三II灘瀦1こ韓を

帯ぶる透明液なり．　　　、　・

　1）．蛋白面出i　ご，

　煮沸抗元原液に於ては層黄nhydrin，　Biureb，　Molisch，　Xa且thopro七ein，　MiHo11，！てeu－

bauer－Rohde，　Eopkins二Cole反癒馨陽性なるも精製液第1液にては唯Biurgt反慮のみ

陽性にして精製第II液に於ては：Biuret二三も亦陰性となる・

　　　　　　　　　　　　　呈　　色　　反　　慮

陣液脚・1精馴 臓1精馴精製・・

　耳舳ydrin一：Real謡ion　　　寸†　一　一　　Neubauer－Rohde　Reakti・n　＋
　：Biuret　　　　　　，，　　　　　　　　寸セ　　　十　　　　一　　　　Hopkins－Cole　　　　　・，　　　　　：ヒ

翌臨面●　‡：に1』二一、｝：：：
M・1・n　・　　＋　一1－1

2＞試濾出に於ける揃匪

補禮結合反論を指針として精製液の抗元量を測定せるに次の如し，

　補禮結合反癒

賑；救t・・iα・｝・・1…i…i・・31q・・【K

　原　　溢：　f什　燈　　滑　　f什　、惜后f「

精製液・・廿田tセ1・L
A．．考1甲絹・．

く煮沸抗元を精製し得る事を知りすこり・

．十

三細谷氏法によりてブイ

ヨン培養濾液を材料と・し陀

る場合に於ても亦牧得量よ

　　　　　　　　　r　，
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・．：沈降反慮に於ては原液，，精製三共に陰性なりき・　’　　　　　　・　　，，

：3）・生膿内に於ける抗元性ジ　　．¶．戸’　　　　幽．　1　’．層・・　、

ド以上の實験に曾て呈色愈愈陰性となるまで精製せる煮沸抗元液は試験管内に於て充

分抗元性を有する事を知りたるを以で次．に生誕内に於ける抗元性を試験せり・，

　a）・抗膿産生能カ　　　　　　　　　　　　　　一一　　，　　1一’．『曽！　　　域1

　禮重2kg前後の家兎を用ひ煮沸抗元原液及精製液各4c¢を3回に分ちて耳艀脈

内に注射し注射完了10日後血清を採取しチフス菌に封ずる凝集儂及當該原液，精製液

に樹する沈降債を測定せるに次の如く凝集素並に沈降素を産生せしφ得る事を知る・，

論騨義膜抗元黒糖馴抗響築毒液蝉

　　註　使用家兎の正常凝集債に何れも20倍以下正常沈降債

・・　　　に何れも零」なり

ユ州2、ccを心臓内に注射せるに原液，精製三共に定型的の過敏症症朕を惹起壷しむる．

を認めすこり・　　　　　　・，　　　　‘　　　　　　　　　　，

　以上の實験によって細谷氏の精製法に、よりて得ナこる精製液は試験管内に；於ても抗元

性を有する事を確め得陀り．

　　透析の抗元量に及ぼす影響

　b）．過敏症試験　　’　1

　300grの「モノγモット」の腹腔内、

に原液及精製液の2ccつつを注

射して戚翻し2週間後に各液の

、＼讐i・・1・・i・・1・・sl…1・・31…

　邊　析　前　・世　1批　　柑　　世　　世　　＋　　一

　4日透析後　　1け　　世　　↑賃　ヒ世　　＋　　＋　　一

問透栃したる後輩元量：を測定し抗元性物質は透析せられざる事を知り．た．b．

　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　1），余等の行ひ陀るポリ水酸化アノレミニウムBによる精製方法によっては精製抗

元め牧歯偏可良ならす一

　2）．細谷氏法に擦れば牧得量よく精製する事を得

13）一1精製抗元はin　vitro及hvivoに於て抗元性を有す・

　4）・煮沸抗元は透析せられす．　　　　　　一　　1

　精製第II液を腸曲或はコロ

ヂオン嚢に容れ之にトノレォーノレ

の適量を重層して流水中に4日
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脚　　　　　’　　　　　　　，
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　　菌抗元の研究（第二報）

チフス菌煮沸抗元の透析法による精製試験

並に無蛋白培地の考案

　　　　　　　　技師秋葉朝一・郎

　　　　　　　　助　手　米　野　　英　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言　　　　　　’　　　　・

　余等は前二巴に於てチフス菌煮沸抗元が非透析性なる事を確認せり・ヌ破傷風毒素・

ヂフテリア毒素，志賀菌より分離せる多糖類等も亦透析せられす・9かく一・般に抗元性

を有する物質は複雑なる組成を有し透析膜を通過せざるものなり・ここに於て若しア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ミノ酸，糖類，．盤類等の如き容易に透析せらるる物質よりなる液膿培養基を用ひて菌

を培養し透析法を慮用して培養成分（N試hrm漁ria1）を除去し必要なる抗元のみを透

析膜内に把握しかくして容易に抗元を精製し得るとせんか菌抗元の研究上利便凹しと

せす．

　かかる目的に癒用し得る培地は從來登表せられナこるものの中にてはUschinsky及

：Fr勧kel等の考案せる無蛋白培地なれど・も該培地に於ては一般に菌登育の微弱なると

螢回する菌種の勘きとの鉄弓あり．例へば腸内菌中R’coli，　B・para七ypLosus　B・は該

培地に登育すれども：B・七yphosus，　R　para七yphosus　A，　R　dysenteriae等は螢晒せす・・

かかる事實は恐らく含有するアミノ酸の種類の少きと共組成の回りに簡軍なる事に基

因するものと考ふ・而て此敏鮎を補はんが爲に精製せる多種のアミノ酸を加へんとせ

ぱそは経濟的に不可能なり．

　ここに於て余等は蛋臼質を加水分解する事によって適切なる透析性培地を得ん事に

着眼し其原料としてカゼイン及べプトンを選びナこり・

　蓋しカぜイシはArginin，　Histidin，五アsine，　Tyrosine，　Tryp七〇P｝1an，　Cystin等生物の登

育に主要なるアミノ酸を含有する事と容易に比較的精製せる市販品を入手し得るが駕

り
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にしてペプトンは通常培養基成分として必須のものにして且容易に加水分解を行ひ得

るが爲なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．實　　．・瞼　　．・．・　・

：「

@加水分解法　　　　1　　∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　100。　に於’（蛋白質な加水分解すろ時に長時問な要すうな以て20封度加膣の下に3畦問加水分解を行ふ

　　事とし此條件の下に一定の酸度に於’（加水分解し得る蛋白質の含有量を検定ゼリ．帥硫酸溶液100c，cにヵ

　　ゼイン叉にペプトンの一定量な加へ（百分比に非ず）痴座釜申にて分解す．硫酸を用び流ろ所以に硫酸に容易

㌧　・に除去し得るが爲なり・蛋白質の加水分解にBiurct反回陰性と宏るな以て完了ぜうも6と見倣す・其成績

　　に次衷の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛋白質の加水分解試瞼・

～課」、、、。1、5桟。騨。1く濯」、、1。，、5辛，。脚。

・ゼイ。，5％畷＋＋＋．＋＋＋団ゼイ・，20％徽三一ト■一一一
・ゼ・・…鰍酸…一＋け・iペプ・・・…礁十・巨＋＋

　露　理　　’　　　　「　　　　　　11　　　「

　加水分解の際酸度餓リに強き時に屡々高級アミノ酸の分解を來申すな以て（後述）可及的酸度低きを可と

す・此見地よりカゼインに於てに10％硫酸な用ひペプトンに重てに5％硫酸を用ひ此によって完全に分

解し得ろカゼイrソ及べプトンの極限量な分解ぜしむ・

　分解液にHUmin質な隼じ’（置網色と蹴るな以て炭末若しくに酸性白土な用ひ’（脱色し濾液な淡褐色とな

るに至ら・らしむ・此際酸性白土を用ひれる揚合にに酸性白土にヘキソン盛；基（Lysin，　Argi㎡n，　H減idin）か

吸着すろを以て此な抽出ぜざるべからす・郎吸着ぜろ酸性白土な集め鼓回洗涙し重る後（洗液に睨語手に加

ふ）乳鉢に取り之に水酸化石灰乳な加へて研和す．アルカリ重液中にて酸性白土に吸着ぜるHexonbおeな

遊離ぜしむるな以て此な濾過し濾液に先の脱色液に加ふ・酸性白土に再び孚L鉢に取り之に水を加へて研和す・

前に加へし水酸化石灰の溶解ぜざろものが酸性白土に混じて残留しおれば水な加へれうのみにして酸性白土

浮游液にアルカリ性となろべし・若しアルカリ性とならざる1押型水酸化石灰の粉末な加へて研磨す・然る後

濾過し濾液に脱色液に加ふ・かくの如き抽出法を繰り返へす事三四同にし’（大部分のHexonbase々玉高す

る事な得・水酸化石灰乳は常にPI釦の近くにありて抽出に便なり・

　炭末を以’（脱色する時に炭末にHexonb鵬を吸着也ざるな以”（酸性白土を用ふるよリli操作簡便なリ・

然れども脱色力に酸性白土に劣ろが故に10－20％の硫酸によって多量の蛋白質な分解しすごるIlumh多き

液の脱色にに漉ぜす・か、る揚合にに酸性白土な用ふるを便とす・5％の硫酸によってペプトン潜分解しれ

ろが如き分解液に於てにH：umin質少きな以て三二な用ふるた可とす・

　次にかζして得†二ろ加水分解股色液より硫酸な除去ぜざろべからす・此が爲めにに液に水酸化石灰の粉末

か撹拝しつ、加へ硫酸な硫酸石灰と．なして沈澱ぜしめて液を中性に至らしめて後濾過す・濾液中にに樹硫酸

石灰溶存するな以て加堅釜にて15封度に30分間加熱し生じれる沈澱を濾別す

　かくの如くして得ナニ‘る液に黄褐色透明の液にしてRiuret・反鷹な呈也すコロヂオン膜に入れて1夜流水中
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　　！に放置するに殆無色透明となり、Ninhydrin，　Xanthoprotein，．⊃工i110n，’：Pho『phowo1侮am伽re等のアミノ酸反

　　応纏て陰性となろ・

　　　本液な滴宜に稀繹’（Casein液：5－6倍，　Pepton液5倍）し之に0・5％の割合に食塩を加へて加墜滅菌し

　　ナこるものな培養基と‘なしてB・coli・，　B　typhosus，：B・paratyphosus　A及お，　B・dアsenteriae，　Stapllylooo（氾us

　　等な接種培養するに何れも好く機育す・帥かくの如き培養基に蛋白質か含ます全く透析性物質のみよリ塞リ

　　て菌の襲育可良なり・　・

　　　本培地のアミノ酸反慮及菌繁殖度に就てに後章に綜合して記述すべし・　　“

　　　爾本培地に於ける菌の聾育状態Pξブイ『￥に少しく劣ろ事實に肉エキス中に含有煙らろ」或物質（聖旨基

　　の如き）が訣除する事に盛るならんかと考へか、る物質な肉エキスより分離してカゼイン或にベプ・トン分解

　　液に加へる事によって所期の目的を逡し得べしと思惟し酸性白土な用ひて肉盤基の分離な試み六り・

　　　然るに偶然肉エキろ溶液々酸性白土によって庭理する事によリ肉エキス中の蛋白質な除去し得ろ事な知り

　　此方法によって蛋白質な含ます透析性物質よりなろ培養基な肉エキスよリ製し得るに至れリ・

　　　　　　　　　　　　　　　　肉屯キス中の蛋白質炬除去する方法

　　　5％工呈・b’g肉・キ・溶液・・轍晦・と・一三糖・・筋・騨・騨・迄力・一：10－30胴棘釜中

　　に放置する時に多：量の沈渣な生す，此沈澱に就て：B三uret反応を罪するに陽性なリ・即酸性となして煮沸す

　　る事によって肉エキス中の蛋白質な或程度迄除去し得る事な知ろ．加熱也る後波な濾過して沈渣な去り濾液

　　に：Biuret反慮祉試むるに陽性にして蛋白質の溶存する事な知る・

　　　此溶液に約1！20～1／30：量の酉菱性自土な加へて5－15分間振撮し索ろ後濾過す5此操作な細田反覆する時

　　Biuret，　Tannin戚ure，：Pikri【蘭ure反慮陰性となるのみならす更に吸着な進行ぜしむれ【f、Pauly，　Phosphowo一

　』1frams義ure・等の反磨』も亦陰性となるに望み’かく虞癒しれる液1工淡黄色透明ドして之祉假リに露理液と呼ぶ・

　　　酸性白土に数同洗潜（洗液に雄理渡に合す）し†二る後鉢に取り之に水酸化石灰孔を加へて盛基性物質を遊離

　．ぜしめて濾過す・此抽出操作な3－4回反覆する事によって殆完全に抽出する事な得べし抽出後の濾液を

・　抽出液と呼び蛋白反鷹を讃するにBiuret，　Tann二ns蝕re，　P三kr憾ureの反回に陰性にし》（：Pauエア，　Phopho－

　　wol魚ms就ure反旗陽性」なり，（次表参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　酸性白土に擦る肉エキスの露理

雛理 酬 ．隣陰理 抽出
液

肉x
溶液
性理
液
抽出
液

　　Bi。，et　　＋1一一hlill。。　　’』一一Ph。、pb。w曲m，加・e1廿茸一1け

　　Ni・hyd・i・　　一一「且・pki肝C・1e　6　L：一一丁腸曲・e　柑一一
．r　Xanthoprotein　　　一　一、一lPauly』　　　　『・十　　一　1け　Pikτi口s温ure　・　　　f廿　一　　一一

　以上の結果によって考ふるに肉工．ギス溶液を酸性白土を以て庭期する場合此に吸着

せらるる物質に2種あり・即吸着せられたるままアノレカリ戦中にて遊離せられざる

Biureb，　Tannins蕊ur6，　PikrinsEure反慮の陽性なる物質・とアノンカリ液中にて遊離せらる

るPauly及Phosphowolfram酸反鷹陽性なる物：質となり・．，、

　・前者は恐ら・く蛋白質にして後者はP呵y反癒は陽峰なるもMillon及：Folin反癒陰性
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なるを以てH：is七idinか或は之とβ一alanlnとのDipep七idなるCarnosinならむと思考す・

　ここに於て前者が果して蛋自質なりや否やを．確むる鴬に次の實験を行ひたb・

　1）蛋白質及共分解物の酸性白土に劃する態度

各物質の1％溶液を作り之を硫酸酸性となし酸性白土を以て露理しだる後酸性白土

を探りてアノンカヲ日中にて抽出領置を行ひ慮理液と抽出液とに就て呈色反癒を試み吸、

着抽出の有無を嘱せり．

i劇拙1 瞬1抽弱 目陣出

，袈鷺藩．1：二∵㌻丁鋼●‡｝北上’亭1

　表の成績の如く卵アノンブミン及血清等の蛋白質は酸性に於て酸性白土に吸着せらる

制ども吸着せられだるものはアノレカリ液にて抽出せられす．此三三は肉エキス溶液よ

り酸性白土にて除去し得らるる：Biure七反慮陽性なる物質が三富質なる事に証する有

力なる謹篠なりと考ふ．

’2）．透析試験

　蛋白質は一般に非透析性なり．故に肉エキス溶液中のBiure七，　Pikrins蕊ure，　Tannin一’

s蕊ure反面陽性にして酸性白土にて除去し得る物質が非透析性なる事を確め得れば此

事實も最恵物質が蛋白質なる事の二謹左となるべし・

　よって肉エキス溶液並に言言め爲に山畑液面抽出液とをコロヂオソ嚢に入れ1～2日

流水中にて透析し二色反慮を試みるに次の如し

壁千

服腱析

庭…哩液

細拶
抽出液

原畷析

壁キ 露理液、

鷹護析服三三

抽出塚

原畷析

謙濫，ll三ll三論難1｝1■｛i≡

かくして肉エキス中のBi・re・・Pik・瞬・・e・T…i・・琶・・e反慮1・雛なる物質は非透

析性にして：匝u｝ア及Pliosphowolfra皿s蕊ure反慮に陽性なる物質は類書性なる事を知り

す乙b．

　以上の如き事實より肉エキス溶液よb酸性白土によって除去し得る物質は蛋白質な
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’り’1として誤なかみ漆し　、・　　　　、．　、”　　・噛、’：’1：＼・

　拐上述の肉メキヌ庭理液に抽出液を加へたるものは淡褐色澄明の液にして硫酸酸性

なり．故に之に水酸化石灰末を掩搾しつつ加困て中和し濾過し℃硫酸石叩を除く・

絢之を．1ユ5封度に15ん20分間加熱すれば少許の硫酸石荻の沈澱を隼するを以で此を濾

齢す〆『、計測をゴロヂオン嚢に入れ尋夜流水中にて透析すれば無色澄明となりアミ隅隅

の反胃消失す・

躰液を2ん3焙に稀騨『し0・5％1三蓋を加へ一三滅菌凍るもめにB・’毛y並hb6…E

paratyphosus，　B　coli，　B　dy6en七eriae，　St釦hylococcusを接種するに何れもよく・登下す，

然れセ其1野比は普麺ナイ葺ンに些劣るを見る’。

　無蛋白培地の諸反慮’・

　余等の考案音る上蓮3種め培地のアミン酸反回は次の如し．・』

　　　　　　　　　　　　　　無蛋自培地の三寸い

　　　　　　　　　置旧劔羨綱　　　二一券樵騰羨1蹴
　：Biuret　　　　　　　　　一　　　一　1　一　　　一　　Neubauer－Rohde　　　　一　　　＿　　　＿‘’　一一

　N抽yd・ih・　　．一　・廿　廿　一　11・・ki・慨1・1・　　．一　一．廿　一
　’xadth。P。6t・i・　　一　竹　寸t　－　P・uly　　　　骨　一　寸t・ご

臨　掌1！・、．：．！坤蜘竺・聞：｝

．岬．γは・H・P琴’　C・’・反敵性な・も一白鮪灘llし℃恐らく．丑yptレ

翌hanが轍（10％H2Sα）の作用によρて旧せら，るる窺5ん・5鶴S％爾

解せるメブ予ン分解液はHQP璋瑛一Qole反回陽性にしてTryp七〇phanの存在を認む．，

　例勉φ忌地ド搬ても輝析によってアミノ酸の諸反慮妹消失す・

　菌登二度

　先に記しπる如く個々の培地に菌を培養する時には繁殖度普通ブイヨンに劣るを以

て此を交互に組合せ　1

：肉エキス学理液＋ペプ極券解液（・＋P）∫肉エキス庭理液＋力画ツ三三液

（x十k）ドカゼ審ン分解液千ベラ㌧ン分癬液（k＋p）等の培養基をつくりて菌の繁殖

度を普通ブイヨンと比較するに次表の如し・

　カゼイン15gmが100　ccの10％硫酸液に又ペプトン10　gmが100　c6の5％硫
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酸液に封ずる割合に混和して加水分解しだるものを原液とし此稀三倍歎を以て各培地

の濃度を表す．叉肉エキス庭理液は5％溶液よりっくれるものを原液’として此稀騨倍

々を以て培地の濃度を表す．即肉エキス庭理液（X）の2．5倍，カゼイン分解液（k）の

5倍ジペプトソ分解液（P）の2倍琴弾液並に此等の等量混合液3種をつくり重に各

冷に0・5％の割合に食蓋を加へて即興滅菌せるものを培地とす・街普通ブイヨシ，

Uschinsky及：Fr夏nkOlの無酵母培地を樹勢とし各培地の等量に等量の菌を接種し24時

澗培養往歯の登育歌態を目測し普通ブイヲンの混濁度を標準としてナを以て表し三

千優るものは＋。，＋。。等右側に圏発を附し劣るものは左側に圏瓢を附すド圏瓢の歎

2個は耳個よりも優劣の度強きを示す．（次表墾照）

ジ．『，、　　　　、．　菌嚢育試瞼’　　　　1　・　1

1・）「A｝・1・1・1・1

’

：Boumon

　X
　K
　：P

x　十・P

x＋k
k十P
Uschinsky

Fr謹nke1

十

。十

，。十

。十

・十

十。。

十。。’

十

。十

。十

十

十

十。o

＋1。

十　　　　十

。十　　　　十

十　　　　十

＋。　「十

十。　　十。

十〇　　十〇

十〇　　十。

・＋　・ナ

。十　　　。十

十

。十

。十

。十

十6

十〇

十。

十

十

十

十

十。「・

十。。

十。01

T・・・…　13。typhosus

A…　鱒・B．paTatyphosus　A

B……B　　　　，ジ「・　：B

C……：B．CoH　　，

F・・∴・・Bdyse。曲e（Fユ・xnerう

S・一Staphylococ幅

　．其成緯によれば混合培地に於ける　Rty画osus・耳paratyphosus　A及：B・：B・coli・R

dyseヰeriae・S七aphylococcgsの登一度は普通ブイヨンに優るとも劣らざる事を知る・’

　以上記述せる如くしてカゼイン及べプトンの加水分解により叉肉エキス溶液を酸性

白土を以て庭慨する事により降等の企回しずζる塵の蛋白質を含ます透析性物質のみよ

うなり且菌登育の可良なる培地を得ずめ・よって坤を用ひて煮沸菌抗元の精製を行は：・

んと試みπり．．

　　　　　　　　　　　透析法による煮沸菌抗元の精製法

　肉エキス掌理液及カゼイン加水分解液より作れる培地にチフス菌を数日間培養しナz

る後100。に30分間加熱して菌抗元を浸出し之を濾過して蓼膿を除去す．濾液はコ

ロヂオン嚢に入れ石炭酸或はトノレオーノンを加へて流水中にてユ～3日透析すれば殆無色
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澄明となる，透析液に就てアミノ酸反慮を試みるに次の如く諸反慮陰性となる・

羅透折酬 嚢元譲逡折液i

　　　　1 繍謙
Bi。。et・　　　一　一　M。】産，h　　一　一1F・・。cy・・k・li　’一　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hinhydrjh　　　　　　　世　　　一　　　Hopkiロs－Cole　　　　一　　　一　　l　Phosphowolframs蕊ure　　揖　　　r

譜蜘繋：臨，婁に、i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　B

次に透析液の抗元量を補燈結合反癒によって測定せるに次表の如し・

　補膿結合反回（チフス免疫血清0・1ccと共に補膿2軍位を結合する抗元量）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郎透析法によって抗元量の
　　　　　　　　　　　抗　　元　　量　　㏄

原液濡ll，1118ド1即吟1撒な翻菌抗元撒し
　透析液（2日）　1叶　i士｝　i汁　世　寸t　＋1一　　得ナこり・依って今後は此方法

　　・（4日）世1けi汁世　帽額一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によって菌抗元を精製し諸種

の化學的性状或は免疫學的性状の研究を績行せんとす・

　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　余等は煮沸菌抗元が非透析性なる事を知b透析法に櫨って抗元の精製を簡易ならし

めんと試みすこり．帥透析性物質のみよりなる培養基を用ひて菌を培養し煮沸濾過せる

後透析膜に入れて透析し培養基質！N五hrm翫七erial）を透析除去し以て抗元物質のみを得

んとするものなり・此目的の下に研究を行ひカゼイン，ペプトン等の蛋白質を加水分’

解してアミノ酸となし叉肉エキス溶液より蛋自質を除去しで透析性物質のみを利用し

此等の物質を混合する事によって菌駿育可良にして且蛋白質を含ます透析性物質のみ

よりなる培養基を製する事を得テこり．

　本培養基にチフス菌を培養し煮沸抗元をつくり之を透析して極て容易に且抗元量の

損失なく煮沸菌抗元を精製する事を得たb・

・本研究に當りて所長衣笠博士の絶えざる御指導を得ナこり記して深甚の謝意を表す．

　　　　　　　　　　　　　　　　文：　　獄

　西崎弘太耶＝蛋白質牝學
　　0勧五を5々解：Chemie　der　Eiwe油kδrper

　　俄rゑ6〃8’・肋〃躍”oπ　：　The　biochemBtrアof　the　amino　acids・
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吸着剤の径ロ投與に關する二，三の基礎的實験

　　　　　　　　　　　　　　　　技師秋葉朝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　囁　托　風　間　美　佐　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　傳染性腸疾患，腸炎，異常醗酵，便泌等に炭末，珪酸化合物（酸性白土製捌，白陶

土等）が現在盛に使用せられ卓敷を牧めつつあり・其藥理作用は文：献に徴するに水分

扱着，毒物吸着，細菌吸着の作用に基くものとせらる・從って共作用は腸管内に存す

る毒物を吸着すると共に毒物形成の因をなす細菌を吸着して其登育を阻止し或は其異

常醗酵毒物形成作用を抑制するものにして根元療法的敷果と封症療法的敷果とを兼備

するものと一般に解繹せられるものと思考す・三等は此等吸着捌の劉症療法的数果に

な何等の異論なけれども細菌を吸着し共繁殖三三動力を抑制する根元療法捌としての

作用に就ては諸家の登表せる三三方法に徴して疑問を抱きて本研究を企てナ蝕・

　　　　　　　　　　　　　　實験材料並に實験方法

　市販品中炭末，珪酸化合物各5種を撰びて實瞼材料とす．試験菌株は腸内細菌の代

表として大腸菌を使用せり．實瞼方法は各項に於て述ぶ一ミきも大回に於て大腸菌の生

理的食鑑水浮游液に3％の割合に吸着捌を混じ振螢器によって15分間緩徐に振盈し

て後二重滅菌濾紙にて濾過し濾液の一一定量を採りて李板培養を行ひ曇生集落数を箕し

て吸着力の程度を知る・

　　　　　　　　　　　　　　　實　瞼　成　績

　　　　　　　　第1項　生理的食蓋水中に於ける吸着力並に

　　　　　　　　　　　　：水素イオン濃度と吸着力との關係

・吸着捌の性能批鋼にあナこって共有する諸作用が生膿各部の水素イオン濃度に於て完

一全に行はるる事が必須條件ナこるを：Bee111101d氏は提唱せり・酸性自土の如きものにあ

うて特に二者の關係深きは汎く知らるる所なり．二等も吸着謝の細菌吸着能比較にあ
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すこって同時にメヂウムの水素イオン濃度との關係をも槍せり・

第三聯鱒録9菌旧びナ・るもの！こ←て三郷液の0・1cc中に舗せらる

る細菌三二吸着せら・れざりし細菌数を記號を以て示す．

第2表は三品の比灘朋三盛しめんカ‘働こ一三の菌数轍礁三歎を計測し

得る程度と．なして實験せるものなり．，　　，．

　　　　　　　　　　　　第1衷　　生理的食塩水申に於ける嘩著力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾波α1㏄培養菌集落籔：

漁痢一些」・回・国．81・liπ；藷ぱ一門・5［6国、・81・，

離嘩化合物　1
　　　　　　2・　　，，
　　，，　　　　　3

　　・，　　　　．4

　　，，　　　　　5

十

十

土

十

十

十

寸t

±『

十

ナ

十

寸t

±

十

寸f

寸㌃

廿

寸f

寸セ

1什

寸廿

辮

寸セ

寸仕

世　　炭

廿ナ　　　　｝，

世　　　　　”・

1汁　　　　”

口置　　　　・，

末，1

　　2

　　3

　　4

　　5

土

十

十

十

，廿

士

十

十

十

寸隅

田

十

十

十

寸セ

十

寸㌘

廿

舌汁

十

什

†七

惜

．僻「

十

三

骨
圏1け

i開

封 照い廿囲1け岡世Lf州勤、　照1廿中サDlt坤堵｝廿｝．

　　　　第字表　．生理的食塩水申に於ける吸着力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾液0・1cc培養菌集落数

吸着捌
PH }列・「・L8・｝・
照1…21496・ト2・・t63舶1587・｝543・

珪酸9ｻ合物
　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

1　　1　・2

2． Q．　1．

3　10　25
4’@0　　3
5　　2　15

11

P

45

10

18

24

18

98

14

2盆

21

16

83

9

王7

1S

23

62

．2

13

齋一一聖1・国・レ国・
封

土1・7・2脚ト…1634・1587・1・・3・・

炭

，，

，，L

，，

末　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　0

　0

0

13

553

　1　　0

　7　　0

0‘ O

39　27

478450

0

　0
2

63

596

　0

．ro

　3
53

512

　0

・0

　0
65

507

　第ユ，2表に見る如く炭素，珪酸化合物共に生理的食益水中にてはよく細菌を吸着す・

而て雨者共酸性溶媒中に於て中性，アノレカリ性溶媒中に於けるよりも吸着力強し・從：

來の手鍋に於ては食蓋水若くは蒸溜水中に於ける細菌吸着の事實を以て腸管内に於け

る揚合をも付度して吸着捌は根元療法的二三を有すと結論せb．余丁は此貼に疑義を

抱き街細菌膣よりも更に被吸着性の強しと思はるる蛋自質，アノンブ毛一ぜ，ペプトン・

盛基性アミノ酸等の存在の下に試験すべき事が腸管内の條件の類推により適切なるべ

しと思惟し次の二二をなせb．．、
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　　　　、∴，し’．「．．第2項．ブイヨン中に：於ける吸着力；　・．　－’1∴∴寡だ

：．Hebigの肉土キヌ5．O　gmペラ’トン109皿食盈’5gm㌃を水11】コに溶：解しずこ．るもの

を標準力南レとして之を適宜に影野し且各水素イオシ濃度列を作り此を以て大腸菌

浮游液をつくり此中に於ける吸着捌の細菌吸着力を附せb・

　第3表はブイヨン5倍稀繹液に干ての實験なり．實験の結果珪酸化合物は勿論2種

の優秀なる外國製炭末を除き他の二二は其吸着力生理的食蓋水中に於け・る場合に比す

れば著く減弱せるを知れり．…欠に優秀なる吸着能を有する外國製2種野末に就き其ブ

イヨシ2倍稀騨液及原液中に於ける吸着力を實瞼せる結果は第4．5．表に示す．郵かか

．　　　　　　　　　　　　箏3i琴　　ブイヨン5笹稀繹液中に於ける吸着力　7．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾液0？1㏄培養菌集落籔：，

ボL」・1・1・［・1・
照 紳77・・t・79S・i馴・856Gt・9・2r

珪酸化合物1　1040013160133401160015312

i：．・i響ili際lli羅i

第4表　ブ不ヨン2倍稀響胴中に於けろ吸晋力，

献」・1・い8［・
馴・÷・・Gl・剛・・88・1・8・6・1・9・2・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6表

．三層謹」列・1・1唄・吸糊PHI・い1・1・［・9・、．
甥　剛1276・1144・・i1剛1658・1・856・封．照／・3・5・1・4…1・3・2・1156・・巨串54・・∴

高萩鵬購燭籍1窺・騨1樹望郷ll騰・
る炭末と錐も2倍稀繹液中にては細菌の吸着力著く減弱し原液にあわては細菌を吸着

する事極て輕微となる．．　　　　・　　　．　』’、．　：

　以上第2項に於ける實瞼により蛋白質ベプト、ン，・アミノ酸等の豊富に存在する門

中に旗は細菌の鰍龍は之に劣るを以て糊着性9化野的獺銑1・墜着せられ

曝着醐御し縮凹型％・・よ僅少なり撒せざぴ物す・而しτここ1二

使用せるブイヨン中の蛋白質ペプトン，ボリペブチード，アーミノ酸等の含有量は一

般食掌中の含有量より．も蓬に少く從って消化管中に於ける含量よbも更に僅少なbと

考ぶ．從づ七鍾酸化合物友炭朱等の腸管内に於そ細菌を吸着する作用は捨て輕度なら

炭　　末1　5 ℃』 @0　0　’0
　・乳　2’．1 ．．1P　．．1　　8　－7’・

i・i難ll：iii！：ilillll

　　　　ブイヨン原液中に於ける吸着力
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と云ふも誤なからん・帥共醤療的敷果は有害細菌を吸着して共登育及作用を阻止し自

己の排泄せらるる時に三って有害細菌を腸管より除去するといふ根元療法的（抗細菌

的）致果に非すして毒物の吸着或は粘稠性による粘膜の保護作用等に基く封手療法的

i敷果にある；事を1知る・

　　　　　　　　　　第3項　整腸細菌一眼の冗談投與の可否

　吸着捌に根元下郎的数果を期待し得ざる．ものとせぱ傳染性腸疾患或は異常醗酵等に

回しては有害細菌の駿雇と共作用とを抑制する爲に腸内消毒捌若くは拮抗菌療法とし

て細菌性整腸捌を吸着捌に配して二丁する事は吸着捌軍味にて與ふるよbは合理的な

りと言ふを得べし但し此際吸着剤によって二巴門門は細菌製剤が吸着せらるる事な

きを先行條件とす・即腸内消毒剤或は拮抗菌製捌の吸着捌との竹野投與の可否は吸着

捌によって吸着せらるるや否や或は吸着せらるる程度如何に關する實験的批判によっ

て決せらるべきものとす．

先づ細菌製渕に解する實験に就て記述iせんとす．

　吸着捌と細菌性整腸劃との半平投與の際に有敷細菌はロ腔食道胃腸中にて吸着せら

る鐸なり・嚥下の間に於ける吸着は短時間なるを以て輕度なる一ミく且胃腸中に至りて

は被吸着性の高ぎ蛋自質共他の諸物質存在する鴬に吸着せらるる程度亦輕度なるべく

此貼よう見るも細菌性整腸捌の投與は可なりと認める事を得一ミし．のみならす次の實

瞼によりて知り得るが如く＝度吸着せられだる細菌と錐も此を榮養よき環境の下にお

く時細菌は登育増殖する事充分可能なるに於をや・

　第6表は細菌を吸着せる吸着渕をブイヨンに投じて培養するに細菌は登育壇殖する

事可能なりや帥吸着は細菌を不活性ならしむるや否やを實験せゐ成績を示すものもの

　　　　　　　　　　　　第6表　吸着ぜられれる細菌の残育力試瞼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋に菌の蘭書ぜるな一に獲胃也ざるな示す

試i・図・回・5｝・・1・・佃｝1購い図司・・1・司・・｝・・1・・

珪酸化合物1

　，，　　　2

　，，　　　3

　　　　　4

　，，　　5
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炭煽　末1

　，，　　2

　，，　　4

　，9　　5

十

十

．十
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十

十
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十
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にして一面吸着捌の殺菌力の有無を示すものなり・菌食短水浮游液に吸着剤を混じ15

分間緩徐に振盟し充分吸着せしめπる後濾過して吸着剤を集めペトヲー皿に牧めて乾

燥保存し此一定量を一定時間経過後にブイヨンに投じて培養す．第6表に見る如く炭

末及珪酸化合物何れによるも吸着後2日以内に菌の増殖力を失ふ事なきも珪酸化合物

には層累の殺菌力ありて5日乃至10日以後には死滅する．もの多し・炭末にありては

殺菌力なく吸着後40日を経るも菌は繁殖力を有す・

　即細菌製剤配車投與の際有罪細菌のロ腔食道胃腸中に於て吸着せらるる事の輕微な

るべき事と吸着せられたる細菌と錐も良環境の下にて（腸中にて）充分登育し得る事と

の2貼より細菌製渕と吸着捌との配伍投與は可なbと結論する事を得

　炭末に毫も殺菌麗なきために煮凝を銀微粒子にて被覆し吸着と殺菌との2作用を兼

備せしめんとする製捌あb．濁粗製アドソノレガン，ジラノレゲノレ及本邦にては某製三等

之なり・最後に此種吸着渕の敷撃壌細菌製剤との配合の可否如何に就て記さん・余殺

意2者を入手する事を得ざりしを以て本邦馬下製剤に就き次の如き實瞼を試ナこり・

　1・ユOccのでイヨンに某思事0・5　gmを入れ此に大腸菌を移植培養せるに菌は充分

に登塾し該満潮に登育阻止力なき事を知りナこり

　2・10ccの大腸菌培養ブイヨンに即製捌0・5　gmを入れ時々振曝し4時間，8時間，

12時間，48時間の後に菌浮溝液1白金耳をとb菌の生死並に生存菌歎を李板培養法

にようて槍聴せるに軽罪微の消毒力を黒し剰るのみにして炭粉を被覆せる銀微粒子が

ブイヨン液中に游離して殺菌作用を現す事は殆ど期待し得ざる事を知れり．

　3・大腸菌の食塩水俘游液に某製捌を3％の割合に入れて菌を充分に吸着せしめセ

多言濾過し粗製刮をペトリー皿に採りて乾燥保存し1定時間後其‡自金耳をブイヨン

に投じ菌の生死を槍して吸着せる菌に封ずる殺菌力を見だるに吸着後24時間後に予

ては菌は登育せす該前捌は吸着せる菌に封して弱度の殺菌力を有する事を知れり・、以

上の早立を約言すれば本邦産某製剤は吸着せる菌に封して輕度の殺菌力を有するに過

ぎす吸着せざる菌に馴する殺菌力即銀粒子が溶媒中に游離して現す殺菌力は殆どなき

事を知れり・而して腸内に於ては細菌は殆吸着せられざるを以て吸着せる菌に野寺る

殺菌力も何等功を奏せすかかる製捌は軍に炭末としての敷果を有するのみと草するを

’
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得べし．從って本捌に於ても拮抗菌製捌の配伍投與は可なわ．と結論する事を得・．

　　　　1．・’一・’・、・．　第4項．腸内消毒捌の配伍投與の可否！　　　、　．　　・

　腸内消毒捌忍吸着剤志配伍閑臥する場合に’消毒捌が吸着捌に・よって吸着せらるるや

否や或は其程度を知る事は二十上緊要なる事なb．以下は通常投與せらるる・ものにレ

て院試瞼の便宜上水溶性若ぐは稀薄アノμコーノレ溶性なるもの数種帥石炭酸，．ンゾノ〆シ

ン，グアヤコーノレ，クレオソート；、薄荷油を撰び之に封ずる吸着捌の吸着作用を實験

せり1其他の腸内清毒渕或は十二捌はここに使用せるものと三三似せる化學組成を有

するもめ多ければ他は此結果より類推して、大過なかちんか、と思惟する「　1ジ

　　　　第7糞吸着糊の高上酢聡すろ吸着力1．1’　、、”’實■験1』方’法．
　　　　　　　　　＋に菌の生存な一に死滅な示す
雲煙遡［・【・・1・・［・・［・・［・・．1…

1％．右．濃：’1：酸

炭末吸着．後（濾．．液）

白土吸着後（濾液）

3％レヅ．ルジ．シ．

炭末吸曽後（濾液）

白土吸着液（・・）

0。5％グアヤコール

炭末吸着後（濾液）
白土扱』着’後0腸液ン

　　　　第8表

這顯」塑運塑2国
勤・・9・ア㌍一ルトト！・ト1・1・1・

照

．α05、％薄，短信
0・1％　　　　，，

02ヲ6、　　　．，，

炭濾！α0596　　　，，
・1

u侃ラ6一・・”・

着液。・3・％　　・・”

，隠縫i脂…

第．7，8，9表に示す戦ぐ右淡酸，

　　　　　　　　　　　　　　　豫め腸管消毒捌の大腸菌に劉す

　　＋　射　　　　　　　　　．る浦二二を．George；Reddishの：方

　　唱柑＋土’＋＋法に劫て槍定し瀦なる三三

　　＋盛　　　　　　　　　を有する溶液を作・り3％の割合に

　　＋　＋・＋　＋　＋・＋　＋　吸着郵を混じて30分間緩御こ振
　　十　　十　　　　　十
　　　　　　　　　　　　　　盟吸着ぜしめずこる後濾過し濾液の
　　　　　キ

　　＋　＋　＋　＋　＋　＋　＋　消毒力を乱し之と原溶液の消毒力

　　十』　十
　　　　　　　　　　　　　　とを比較して吸着せらるる程度を
輸苛油に蜀すち吸着力．

÷に菌の生存を一に死滅々示す．　知らんとせり．

謝殺1上畳…乏犠誌1灘皇糠

　、ナ，　　　　　　　　　表としてメノジク製炭末を用ひずこり

　　．］　　　　　　　　　　爾者共吸着力優秀にして各0．1gm

土＋＋＋＋＋＋のα1％メ’ aレシ青溶椥・鰯ち
　　十、＋　＋　．＋　・＋、’L＋　　＋
　　　　　　　　　　　　　　脱色力は某酸性自土製捌14・4cc
　　，十・　十　　、十　　十　、十　　十　　十

　　　　　　　　　　　　　　メノレク製炭末33・3ccなb・即メ
　　十　　十　　十　　十　　十　　十　　十

　　　　　　　　　　　　　　ノγク製炭末の吸着力は三門の約

　　　　　　　　　　　　　　2．5　イ音なb層．

　　　　　　　レゾノレジシ，’クアヤコーノレ，9薄荷油，クレオソー

、
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第9表クレオソート1鮒する吸着力　　　　　ト等1よ酸性自土製捌によって吸着

　　三二・聯噸融デ聯捧三脚るもメ・・ク
癖「遡哩塑1回・・4・・　3・．回5・・ゆ

封

照

炭旧
説
吸
着液

白濾
土
吸
・着液

・…ルール1＋』・・国・1年・1ギ匡

0・5％クレオン「ト

11‘％　　　’“；，

2　％　　　パ

0・5％　　　，，

1・0％　　　，，

2・0％　　　　，，

0・5％　　　・・、

1・0％　　　，，

2・0％　　　　．，

十

十

十　　十

十　　十

十

十

十

十

十

十

．．・潔ｷ貼呼病毒に吸着せら
　　る．』故ビ三三め腸丙消毒捌を白，陶

：　士・酸性白土製剤等とを配合する

一　には何等支障なけんもメノレク製炭

＋　末の如き吸着力強き炭末と配伍せ
十

1一@んとせば普通量より多量に使用せ

・＝・　ざる訴ミカ斗・らす・．

一　　　，結論．友考．’察＿

　（1）珪酸化合物（酸性臼土製渕，自陶土）及諸種の炭末ば食塩永中に於ては細菌を

　　　　よく吸着するも被吸着性物質の多きブイヲγ中にて．は吸着力極て輕微となる・

　（2）此等の吸着捌は殺菌力：を殆んど有せす．，從つズ吸着甘ら屈すこる二二ξ錐通常

　　　　なる環境の下に登－育壇殖する事を得　　　　　　　’・

　（3）酸性自土製濟1は腸内消毒捌を殆ど吸着せざれども吸着力優秀なる炭末に吸着

　　　　す．

　以上得たる結論より演諭し吸着捌の使用に關し次の如く推論する事を得一ミし・

　此等あ吸着捌は脇内に於て細菌を吸着する事極て一度にして且殆ど殺菌力を有せざ

るが故に傅染性腸疾患異常醗酉欝あ疾患1二封しては毒物，粘液の吸着或は炎症面の被

覆等の劃症酌三好を有するのみにしイ有害細菌を抑止撲滅する根元療法的致果を三三

．す・繍・畑麟騨脅嘩覆し七七繰鋼せる騨三四三四
從って此等の疾患1三封しては十寸麹に拮抗歯鍵捌若くは画塾消毒捌を配伍するを合理

馳的なりとす；蓋此等の裏口は吸着捌との配伍によりて著き影響を受けざる事は第3老4

項の實験の示す庭なればなり．

　　　　　　、　　　噛　　　　　丈：　　献

　和泉，中村：　吸着割の性能に就て　治療回報　第339號　　　　　　　　　　…　　　　．∴・
　阪口3　　　　吸著聞1とアルカロイドとの配伍　瞬田中藥局　第8巻3號　．

　高橋＝，∴・諸種吸着に關する毒物的研究　岡山留學會雑誌第437號・・
　皿，恥塾…　F・丘her　e・F・面・・お…h・晦u・ゆ蜘・i・・by・h・・c・・1・n蜘・h・餌d　drt。虹ゆ辞

　　　　　　　13iQchem・Zeitschrift　172，154－170　・
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堆肥糞尿等の熟成促進を目的εする細菌

製，剤の惑乱轟卵滅i殺力試験報告

　　　　　　　　　　　　　　　　技師秋葉朝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　囑　旧風　間　美佐雄．

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　堆肥糞尿等の熟成を促進して優良なる肥料を経時的に且容易に作成せんとする目的

の下に繊維素分解菌，窒素固定菌及其他ユ，2の細菌を培養し之を糠其他の榮養的賦

形捌に混和し製劃として登責せられつつあるものあり．

　本捌が有機物の腐敗分解を促進する作用を有する織より糞便中の寄生錨卵或は病原

菌の死滅をも促進する作用を有するものに非ざるかとは誰しも推考し得る柔なる一ミ

し・本製剤の製造渚も亦かかる考への下に本甲の寄生母野滅殺力試験を響町に依頼出

願せり・

　果してかかる作用ありとせば糞尿の非理上寄與する所勘から・ざるべきを思ひ余零本

出願を受理し之に汗する實瞼を行ひたるを以てここに其實験成績を報告せんとす・

　　　　　　　　　　　　　　　實　験　方　法

　寄生鐡卵保有の人糞を入手する事は當所に予ては困難なるを以て之に代ふるに犬姻

巌卵を以てせり．帥零砕の寄生せる野犬を購入して當所内に飼養し昭和7年7月28

白より8月13日迄17日間に亙りて其糞便を採取貯興せり・之に約5倍量の水を加へ

て良く撹搾混和しずZる後2個の硝子圓筒に分ち共1方には糞便の約25分の1：量の製

測を数同に分ちて混和し他方は封照とし爾者共に8月13日より11月］1日迄90日間

冷暖装置なき室中に放置せり．此間約10日毎に雨者より可及的等量の糞便を採取し

て集卵法を行ふ・

　集卵法採取せる糞便に水を加へてよく蝿温しすこる後細目の金網を以て濾過し細長

き硝子圓筒に入れ24時間静置す・上澄液を捨て再び沈渣に水を加へて掩搾し24時間
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静置して後上澄液を捨て沈渣はピペットにて吸上げ豫め準備し置きたる琵培養基上に

塗布し28。の艀竈中にて約2週間培養す・琵培養基は約12糎雫方となしナこる琵を豫

め乾燥滅菌して後大形のべトリー皿に納め之に水道水を辛ふじて琵の浸潤する程度に

入れすごるものなり．

　15日間培養後全量を掻き集め矢尾板橘町に擦りて集卵法を行ひ花る後沈澱物を6枚

の艶物ガラス上に同一面積の囁三内に塗布し乾燥せb・『 Rる後各々の標本に就き其

30三野宛を鏡検し螢育卵（一三を崩せるもの），不登育卵（死滅せるもの及不受精卵の爾

者を含む繹なれども不受精卵は僅少なbしを以て不町育卵は死滅せるものと見徹す）

及崩壊卵（頽麿の徴候を示すもの）の数を計測し6枚の標本に就き総計す．

　製剤の敷果の剣定は軍に蝸生卵の死滅完了迄の日数のみを標準とせす登育卵（生卵）

及死滅卵（不登育卵と崩壊卵との和）との全卵数に噛する100分比を算出し鐡卵死滅速

　　　　　　　　　　　　　　　蛆　巌　卵　数

経過日籔115i・・［351451・51751・・

i観照

嚢　育　卵

不稜育卵
崩　壌　卵

全　卵　数

71

69

37

177

56

50

47

153

78

110

70

258

52　57

90129
67102
2091288

　種

12

78

100

190

二

四過日販1・5［・・國45155｝・・1・・

、1一葉翻
　試瞼ユニヨ　

　　　　崩　壌　卵

18酬　全卵鍛

別100分比

60　S3

68　104

36　50
164 P237

83

107

90

2SO

72

13S

90

300

49

110

ユ12

271

8

95

123

226

0

49

115

164

経過層 叝閨@・5 25 35 45 55 75 90

封照

試漕

運牽　　育　　悪日　　　　　　　40．1

欝ll｝死滅欄｝　

嶺　育　卵　　　　36・5

翻1｝死滅卵1；1：：｝　

36，6

11：；｝…

35

4＆9 P65
21．1∫

30．2

4鼠6 P69．、

27．2∫

29．7

3＆2 P7α3
32．1∫

24．9

1；：1｝…

24

46 P76
30∫

19．8

44．8

　1802
35．4∫

18．1

4α6 P813
41，3∫

6．3

41．1

　193，7
5乞6∫

3．6

、ll｝…

O

l：：1｝…

O

ll：！｝…

度を比較せんと試みナこう．

　膏100分比を出す場合に考慮すべきは死滅卵が速かに溶解して認識する事不可能と

なるに脱すやてふ事なり・此の問題解決の爾に余等は不登育卵（登育せざるも形態完

全なるもの）と崩壊卵（形態にDegeneration・を示せるもの）とを判別して計測せり・
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其結果表及曲線の示す如く不登育卵

11の歎は漸次増’加したる後45～55日

以後は減少するに拘らす崩壊卵数は

時日の経過と共に増加し特に55，日

以後著明囎獅藤を認め釣・

即犬三三卵は死滅後漸次崩壊し始む

るも容易に溶解し清失せざるものな

　る事をi知る・’

　かかる二三より槍鏡によって得た

る成績より錦出せる登育卵（生卵）或

は死滅卵の100分比は信発し得るも

のと思考す．

　　　　　　宗吉　r　幽－果㌃

　1．登育卵は丁丁開始15日目に

36．5～40．1％にして過回数は死滅卵

なり．かく死滅卵の多きは排便後17

剛32日（試験開始前の貯藏期間17

　日通算）にして比較的時日を経すごる

が窺がし鮪卵（生卵）数は爾

’後かなり速かに減少し75μ以後に

　は僅かに4～6％にして9Q日後には

・全撃滅す・乏に貯四三通算す

れば糞便中の犬引平野は90～107日

後に’ﾍ死滅すと云ふを得べし・但観

察期商は8月中旬より1手月中旬迄

　とす．

　，2．某製剤の犬姻鐡卵死滅促進敷
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果（：或は滅殺致果）は如何・先づ生卵　　・　Fig．4登育卵％

の全部死滅するに要する時日を樹照闘』，．

壺と試御壷に就いて比較するに三四

を加へたるが爲に所要時日短縮せら

るると云ふ事なし：四三卵の死滅速

度帥登育旧記は死滅卵100分比曲線

の推移を比較するも（圖3及4）封照

との間に殆ど差を認めす・三三試験日に於ける100分比を見るに試験壺に於ては封照

壼よりも登育卯の率少しく低く死滅卵の率少しく高く即三差0．6’｝3．6％李均’1．7％に

して此事實は鋼の三三を示すものと点す・

　以上の如き事實より繊維素分解菌及窒素固定菌を主成分として有機物（堆肥，・、』糞尿

等）の熟成腿を目的ける三嘆卿こ幹回蝉鱒に畢す・澱三嘆・よ死

滅を促進する作用）は殆ど認め難しと結論せざる一ミからす．　　　　．生．

　　　　　　　　　　　　　　　　文『　獄‘∫

　高野・勝俣，内藤：日本公衆保健面目雑誌第2巻1號

　宮川＝臨脈寄生轟病學

　．吉田，掘田、鯨嚇新誌第2125，212ポ

㌧．㌔，『 x1P　．馳　　　　　’　　．．　1・　・　　　　　　　窪’．∵！・
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アリーノレ芥子油（揮：登芥子油）及フ。ニール

芥子油（無臭芥子油）の毒性比較調査報告

技　師　伊　東 幹　愛

　昭和6年6月8日附健保第424號及同年9月28日附衛保第771號を以て衛生局長

よりの照會に係る無臭芥子油の醤油に樹する防徽感力に就きては先に衣笠技師等によ

b報告せられたるも爾後その衛生害否に就き動物試験を愚行し最近次の成績を得たる

を以て之を報告す．

　　　　　　　　　　　　　　　内蓉目次
　　第1章　緒言

　　第2章　家兎静脈内注射による致死量決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　第3章　少量のアリール芥子油及フエニール芥子油を蓮日経口的に投興也ろ家兎の組織學的所見

　　第4章　結論

　　　　　　　　　　　　　　第1章　緒　　言

　フエニーノン芥子油の生理學的作用に即しては之をアジーノy芥子油に劃する輝輝構造

の關係及諸性状より或る程度の推定を下すに止り實験的記録を見すよりて既に醤油防

徽捌として許可せられたるアソーノレ芥子油と比較試験を行ひその防徹作用と毒性との

關係を明にするはただに藥理論上より見て興味あるのみならす實際問題としても必要

なりと考へ雨者の比較試験を行ひナこり．

　芥子粉は醤油防徽捌としては古くより用ひられしものの如く芥子油の殺菌防腐敷力

に幽しては：Bokorny，　K：och，　Salkowski鈴木，井爪氏等の報告あり衣笠技師等の報告

によるもその画論力は優秀にして開栓容心痛藏醤油に使用せる場合に於ても10，00σ

倍にて充分その目的を達し得と・

　謙てアリーノシ芥子油の生理作用に就きて考ふるにその毒性は相當激しく殊に局所を

刺激すること強く’］李方米中既に90m9の存在に於て特異なる刺激臭性氣の爲め諸

粘膜は刺激されて吾人の存在を許さす．帥ち二二に於ける最小刺激濃度は200，000倍

にして腕に於ては2，500倍にして既に薄麻疹様の登赤腫脹を來し猶濃度高まる時は水
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泡更に進みで壊疽を回すは勿論なり．若し之を内服する時は消化管の粘膜は極度に刺

激され登赤，腫脹は勿論更：に進んで壊疽に略入る・吸牧作用としては肺氣腫，痙攣，

膿温下降，中才弾三等を來す．

　家兎に静脈内注射を行ふ時は呼吸慰書，血管運動向脛麻痺，筋肉痙攣，膿温下降を

i來し殊に呼吸中福の麻痺最も著明なり・その静脈内注射による致死量：はCalier及

Evansによれば膿重．1kgにつき0．012coにて又経口的投與に於けるCγolemaの實瞼

に於ては0．2mgなりと．然れども反覆して小量を注射する時は之の毒物に封ずる或

る程度の抵抗力を生すと云ふ・蛙に於ては0・0059にして中櫃刺激による激しき興奮

と痙攣の後死を寵す（Henze）みみすは200，000倍液中に歴て死し魚類は1，320，000倍

自重に於て麻痺を來さすして痙攣のみを惹起して死に至ると要するにその大部分は

アリーノレ芥子油の有する辛辣なる局所刺激作用に基くものの如し

　衛生局より邊附のフェニーノレ芥子油は無色透明にして特異の臭氣（アリーノン芥子汕に

比しその刺激的臭氣はうかに少し）を有する液膿にしてその醤油に郵する防徽力は小

林氏によるも衣笠技師によるも共に約20，000倍に煮て完全にして帥ちアリ・一ノレ芥子

油よりも亭々有敷なるが如し．故に若し本給にして其の毒性少きとせば優秀なる防腐

捌と云ふを得べし．

　　　　　　　　　第2章　家兎静脈内注射による致死量の決定

　試藥としてアリーノレ芥子油は第4版日本海局方揮登芥子油をフェニーノン芥子油は衛生

局よb逞附のものを用ひ共に局方アノンコホノレにて20％溶液を作用し家兎心立lkgに

卒し一定量魔風賑内に注入しようて起る温語を観察せり之を表示せば次の如し

　　1．アフール芥子油

動物
番號

1

2

3

4

5

6

7

盟：重
（kg）

1．92

2．00

2．00

1．SO

1．80

2．00

2．07

性

＄

：：

：：

鷺重1kg二
封スル注射
量（cc）

0．05

，，

0．03

0．02

全注射量
（㏄）

0．096

0．1

0．1

0．054

0．054

0．06

0．0414

主　電　ろ　症　状

を敷しき痙攣（ロ時下門下’す）

呼吸麻痺

激しき痙攣ついワ（翻る麻痺’
（叫聲なi陵す）

痙攣，租々興奮胱態麻癖

生　　　死

直

5－10分後死

約5時間後死

死

備　　考
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8

9

10

1］

12

2．

2．00　　　　，，　　　　　，，

2，00　　，，’　　，，

1．80　　　　　，，　　　　　0．01

1．90　　　，，　　　　，，

2．10　　　，，　　　　，，

フェ』一ノレ芥子油

0．04

0．04

0．018

0，019

0．021

　　　　ノ！

少しく興奮朕態な示剰るも
糸勺2時間1こし層てユF青宰

翌朝死

5日な経過する
も死也す

泉中蛋白著明’

動物
番號

1

2

3

4

5　，

6

7

8

9

ユ0

11

12

13

14

15

三重
（kg）

1．77

1．90

2．20

2．00

1．77

2．00

2．20

1．80

2．00

2．00

2．00

2．10

1．94

1．80

2．30

性

δ

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

覆講全話量

0．1

，，

，，

0．05

，，

，9

0．03

，，

，，

0．02

，，

，，

0．01

，，

，，

0．177

0．19

0．22

0．1

0．OS85

0．1

0．066

0．054

0．06

0．04

0．04

0．042

0．0194

0．018

0．023

圭　な　る　症　胱

｝覆と謹轟響購（最

　　　　　i；

痙攣約3分にして麻痺症状｝

あるも約3時間にして外観
常に復也り

灘灘緊縛羅．

〉稽々興奮の状あり

生 死

〉直 死

　　　　　　糸勺10－15分1こ》て二｝死

｝認な経るも死

，！

ノノ

備　　考

尿中蛋白著明

ノノ

尿中蛋白痕跡

　三王の成績を見るにアリーノレ芥子油の家兎静脈内注射による致死量は艦重1kg、に

つき0．02ccにしてフエニーノン芥子油の夫は0・05ccなり即ちアリーノレ芥子油はフェニ

・一 mレ芥子油よりその毒性はるかに強し・然れどもその中毒症状は質的には雨：者相同じ

二きものの如く圭として激しき痙攣及呼吸麻痺なり叉死を免かれしものに於ても共に腎

臓を刺激して蛋白尿を起さしむ・

　　　　　　第3章　少量のアリール芥子油及フエニール芥子油を蓮日

　　　　　　　　　　　経口的に投與せる家兎の組織學的所見

　既に緒言に於て述べたる如くアリーノレ芥子沸は10，000倍液に於てフ～一ル芥子油

は・20，000倍液に於て著明なる防徹作用を呈するも高高の毒性を比較する意味に於て

共に局方アノレコホ川にて10，000倍溶液を用ひ各3匹宛の家兎の室腹時に・10ん15ccの

水の助を籍りてネラトン氏カテーテル圃にて胃中に邊入し約50日以上80除日に及び

しものを脱血死に至らしめて胃，腸膀胱，肺臓腎臓，肝臓につき組織學的槍索を行
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へり，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　然しその投無量に關しては先に＾ごタナフトール及びオイカリプ。ス油の醤油防徽捌

としての衛生上の害否につき報告せると同一理由の下に家兎二重1k9に劃し10，000　・

倍アノンコボル溶液］cc宛與へすこり．同時に劉・稻とし膿重1kgに幽しアノレコホノレ1cc

を全く同一難件の下に與へて試験せるは勿論なり・

　組織學的槍索はパラフィン包痙法を用ひヘマトキシツン，エオヂン染色によれり・

實験成績次の如し・

　　　第】侮唖　　動4勿番號　　5號　　2・4kg　♂　家兎

　　毎日10，000倍アリール芥子・汕アルコホル溶液髄重Ikgに乱し1cc宛糸墨口的投與（1日の全心催事：2・4cc）

　　’投與日数自9月220至12月10日，SO日電
　　　投與回る』全絶封量：0・0192cc

　　　致死方法脱血死
　　投與後壼ケ刀より漸時禮重の減少な劃しユ1月10日頃よリ尿中に門跡の蛋白な認む食慾叉蓑へ全身の骨斑

　筋に弛緩し致死前の盟重に1・8kgなりき

　　　　　　　　　箪　　　1　　1劃

　　第4例動物番號5號2・4kgδ家兎10・000倍アリ
　　ール芥子油アルコホル溶液腔重］kgに封し1cc宛

　　蓮日経口的投與し80日及ぶもの・胃底部振大100
　　倍　ヘマトキシリン，エオヂソ染色

　　　　　　　揮〆鱈ヂ騰　営、．

　　　　　∴労：溶塵〉圏＼

　　　　噸雪遊輪鶴羅欝

　二見するに肉眼的にに肝臓に全艦に一様に∬1釜

褐色な呈しアチヌス著明なり硬度普通にして特

に異常な認めす腎臓にカプセルの剥離糟々困難

ブよるもマルピギー氏小野著明なり膀胱に一般に

充血し鞍しき盗血な見る胃部も亦一般に充血し

底部より大回に及び50鑓銀貨大の著明なる出

血竃々見該部分の上皮暦に壌疽に昭入れるもの

の如し顯微鏡的所見も亦肉眼的所見に一致し胃

の該出血部な百倍の擾大度にて見ろ時に（第1

圖）上皮細胞に大部分壌疽に隅入りほとんど染

色ぜす所々に凝血塊な認め上皮下出血叉著明

なり膀胱も上皮下に著明なる出血を見ること第

2圖に示すが如し肝臓に中心静脈及細胞索問の

毛細管に於て多少の充血を認め從て細胞索問比

較的底く又肝細胞自勇退行的攣化な示し威によ

り’てに1第3圖1こ見る如く攣｛生な罰し治めiこ染色

著しく不良なリ腎臓に於てに紙毬謹充血を來し

爲めにマルピギー氏小髄に全腔として肥大し小

葉間血管叉多少充血あり
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，

　　　　　　　　　第　　　2　　圖

　　　　　第1圖と同一一家兎の膀胱　披大182倍

　　　　　　　　　’が酬剛魚向い糊熟　庇

　　　　ゆ　　　　　　　　　　キ

　　　　　　　　　　　　つ　　あ

　　　　　　　　　　四肺＿臨晒鵡㌦勢バ

　　　　　第　　　3

第1圖と同一家兎の肝臓

　　　　　　　　　　　碧禰

　　ご　　醇　　　莞　　∫　，2塾　　　　　㌔　　　　　　　　畳
　　　　歴　　　　　　い　　　　　　　赫

　　　　　　タ　　　　　　　　　サ　　へ　　　　　　　　　　　　め　ち　　　　も

　　　　　翫膜∴濾∴，
　　　　　　　　　　　　　無♪レド魯

撫Σ激談壌蕊螢

　圖

　擁大100倍

》無

向＾ @　　　　　　、　　。　　　鴫渉い

・ン　　　　　　　珍　　剰
ド　　　　セ　　　　　　　　　麿許

・　　　　　轡

　　ヤ

　第2例動物番號6號2，1kg　6家兎

　本例に於てに第1例に同じく毎010，000倍

アリール芥子・油アルコホル溶液畳豊重11ζ97＝

馴し】㏄宛ネラトン氏カテーテルにより投

與ぜしが25日目に誤りて副管へ捜廻し障

めに直ちに窒息死な來ぜるを以て不結果に

終れるも一応剖見ぜしに肉眼的1こば認むべ

き剛志な兄ざりき・

　第3例　動物抽斗7號　2，2kg♂家兎

　毎日ユ0，000で爵アリール芥：子7山アルコホル

溶液髄重1kgに覚し1cc宛経口的投興（1日

の全投輿量2・2cc）

　　投興口数　自9刀22日至11刀30日70

　日戸

　　致死方法　自然死

　第1例に同じく投與後1ケ刀頃より漸時食

前減退罐重減少し11刀300に白日死な來

ぜし際にに1・4Skgなりき全錫の筋肉弛緩し

替養悪しく剖刑するに胃底部に贋範なる出

血あり，腸管壁に骨殿筋に同じく一般に著

しく海にしてアトロフイーレンぜリ肝臓に

その邊線回滑にして稻々腫張しアチヌス著

明ならす1腎臓に暗赤色な呈しカプセルの剥

離稚々困難なリ・

　膀胱中に残存する尿を江射器にて吸引し

て槍するにスルフオサリチール酸試瞼1こよ

るも煮沸試瞼によると共に蛋白な識明し得，

顯微鏡的樵査に於てに肉眼的所見及第］例

に於けるものと略々一致ぜろ所見を得アこる

な以てユ1ヒ1二言Y系皿なる旨己蓮な省略すろ　ことと

ぜリ

　次に第4コ口リ第6例に於ける家兎に於

てにいつれもフエニール芥子汕の10，000倍

アルコホル溶了侵在r毎日畳豊重：1kgに聖ナし1cc

宛アリール汕に於けろ揚合と同じ方法にて
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　　悉堅ロ向勺1＝投興て藍リ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　投畢期間に3例共自9刀22日至12刀10日§OH問にして白然死な來ぜるものブよく外槻上（食慾・元氣・

　　尿の所見等）異常な認めす槍二二生前の二重及脱血致死前の髄重なな見るに

　　　　　　　　　　　　　　　　検盟投手前　　　　　致死前
　　　　第4．例　　　　　　　　　2・05kg　　　　　　　　2。5kg

　　　　第5例　　　　　　　　2．5kg　　　　　　　　2．65kg

　　　　第6例　　　　 ・　　　2・4kg　　　　　　　　2・04kg
　　　剖見拉びに検鏡するに3例共胃底部に輕微の充血な認あしのみ他に全く所見なし印ち同時に封禰として

　　2・15kgの3家兎に髄鞘1kgに封し局方アルコール1cc経口的に投興し80日問に及べる家兎の所克と大

　　差なきゐ9知りテニリ　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　以上の實験は短時日の間に行ひすこるを以て之にて直ちに雨芥子油を少量宛蓮績投與

一せる際に於ける慢性中毒の問題を云々する能はざるも少くとも雨芥子油問に於ける毒

’性の相異は之を認むるを得べし．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章結　　論’

　　1，　アリール芥子油及フェニーノレ芥子油は共に著しき醤油防徽性を有するも後者の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　方梢々優秀なり・　　　　　　　　　　　’

　’2．家兎静脈内注射により急性中毒による致死量を見るに膿重1k9に封しアリーノγ

　　　　芥子油は0．02ccフェニーノγ芥子油は0．05　ccにして前者は後者の約2倍孚の毒

　　　　性を有す．

　一3，家兎に毎日爾芥子油の少量を連績経ロ的に投與するにアリーノレ芥子油は諸臓器

　　　　に一定の病的理化を與ふるもフェニーノン芥子油に於ては認むべき礎妙なし・

　4．然れども實験は短時日の問に施行せるを以て之だが成績に基きブェニーノン芥子’

　　　　油を少量宛勲績投與せる際に於ける衛生害否を噺定するを得すと錐も少くとも

　　　　アど一ノレ芥子油に比し優りたる防徽剤と認めざるを得す．

　　　　　文　　　獄

　　』1・小林　第7同大阪市立工業試瞼所報告昭和6年

　　・・2．七二　大正13年2號67回目2年10號94
　　二3・衣笠　衛生試瞼班彙報　第3G號
　　・4．　Houben　3　：Fortschritte　d・Heilstoff　Ch・II　Abむ11妃・11　H乱lfte・

　　’5・　］BOkorny：　1》fL　73・D85　（1S98）

　　6・：K・ch・漁t鉢alく・i鼠G・・u・dh・i脚t1，271（1881）

　．7．Salkowski：：B，瓢7，371（1915）
　　8．　Carlier　u．　Evans；］BL　J．2，325　（1903）

．、　．9．Henze＝　D悪Ilalle　1873；Zent二med．　Wi朗．24，433（1878）

　圃10・　Kobert：’Toxikologie　II　536（1906）

　ユ1．伊東：衛生試瞼所彙報第36號昭和5年　　以上
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所謂オィカリプッス油の毒性に思する調査報告

技　師　伊　東 幹　愛：

　昭和6年3月♀0日付衛酸第90號を以て衛生局長より飲食物圭として醤油の防腐i剤：

「としてオイカリ・ブ夢ス油の使用に平し之が衛生上の害否に付き三三ありすごるを以て直

に調査試験を行ひ次の成績を得仁り依て之を報告す．

　　　　　　　　　　　　　　　　内　容　目　次　　　’

　　第1章悔言　　　　　第3章少量のオイカリプヅス油な蓮日経口的
　　第2章　家兎静脈内注射によるオイカリプッス　　　　　　投與ゼる家兎の組織學的所見

　　　　　油の毒性乃至致死量の決定　　　　　　　　第4章　結　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引用丈獄

　　　　　　　　　　　　　　　第1章　緒　　言

　オイカリプッヌ油はオイカリプッ旗葉中に含有する揮登油にして主としてチネオーノμ

（オイカリプトーノン）より成り其他少：量のピネン，痕跡の酪酸，面出酸，カブロン酸等

のアノレデヒードを含有す．從ひてオイカリプ。スの毒性中毒症状は圭としてオづカリプ

トーノレに起因す．

オ勃ヲプ・一・γ嚇倒瀾してはB「面・g氏力鞘孫統的なる報告韓表し居

．れり．同氏によれば蛙の膿重ll㎏に就き0・5gを注射するか叉はオイカリプトーノレ

蘇鰍回せしむ・ときは樋性嚇一三を見・もやカ1て同復す洪際三三油

及びカンフノンに見る如きクラレ様あ作用を認むるを得す．墓に：於ては禮重1k9につき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
ユccを與ふるも必ずレも死を來さす長き庶酵の後畳醒するもの多し・

　魚類は之を10．000倍の水溶液中に．放置するも48時間以内に於ては死滅せす注射’

するも二重の0・02％迄は殆ど無害なり・

　温血動物にては家兎に1～5CG皮下注射するも殆ど作用にく毛ノレモ。トに於ても

0．15乃至0・25gにては同じく作用を認めす．然れども膿重1ド9につき手ccを注射

する’ときは麻癖の後に死を來す・以てモノレモ。トに封ずる致死量とす．輝口的には膿重：・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1’
1k9に諭し2ccを以て死を賦す・
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　次に人膿に封ずる關係を見るにオイカリプ。ス油は揮登性を有するが陀め局所を刺

激し皮膚に塗擦するか叉は脳カリプッス葉に接燭することによbて轟麻疹乃至水泡

を生する事あり．叉之を吸入する乏きは菖蒲尿を見る．排泄は主として肺，皮膚，腸腎

臓に満て行はる．重篤なる中毒症歌は既に4琵にして登現し15〔・3（lgは致死量に相當す・

　10歳の小兇戚冒豫防め目的を以て159を飲用せ・しに15時間にして嘔吐を來し顔

面蒼々，賑搏微弱となり潔いに呼吸困難を來して死亡せり剖見するに胸腔中に多量の

出血を認めナこりと・叉ある成年男子は209を飲用して同じく呼吸困難を起し40時間

後に死せb・Tappeiner氏は209以上を以て致死量なりとせり．

　：叉1日々回20滴のオィカソプ。ス油を服用し2日に渉れるものにありては蒜麻疹様

婁疹を起し読申の服用を中止せし後も猶反覆登せりと云ふ・之の際口唇の乾燥，鼻腔

の刺激症状，蟻走戚延髄に件ひ猶小水胞，皮膚炎をも來すことありと・

・オイカソ，ブッス油は知歯なる方法にて之を慮用するも腎臓を刺激す，侮れ前挿に入れ

る歯噛は少くとも一部は腎臓より排泄さるるが白めにして特に注目に塾す一ミき鐵なり

乏す。

　最後にオイカリブ。ス油の殺菌力及防腐敷力に就きて考ふるにその殺菌力は僅微に

して叉回鐡騙除等の目的に使用せられしことあるもその数債は零に近し・然れどもへ

一フェ及長浜目当に題しては多少その作用を有するものの如し．次に服部技手による醤

油に劃するオィカリブッス油の防腐試験成績に由れば醤油200ccに蝕し該油0・4　ccに

て換言せば500倍にて防腐数力を示すを以て一般防腐捌としての債値は大なるものに

毒す．

　而してもし吾人が日常此の如き程度にオィカリプッス油を含有せる醤油を用ひすこる

盛合に於ける衛生上の害否如何は本調査の骨子を駕すものにして文献に見る如き急性

中毒による毒性はただ之を参考に資するに止るのみなるも實瞼順序として先づ家兎に

於ける急性中毒による致死量毒性を決定しついで少量のオイカリプッス油を連日経口

的に投諭せる家兎につきてその成績を求めすごb．

　　　第2章　家兎静脈内注射によるオイカリプヅス油の毒性乃至致死量の決定

　始め本試瞼に於て試藥として日本藥局方オイカリブヅス油を使用せんとし巷間に之
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を求めだるも途いに入手し得す．止むなく’ s販の所謂オイカリプ．ス油数種を求め化學・

的試験を行びしにいつれも局方不適なり・然れども醤油の防腐捌として使用せらるる

ものも之の三園を出でざる所謂オィカリブ．ス油ならんと考へ最も登責量多しとせら・

るる某商店のオイカリプリス油を使用せり．該オィカリブッス油の化學的性質弐の如し・，

　　（1）　比　　　重：，　　　　0．87，

　　（2）70％アノレコ、ホノレ3容量に溶解せす

　　（3）氷酷酸及亜硝酸により結晶を生す

　　（4）燐酸（比重1．75）により30分以内に固結せす

　　（5）掘氏170。〔・175。に於て宇量以上蒸溜す

　　く6）左　旋　　18・6～18・7なり・

　本槍膿は日本藥局方不適にしでE．amアgdalina（濠洲産）の油に類似せり・

　該オイカリプッス油をその儂家兎の膿重1kgにi封し一定量：宛耳静脈内に徐々に注入一

しょりて遡る鍵化を観察せb．各一定量に封して3例宛行ひナこる成績次の如し㌶

　　　　　　　　　　　實　験　日　　19－20／1V，32　　室温　20。

動物
番號

1

2

3

4

5「

6

7

8

9

10

11

12

髄　重
（kg）

1．85

2．00

2，10

2．コ5

2．00

1．90

1．90

2，00

2．00・

1．80

2．10

2．20

性

8

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

自重1kg
に封ずる

注射量
（cc）

］．O

P，

　

0．5

，，

，，

0．3

，，

　

0．1

，，

全注射量
　（㏄）

1．85

2．00

2．10

1．07

1．00

0．95

0．57

0．60

0．60

0．lS

O．21

0．22

圭　な　る　症　胱

　間代性痙攣，呼吸麻痺

　　　　　ii

繊羅綴搬
嫉甥監膝喬1，昏晦
／復劃

生． 死 備　　　考

　　直　死

　　，，

　　　
　　，，
約2時間後に死

1時間後に死

　　　9，

3週間なふるも生
　尿に蛋白
著明（5E目）

以上の成繊よ朔定する野兎の纐内注射によるオィカリプ・袖の致死量は1

髄…に凱・3ccにしてその主な暢症状は騨呼嚇群して死を免れし

ものに干ても尿中蛋白の出現する庭より考ふ多に腎臓を害するものの如レ・
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、

　　　　　　　第3章　少量のオイカリプッス油を蓮日経ロ的に投與せる

　　　　　　　　　　　　家兎の組織聖的所見

　　茂木啓三郎氏によれば本邦に於て李均1石の醤油を1人にて使用するに約10ケ年

、を要すと．之を1日に換算せぱ1日約50ccを要することとなる・帥ち老若男女を問

はす1日約50ccの醤油を毎日撮取するものと見徹し此庭に計算に便ならしむる爲め

健康大人のzド画商重を50kg　と假画せぱ1kgに樹し1ccの醤油を用ぶる理にして

若し該醤油がその防腐敷力を示す最小濃度として500倍の割合にオィカリプヅス油を

含有するとせぱ二重1k9に劃し500倍オイカリプ。ス油1ccを樋る理となる・より

て余は實験動物として家兎を用ひ豫めアノンコホノンにてオイカソプ。ス油の500倍溶液

を作りおき之を毎日膿重1k9に封し1CG宛10（’20　ccの水と共に早朝室腹時にネラ

　トン氏カテーテノレにて胃中に聴入し約50日以上80除日に及びしものを脱血死に至ら

　しめ胃，腸，肝臓腎臓，肺臓につきて組織學三二索を行へり．之の時樹稽として燈

重1k9につきアノγコホノγ1ccを全く同條件の下に與へて同じく試験せり・然して組

織學的槍索はパラフィン包州法を用ひ主としてヘマトキシリンエオヂン染色法により

槍鏡せり．

　　實験成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　第1例　　　動辱山番琴虎　　S号虎　　2・3kg　　♂　　家兎

　　　毎H500倍オイカリプッス汕アルコホル溶液図幅1kgに帰し1・O　cc宛経口的投與（1日の鼻毛與量2・3cc）

　　　　投　典　日　数　　自9月22H至12月14日目　S4日間

　　　　投與ぜる全紹封量　0・39cc

　　　　致死『方法　脱血死
　　　致死前の盟重に1・5kgにして艦重に全糸里過な通じ時に増減な認めしも一般にに減少な來し．食慾に投與後

　　楓ケ瀕より撚腿練莇もの吻く筋肉一般1・弛緩し無馬面雨湿逼る畷白陽性鮒（翻1

　　試瞼によろ）頸動脈よりの脱血死に隔入らしめ直ちに剖見するに肉眼的にに肺臓箭臓，膀胱，腸1こに認め

　　す・胃に一般に多少の充血た認め嫁に底部，李下に予て著明なり・

　　　腎臓に左右共に一般に多少充血し小豆色な爆ぜるも稻々白濁ぜるが如きヌアンツヱな帯ぶ，マルピキー氏

　　小帯に著明に肉眼的に認め得，カプセルの剥離容易なり．

　　　顯微三三的橡査に於ても肉眼的所見に一致し胃底部，：大轡の粘膜に於て多少の充血翫揺認め時に上皮細胞

　　間に小なろ盗血鮎な認む・　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　馬丁に同じく一・般に充血し所々に小出血あり縣毬に腫張，充血を写し爲めにボーマン氏嚢の内外2葉問の
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　　　　　　　　　　　痴　㍗幽　　　　　　　　　　　　　　繊7
　　　　　　　　　第　　　1　　圖

　2・3k9　6家兎　84　H閥に全量039　ccのオイカリプノス

　　　　　　　　汕な銭日経口的に興へしもの、腎臓
　披大約218倍　　ヘマトキシリン，エオチン染色

　　　　　　　　　　ぜキアゆダゆとドヤ　　　　　　　　　　　　ガぢ　　　　　　　　　じが　　　　　　　　　　　　　　　ミをほ

聴／・．一∴暁廓1ぢ
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　　＼！　　　　　’・　∴’．㌦雌二隷

　　　＼∵厨諭藩
　　　　　　　　　　　露幽騰　　’

　　　　　　　　　弟　　　2　　圖

227kg♂家兎51［1岡に全量α232㏄の胴カリフ．．
　　　　　　　　　ス油な毎日経口的1こ與へしもの、胃

振大約70倍　　ヘマト土シリン，エオヂン染色
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．空隙に狭小にして曲細尿管の上皮細胞も

亦腫張飼濁な來し原形質の染色不良にして

構逓不明瞭なり

　　第2例　動物番號　9號　2．27kg

　　　　　　6　家兎

　毎日500倍オイカリプノス油アルコホル

溶液艦重1kgに封こ10cc宛絶口的投與

（1口の全投輿量2．27ce）

　　投輿日璽　白9刀22日｛11刀llH

　　　　　　　51日問

　　難鍛α・…c

　　致死方‘去　温血死

　本例に於てに投與そ…象約1ケ月牛にして急

塾なる髄脳の減小及食慾減退な來し致死前

2，3日間に全く食物な掃取ぜす，第］例に

見る如く全勇の筋肉極度に弛復し健重1・26

kgにしてほとんと死に瀕ぜろ奄以て脱血

タビにヨE：らしめナこり，本f列1こ乃全げ（も【皿に尿申

に痕助の蛋r1な認めれリ

　削見するド酷しく胃軸覧臓に攣化を認め

その性質的に於てに第1fタ1と同様なるも程

度に干て戸々相異あり，胃部の攣化に本例

に於て著明1こして胃部粘膜1工その底部に於

て署しき出血あり且その上皮細胞に退行性

二化な來ぜり・

　腎臓に於ける所見に第1例に殆んど同じ

くれyその智仁心微なり

　本例に於てに腸粘膜に於ても明に退行性

墾i化な認め筋肉暦も極めて非薄なりき

　　第3伊曜　亘勇4勿番号虎　　10號　　2．45kg

　、　　　　ε家兎

　旬E500倍オイカリプノス油アルコホル

溶液髄重1kg　lこ封し1．Occ宛裡口的投與

（1日の全投興量2・45cc）

　　壬当～多興日現女　　白9刀2コ日至12刀1日

　　　　　　71日間
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　　　　　　　　第　　　3　　圖

　2，27kg　♂家兎　51日乾に全量0・232　ccのオイカリプッ

　　　　　　　　ス油な毎H経口的に與へしもの～腸
　描大約218倍　　　ヘマトキシリン，エオヂン染色

　馨羅懸…㏄

　致死方法　脆血死

　本例に在りても共の経過中に於て前2例

と全く同じく二重：の減少，食慾の減退な來

し嬢めに一般症肌著しく不良にじ（狙實瞼

を績行ずる能にす止むなく71日に於て之

な温血致死ぜしめ六リ，同じく尿中に痕跡

の蛋白を認む剖見するに肉眼的及無頁微鏡的

所見共にほ～ゴ前2者に同じ

　　第4例動物番號1號2・15kg

　　　　　＄　家兎

　オイカリプッス亨lhな系璽口的1こおとり興ぜし際

溶剤として局方アルコホルな用ひし霜めそ

の勤琳として行ひしもの1こして毎日艦重

1kg　l＝噛しアルコホル1・Occな興へ9刀21

日よリ］2刀14日の84日に於て全量約

lSl　cc　lこ至る至父死前の髄重：1工2・4cc　lこし一（

全経過中外見上及尿に異常な見す下見すろ

1こ胃に於てその底部及大轡に而て肉眼上記顯微鏡學的橡査1こ於て共に輕度の充血を認めしもその程度に於て

に前者よりにうかに輕微なり他職器に於ては全く攣化な訂す・

　以上の實験成績より之を到るときはオイカリプッ』ス油の少量三連三下ロ的二丁によ

る家兎の組織學的弓化は胃鯨骨臓に於て認め得べく主としてその揮雨性に基く局所刺

激によるものの如く胃に：於てはその直接：刺激により腎臓に：於てはオィカリプッス油の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
，排泄さるる露営くる誤謬によるものの如きもその程度は大なるものに非す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章結　　論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　以上の實験成績より結論を下す事次の如し．

　1　所謂オィカリプ．ス油は之を醤油に混ずるときは約500倍に於て始めて防徹作

’用を示すを以て優秀なる総総作用を有するものと去ふを得す．

　2　家兎の静脈内注射によるオイカリプ，．ス油の致死量は禮重1k9に封し0・3　cc

なり術0・1ccの如く致死量に達せざる：量を用ふるも著明なる蛋自欺を起す・

　3　オイカリブッス油を膿重1k9に織し0．002　cc宛連日経口的に三二し51日以
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上に及ぶ家兎の胃及腎臓は一定の病的憂化を受く．

4　以て之を醤油防徽剤として用ふるは不適當なりと認む．

　　　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文　献

1．

2．．

3．

4。

．5．

6，

7．

近藤，朝比奈，第4改正日本藥局方註解

工【．Br亘ni夏g：　Z．£exp．　P飢h．　u．　Ther3p．11．15（1912）

以上

TaPpeiller：　・Arznei山itte1－lehre　u・Arzneiverordnungslehre　155・Auflage　S・208

．HoUben：．：Fortschritte（L　HeilstoHbhemie　ILAbteihlng　l　Bd．　II　H近1艶1930

伊東，柴田：一．衛生試瞼所藥報　36號

工‘eWi耳「Glfte　t玉Vergiftungen　1929

後藤：京都屠學界雑誌　22巻　7號　：大正14年



石油の藥理的作用について 65

石油の藥理的作用につ炉て

技　師　伊　　東 部　愛

石油は化學的軍一禮に回す・して鑛油の同氏150【ゾ300。にて蒸溜し回る成分の混合膿

にて比重は多く0．76’》0．86の間にあり・從ひて産地を異にするにより精製法の如何に

より化學的成分に甚だしき相違あるは免れ難き慮にしてその主成分は炭化水素なるこ

とは既知の事實なるも各成分の分子式叉は構造式に關しては術未だ全く明なりと云ふ

を得す．故に石油の藥理作用に回しても之をある軍一既知の物質に高せしむる能はす

而して先入の之に關する業績を見るに各報告者は輩に石油と記載するのみにしてその

由來及分析表を掲げす・鴬めに必ずしも同一成分の石油につきての試瞼成績に非ざる

を．以て共報告は三々にして統一を映く．

　元來石油は古く民間藥として皮膚病殊に1芥癬，毛風等に慮用せられたることあり然

れども皮膚炎，浮腫，二二尿，登疹等の言忌快なる副作用の存する爲めその癒用は廣

範に渉らざりき（Kobert）．

　内服に依る中毒例は自殺の目的，他殺の目的，誤用等に於て見られたるものなれど

もその重篤なる中毒例は甚だ稀なりき・種々の文献例に依るにその毒性は比較的少き

ものの如くJohannessenの小児1こ於ける例に於てのみ死亡例を二叉2歳宇の小見1209

のアメリカ産石油を飲み意識不明となりチアノーぜ嘔吐下痢ありしも爾治癒せり・との

Arohnheimの報告ある外他の諸例に於ては死亡せるを報告せるものなく大人に於て

は250cc，500　cc，700ccを飲用せる例に於ても重篤なる中毒症状を登せざりき．即ち

石油は之を内服せる場合にはその作用閾値は甚だ高きものの如し・元來石油の藥理作

用はH・・△leyerの所謂類脂肪溶解性に基くものなるを以て局所的には著しき刺激作

用を示し内用する時は胃粘膜及腸粘膜を：刺激して胃腸炎を誘登し嘔吐，下痢等によう

て大部分そのまま排泄せられ吸牧さるる事比較的少きが如し此の吸牧如何に關しては

伺論孚の除地存すれども石油飲用者の呼氣に石油臭の存在すること動物實験にて諸内
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臓が石油臭を呈すること尿中蛋自を見ること及膿症状を呈する事等よb見る時は石油

の性質により多少は吸牧さるるものの如くその吸牧作用は脂肪属炭化水素に共通なる

麻酔作用の登現なり・　　　　　　　　　　’

　：Lewinは石油中毒症状を次の如く2型に分ちその症朕は多く500～700　cc飲用によ

りて起り第1型は石油中の高温揮登成分に基き第2型は低温揮登成分に起因す．

　　第1型　胃腸型　灼熱戚，渇，嘔吐，三三，下痢，黄疸，排尿時疹痛，呼氣三三

　　　　　　　　　膚の石油臭，尿蛋自，圓壕等

　　第2型　騰　型　困迷，頭痛，眩最，細速脈，呼吸困難，縮瞳又は：散瞳意識不明

　　　　　　　　　稀に痙攣

　勿論右2型は明瞭なる匠別あるにはあらで石油の成分如何により叉その量により爾

者の移行型を見回中毒を惹起すべき石油量に於ても個人の艦質，その時の禮の状態如

何によりて可成りの相違あるべくその1例として彼は潜伏性結核の男子200ccの石

油を服用し17時間梱迷状態にあり次いで呼吸困難氣管枝肺炎を起し12日目に略

疾中に結核菌を登見すと報告せゲ共他石油中毒者の尿中には往々にして蛋自謹明さ

れ叉石油は槍出し得ざるも（槍出せりとの報告あるも信ずる能はす）硝酸に依り沈澱し

熱叉はエーテノンに依り可溶牲物質を謹明し得ることあb・猶Lewin，　K：obert等により

種々の形をなせるアクネを認められ陀b．

　かかる中毒例あるにもかかはらす石油は成人に下しその毒性比較的少く而も下痢作

用あるを以て、Sollmannは下捌として10～30　ccを食前に又は30〔・60　coを就寝前

に飲用するを推干せり然れども此の場合にも嘔氣，嘔吐を見ると報告せるものあb

（Bas切do）．

　次ぎに動物に樹する作用を見るにOttolenghfsは犬にアメソカ産石油を飲用せしめ

しにその6ccは之を殺し4CCは　［1～吐，下痢を來し2ccは全く作用なしと報告しビ

オンヂスは家兎及犬に50－150ccのアメリカ産石油を飲用せしめ』しに3’》7日にて死

亡せりとLewinは1立の石油を飲みし牛は唾誕，呼吸困難，39。の登熱及興奮と沈静

とが交互に來れるを報告せり．其他術種々なる断片的報告あるも最も系統的に動物實

験を行ひしは：Ros七氏にしてその猫乙衛生局よb螢表せる成績を轄載することとせb．
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・實験に使用せし石油はロシヤ産のもの及アメリカ産のものにてDapo「及Umniaの

名稻あるものを用ひ實験動物と．しては犬を用ひ始めの試瞼に於ては少量を漸次増量し

つつ反覆用ひ後の實験に於ては大量を用ひナめ．然して初めの試験に於ては常に石油

を100ecの水と共に混じ胃カテーカレにて食餌前に邊入せり〆

三盆月日

自1月25日
毒2月9日
自2月10日
至2月13日

　2月140
　2月15日

盟　　　重

　2月16日

　2月19日

　2刀20日

自2月22H
至2刀24日

　2月26H
　2刀27日

　2月28日

　3月4日

自3・月15E

至3刀6H
　3月7H
　3月8日

　3月9日

自3月11H
至3月13日

　3月14H
　3月15日

　3刀20日

面心面輔後
の　盟重

犬番號
最初の盟重

20S

7600g

209　●

9800g

210

10500g

　　　　1

毎日4㏄宛12同

”　8㏄宛3同

　　10㏄

　　12㏄

　78009
　　15㏄

1時間牛後激しき嘔吐

　　12㏄

　　15㏄（嘔吐あり）

　　　　　　　　　2

5㏄よリ始め15㏄に至る

　12㏄
　15㏄

　13㏄
　15㏄　．

毎E17・5㏄宛

　20㏄
　22，5㏄

　　嘔吐あり．

　20㏄

Uraniaなるマークあるアメリカ産石油を與ふ

毎日5㏄宛12回

”10㏄宛3同

　12㏄
　15㏄
　コ01009

　20㏄1
1時間牛後嘔吐

　15㏄
　15㏄

次いでロシヤ産石油を與ふ

2時問牛よリ5時間の後に嘔吐あり

8㏄よリ始め15㏄に至る

　　12㏄

　　15㏄

　　15㏄

　　17．5㏄

輕春下痢あり

毎日20㏄宛

　　22．5㏄

　　‘零5．0㏄

　．27．5㏄

　　嘔　吐

毎日10㏄宛12同

，，20㏄宛3同

　　22．5㏄

　　25，0㏄

　1115009

　　30㏄

1時間牛後嘔吐

　　25㏄

　　25㏄

10㏄よリ始め20㏄に至る

　　20㏄

　　25㏄

　　27．5cc

　　30．0㏄

嘔吐高き下痢あり

毎H27・5㏄宛

　　25㏄

　　25㏄

　　27．5㏄

　　嘔　吐

3　最後にDapo1なるアメフカ産石油を用ゆ

10㏄よリ17・5㏄に増量しつ・

　20㏄
　22．5㏄

　25．0㏄

　74009

醤四2鉱5㏄物量畿劇2晦iこ壇
　　25㏄　　　　　　　　　　30㏄（嘔吐あり）
　　27，5㏄　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．5㏄　　　　　　　　　1

　　30．0㏄　　　　　　　　　　　　　一

　　99509　　　　　　　　　　　　　　　　10400g　　　　　　　．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郎ち55日間に39．回石油を服用せしめしにウラr・アは12型25cc’ダボーノンは20〔’

27．5ccロシヤ産石油は’13～27　ccの程度に耐へ得ナZり．之の耐過量を越ゆるも時々輕・

き嘔吐叉は下痢を見るρみ全身中毒殊に麻酔作用は全く之を認むるを得す・叉腎臓：刺

激或は血液等の憂下等も認めすして髄重も亦殆んど憂化なし・

　次に大量を與へし例として42kgの犬に反覆ウラニアなる名四のアメフカ石油を
　　　　　　　　　　　の
50～200叩與ふるに

實翻則撚甜副 石油投興後の動物の状態

　1月24日　　　120㏄　　 20分孝麦1こ婁虻同群吐ぜるも3時間後1二1工醤1こ復す

　2月　8日　　　50㏄　　食物な好んで喰ふ

　2月17日　　　75㏄　　食物な好んで喰ふ

　2月20日　　　100㏄　　全く作用なし

　2月21口150㏄同
・月・2H…㏄顯際騨垂れ鱒出・0臨肌き｝搬睡糠欝ぜす

即ち200cc位の六量を興ふるも吸牧による中毒症状は之を認むるを得ざりき・

次ぎに吸牧による生理作用を見んとて経口的方法によらすモノレモットの腹腔内注射

を行ひしに・

　　　　　　　　　　　　　　　　1　ウラニア石油

髄重（9） 注射量（㏄） 三三圏ず作 用 ’死

420

470

510

δ

10

20

　11・9　　　　　　1－2時間後置癖

　20．0　　　　　　　　　　　　・，

　392　　　　　　　　　　　　，，

2　官シや産石油

窺　朝　死

翌日午後即

夜　中　死

畳葺重（9） 注射量（㏄） 薙撫閤す　作 用 ’死

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　720　　　　　10　　　　　　14・0　　　2時間後輕き麻醇，食慾不振　　　2日後死
　　　　680　．　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　7．3　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　．　　：　　　　；　’　，，‘

　　　　670　　　　　　　　　　　2L5　　　　　　　　　　　　3．7　　　　　　　　　　　輕　　き　　疲　　勢　　　　　　　　　・　　　，，

　　　　620　　　　　　1　　　　　　　1・6　　　　　　　　　，，　　　　　　　：5・日後死．

　帥ち以上の諸成績を見るにその注射による時は相當の毒性を示すが如き‘も経口的に

内服せる揚合にば毒性弱きものの如く思はる然してその依りて來る所以は石油が局所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を剰激する性ある爲めに嘔吐叉は下痢等によりて大部分排泄さ’るるによ．りその吸牧比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「較的僅少なるによるならんか・

／
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　次ぎに之を長野縣，祠r奈川縣，山梨縣等の肺結核の所謂石油療法につきて轄考する

に大人が石油を20～25～3 Hr鰍耶する，けるもSol脚岬鵬下剤としての使用

程度なるを以て灼熱戚，嘔吐，下痢等Q症状を呈するに止り大参る中毒症状を惹起する

ことなき様推定さる然し此慮に考慮に入るた’きは既述せる如く市販の石油と云ふも常

に同一成分軍一膿にあらすして種々なる物質の混合物だると之を飲用するものの健康

歌態如何にあり．即ち低温揮螢成分の含量大にして下痢的作用少く且何等かの原因に

てその吸牧を速進さる乙如き二二にある時之を飲用せばその二丁作用は容易に螢現し

得ればなり，

　蘇って結核に幽する石油の作用如何を見るに本問題に關しては文獄上に全く之を登

回し得す然も石油の既知の藥理作用1三よるもその僅微なる殺菌作用よりするも共に醤

學的に之を説明レ得す帥ち全く不明なり然れども石油の内祝に關してはそ⑱文麟猶少

く三三的系統的研究の除地多分に存し一方事結核に干する重六問題なるを以て結核に

樹する石神の致果如何及その衛生上の害否に就きては實地調査に依りその適確なる事

實を知りその事實を基とし肥る程度の判定を下し之に從ひ詳細なる生理的試瞼を試み

そg；三態を混み後批割すべきものとす．

　　　　　　　　　　　　　　　引用丈獄・　　　　　・’
L　：L．工ew血；Gifte　u．　Vergiftungen　IV　AuH・

　　1929．
2・　KObert；．1・ehrbuch　d．　Tosikologie　II：Bd．

　　19Q6・、
3．　Lewhl；A．£Path。　Anat．　Bd．　CXIr　1888．

4．　．So11皿a工1n；　ムlallnal　of　Phar皿akologie　1922

5，　Johannesse11；Berl．　Klh　W．1896，NL】5．16．

6・　　Bradley，（氣SSel；J」　］BioL　ChenL　11（1912）

7．　Hutchinso夏；Brit　madi（｝Journ．1890玉1蕊rみ

8．、：Bloor；工：BioL　Chem．24，447（1916）

9・　：Bastedo：　J．　Am．玉1ed．舳oc．63，715（1914）

　　Am・J・M・乱饒i・・甲1δ9・53（1920）

10．　T．IIOUもen；Fortschrltte　d．　He封stoffchemie

　　IIムbt．　I　Bd．

1】．　E。ROst；　K：ais，　Gesundh．一Amt　47・240－51，

　　M設ry，　Berlin．

12．． nttolenghis；Virchow－Ilirs二hJehr銘be鵡d．

　　g（温　ムled．1897，工　S．363．

13．　Biolldis；　Annales　d，　hyglene　publique　II工

　　Serie　Bd．1．

1生耳・翫er；B・・i・ht・近ber　t・・ik？L　A・b・it・n　i・

　　Schmid，s　JahrbUchern　d．　g（鼠⊃工ed．　Bd．257鼠

　　190．
15．．Aronhe茸Ih；　D．’med．「Woch．1903　s．421r

16．　宇都宮；岡山留學　74．11

17・桂田，　”　13
】8．衙生局よりの添附書類　昭和7年

（二度三冠継・川蝉郷氏・・ガセ・・麟
．縣知事襲251號）・

　，昭和．7年9月
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酸性緑蓉泉中に於ける膠質状

酸化鐵の存在に就て

1・緒　言

2・　膠質胱酸化鐵な含有すろ緑i馨泉

3・　膠質状酸化鐵の成因

囑　託　勝　　田　　　　泰

囑託苗村徳次耶

1緒

4・膠質状酸牝鐵を含有也ざる線磐泉

5・考察拉結論

6・組括・丈獄

　言

　現る鑛泉分析の結果を表示するに震りて軍に厚飼の塵類表のみに依らすして之にイ

オン表をも併せ用ふるに至れるは競近鑛泉送受法に於ける劃時代的進歩なり．然れど

も」面近代乱心の進歩登載は共停止する所を知らざるが如き朕況なるを観れば愈々分

析の衝にあたれる吾人も亦現在の方法を以て無敏となし徒らに之のみに安んずる能は

ざるや姻なり・この見地に基きて嚢に景趣槍明部は卒凄して鑛泉の水素イオン濃度測

定の制度を新に設け余等をして其衝に當らしめしがこの度測らすも之がために酸性緑

馨泉中に於ける膠質状酸化鐵の存在を槍明し得るに至れり・元來酸性緑潮齢なるもの

はその分析の結果に於てカチオン総量及びアニオン総量問に往々にして莫大なる相違

を生する事あるにも關ちす現行分析法は之に就き何等酸く所なく惨く當局者一同の秘

に難物涌せし所なりしが之原因に就きても併せて明にするを得たるを以て此庭にその

概要を報告せんとす．

　　　　　　　　　　　・2　脚質状酸化鐵を含有する緑禁泉

　緑禁泉は千分中フェロイオン（：Fσ●）叉はフェリイオン（Fe●つg．01分以上を含有し

アニオンとして硫酸イオン（SO4”）共主成分をなし之を結合するときは盤類表に於て

硫酸亜酸化鐵叉は硫酸鐵を構成するものにして之に少量乃至徴：量の遊離鑛酸共存する

ものを特に酸性緑馨泉と稽する；とあり．

　宮城縣栗原郡文字村上文字二本木に湧出する冷鑛泉は淡黄褐色澄明にして牧劔味を
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具へその水素逓オン濃度は次の如く　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　pH＝1．80（18。）．．　■［H＋］＝1．6×10－2定規

　但しキンヒドロン電池法に櫨るものとす

酸性緑馨泉なるを示し之を現行鑛泉槍査法に準じて分析しそのイ諸ン表を作製せるに

第1表の如き成績を示せb」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　衷
　　　　　　　　　（イオン表）墨水1キログラム中二含有スル各成分及其量次ノ如シ

カ　　チ　　オ　　ン

r：水素イオン（Hり…・…………・・・……………

カリウムイオン（Kつ・・…’・・’”．’の一’●’”●．’”●．’

ナトリウムイオン（Na●）……………・……・・

アムモ高ウムイオン（NH♂）・……………二・・

カルチウムイオン（Cバ〉…・・……………．’噸

マグネシウムイオン（MgOつ・……・…………

フェロイオン（F〔∫つ●・●．●’’’”．”●’．’●’’’”●．●●．’●●

フェリイオン（Fごつ・……・・……………・・…・

マンガノイオン（玉1ゴり…・……・…・…・・……

アルミニウムイオン（Ar’。〉…………・…・…・

銅イオン（Ch●つ・…・・……・。・……………・・・…

亜鉛イオン（Zn’つ……・…・・・・・・…………・・…

　　　　　　ア　ニ　オ　ン
硲酸イオン（N（みつ・…………・・………・・…・・

クロールイオン　（C1！）・・…………・…　………・

ヒド・砒酸イオン（Hぷ0♂！）………………

ヒド・燐酸イオン（IIPO4”）………・………

硫百菱イオン　（SO4”）・一・。・・・…　一…　一・・…　一・。・…

ヒドロ硫酉菱イオン（］日［SO♂）・・．＿＿鱒．．＿．＿

（SQ4＝　　　　　　　　　〉・…………・・一

醐酸（メタ）（HBO2）…・・∴・……………・＿．

珪酸（メタ）（H2Sio3）……・……一…一…・・

膠質駅酸化鐵・・……………・・………………・・

遊離炭酸（GO2）・・…一…・…・…一…・一・…

遊離硫化水素（H2S）・…………・・…・……・…

グ　　ラ　　ム

0．0080

0．001．9

0．0194

0．0199

0．0140

0．2772

0．9808

0，008S

O．0665

0．0375

0．0018

2．5174

0．7766

0．0284

0．52S3

4．7582

ミ　リ　モ　ル

8．0006

0．0486

0．843δ

0．4967

0．5757

4．9642

16．5644

0．1602

2．4539

1．0575

0．0257

26．2039

8．000G

ミリグラム當量

8．0006

0．0486

’0．8435

0．9933

1．1513

9．9284

’5鉱6934

0．3204

7．3616

81．3411．

1．0575

0．0257

52。4077

8．0006

61．4915

19．8496

帥ち上表を要約すれば次の如し．

カ　チ　　オ　　ン．

　カチオン穂：蚤

其内　　（H●）

　　　　（Fe．●）

　　　　（Fe’”）

残餓のカチオンi隠計

ミ　リ　グ、ラ　ム告㌻量

89．3411

16．0006

9．9284

52．6934

10。7193

ア　　ニ　　オ　　ン

ア昌オン総量
其内（結合SO4”）

　　’（遊離SO｛”）

．残飴のア昌オン纏計

ミリグラム當量
69．4921

52．4077

16．0006

1．0832
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然るに今之等を常法に從ひ結合せしむれば（Fe’．’）の］9．8496ミリグラム當量丈は過

剰となり結合の相手を失ふに至る可し・勿論本分析表の示す歎値は反復歎回にわナこる

画論・る糧を温し結果なる力椥・之1・恥の誤謬もあ・理なしされ酷局・の過

剰の鐵は本來イオン（：Fe’”）としては存在せざりしも分析に際し屡ぱ酸にて心理せられ

たるが駕遽にフェリイオンと化しナこるものと推定するの外なし・而して鐵が澄明なる

鑛泉中にイオン以外の形ちにて存：在するとせんかおそらくは：Fe、0，、或はFeOのコロ

イド以外を出でざる可しとは大膿豫回し得る所なりとす．蓋し鐵は軍膿としてコロイ

ド状を呈し得ざるや柄なればなり，

　此腱に於て原鑛泉に就き改めて槍討せしに以下に列基するが如き事實あるを観取し

そ尋ナこり即ち

　L　本鑛泉の色調を槍するに可なり強き赤義心を呈し本泉中に含まるる程度の量の

フ．、リイオン並フェロィンの示す色としては痴りに濃厚に過ぎ從て之等のイオンの呈

する色とは到底考ふるを得す・而して試みにノルク會肚の磯責にかかるコロイド朕酸

化鐵（Fe、0、）溶液を求め之を適當に蒸溜水を以て稀鐸して得たる液と原泉との色調を

比較するに全く同一なり．

　2．本心泉の少量：を約1分間煮沸すれば忽ち掴濁を來し次で赤褐色の沈澱を生じ試

に濾過すればその濾液は最早着色せす而して該沈澱を湿するにFe・0、なる組成を有す・

　3．之が煮沸の前後に於ける水素イオン濃度は各pH＝1．80及びpH＝1・60にし

て帥ち游離鑛酸量に殆ど培減なきを示すが故に此庭に沈澱として生じナこるFe、Q、は最

初よリアニオンとは結合し居らざりし事柄なり．

　4．：本鑛泉に水を加へて感恩すれば徐々に掴濁を來し5～6時間の後にはFe。qの赤

褐色沈澱を生す・

　5。本鑛泉の一定量をコロヂウム透析膜（之を作るにはカーノンバウム製透析試用コ

ロヂウムを最適とす）中に容れ流水（蒸寝水を用ふ）中に浸し1書夜透析を行ひすこるに

膜内に赤禍色の沈澱残留するのみにして膜の内外には最早や全くイオンを槍出せす．

　　　　　　　　　　　　　　　　
本沈澱物はFe、0、なる組成を有し之を定量するにフェリイオンとして

　　　　　　　　　　（：Feq一）・…・…22．4463　　ミフグラム當量：　　　　　　・
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なる数値を示し前記のイオン表中カチオンとし七除剰を來せる

　　　　　　　　　　（Fe”’）…∵∵19・8496　．ミ、リグラ．ム當量

なる三値と略一致す・而してそれ等の歎の示す如く透析法に依りて定量：せる値が梢大

なるは透析途上に於て鑛泉が漸次水により面面せらるるや硫酸鐵並に硫酸亜酸化鐵の

r部次式の示す如く

　　　　　　　　　　Fe2（SO4）3十3H20→Fe2qう十3H2SO4

　　　　　　　　　　：Fe　SO4十H20　→FeO十H2SO4

加水分解をなし（後文参照）爲に新に生せし少量のFeρ、及び微量のF60をも併せ

定量せるに基因するものと解せらる．さればコロイ．ド鐵の含有量は常法に依りて分析

せる結果得ナこるイオン壷中のカチオン絡量よリアニオン総量を減じて得たる差額を以

て示す方が斯る誤差を避け得る貼に於て優れり・然れども此揚合には水素イオンの濃

度（H）を極めて精確に測定するを要する事勿論に’して此庭に於でか鑛泉分析にも所

謂水素イオン濃度測定の必要を生するものとす・蓋・し從來の滴定法に依る水素イオン

濃度の算出方法を以てしては油壷精確なる数値を期待し能はざるや嫡なればなり・

　以上の成績に就て見るに本面面はフェリイオンとして（Fe’”）・…49．8496ミリグラ

ム當量に相當する膠質状酸化鐵をFe20，として11中に0．52839含有する事を槍明し

得た』り・

　　　　　　　　　　　　　3・膠質獣酸化鐵の成図

　さて從來の分析書の説く所に擦ればフ」イオン（Fe●●’）を酸化鐵：Fe。Q、或は水酸化

鐵Fe（OH）、、（即ち：Fe、q3王1、0）　として沈澱せしむるにはアムモニア，苛性アノレカリ

等の遇剰を加えるの要ありとせられ払出等の沈澱をフェリイオンと化するには直証，

硫酸，硝酸等を添加す乱しとせらる，此見地のみよbすれば上例の鑛泉に於て之がア

ノγカリ性なら、ざるにも關らすFe、Q、が存在せる事實或は叉游離硫酸が1．6×10－2定

規即ち鑛泉と．しては極めて多量に存在せるにも關らす一方にFe、0，が共存せる事實等

に減ては未だ鐸浸すこらざる所あらん・例へば次式の示．す反論により

　　　　　　　　　　コFeゴ03十3112SO4→　Fe2（SO4）3十3H20

：Fe、q∴は硫酸鐵となる可きが至當ならんに本望に限り然らざるは何故なりや等の疑念
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もあらん・今之等に關し少しく述ぶる所ある可し・

　フェリ盤類の水溶液を三二に庭理すれば加水分解を起して遊離酸を生じ同時に「方

には膠質状酸化鐵生成せ．らるる事實あるは既に古くより三歎の學者に依りて指摘せら

れたる所なり・’ s6an　de飾Gilles　1氏は1855年に酷酸鐵の水溶液を長時間煮沸せし

に該溶液濁特の赤褐色は獲じて黄赤色となり同時にフェリ盤特有の味は高じて酸味を

呈するに至れるを報ぜり．二二赤色溶液は帥ち膠質二酸化鐵溶液にして後年人之を呼

んで：P6an　de　S七．　Gilles　Sol（ゾノレ）と稽す．次で1862彼の膠質化學の開租Graham　2

氏は7エリ盤類水溶液をアンモニヤにて二二して得回る膠状水酸化鐸の沈澱を酸化鐵

の水溶液中に解かし（之は溶解に非らすして解膠Peptiza七ionなり、）たる後之を透析し

て盛化鐵を除去し濃赤褐色澄明なる液を得たう・二二一種の膠質歌酸化鐵にして所謂

Grahams　Solなりとす．此2種の膠質状酸化鐵は共後多くの學者即ちKrecke　3・：Biltz　4，

van：Bemmelen　5，　Freundlich　6，　Grinlaux　7，．：Brad且e148，　Weiser　g等の諸氏により酷酸鐵，

幽幽鐵，硫酸鐵，硝酸鐵，鐵均一ボ昌ノろ鐵エチレート等より種々の方法に依b作ら

．れ叉その性状に就き検討せらるるに至りし結果適言に虞心すれば爾者は相互に高じ得

るが故にその差異は軍に膠質物粒子の大さのみ帥ち前者は後者より粒子大なる以外何

等相違する所なきものとせらるるに至れり．

　この鐵ゾノ〆は勿論アノンカリに會へば凝固して膠歌水酸化鐵の沈澱を生じ強酸に會へ

ばフェソイ．オンと化すが故に或程度の濃さの酸性溶液内に限bて存在し得るものナこる

や姻なるも是れに就きては二二略ぽ微弱乃至弱酸性域ならんと推定し得るのみにて

・之が安定を保ち得ると否との限界の酸度換言すれば限界水素イオン濃度（Hmitting

hydrogen　ion　concen七ra七ion）は永く之を知るに由なかりき．

　然るに近年水素イオン濃度の測定方法明かにせらるるや各方面の新研究にその慮用

を見るに至り美事敷果を奏せし文獄例基げて歎ふ可からざる庭なるが三等の蒐め得た

る此の種の文献中の次の1例は以上三一ミたる問題の解決に資する所多大なるものあり

帥ち：H・T・S・Brittonlo氏は璽化第2水銀，硫酸カドミウム，硝酸鈴硝酸銀，硫酸第2

銅，硝酸ウラニウム，及び盤化第2三等の0・02モノレ或は其れ以下の稀薄水溶液中に

夫れ夫れ盤酸硫酸，硝酸等の一定量を添加して一・定水素」オン濃度の溶液を作りそ
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の100CGを0．1－n苛性ソーダ溶液にて滴定する際に生する水素イオン濃度の憂化を

酸素電極及び標準甘天電極を用ひて測定し第1圖の如き結果を得すこり！

第　　　1　　圖
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NaOH　㏄

．之等の電座曲線の最下部より第1の湾曲

瓢即ち→印を附したる所迄該溶液のpH

を固化せしむるに要したる苛性ソ▽ダは遊

離酸の中和に費清せられナζるものにして此

轡曲貼より第2の轡曲瓢を経て曲線の直立

部の中央に相當する黙（例へば鐵に於ては

A黙銅に於てはB鮎カドミウムに於ては

C黙）迄該溶液のpHを獲ぜしむる鱈に添

加せられたる苛性ソーダの量は之等の金属

盤類より次式に從ひて．

　Me　A＋NaOH→Me　OH＋NaA

　但しMeに金感原子Aに酸根な示すものとす

金属の酸化物を游離せしむるに消費せられ

たるものとす・回せぱ游三盛酸を含める璽

化第2鐵溶液100ccを1】ん一苛性ソーダに

て滴定せしにpH＝04より一 垂g＝2・3歩脚ぜしむるに要せし苛性ソーダ溶液即ち

33ccは游士寸描の中和に消費せられたるを示し叉pH　1：＝2．3をpH＝7．1（A鮎）迄

獲ぜしむるに要せしアノレカリ：量即ち58－33＝25CGは訳式の示す反癒

　　　　　　　　2Fe　C13『十6NaOH→：Fe203十3H20十6NaCl

を進行せしむるに消費せられたりとの意なり．

　以上の成績に就て見れば璽化鐵の稀薄溶液が苛性アノンカリに會へばpH＝2・3帥ち

可なりの強酸性溶液内に於て既にFe、0、を分離するものにして此際その全部を分離し

終るA職打ちpH＝6．6迄は膠質状酸化鐵の状態を保ち之以上にア・ノレカツを添加す

るに及び此庭に凝固を惹起して丁丁水酸化鐵と化するもρなる事を知る・換言すれば

膠質状酸化鐵の安定なる一ミき領域帥ち限界水素イオン濃度はpH＝2・3’》6・6なるを知
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り得可し．．

　今諸種の金属盛類の酸性稀薄溶液中にア以カリを添加せる場合に該金属酸化物の膠

質状態に游離し始むる限界水素イオン濃度を列写すれば第2表の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　表

PH　1 1・H」 ：PH

Magn（£iuln

silver

MangalエOU3

Lanthanum

Cαons

nlercuric

Praseodymium

Neodymium
Samarium

10．5

9（～）

8．5－8．8

8．4

7．4

7．3

7．1

7。0

6．8

G〕balt

Yt寸riu111

Cadmiu駄⊃

Kickel

Lead’

：Beryllium

：Ferrous

Cupric

Chromium

6．8

6．8

6．7

6．7

6．0

5．7

5．5

5．3

5．3

Zinc

Uranic

’　Almini疋1m

Thorium

Stannous

Zirconium

：Ferr三C

5．2

42
4．2

3．5

鉱0（？）

2・0（わ

2・03）

、

　本表に撃て見るに：FeOゾルの生成に必要なる限界pHは5．5なるが故に之より遙

かに強酸性を呈する本甲泉の如きものには亜酸化鐵ゾノレの存在し得ざるは明なり．

：Fe20、峯ゾル生成の限界pHぽ表中に疑問符號（P）を附しあるが如く未だ精密なる定：量

的測定は試みられざるものの如く且つ前記：Brit七〇n氏の得ナzるpH＝2．3及pH＝6．6

なる数値と難も軍に概略に過ぎざる事は同氏も之を認むる所な．う・

　余等は電座滴定法に櫨らざる別法に依りて之が測定を行ひたるにpH：＝12及び

pH＝7・0なる結果を得たり・共方法は印ち先づメノレク或はカノンバウム製最純の硫酸

第2鐵，盤凹凹2鐵及び四一第2鐵の一定量を秤取し一等！こ夫れ夫れnん一硫酸，盤酸・

酷酸溶液を添加して前鳥盤類のHん。酸性溶液を製す・此際酔を添加せるは溶液中の鐵

分をして充笏・イオツ化せしめ以てFe、q、ゾノレの登生を豫防せんが爲なb．次にpH＝

0よりpH＝10．0迄の各種の緩衝液（Bu価r　solu七ion）を作り之が4ccを試験に探取

して其れに前記の璽類溶液1滴（ユ／％cc）宛を添加す．然る時は該鐵盤類の約㌦㎜に

相當する各種水素イオン濃度の溶液を製出し得る‘ものにして之等に就き直ちに着色度

及び沈澱の有無を槍するに第3表の如き結果を示せり．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　．3　　表
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　　種別1硫酸第2鐵
PH：　　　　　：M／100，，

0

02
0．4

0．6

08
1．0

ユ2

1．4・

ユ．6

1。8

2．0

2．2

2．4

2．6

3．S

3．0

無色澄明
ノノ

ノノ

’ノ

’，

ノノ

淡禍色澄明

〃

〃

〃

赤褐色澄明

〃

1，！

ノノ

ノ！

！！

盛化第2鐵
　M／10000

酷百菱第2鐵
　M’10000

無色澄明無色澄明
〃

！ノ

ノ！

ノノ

ノ！

淡褐色澄明
！ノ

ノ！

！ノ

赤褐色澄明
ノノ

！！

ノノ

〃

！ノ

！ノ

〃

ノ！

”

！！

淡褐色澄明
〃

！ノ

！！

赤褐色澄明
〃

！！

ノノ

〃

！ノ

孟潤i璽濫鐵

4．0

5．0

6．0

6．2

6。4

6．6

6．S

7．0

7．2

7．4

7．6

7．8

8．0

9．0

1．0

赤褐色澄明
！ノ

ノ！

！■

〃

帯褐色沈澱
ノノ

！ノ

ノ！

！ノ

〃

ノノ

！ノ

赤禍色沈澱
〃

噸網酬黙乱鐵

赤禍色澄明
〃

ノノ　　。

ノ！

！ノ

帯褐色沈澱
！！

〃

〃

！！

〃

〃

！！

赤褐色沈澱
〃

赤褐色澄明
　　！！　・

　　！！

　　！ノ

　　ノ’

帯謁色沈澱

　　ノ！

　　〃

　　ノノ

　　’！

　　〃

　！！

赤禍色沈澱

　！！

　帥ち之等のフェリ盤類溶液はpH＝LO．迄は無色にして悉くイオン化せるを認む

くH／1㎜程度の稀薄溶液に於てはフェリイオンの色は之を認むるを得ざればなり）・然る

にpH＝L2に継ては何れも鮮明なる淡褐色を呈し此庭にフエリゾノン生成の徴表れ

pH＝2．0に至るや該色調は精濃厚とな夢以後は殆ど墾化なし．　pH＝6．6に至るや該

色調は清失すると共に帯褐色の掴濁を生じ暫時にして膠朕水酸化鐵の沈澱器底に集ま

れるを看取し得．

　以上の成績に依れば膠質三酸化餓の稀薄溶液中に於ける限界水素イオン濃度はpH

二1・2及び6・4なる値を有す換言すればフェリゾノンはpH＝12～6．4の範園内に於
　　　　　　　　　　　　む
てのみ安定に存在し得るものにしてpH：＝1・2以下の強酸性に會へば溶解してフェリ

イオンと化しpH＝64以上に於ては凝固せられて水酸化物の沈澱を生するに至るも

のとす．

　さて緑馨泉中に於けるフェリ盤類に就て考察せんに含有せらるる緑馨は次式の示す

二如き

　　　　　　　　　　　Fe2（SO4）3十3H：20之　Fe2Q3十3H2SO4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（膠質状）

可逆反癒に依り一部分は加水分解して膠質歌酸化鐵及び游魚硫酸を生成し居れる事に’
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就ては最早や疑ふ籐地なし。而して此庭に生じたる游離硫酸に依りて該鍍泉の水素イ

オン濃度がフエリゾノレの限界pH＝1・0～2．0に達したる時を以て左邊より右邊に進む

反慮は止みここに於て李衡状態を保つものと推定せらる．最近余等の測定せる数種の

線馨泉のpHに就て見るに次の如く　　　　　　　　　　　　　　　’

種 別 pH 種 ・別 PH

　　酸性明磐線馨泉　　・・47　　酸性明馨緑門泉　　1・88
　　酸性緑馨泉　L80　　同上　　1・65
　　酸性明四緑磐泉　　2．39

良く以上の所説に適合せり．

　現今素馨泉中少量乃至微量の鑛酸を含有するものを酸性懸路泉と呼回せるも凡そ緑：

三三たる以上常に必ず可なり’ ｽ量の鑛酸を供なへるものの如く從って或は線馨泉と言

ひ或は酸性纏蓉泉と言ふが如き囁別をなすの要なきものと思考せらゐ。

　　　　　　　　　　《L　膠質朕酸化鐵を含有せざる緑禁泉’

　新潟縣西頸城郡草川製鋼大李焼山噴火ロ下に湧出する温泉は酸性明馨緑馨泉にして

源泉温度は88。なり．微黄色澄明酸味並に牧至味を具ぺ其水素イオン濃度を測定する

に次の如く　　　　　　　　　pH＝0・40　　（18。）

　　但し　　キンヒドロン電池法に櫨ろ

約2ゐ定規の游離璽酸を含みそのイオン表は第4表の如し（分析控當者湯淺助手）

カチオン　　　轟リグラ豊
　　　　　　　　　　　　田　　．　　　里
フ張素イオン（Hつ…・。……………。・…・…401・0

カリウムイオン（K：う……………・・………9．829

ナトリウムイオン（Ra・）…・…・・……・・…・66．S7

アムモニウムイオン（NH4う…………・・…1．333

カルチウムイオン（Ca・う…・・…・・…♂・・…100．3

マグネシウムイオン（Mg・う・・……………43．14

フェロイオン（：Fe・・）・・…・……・・…………34・65

フェリイオン（Fe・・う…一・・…一……一2528．

¢同イオン（Cu。｛）……・・……・・………………0．00039

亜鉛イオン（Zn・う一…・……・…・…・…一・0．3902

　　　　　　　　　　　　　　738．1

、4　　　表

　　　　　　　　　　　　　　ミリグラム
　　ア　ニ　オ　ン　　　　　　當　　量

　ク・一ルイオぞ（αう……一・…一…一『637

　ヒドロ砒酉菱イオン（HAsO4”〉……・・………0．02956

1硫酸イオン（SO4”〉一・・………・・………17↓4

　　　　　　　　　　　　　　73δ．1

　　　　　　　　　　　　　　ミリモル
　石朋酉菱（メタ）（HBO2＞・・…　。・・・・…　一・・…　．・・・…　10．69

　芝皇酉菱（メタ）（H2Sio3＞・・・・・・…　。・…。・・・・・・…　。・10．67

本鑛泉はフェリイオンを2528ミリグラム當量帥ち可なり多量に含有するにも關ら
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す色調は微黄色を呈するのみにして些のフェソゾノレ存在の徴なく分析結果も亦カチオ

ン絡量とアニオン総量とは良く一致して聯もフェリゾノレを含有せざるを示せり．是れ

其pH＝0・4にしてフェフゾノレの限界pH以下なるが爲ならんと推定する．を得可レ

　輻島縣信夫邸佐倉村一切縄山中に湧出す，る酸性明馨線馨泉は源泉温度120。に淡黄

色澄明牧：温点を有す　　”

　共水素イオン濃度を測定するに次の如し　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　pH＝　1♂47．　　　　　　　　　（18。）

　　但し　　　キンヒドロン電池法に擦る

叉分析の結果得だるイオン表は第五表に示す如レ（分析捲當者遠藤技手）

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　5

カチオン　’　　　　　グラム
水素イオン（H～）…………・…・・……………＿0．0197

　カリウムイオン（K’〉・…・・………・…・・．．……0．032串

　ナトリウムイ．オン（Na●〉・………∵…・・一・…0．1388

　アムモ昌ウムイオン（NHボ〉………………・・0．0030

　カルテ．ウムイオン（Ca。’〉…一………・…・…・0．3794

　マグネシウムイオン（Mgの●〉…・…………・・…0・1574

　フェロイオン（Fe。’）・鱒…。……・・・・……………

　フェ．リイオン（Fe●○●〉…………∵……・………0．5372

　マンガノイオン（｝ln●●）・………・・…・……・…・0．0017

　ナルミニウムイオン（Ar●●〉・…………・・……0、6644

銅イオン（Cゴ）…・・……・・…・……………・…・・

亜鉛．イオン（Zガ）・・∵・・………・…………・…∴・

ア　ニ　オ　ン

硝’酸イオン（No3つ………・…・・…・……………

　クロールイオン（Clノ）・・……・……。…・・……・．　o．Q349

　ヒドロ砒酸イオン（HAsO4”）・…一・…・一…0・0017

　ヒドロ燐酸イオ’ン（正【PO4”〉…・…。……・．＿．

硫酸イオン（SO4”）・・…………………・…＿＿6．7445

　ヒドロ硫酸イオン（HSO♂）一…？・一・…・…・1．8980

（SO｛ロ　　　　　　　　　　　　　　　）・・・・・・…　。・・・・・・・…　σ

翻否斐（メタ）（H：BO2）＿．．＿．。．．．。＿＿＿＿＿＿

珪酸（メタ）（H2Sio3）……・………・……・…・…

遊離炭酸（CO2）……・……・…・………’……・…・

遊離硫化水素（H2S）・……・……・……・・……

　　　　　　　　　　　　　　　　11．0723

衷

ミツモル

10．5512鴨

0．83S9

6．034S

O。1666

9．4684

6．4720

9．6203

0．030り

24。5166

0．9842

0．0012

70．2635

19．5512

ミリグラム
當　　　量
．19。5512

　0．8389

　6．03窪8

　0．1666

18，9368

12．9440　　．

2S。S609

0，0618

73．54りS

．「礪一

　0．9S42

　0．0024

140。4070

19．5512

、

】60．9448
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　本成績の示す如く本泉中に含まるるカチオン及びアニオンの総量は良く一致し膠質

歌酸化鐵を槍出し得ざるものの如し．そのpHは1・2～6・4の範園内に在るが故に理

論上線馨の加水分解に依りス生じナこる若rF量のフェリゾノレが存在す捌き筈なるに共こ

　となきの事實は之を次の如く説明するを得んか・

　緑欝の加水分解に依りて生成せらるる酸化鐵ゾノレと游離酸とは常に同一當量なるを

以て今之を常法に從ひ分析を行へば共途上に於ける三兵理にようて鐵ゾノンはフェリイ

オンと化するが爲分析表に表れたるカチオンとアニオンとの総量は結局何等の相違を

示さざる等し．換言すればカチオン総量とアニオン総量とに差異なき事と酸化鐵ゾノゲ

存在の有無とは別個の問題たる可く而して之が含有せらるると否とは當該鑛泉のpH；

に依って決定せらる可きものなりと思考せらるゼ

　階下の如く軍に平押の加水分解に依りて冷評酸と同一當量宛生成せらる聞き鐵ゾノγ

の量は極めて微量なるものの如く分析に際しては之を無斯して可ならん・

　然るに本文の頭初に記載せる鑛泉の如きは之と大いにおもむきを異にし極めて多量

の酸化鐵ゾノンを含有し常法に準じて之を分析すればカチオンとアニオンとの総量は一

致せす．何故に斯くの如き2種別を緑野泉に生するやに就き少しく考察せんとす・

　　　　‘　　　　　5・考察，結論
　極めて異例に腸するもの（pH＝1．0以下の強酸姓のも）を除きたる線聡警は普通そ

の水素イオン濃度約pH＝1～3にして且つ多少の差こそあれ常に酸化鐵ゾノレを共ふ

、三等ある事並にその理由に付きては以上説べたる所なるが之等を常法によりて分析す

るに下り酸化鐵ゾノγの含量極めて少く之を度外親して毫も支障なきものと其含量多く

して之を度外親すれば到底分析表を完成し能はざるものとの2者あり而して前者は濫

泉にして後者は冷泉なりとす．今再び線馨の加水分解式を見るに　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P旦三1・9望・0
　　　　　　　　　：Feと（SO4）3十　3H20；≧Fe203十13Hg　SO41
　　　　　　　　　　　　　　　　　（膠質状）　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Fe≧03より鞭某性金属酸化物1　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1その硫酸簿類1

若し野州に分解生成せられたる硫酸がFe、0，よりもより盤基性の金属酸化物例へば
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Al・q・CuO・FeO・ZnO・MnO・斑gO・CaO・K・0・．Na・0・：N耳・等に會’ひて消費せられん

力骸反慮の李衝は破れ左邊より右邊に進行し鴬にFe裁の膠質朕物質は漸次蓄積せら

る冠し．斯る鳴合に該鑛泉が高温度なるか或は凝結捌（Coagulaねrゾノγを凝固沈澱せ

しむる分類共他の電解質）を多分に含有するとせんか生成せられたるFeρ，、ゾノγは面

ちに凝結（coagulation或はHoccula七ion）を惹逸して沈降し分離せらるるに至れども凝

結捌も多からず且つ比較的低温壕ならんには鐵ゾノγは安定を保ち得て次第に蓄積せら

るるに至るや必せり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一

　予て以上を以て本報告は了へだれども叙上の事項は未だ多くの實瞼例を経たるに非

ざるを以て術今後の研究補足を要する瓢必すしも無きを保せざる可し然れども次の

一事項は余等確信を以て之を世の分析者に薦めんとす．

’酸性緑馨泉中冷泉にして其淡々褐色叉は帯黄褐色の色調比較的著しきものは膠質朕

酸化鐵含有の恐れあり・特に稀硫酸亦は稀盤酸を加へて遊離酸の濃度を増さしむとき

その色調鍵化し殆ど無色か叉は微帯黄色澄明の液と化するものに於て然り・而して之
　　　　　　も
を熱すれば直ちに水を加へて稀罧すれば5～6時間後に赤褐色の沈澱を生するは正に

酸化鐵ゾノレ含有の徴なbとす．、之を常法に從ひて分析すればカチオン総量とアニオシ

総量とは一致せすしてi若干のフェリイオン（F’”）の余剰を生す無し、然る時はその

余剰をFe、（㌧として算出しコ財ド酸化鐵として分析表用紙の飴白に記入し置かる零

し之に反し翠に淡黄色叉は帯黄色を呈し稀硫酸叉は稀盛酸を加ふるも該色調に鍵化

なく之を熱するも或は稀騨するも個濁せす沈澱も生ぜざるものは此の象れなし，総て

の温泉並に一部の冷泉は之に属するものの如し，

　　　　　　　　　　　　　　　6．　総　　括・

　L　前震の一成分として膠質物の形に於て存在するものの既に知られすこるものは砒

素，硫黄等なb．鐵に就ては重炭酸亜酸化鐡の酸化鐵となりて沈澱するに際し一時膠

質状態を経るものなる一ミしと考へられ塗るも未だ紙障せられたるには非らす・優等は

緑白総の定：量分析に際し膠質状酸化鐵の存在を確認し之が定性並に定量法を明にする

を得たり．

　2・本膠質状酸化鐡は彼のP6an　de　S七・Gilles’ゾノレ及びGrahamsゾノンとして著名
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なる酸化第2鐵ゾノレと全く，同1組成を有す・

　3．H．　T．　S．：Brlt七〇n氏は電塵清定法に擦り酸化第2鐵ゾノン存在の限界水素イオン

濃度を概略pH≒2・3及びpH≒6・6と算出せしが之に樹し三等は別法に依りて凡そ

pH＝1．2及びpH＝6．4と決定せり．而して該ゾルを含有する線i響線のpHは此の

限界内に在る可き理を明にし之を数例に就きて實回せるにpH＝1．0ん2・0なる結果を

得たり．之に就きて槻るにその限界pHは：Bri七ton氏の求めし値よりも小ならざる可

からざるが：如し・

　4，緑門泉は膠質歌酸化鐵含有量の多少によりて概略左の如く分類するを得可し．

　イ．膠質状酸化鐵の含有量的にして之が定量を要するもの・常に冷泉に属し帯赤褐

色或は帯黄褐色を呈し硫酸，璽子等を添加すれば該色調は獲化して極めて微弱となり

熱すれば直ちに稀少すれば暫時にして赤褐色の個濁或は沈澱を生す・その水素イオン

温度は普通pH＝1．0【ソ3．0なり・

　ロ．膠質三酸化鐵は殆ど含有せざるか或は多少含有するも分析に際して度外親し得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
るもの．総ての温泉及び1部の冷泉にして極めて微に着色し強酸の添加に依り．ても其

色調を獲ぜす且熱するも稀激するも何等の磁化なくその水素イオン濃度はpH＝］・0

～3・0なb・pH＝1。0以下の極めて強酸性のものも慰書に面す・

　　　　：文　、　職

　（1）　P6an　de　st　Gilles；G）mpt．　r㎝d・，40，568，1243（1855）

　（2）　Grah批m：工Chem．　Soc．，15，250（1862）

　（3）　Krecke：エ・prakt．　Chem。，（2）3．286（1871）

　（4）　Bilz：　Ber．，35，4431（1902）

　（5）　▽an　Bemmelen：　Z．　aporg．　Chem．，36，380（1903）

　（6）Freundhchnd　Wosnessensky　3　K：0110id－Z．，33，222（1923）

　（7）　Gゴmaux：（沁mpt　rend。，98，105」434（1884）

　（8）　：Bradfield　2　J．　Am．　Chem・Soc．，44，965（1922）

　（9）　　Weiser　3　J．　phys　Chem．，24299　（1920）

　（10）　：Brittoロ：　J．　Am．　Chem．　SQc．，（1926）
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市乳の加熱度及新鮮度の鑑別法
。

に關する研究（第2報）

技　手　服　　部

技　手　秋　　山

内　　容

1　緒　言

2・　アミラーゼ試瞼量去1こ就げ（

　A　コーニング氏法

　B　ワインスタイン氏法

　C　ローテンフジセル民法

　D　小宜等の改攣iぜるローテンプッセル氏簡

　　拠法
　E　前記各試験法にi封ずる考察

3．　アルデヒrドカタラーゼ試瞼法に就「（

　A　滅菌時に於ける空氣の酸化作用

　　　　弓　　　　　　　1．緒

安　藏

・勝　頭

目　　次

　B　防腐飼の影響

4。　ラーム芳多成首巨試瞼1こ就て

5，　オキシダーゼ試瞼法に就て

　A　ストリヒ氏法

　B　ローテンフッセル氏法

　C　ペンチ｛．ン反雁i．

D韓酔吟法に鮒ろ考察
6．　アルブミンi職法に就て

7・総　括

　引用丈献

　言

　本問題の研究に關しては既に衛生試験所彙報第36號に於て第1報と・して之を登表

せるところなるも爾來衣笠所長指導のもとに試験を織績し第1報定時の實験中原因不

明の現象として報告せし瓢の究明に努め：又其後の報告に係る文獄を参照し種々實験を

行ひ次の成績を得たるを以て之を第2報として報告す．

　　　　　　　　　　　　2。アミラーゼ試験法に就て

　　　　　　　　　　　　　　（A）　コーニング1）密法

　前同報告せるコーニング氏澱粉糖化試瞼法に於ては生乳は1％澱粉溶液2滴及3瀬

添加により常に淡黄色を呈し同上澱粉溶液2滴添加の場合淡黄荻色叉は淡灰黄色を呈

するときは55。’》60。の加熱乳なることを示し友青色を現はすときは’55。叉は60。以

上の加熱乳と認定し3滴添加の場合一座黄色を呈するときは55。程度の加熱乳と推

定せり・今是等の試鹸成績を考察するに二三改良の飴地ある一ミきを思惟せしめだるを

以て先づ澱粉溶液の濃度を牢減し即ちα5％の溶液を用ひヨード溶液とこの澱粉溶液
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の添加量の壇減による状況を槍し叉メノンク製澱粉の代りに日本藥局方澱粉を使用して

之を比較し次の成績を得ナこり．

　　　　　　　　　　　　　等　　　］　　表　　　　　ら

ヨ　　検
1　　乳

毒懸
丁数　 液加隊

、／

　「

　　

　1

　日

2／
、

2

3

4

5

6

7

8

9

10

3

4

5

6

7

8

9

メ　ル　ク　製可溶性澱粉

生　乳

10」灰

50030

分加熱

乳

淡　　黄　淡　　黄

同　　上　同　　上

同　　上　同　　上

野　』上　薇灰黄

同’上　淡州二
二三二　同1上
潮　　上　同　　上

淡地黄　同　　上

淡灰青、　一
　黄、．　　黄

同　　上　同　　上

同　　上　同　　上

目　　上　灰　　二

二　　上　同　　上

　黄　　灰　青
目灰黄　同　　上

　　青　　一

55。30

分加熱

乳

淡　　黄

微灰黄
淡灰三
隅灰青
同　　上

同　　上

同　　．上

同　　上

微灰黄
灰　　費

灰　　青

灰　　青

63030

分加熱
’乳

淡　　黄

微淡黄
淡灰青
同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

微灰萱
灰　　黄

灰　　青

日本藥局方澱粉

生乳

淡　　黄

同　　上

淡灰i黄

淡山野
同　　温

灰　　青

灰　　青

50030

分加熱

．乳

淡　　黄

微灰黄
淡灰黄
淡口青
同　　土

灰　　青『

灰　　青

55030

分加熱

孚L

淡　　黄

取灰黄
灰　　青

同　　上

同　　上

灰　　藍

灰　　藍

63。30

分加熱

乳

淡　黄
微灰費
灰　　青

同　’上

同　　上

灰　　藍

灰　　藍

　　備考　供試乳に幽所附近の和田牛乳店よリ購入ゼる混合生乳にして試瞼當日早朝搾乳し可及的注意．して蓮

　　　　搬也るものなり以下之に準ず

　　　　前記試験は9刀中旬に於て施行ぜリ

　前記試験成績を看るにヨード溶液1ccに｛回し0・5％澱粉溶液2滴を添加せるもの

は軌れも淡黄色にして生乳と各温度に於ける加熱乳との識別不能なるも3滴添加の場

合に嫉メノンク製澱粉を使用せるものは55。以上日本藥局方澱粉を使用せるものは50。

以上に於て微次黄色を呈し之を骨組に観察する．ときは燐黄色に比較しで僅に色相の差

回を認め得凄きも明からなす・叉4滴添抑の場合メノγク製澱粉溶液を使用せるものは

生乳及55。以下の加熱乳は淡黄’》羽指黄隼を呈するも6串。以上の加熱乳は淡荻青色

を現はすを以て之を匠別し得一ミく日本藥局方澱粉溶液を使用せるものは生乳及50。1

加熱乳は淡次黄色を呈するも55。以上の加熱乳は茨青色を現はすを場て明瞭に艦別

ノ

■
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し得だり・次に5滴添加の揚合メノγク製可溶性澱粉溶液を使用せるものに在りては生

乳は淡黄色50。加熱乳は微灰黄色を呈するも55。以上の加熱乳は淡荻青色を現はすを

以て明瞭に之を識別し得べし・又日本藥局方澱粉溶液を使用せるものは5滴以上に於

ては生乳立立’63。以下の加熱乳は軌れも淡次青～萩青色若くは茨藍色を呈し其問の鑑

別殆ど不能なり．更：にメノレク製可溶性澱粉溶液6滴添加の場合生乳は依然として淡黄

色を呈するも50。以上の加熱乳は淡荻青色を現はすを：以て生乳と明かに鑑別し得一ミ

く叉7滴添加の場合生乳は微茨黄色を呈するも50。以上の加熱乳は軌れも淡灰青色に

して7β及9滴添加めものは之と殆ど同一關係を示しユ0滴に出盛するときは既に生乳

は淡荻青色を現はすを以て其鑑識全く不能となれり．

　次にヨード溶液2ccに溶する0．5％メノ〃製品扮・溶液3，4，5及6滴を添加せるも

のは何れも黄～荻黄色にして各誌を鑑別し難きも7滴添加に在りては生乳及50。以

下の加熱乳は黄～灰黄色を呈するも55。以上の加熱乳は：荻青色を現はし叉8及9滴添

加の場合には生乳は依然として黄～灰黄色を呈するも50。以上の加熱乳は何れも次青

色を現はすを以て明かに之を識別し得べし．然るに］0滴添加の場合には全部荻青色

となるを以て生乳と各温度の加熱乳とを鑑識すること不能なり・

　　　　　　　　　　　　（B）ワインスタイジ低山

　1928年ワインスタィン氏はアミラーゼ試験法の改良に就きて報告せり一其方法次

の如し．

　心病乳各10cc宛を試瞼管5本に取り之に1％澱粉溶液0．1，0．2，0。3，0．4及0．5　cc

を加へ注意して振盟混和（此際試瞼管を握りし手の汗血は唾液の混入せざる様注意を

要す）し之を37。の温湯中に挿入して豫め温めナこる後更に37。の’匠淵槽中に50～60

分間放置し次に之を冷水にて冷却しすごる後各試験管にヨード溶液（ヨード1g及ヨード

カヲウム29を水300ccに溶解せるもの）3cc・宛を加へ硝子棒にて充分混虚し更に

5％酷酸5cc宛を加へ再びよく混和してカゼインを凝固せしめ1～2分間の後之を乾

燥濾紙を以て内容100ccを有するエノレレンマイエル」曇中に直入し共濾液の色相を比

較するときはアミラーゼ存在の場合には該濾液は治れも黄色を呈するものなれ共訳し

之を存せざるか或は共糖化力極めて弱き場合に於ては共濾液は夫々色相を異にす・雌
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際60。30分加熱乳は概ね次の如き結果を示す・、

醐轍添加畷t 色 相 陣灘・・畷 色 相

　　　　0。1　　　　　　　　　　　　　黄　　　　　　　　　色　　　　　　　　　　　　　0．4　　　　　　　　　　　　　藍　　　　紫　　　　r色

　　　　0．2　　　　灰黄色にして微に赤味な帯ぶ　　　　0．5　　　　　　　同　　　　．上

　　　　0．3　　　　　玉葱様赤色

　小官等は前記ワ・インスタイン氏の方法とコーニング氏の方法を拉試し同一分量のヨ

ード溶液及澱粉を添加せる場合の成績を庇較し次の成績を得たり．但し實測の結果

0．5％澱粉溶液4滴は1％澱粉溶液0・1ccに相當するを以てワ擁ンスタィン氏法に封

しても0・5％澱粉溶液を用ひcc量の代りに之に相當する滴量を以てせり．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　表

∫譲 メノレク製可溶1生澱粉L量容日夜

　　　　　　　L

生　乳

ノ

3

r

　　
　し

備考

糧灘
・l！2喪蝦

　　甲）加平黄・／
　　乙）黄

・ε離郷’

・！毘盗徽

・・ I縢殿
・2 I毘盗茸

1：繹錨

50。30分
加熱乳

（甲）絢騒黄
（乙）黄

隅鯉職
1毘／墾徽

1毘／鯉麟

／朧獺

！適齢
（甲）煙灰黄
（乙）黄

（甲）灰青
（乙）黄

（甲）灰　青
（乙）黄

！等割青

55030分．
加熱乳

離徽
1£／響町

膿徽
1毘／袈縦

／雲叢黄

！毘盗黄

（甲）灰　青
（乙）黄

（甲）灰　青

（乙）帯赤黄

∈甲）灰　監
乙）汚　紫

（甲）灰　藍
［（乙）藍紫

63。30分
加熱乳

（甲）絢三界
（乙）黄

（甲）杓腺黄
（乙）黄

（甲）絢慷黄
（乙）黄

　　コ甲）桐慷黄ε

乙）黄

（甲）灰　黄
（乙）黄

／Σ／玉転

／毘1驕

！騰赤甚

（甲）灰　藍
（乙）汚　紫

！毘／騒

日本藥局方澱粉溶液

生　乳

！四隅

／毘／鯉纐

半年殿

1欝

50。30分
加熱乳

／毘彊繊

／開脚

ε甲）微灰黄
乙）黄

／重盗黄

！丁丁

1毘盗青

甲）灰　青∈

乙）黄

55。30分
加熱乳

63’30分
加熱乳

t

／署彊細！毘／鯉繊

／毘盈搬ε出門纐

1騰赤蕪ト∈騰護

ε騰赤身∈騰議

1騰赤嘉！騒講

1Σ！秀難毘／秀婁

！碧彊劉1碧盗棄

　　　　本1實験に9刀中旬施行ぜうものにして前表中甲欄にコーニング氏の反磨1，乙欄にワインスタイン氏の

　　　　反鷹祉示す

　前記の三門成績中コーニング氏法に擦れるものを看るにヨード溶液3ccに劉・し0・5

％澱粉溶液を4滴より9滴迄添加せるものは軌れも絢構黄卍次黄色を呈するを以て此

問に於ける加熱淵度の鋼別殆ど全く不能なるも10滴添加に於てはメノレク製可溶性澱

’
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粉及日本藥局方澱粉使用のものも共に55。以上の加熱乳は次青色を呈し生乳及50。以

下の加熱乳は微茨黄～茨黄色を呈するを以て明かに鑑別し得べく叉12滴添加に於て

はメノレク製可溶性澱粉使用のものは生乳は灰黄色を呈し50度以上の加熱乳は茨青色

を現はすを以て雨者を識別し得一ミきも日本藥局方澱粉使用のものは総て次青色とな其

う劉別全く不能に陥れり・次に16滴以上を添加するときはメノレク製可溶性澱粉及日

本藥局方澱粉を使用せるものも共に友青～荻二色となり共鑑翅1殆ど不能なることを認

め↑こり．

　次にワインスタィン呪法に族れる成績を看るにO．5％澱粉溶解を4，5，6及7滴添加

のものはメノレク製澱粉丁目本丁局方澱粉使用のものも共に全部輩色にして8滴添加の

揚合メノンク製澱粉使用のものは全部黄色を呈するも日本藥局方澱粉使用のものは生乳

及50。加熱乳は黄色にして55。以上の加熱乳は精赤黄色を現はせり・叉10滴添加の

際メノレク製澱粉を用ひたるものは生乳及550以下の加熱乳は黄色を呈し63。加熱乳

は帯赤黄色となり日本藥局方澱扮使用のものは前記8滴添加のものと同一呈色を示し

12滴即ち0．3ccを添加せる場合はメノγク製澱粉及日本藥局方澱粉共に何れも生乳及

50。加熱乳は黄色を呈し55。以上の加熱乳は帯赤門〔・玉葱赤色を現はせう．次に16

～20滴帥ち0．4～0．5cc添加の場合はメノレク製澱粉及日本藥局方澱粉を使用せるもの

も共に生乳及50。加熱乳は黄色を呈するも55。以上の加熱乳は二丁～藍紫色を現はす

を以て明瞭に之を鑑別し得一ミし・而して前記呈色丁丁中黄色に封し帯赤黄～玉葱赤色

を比較し以て槍乳の加熱淵度を鑑別することは租々熟練を要し確實を映く嫌あるを以

て小官等は之を加熱温度の判定に慮罰せざりき・樹ほ1930年ワインスタィン3）氏の報

告に依ればメノレク製可溶性澱粉等の如く之を顯微下下に槍するに著しく膨化せる二丁

に在るものはアミラーゼ試瞼には不適當にして普通の良質馬齢薯澱粉の1％水溶液は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最も適當なりと述べられナこるも該報交中には詳細なる實験記録を散くを以て之れが批

到は後日『に譲ることせり．

　　　　　　　　　　　　（C）ローテンプ。セノ砂氏法

　1930年ローテンプ。セノレ氏は從來の同氏のアミラーゼ試験法に改良を加へ次の如き

試験法を螢表せり．
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　牛乳30CGを内径7cm長さ23　cmにして下部圃錐状に肢縮せる遠心沈澱管に容れ

之にメスピペ。ト或はビウレ。、トにて次酷酸鉛溶液1・6ccを添加し強く振盟しすこる後遠

心分離し之に盤酸不含のトリクローノレエチレン1．5～2．Occを加へ更に再び強く振盈

し之を栓塞せる旧約20分間遠心分離し透明なる乳清を分瑚す．此際トリクローノレエ

チレンの代りにクロロホノンムを使用し得一ミきもこのものは1部分乳清中に移行する性

質あり・次にこの乳清を内容ユ8～20ccにして10ccの瓢に三目を有する良質の試験

管に濾過することなく各10cc三分注し之に次の方法に依りて製せる標準澱粉溶液

1ccを添加し室温にては12～16時間37。～45。の働胤槽に於ては約3～4時間経過せ

る後長さ約8cm内径約8mmにして内容約3～3・5　ccを有する小試験管に其約孚量

に達する迄乳清を添加し之に同容量の。．oo2分定規ヨード溶液を加へよく之を混合し

共色相を槻察し丁丁の加熱温度を測：定す．

　槍乳の呈色と加熱温度との關係は次の如し．

　　黄　色生乳若くは生乳の性質を具有する乳汁

　　褐　色約55。にて長時間加熱せる乳汁にして梢々アミラーゼ能力の減退を

　　　　　　　示す

　　紫褐色前者より梢々高温にて加熱せる孚L汁

　　赤紫色60。〔・63。にて約30分間加熱せる乳汁

　　紫　　色　63。にて持績滅菌を行へる乳汁

　　藍　色高温滅菌乳　　’

　標準澱粉溶液の調製．可溶性澱粉10gを乳鉢中に取り約10ccの水にてよく研磨混

合しナこる後内容1しのべ。ヘノレグラス中に煮沸せる水500　ccを以で洗入しアスベスト

板上にて16分間弱く煮沸したる後之にグフセリン（再三精製せるものにして比重

　　　　　　　　　　　
1・23）150ccを注加し更に10分間弱く煮沸するときは103。’》104。に達するに及び全

く透明の溶液となる次に精製食鞭6gを約50ccの沸湯に溶解せるもの蚊に’0・25分

定規ナトロン液5coを注加し之を内容1しの共栓メスチソンデノレ中に濾遇（Schleicher

and　SchUII　Nr　IH7義直径18・5cmの折回濾紙を使用するを可とす）し次に共熱濾液

に96％アノレゴーノレ250ccを約50　cc宛添加しよく混和したる後一旦煮沸せる蒸溜水
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を以て全量を1しとす斯くして製せる澱粉溶液はよく貯藏に耐ゆるを以て共透明なる

上澄液を使用すべし．

　小官等は前記方法に準族しカーノンバウム製及メノレク製可溶性澱粉蚊日本藥局方澱粉

溶液を調製し63。30分加熱乳及生乳につき前記澱粉溶液0．5cc，1．Occ及2・Occを添

加し之を40。の｛亙温槽中にて4時間加温し糖化せしめ元るものに就き試験せるにカー

ノレ・“ウム製可溶性澱粉使用のもののみ精所期の目的を達し得るもメノレク製品及日本藥

局方製品は軌れもヨード溶液の添加により淡黄色を呈し澱粉量不充分にして生乳及

63。加熱乳の劃別困難なりき・即ちローテンプ。セノレ氏の庭方に基き前記3種め澱粉

を以て調製せる標準澱粉溶液中州ーノレバウム製可溶性澱粉溶液のみ沈澱微量にして上

液澄明なるを以て使用に供し得べきも爾他のメノレク製及日本藥局方澱粉溶液は惚れも

多量の白色沈澱を析出し殊に冬季寒冷の時期には沈澱の析出甚だしきを以て共上澄液

中の澱粉含量は著しく稀薄となりて殆ど使用に堪えざることを認めたり．依って小官

等は前記沈丁を防止せんが駕めにアノレコーノレの代ウに蒸溜水を用ひナこるものと前記カ

ー・ mめ“ウム製澱粉を用ひて調製せる標準澱粉溶液とを併用し生乳及63。30分加熱乳

に就き比較試罪し次の成績を得πり・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　表

澱　粉　溶　液　の　種　類

。一。。。。セル氏・％鮮醐轍（。一∫

ルバウム三焦）・ @　　／
。一。。フ。セル即興、どよる・％，欄、方∫

澱鰍伽ニルの舘蒸溜水㈱ ^

澱粉溶液
沼ミカ重量（㏄）

0，5

1．0

2．0

0．25

0．δ

1。0

2．0　’

0．25

0．5

Lo
2．0

澱粉溶液中の
澱粉含量‘mg）

．検乳の種類
生．孚司宰．轟

2．5

5．0

1α0

20．0

2．5

お，O

lO．0

20．0

1藍
」叢

i爵

膣
1同、

1同

1呈色ゼす
［殆呈色ぜす
1

紫

紫

紫

上

上

紫

紫

上

上

藍

同

同

同

日

同

同

国

同

同

同

繋
上　．

上

上

上

上

上

上

上

上

上

備考　前表中カールバウム製品な以て製ぜる標準澱粉溶液中にに微景の澱粉な沈汲すうな以て溶液中の激

粉含量な表示ぜす・以下之に倣ふ・

前記試験成績を看るにローテンプッセノン氏注に從ひてトリクローノンエチレン（クロロ

、



90 服 部　　　・　　秋 山

ホノレムを使用す・るも殆ど同一結果を得だり）を用ひて生乳より製せる乳清10ccに封

しカーノンバウム製品を以て調製せるローグンフッセノン氏1』％標準澱粉溶液を使用せる

ものは共0．5cc’）1・O　ccを添加するときは生乳は全く呈色せざるか叉は殆ど呈色せざる

も63。加熱乳は興れも藍色を呈するを以て容易に識別し得べし．之に反しメノレク製可

溶性澱粉及日本藥局方澱粉溶液0・25cc即ち澱粉2．5　mgを添加せるものは糖化4時間

’に及ぶも伺ほ多量の澱粉を残存するすこめに生乳及63。加熱乳との劉別困難にして添加

澱粉の過剰なることを瞼堕せるを以て其濃度を稀惜し叉添加量を種々に減じナこるもの

・に就き試瞼を行ひ次の成績を得ずこり・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　4　　　表

澱粉溶液の種類

。2＿藥局＿副
　　　　　　　　　　　　　　　／

澱粉溶液添
加量（㏄）

0．12

0．25

0，5

0．12

025．

0，5

0．3

0．6

LO
1．25

2．5

澱粉溶液中の
澱粉含量（mg）

0．6

1．25

2．5

，0．6

1。25

2．5’

0・0

12
2．0

2．5

5．0

検閲の類種
生　乳lll．暴。盆

呈色ゼす

伺　　上

淡　　紫

呈色ぜす

同　　上

淡　　紫‘

呈色ぜす

同　　上，

同　　上

淡　　紫

藍　　紫

藍　　紫

同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

淡　　藍

藍

同　　上

同　　上

同　　上

　前記試瞼成績に示すが如くロー・テンプヅセノン氏法に基きアノレコーノレの代りに蒸溜水

　ロ
を用ひて調製せる0・5％メ〃ク製可溶性澱粉蚊日本藥局方澱粉海は共の0・12cc及

0．25ccを添加するときは生乳に在りては発く呈色せざるも63。30分加熱乳に在りて

は藍紫色を呈するを以て之を明瞭に識別し得べきも添加量を0・5ccに増量するときは

生乳匿淡紫色に鍵じ63。加熱乳は藍紫色を呈し爾者の匠別殆ど不能となるを認めた

b叉0，2％日本藥局方澱粉溶液に在りては共0．3cc，0．6　cc及1．O　cc添加のものは生

乳は全く呈色せざるも63。加熱乳は淡藍色【】藍色を呈し之を鑑別し得べきも1・25cc

以上添加のものは生乳に在うては淡紫色叉は藍紫色を呈し63。加熱乳は藍色を呈する

を以て判者の判別殆ど不能なり．

　今之等添加せる澱粉溶掌中の澱粉含量を比較すれば生乳より得ナこる乳清10ccによ
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りて4時間以内に於て完全に糖化せらるる澱粉量は．2，0h19以内にして既に215m9に

達する時は生築も叉淡紫色を呈するを以て澱粉添加量の過剰なるを認め得べし・．

　次に生乳，50。，55。，60。，．63。1及70。各30分加熱乳に就き前記各種の澱粉溶液を

用ひて前記の如く4時間作用せしめ叉特に02％日本藥局方澱粉溶液に就ては別に2

時間作用せしめて試験を行ひ次の成績を得たり・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　表

澱粉溶液の種
類及糖化時間

澱粉溶液
添加量
　　1㏄）

馨醗ゑ小序鑛露｛．1：：

8銘．ζノ麟麟序開…’

籍准舗野翻赫闘、…

8繍藤畢翻垂麟獄タ／α12

編禧購ダ嚥溜水鞭＼、…

瑠蕗擶藥島方澱粉湾液（糖｛　、ili

・・％占二方蜘容灘∫1：ま

生2 ｦ）・　　　／1．o

澱粉溶液 検　　乳　　の　　種　　類
額臨生崇Llll。ボ盆傷IQ露。動1罎0盆1器。露0瓠『謬盆

0．6

1．25

0．6

1．25

0。6

1．2

2．0

’0．6　／

12
2。0

呈色ぜす

同

同

道

同

同

同，

同

門

同

同

一上

上

上

上

上

上

上

上

上
上陣

門艶せす極微紫1

呈色ぜす淡藍紫

同　　上同　上

同　　上同　上

弓呈色せす・同上

呈色・こす同　上

殆呈色せす同　上

呈色ゼす淡藍紫

同　　上畳　藍

殆呈色せす同　上

田　上向上
　　上　同　上

　　　　同　上

訴　紫

同　上

同　上

同．上

同　上

同　上

淡　藍

　藍

同　上

淡　藍

　藍

同　上

記　紫

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

淡　藍

．藍

同　上

貫　藍

　藍

同　上

藍　紫

同　上

中　上

同　上

鞘　上

同　上

淡　藍

　藍

同　上

置　藍

　藍、

同　上

前記成績を看るに・一テン・。セ・・戎の蹴の方法に基きて訥託せるヵ二・…ウム．

製1％標準澱粉溶液を9・5cc及1・O　cc添加し4蒔白糖化せるものに於ては：埋れも向

一の成績を示し生乳及50『加熱乳は全く’呈色せざるも55。以上の加熱乳は明週門川藍

紫色を呈するを以て明瞭に之を識別し得一ごく又アルコールの代りに蒸溜水を使用し三

三はローテソフッ『セノレ氏法に從ひて調製せるα5％刃レク製澱粉忌日本藥局方澱粉溶

液を使用せる’ものに在りては共0・12CG及0・25　ccを添加し4時間糖化せるものの示

す呈色白白は殆ど前者と同一關係を示し0・2％．日．挙白局方澱粉溶液0．3cc，0．6　cc及』

1・Occを添加し4時間糖化せるものに在りても亦殆ど之と同」呈色を示せり・叉此際

糖化時間を2時間に短縮し0．3’c6，0．6　cc及しO　cc添加の場合には生乳は全く呈色せ

ざるか若くは殆ど呈色せす50。加熱乳に在りては，0・3cc及0・6　ce添加のものは殆ど

呈色せざるも1．Occ添加のものは極微紫色を呈し55。以上の加熱乳は搾れも淡藍～藍

」
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色を呈するを以て之と明かに匿別し得一ミきことを認めたり．

　　　　　　　（P）小官等の改攣せるローテンプ。セノy氏簡便法

　前記諸種の澱粉溶液中ロrテンプ。セノン州法に基きて調製せるカ｝ノγバウム製品を，

使用せる標準澱粉溶液はよく貯藏に耐えて良好なる成績を得べきも製法精繁雑なる映
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
鮎あり・之に反し日本藥局方0・2％澱粉溶液は保存に際し耐久性なきも製法簡軍にし

て且前記試瞼成績に示すが如く糖化2時間に於ても充分所期の目的を達し得べきを以

て種芳實験の結果ローテンプ。セル氏法を少しく改回しナεる簡便注を案出せb．即ち

次の如し．

　前記．ローテンプ。セノレ丁丁に基きて調製せる乳精10ccに新製02％日本藥局方澱

粉溶液（日本藥局方掲載の澱粉には米，葛等の如き原料を異にする歎種の澱粉あるも

通例使用せらるる原料は馬齢薯にして小官等も亦馬齢薯より製せる局方澱粉を使用せ

り即ち其1gを500　ccのメスコノン＾こン中に秤取し小量：の冷水を加へてよく混合せし

めたる後更に氷250ccを加へ静に動揺しつつ加温糊化せしめ冷後全量を500　ccとな

す）0．3cc及’0・6　coを添加しよく振暫して均等となし之を40。の｛亙温酒中にて2時間

加温しセる後氷水中にて数分間冷却し次に0・002分定規ヨード溶液同容量或はコーニ

ング氏ヨード溶液02ccを添加して静に混和したる後干色相を観察すべし．此際生乳

及50。加熱乳は淡黄色（ヨード溶液を添加せざる乳清夫れ自膿は既に微黄色なり）を

呈し55。以上の加熱乳は淡藍～藍色を呈すべし

　　　　　　　　　　　（E）前記各試瞼法に下する考察

　前記各試験法に就きて之を考察するにアミラーゼの澱粉糖化作用に基く牛乳の加熱

温度鑑別注中コーニング氏二丁ワインスタイン氏法はヨード溶液と澱粉溶液との添加

量及澱粉の種類との間に密接なる關係を示すものにして其慮用の如何によりては生乳

蚊50。，55。及63。各30分加熱乳を明瞭に識別し得べきことを認めすこり．今之を要約

して表示すれば次の如し．

　次表に示すが如くコー三ング氏法に於てはヨード溶液1ccに樹しメノレク製0．5％

可溶性澱粉溶液4滴を加ふるときは55。30分加熱乳と63。30分加熱乳，同5滴添加

のときは50。30分加熱乳と55。30分加熱乳，同6滴添加のときは生乳と50。30分
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第 6 表

試験方法 澱粉の種類怩応O

　　　　　　　メルク製可溶性、

一・ン』O酬酬液1
　　　　　　巨

　　　　　　　　日本藥局方澱粉ノ

、．　　　　　　溶液　　　　、

。，。メ。イ。儲響鯉

氏法 @麟藥局劉

1

1

1

2

2

3

3

］、

3

3

3

3

3

4

5

6●

7

8

10

12

4

10

16

20

1ρ

20

生乳
50。30分

加熱乳
55030
分加熱

63，30
分加熱
乳

淡黄　淡
同上淡灰黄1目前青
同上座灰制同上
　黄　1灰　　黄　灰・青

同上灰　劃同上
微灰黄［甦」同上
灰黄1灰　青i同上
淡灰黄淡灰黄同上
灰墨　灰　　黄　同　上

　黄　　　黄　　汚紫
同　上　同　　上　藍紫

同　上　同　　上　汚紫
同　上　同　　上　同’上

士淡愚詠淡蹄

同土
同　上

置　青

灰　青

同　上

天　上

製　．上

汚　紫．

藍　紫

汚　紫

藍　紫

備　　考

／

／第1表参照

」

｝第・繍

〉第1表参照
／

第2表参照／．

　　備考　前表中一線1二よう匠劃に加熱温度な明三二鑑別し得べき境界線な示す

＝加熱乳とを夫々鑑別し得べし．叉ヨード溶液2ccに回しメノレク製0．5％澱粉溶液7滴

を添加するときは50。30分加熱乳と5う。30分加熱乳，＄滴を添加するときは生乳と

掬P．30分加熱乳とを夫々門別し待べく更にヨード溶液を3ccに増量しメノヒク製0．5％

澱粉溶液10滴添加のときは50。30分加熱乳と55。30分加熱乳，12滴添加のときは

一生乳と50。30分加熱乳とを夫々識別し得た一り．叉日本藥局方澱粉を使用するときは

軍にヨード溶液］6c及3ccに劉し澱粉溶液4～10滴を添加せる場合50。30分加熱

1乳と55。30分加・熱乳とを匝別し得るに渦ぎすメノンク製澱粉溶液に比し著しく劣れる

を認めたり．

　次にワインスタイン氏法に於てはメノレク製可溶性澱粉及日本藥局方澱粉を使用せる

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　7　1表　・

6

澱粉溶液の種類 1響鶴鵬響難13騰1門守L1、19轟llo調1言．繍

ローテンプッセル氏1％標準
b粉・溶液（カールン｛ウム製品）

0．5

一
4 「紅色ぜす 呈色ぜす 淡藍紫 層藍紫

ローテンプッセル氏0．5％澱
ｲ水溶液（ンルク製品）

0．12 0．6 4 同　　上 同　　’上 同　上 同　上

ローテンプッセル氏：0．5％毫殿

ｲ水溶液（日本藥局方製品）
0．12 0．6 4 同　　上 同　　上 同　上 同　上

・・％・糠局騰畷
．0・3

E・i
0．6

ｿ6

42

同　　上

ｯ　上1

同　　上

健謳Fぜす

同，上

W　藍

淡　藍、

ｯ　上

・備考　前表中一線によう匠劃に加熱温度な明瞭に鑑別し得べき境界線座示す
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ものは共に同様の結果を示しヨード溶液3ccに封し澱粉溶液16滴叉は20滴を添加す

るときは50。30分加熱乳と55。30笏・カロ熱乳とを識別し得・一ミきことを認めたb．

　最後にローテンプ。セノレ三法に於ては軍に50。30分加熱乳と55。30分・加熱乳とを

鑑別し得るに過ぎす之を要約して表示すれば前記第7表の如し．

　前表に示すが如く・一テンフ．セノン氏法に依りで調製せる三三10ccに封し同氏の庭：．

方に基きて製せる1％カーノγ・“ウム製澱粉溶液0・5coを加へ4時間糖化せる後α002

分定規ヨード溶液同量を添加するときは50。30分加熱乳と55。30分加熱乳とを明力》

に鑑別し得＾ミくローテンフ。セノγ氏標準澱粉溶液の代りにアノレコーノレを蒸溜水にて代

用せる外同氏の下方に基きて調製せるメノレク製及日：本四局方澱粉溶液は夫々0・12cc叉

02％日｛本藥局方澱粉溶液は0・3ρcを添加する’ときは前記ローテンフッタノレ氏標準澱粉

溶液を使用せるものと全ぐ同一の成績を得べく又この場合糖化時間を2時間に短縮す

るも其到下上支障を來さざることを認めナこり∵

　今前記3法中の特央を考察するにコーニング氏法は3者中野も簡便にして澱粉溶液

の添加量に依りて生乳拉500，55。及63。各30分加熱乳を夫々鑑別し得る特長を有す

るも其呈色時の色相鮮明ならす且つ速かに槌消する映鮎あり・又ワインスタイソ氏笹

下ローテンプ。セノレ氏法は乳清に就きて試瞼する方法なるが故に其操作に手数を要し

且つ二者肥れも軍に50。30分と55。30分加熱乳とを匹別し得るに過ぎざるも其呈色

時の色相最も鮮明にして比較的長時間持績するを特長とす・

　次に小官等の改回せるローテンフ。セ’レ氏簡便法は同氏の原法に比して澱粉溶液の

製法著しく簡便にして特にカーノレノ“ウム製品を用ふることなくも随時市場に求め得ぜ

き日本藥局方澱粉を用ひ之を0・2％水溶液となすのみにて足るものにして其糖化には

必ずしも4時間を要せす2時間に於ても充今鑑識し得一ミきことを認めナこり．

　爾ほフ：インスタィン氏原法に示されすこる63。30分加熱乳の呈色三二は澱粉溶液0．1

cc添加こ於て噸色洞α2cc　lこては嚇癩色・同0・3・？にては玉礁絶同α4

cc【】0．5　CGにては藍紫色なり・然るに小官等の三三成績に回れば55。30分加熱乳も亦

之と同一呈色を示せり・．：叉・ピテンプ。セノレ氏原法の判定標準に從へば黄色を呈する

ものは生乳褐～紫褐色を呈するものは55。叉は55。以上の加熱乳，赤紫色を呈する



市乳の加熱度及新鮮度の鑑別法に關すろ研究（第2報）
95

ものは60。～63。30分加熱乳，紫色を呈するもめは63。持績滅菌乳，藍色を呈するも

のは高熱滅菌乳とせられたるも小官等の實験成績に依れば生乳鮭50。以下の加熱乳は

・全く呈色せざるか或は殆ど呈色せす，55。以上の加熱乳は回れも淡藍紫ん藍色を呈せ

り・斯の如くフインスタイン御法及ローテンプッセル氏法に準摂して施行せる小官等

：の成績に：於ては63。30・分加熱乳のみならす55。30分加熱乳も亦之と殆ど同一呈色反

癒を示すを以て土竜蜀に63。30分加熱乳の鑑別法として十寸するは適當ならす・叉亡

・一 eンフ。セノレ氏の成績の如く之にようて前記の各加熱乳を鑑別し得ざるや勿論な

・う・’之を要するに本酵素反転試験は寧ろ63。未満の加熱乳殊に生乳或は50。以下の加

．熱聖なるか：叉は55。程度の加熱乳なるかを命定するに有要なるを認めしむ・

、　’　＼　　　　』3，　アルデヒ直ドヵタラーゼ試験法に企て’

　前同報告せるシャノレヂンゲノレ氏反慮は爾他のアミラーゼ，カタラーゼ及オキシダ」

三等の諸反訴と綜合穿掟をなすとき往々にして矛眉現象を生起することあり共原因の

一一
剞e加熱によることを認めた1 驍燻｢ほ原因不明の場合あり故に之を究明せんが爲め

・次の二つの昂合を算定し之に早き試瞼を施行し次の成績を得だり・

　　　　　　　　　　（A）　滅菌時に：於ける室隅の酸化作用

　牛乳の低温滅菌法は從來小官等の實験室に於て施行し來りすこるが如く生乳を市乳壕

・に詰め験温器を挿入せる木頭を施して一定淵度の湯洛中に没入せしむるもの或は通例

ミノγクプラント等に於て行はるるが如く撹鼻翼を以て急激に混擬し叉は緩徐に掩画す

るもの等共方法の如何に依りて乳汁と室氣との接燭状態を異にレ從って乳質の酸化せ

らるる程茂に差違の生す＾ミきは想像し得る乏ころなるを以て乖づ小官等は壕栓を雄し

て静置せる儘滅菌せるもの及び急激に掩叙して創面と充分接鰯せしめつつ30分間加

熱滅菌せる牛乳の2種類に就きシャノレヂンゲノレ氏球面を涌せり・其成績次の如レ

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　8　　　表

懇袈饗轟難1保存の一陣酬t懇袈響弘治i保存の縮陣關
唾・・一・一中1・・3分1
263。30分撹拝3時問流水申117分
　　　　　　　　　　　　　　・・63…分静置摩悶冷五節i・2一・3分・

　　　　　　　　　　　　　1
・備考　前記實瞼に9刀中旬之な施行せり

63。30分
3　ブ】ρ630　30

分再加熱す

4た63。30
分再加熱す

餅2糊繍・P
静置

、捜拝

　　　　　　35分

2時間流水中12時間以上

2醐流水ｦ醐以土
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　前記試瞼成績を看るに加熱の際擁搾によりて室氣とよく接鯛ぜしめたるものは静置

して可及的室氣との接鯛を避けナこるものに比して一般にメチレンブラウの脱色時間を

延長する傾向を示す・この現象は圭としてアノレデヒードカタラーぜは急激なる忌月に

よりて三二のすこめに酸化せられて其作用の微弱となりテこることに起因するものと想像

し得べし・樹ほ再加熱せるものは何れも2時間以上に於ても脱色せざるは著1しく還元

酵素の清滅せることに原因すべし・

　　　　　　　　　　　　　　　（B）’防腐i剤の影響　　　　　　．　　　　「

　デノレデヒードカタラーぜ作用は槍乳に防腐捌の添加せられナこる場合之によりて影響

せらるること無きや否やを槍せんが駕め生乳に萄して礪砂安息香酸ナトリウ・ム，サ

ソチーノレ酸及重炭酸ナトリウムを添加せるものに就き．シャノγヂンゲノレ反慮を試聴せり・

共成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　第　　　9　　　表：

生乳10CCに封ずる防腐期添加量 陣門剛 生乳10㏄に封ずる防腐剤添加：量 降鱗問

　i封　　　　照　　　　生　　　　乳　　5分　　　安息香酸ナトリウム0・059添加　2時間以上

　重炭酸ナトリウム　0・19　添・加　　　2分・　　サリチール酸1000分・1溶液1㏄添加1　】0分

瑚　　砂晩添・・3分　　　　　　1
　前表を看るに二二として使用せる生乳は5分間にて脱色する場合共生乳10ccに礪

砂0・lgを添加せるものは3分間にて脱色し同様に安息香酸ナトリウム0．05gを添加

せるものは2時間以上を経過するも脱色すること無くサリチール酸】000分1溶液1㏄・

を添加せるものは10分にて脱色し軌れも劉・照生乳に比して脱色時間を延長し叉別に

滲考として生乳10ccに重炭酸ナトリウム0・Igを添加せるものは劃照に比して脱色

時間を速進せ瓠

　前記試験成績により三種の防腐渕はアノレデヒードカタラーぜに角して著しき影響を

及ぼすものなることを窺知せしむるに足るべし而して之等防腐捌の量的關係叉は其原・

因等に關する研究は學げて後日に譲れ’り・

　　　　　　　　　　　　4．　ラーム形成能試験に就て

　ワインスタイン氏の實鹸に依れば生乳を放置するときは脂肪球は浮上して所謂ラー

ム層・を形成し63。30分加熱乳にあbては共境界線は劃然と識別し得一ミきも．65・50以一
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上の加熱乳に在うては其境界線は著しくネ明瞭となる而して共ラーム層の厚さは63。

30分加熱乳に在bては温所に30分間放：澄の際約1ccに達し共後90分以内に於ては

尚ほ幾分居の厚さを壇諭す・ワインスタイン氏は90分を経過するもうーム層を形成せ

ざるが如き牛乳は強く加熱せられナこるものなりと．認定彗う・1

　今同氏の試験法を示せば次の如し・
　　　　　　　　　　　　　　’
　槍乳48cc樹50　ccを内容50　ccのメスチリンデノレに取り之に飽和酒精製アノレカリプラ

ウ6B溶液0・15ccを加へよく混合したる後45。～50。の｛亙温槽中にて90分加温す此加

温切先づ30分を経過せるときラ「ム分離線の明瞭なるや否やを思し次に45分，60分』

及90分経過時の致3同ラーム層を讃取し其厚さ及色相（淡藍色なるや鮮藍色なるや）

を観察すべしアノンカリブラウの添加にようて上層に位するラーム屏は淡色となり其

下層は濃染せらるるを以て其境界線の観測に便なりとす・

　前記試母法に從ひて生乳，50。，55。，63。，70。及811。30分加熱乳に就きて施行せ

る成績を宗せぱ次の如し．

．・@　　　　、　，　　　　　　　第　　　、10　　　表

生　　　　　　　乳

500　30分　カロ熱孚し

550　　30分　狛江熱孚し

630　30分　ヵ口鼻轟乳

700　30分　カロ熱孚L

80。30分加熱乳

備考

ラ ム 暦．　（㏄）

30分

1．0、（明瞭）

不　明　瞭

同　　　上

同　　　上

戸　　　上

同　　　上

菊　分

1・0（明瞭）

不　明　瞭

同　　　上

同　　　上

川　　　上

同．　上

60　分

1・5（明瞭）

不　明　瞭

同　　　上

同　　　上

同　　　上

端．　上

90分

L5（明瞭）

不　明　瞭

同　　・上

同　　　上

同　　　上

同　　　上

●

2時　間

1・5（明瞭）

L5（櫓明瞭）

不　明　瞭

同　　　上

同　　　上

同　　　上

18　時　間
（室温放置）

生0（明瞭）

同　　　上

弓　　　上

同　　　上

不　明　瞭

同　　　上

　　　　前記二二に9刀一旬捲乳後約5蒔問経過後の牛乳に就き・瞳二階の温度45Qに於て試瞼ぜろものにし

　　　　てラーム厘｝に淡藍色な呈也リ・

　前記試験成績に依れば生乳はラこ一ム層の分離境界線比較的明瞭にして30分経過後

に於て既に10coに達し1～2時間後に於ては1・5　ccを示し之を室温に約18時間放

置するときは4・Occとなれり・然るに50。，55。，63。，70。及80。各30分承事乳は着

れもうーム層の分離線不明瞭にして2時間を経過するときは50。30分加熱乳のみは

梢明瞭にしてラーム居1・5ccを示し其他は依然として不明瞭なり・次で之を約18時間

室温に放置するときは50。，55。及6＄。加熱乳は隔れ・も・4．Occを示し共ラーム層は総
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て淡藍色にして其境界線を明瞭に識別し得テこり・，

　次に慨淵槽の温度を37。，となし試験しナZるに殆ど前者と同一にして室温に約18時
　　　　　　　　　　　、
間激卜するときは生乳・50。，55。．及60。加熱乳はラー「ム層・、3．O　cc，．63。加熱孚しは2・5　cG

を示し共ラーム屠は由れ一も淡藍色にして明瞭に識別し得すこるも70。加熱乳はラーム層

の分離境界線不明瞭にして匠漉すること不可能なりき・共成績次の如し・　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　第：　　11．　二

　　　　　経過時間
槍乳の種類　　　　　　　＄0　分

ラ、　　　一 ム．　　暦　　　（㏄）

45’ ｪ
生　　．→　　．　乳i1・0（明瞭）　1・5（明瞭）

50。30分加熱乳　不明瞭不明瞭
55030分加熱乳同上同上
60。30分加熱乳同上同上
63。30分加熱乳同上同上
70。30分加熱乳，同上同上
備考

　　げ（ラーム層」に淡藍色ゐ9呈ゼリ。

’60・分

L5（明瞭）

不　明　瞭

同　　　上

同　　　上

目　　　常

同　　　，上

90分

L5（明瞭、

不　明　瞭

同　　　上

同　　　上

同　　　上

同　　．上

2　蒔問

L5（明瞭）
1・5（精明瞭）

不　明　瞭

同　’　上

鮎　　　上

同　　　上

18　時　問
（室温放置）

3．0（明瞭）’

同　・，　上

同　　　理

由　　　上

2・5（明瞭）

不　明　瞭

前記實験に9刀中旬搾乳後約5時間経過後の牛乳に就き恒温槽の温度37。に於て試瞼ぜ1ろものにし

　前記フィンスタィン氏の方法を追試しすこる成績を考察するに45。にて加温90分に

於て明瞭にラーム層を分離するものは牛乳のみにして50。，55。，63。，70。及80。各

30分加熱乳は全くラ↓ム層」を分離せす・室温に18時間放置するときは漸く生乳蚊50。，

55。，63。各30分加熱乳のみ明瞭にラーム屠を分離せり・叉浴温を37。と駕し加温せ

るものの示す成績も殆ど前者と同一にしてワインスタイン氏の’説くが如く9Q分時に

於て槻測し此際ラーム屏を形成せざるものは強く加熱せられたる牛乳と認定すべしと

なす判定法は到底之を實地に慮附し能はざることを認めたるを以て更に日野を重ねナこ

る結果之が改良法を案出し得るに至れり近く第3報として之を報告すべし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
　　　　　　　　　　　　5，　オキシダーゼ試験法に就て

　　　　　　　　　　　　　　　（A）ストリヒ5）氏法

　オキシダーゼは牛乳中の各種酵素三三も耐熱性にして此酵素による反慮中從來一般

に乱用せらるるものはストソヒ氏反慮なb本法は1898年度來生乳と煮沸乳との鑑別「

に常用せられセるものにして其呈色限界瓢は乳質によりて多少の相違あるも通例80。

以上にて短時間加熱せるもの，叉は．75。にて5分間及70。にて50分加熱せる乳汁は軌



市乳の加熱度及新鮮度の鑑別法に關する研究（第2報） 99

れも本反癒を呈せす共試験法は種々の鍵法あうて多少の相違あるも日本藥學會協定法

に掲げられすごる試三法を示せば次の如し・

　槍乳10ccを取り02％’過酸化水素溶狡（共、1しに硫酸1ccを加へて酸性とせる

もの）1滴及2％バラフェニーレンヂアミン溶液2滴を加へて振撮するときは前記限界

鮎以下に於ける低温加熱乳は青色を呈す・

　　　　　　璽・　’　　（：B）　ロヤープンフヅセ～レ氏法’

　前記ストリヒ氏法は簡便なる方法なるもがラフェニーレンヂアミン溶液は鍵化し易．

きを以てローテンプ。セノレ氏は此等の敏黙を補ひ且つ防腐捌の含存若くは細菌の螢生

によ）ても影響せられざる方法を考案し更に同氏は最近に到ウ之を改良せる新法を報

告せり此等雨試験法を示せば次の如し．

　（イ）ローテンプッセノレ6）氏；餌法．

　槍乳100ccに次酷酸鉛液6ccを加ぺ乾燥濾紙を用ひて濾過し共濾液10cG．を試験

管に取り0β％過酸化水素液1～2滴を加べ之に盤酸・｛ラ7エニーレンヂアミングアヤ

コーノン試藥（盤面・ぐうフェニーレンヂアミン］gを蒸溜水15CCに溶解し之にグアヤ』r

一・ mレ29を96％アノレコーノレ135ccに溶解せるものを混合して製す）2～3滴を添加す

．此際生乳若くは低温加熱乳は濃紫色を呈するも75。、にて5分間叉は78。～80。にて1

分間加熱せる乳汁は本反証を呈色せす．

　（ロ）ロークンフ。セノレ4）氏新法

　前記の方法に依りて記せる乳清10ccを取り之に3％過酸化水素液3～4滴を混和し

古く揺動しすこる後・｛ラプトローノレスノレフィット（Paratetrolsulfit）試藥約10滴を添加す

此際生乳に在りては鮮麗なる紫色を呈するも高温加熱乳若くは煮沸乳に在りては呈色

せす．

　メラテトローノレスノレフ砺ト試藥の製法

　盛酸・｛ラフェニーレンヂアミン1gを蒸溜水12　ccに溶解し別に結晶グアヤコーノン

49を96％アノレコー〃約100ccに溶：：解せるものを調製、しこの雨者を合しセる後96％

アノレコーノレを加へて総量150ccと思す．使用に臨み本試藥100　ccに劃し新製純酸性

亜硫酸ナトリウム溶液ユ0滴（本液40滴は2・9ccに白縮す’ミし）を添加す・
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　　　　　　　　　　　　　（C）ベンチヂン反慮

　（イ）ベンチヂン反慮奮法7）（ウヰノレキンソン及べータース氏法）

　本法は牛乳中のバラオキシダーゼは過酸化水素の存在に於てアゾ化合物なるペンチ

ヂソを酸化して青色の色素に鍵化せしむることに基けるものにして其方法次の如し．・

　槍乳10ccを試直管に取り4％ベンチヂンアルコール溶液2cc次に3％酷酸2～3

滴を加へ終りに3％過酸化水素液を智慮に浩ふて徐々に流下せしむるときは生乳に在

りては青色の層を生すれ共7go以上の加熱乳に在りては之を生起せす．

　（ロ）ベンチヂン反動新法8）（エーペノレ及ファわ・一直法）

　本心慮は前記奮法を改良せるものにして次の3種の試瞼によりて綜合制定を行ふ

　第1法・槍乳5ccにべンチヂン溶液（純ベンチヂン49を96％アノレコーノレ100　cG

中に溶解せるもの）0．5ccを滴漉しよく振盟し1分間を経遇せる後1％過酸化水素液

］滴を加ふ此際低淵加熱乳は直ちに青線色を呈し速かに獲i話するも生乳は低温加熱乳

に比して呈色著しく緩徐にして共反慮の程度租張く且つ安定なり・然るに高温加熱乳

ぽ全く呈色せす．

　第2法．前記第1法に依りて試藥を添加し約1分経過後冷飽和硫酸マグネシウム溶

液10ccを添加するか又は別に槍乳5ccに冷飽和硫酸マグネシウム溶液10　cc及1％

過酸化水素液1滴を加へ1分間放置しナZる後ベンチデン溶液0・5ccを加ふ此際槍乳に

ベンチヂン面隠添加後硫酸マグネシウム溶液を添加せるものは生乳に在bては直ちに

荻鳶色を呈し其色相は約10分経過後に於て青～暗緑色に点じ63。30分加熱乳に在

りては直ちに荻緑～荻青色を呈し10分経過後には凝固性物質を析出しこのものは生

乳に在bては暗青色を呈し低温加熱乳に在りては荻～褐：灰色叉は著明なる；灰線色を呈

するも高温加熱乳に在りては全く呈色せす。叉槍乳に飽和硫酸マグネシウム溶液添加

後＾ごンチヂン試藥を加へたるものは生乳に在りては直ちに鮮藍紫色，63。30分加熱乳

に在りては鮮緑色を呈し2～3分経過後に於ては雨者共に色調著しく濃厚となるも高

温加熱乳は依然として呈色せす．

　第3法．添乳5ccに冷飽和硫酸ナトリウム溶液10　cc及1％過酸化水素液1滴を

加へ1分間放置したる後ベンチヂン溶液0．5ccを加ふ此際生乳は10～20分経過後に



市乳の加熱度及新鮮度の鑑別法に關する研究（第2報） 101

　於てチ。コレート褐～紫褐色を呈し往々にして青萩～青色を呈することあるも低温加

　熱乳に在bては荻褐～鮮褐色叉は次緑～緑色を呈す然るに高温加熱乳に在bては全く

　呈色せす．　　．，

，　今各種槍乳に就き前記の方法に基き試験を行ひ爾ほペンチヂン反慮新法中の第2法

　及第3法に劃しては硫酸マグネシウム及硫酸ナトリウム溶液をベンチデン試藥混和前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　12　　表　　・　　　　　　　　　　誉

＿類槍乳嘱 ｶ・し1繊1蟹辮細翻lr垂0筑1灘潔翁lr鼎、

　ス　ト　リ
　　　　　　　　　1藍

長一テ都富盛至難
長一・紅熱同・上

　　　　　　　　　1
　ベンチごン反略（菖法）’濃　藍
　　　　　　　　　i
　　　　　　　直後1藍

轟轟劉汚藍
難1；｛1釜肇

難隣：1馨

。氏反慮直・・垂直に灘1直1，灘1直1，醜直に灘「・一・秒

1直に

濃紫紅

同　上

面　藍

　藍

微灰黄

　琢

　藍

濃　藍

同　上

瞬間二藍
圃こ消失

微灰藍

　藍

全く呈
色こす

微褐黄

淡団扇

全く呈
色也す

淡灰藍

濃　藍

直　に

濃紫紅

同　上

　藍

同　上

面灰黄

　灰

淡　灰

濃　藍

蝋　上

瞬間微藍
直に清子

微睡藍

　藍

全く呈
色ゼす

微褐黄

口褐黄

全く呈
色ぜす

淡灰藍

濃　藍

　　　　　曽皿1後淡墨．
直　　1こ　　　直　　1こ　　2f・膨3秒

濃紫紅　濃紫紅’後紫紅

同　上・同　上　同　上

　藍　「　藍・1微　藍
　　　　　　　　　　　
　　　ト
同上1同上虚謬
　　　　
微畷1徹黄憂欝

　灰　　　灰　　同　上

繭［㈱i鯉
濃藍ほ農藍1同　上
　　　1　1
同上1同上1極微灰線

瞬間微藍
直1二清

微灰藍

　藍

全く呈
色ごす

微褐焚

口褐黄

全く呈
色也す

殆　呈
色巳す

淡灰藍

全く呈摩く呈
色ぜす

同　上

1微灰黄

i

色ぜす

色こす

同　上

面灰黄

全く呈i全く呈
　　　色也す

微褐黄1微褐黄
　　　1

淡褐黄　同　上

全く呈
色騙す

殆　三
色ぜす

淡灰皿．

全　呈
色鷲す

同　上

2卿3秒
後淡藍

2－3秒後
紫　下

面　上

面．藍

殆　呈
色ぜす

同　上

同　上

同　上・

全く呈
色画す

同・主　’

伺　一

同：上’．、

儲1殆呈．
　1色轡

全く呈1
色也す1

同　上i

同　上

同　上

同　上

同　上

屋　上

同　上

前　上

同　上

同　上

弓　上

同　上

同　上

同　上

備考　前表中一線による匠劉は加熱温度を明瞭に鑑別し得べき境界線な示す．

　　前記實験に10月申旬施行ぜうものなり・

し　　“
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後に於て添加しだるものに就き夫々試藥添加直後2～3分及］ρ分経過時に於ける呈色

の状態を槍し前記第12表の成績を得ナZり・

　前記試瞼成績を看るにストフヒ氏反町，ローテンフジセノレ氏反癒，同改良法及ベシチ

ヂン反慮蕾法は敦れも生乳及各加熱乳に封ずる呈色反慮の關係相類似し70σ30分加

熱軽妙75。瞬間加熱乳は梢呈色するも75。30分加熱乳は軌れも殆ど呈色せす・80。’瞬

間加熱乳に在りては全く呈色せす．叉ベンチヂン反癒新法の第1法中部藥添加直後に

槻降せるものに在りては生乳拉60。〔’68。各30分加熱乳は：喋れも藍色にして70。30

分加熱乳に菊ど呈色せす2創3分経過後に在りては生乳は汚藍色を呈し68。以下にて

各30分加熱せるものは微灰黄色を呈し70Q　3p分暁泌乳及75。瞬間加熱乳は全く呈色

せす．更に10分経過後に色ては生乳蚊68。以下にて各弓0分加熱せるものは侮れも：灰

色にして70。’30分加熱睡臥75。瞬間加熱乳は全く呈色せざりき．

　次にベンチヂン反響新法中の第2法即ちベンチヂン試藥添加後に硫酸マグネシウム

溶液を加へたるものに在bては添加直後に於ては生乳及60。30分加熱乳は藍色・630

30分加熱乳は淡顕色，65。及．68。30分加熱乳は微茨線色，70。30分加熱乳は殆ど呈

色せす75。瞬間加熱乳は全く呈色せざりき・叉2〔・3分経過後に於ては生乳拉68。以

下の温度にて各30分間加熱せる鍾乳に在りては綴れも濃藍色にして70。30分加熱乳

は殆ど呈色せす，75。30分加熱乳は全く呈色せす，10分経過後に於ては70。30分加

熱乳は極微荻緑色に聾する外殆ど2～3分経過時に於ける呈色反鷹iと同一・なりき．次

に前記第2法中槍乳に硫酸マグネシウムを加へ花る後ベンチヂン試藥を添加せるもの

に在りては添加直後には生乳は濃藍色にして60。，63。，66。各30分加熱乳は試藥添

加の瞬間に於ては微藍色を呈するも直に消失し68。及70。30分加熱乳拉75。瞬間加

熱乳は全く呈色せす．叉2〔・3分経過時に於ては生乳は濃藍色65。以下の温度に各30

分間加熱せるものは亙れも微灰藍色にして68。及70。30分加熱乳鮭75。瞬間加熱乳

は発く呈せす，10分経過後1〒於ては生乳及65。以下の温度にて斉30分加熱せるもの

は軌れも藍色，68。及70。30分加熱乳は共に微弱黄色，75。瞬間加熱乳は全く呈色せ

ざりき．荷ほ前記試瞼に於てはエー・ぐノン氏等によりて報告せられたるが如く凝固性物

質を生起せす從って之を鑑識することは不可能なりき・
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　最後にベンチヂン反回新法中の第3法帥ち槍乳に硫酸ナトツウム溶液を添加しナこる

後ベンチヂン試藥を加へすごるものに在りては試藥添加直後に於ては軌れ．も全く呈色せ

す2～3分経過後に於けるものは生乳拉70。以下の温度にて各30分加熱せるものは軌

れも微褐黄色を呈し75。瞬間加熱乳は全く呈色せす．叉ユ0分経過後に於けるものは

2ん3分経過時に於けるものに比して少しく濃厚となるのみにして殆ど之と同一關係

を示せり．次にエー一ごノレ氏等の試験町中には記載せられざるも試みに第2注に於ける

が如くベンチヂン試藥添加後に硫酸ナ，トリウム溶液を加ヘナこるものに就き共呈色反慮

を槍しすこるに試藥添加直後に曾ては敦れも呈色せす2〔・3分経過時に於ては生乳及60。，

63。各30分加熱乳は淡州藍色65。及68。各30分加熱乳は殆ど呈色せす，70。30分

加熱乳下750瞬間加熱乳は全く呈色せす，叉10分経過時に於ては生乳蚊60。及63。各

30分加熱乳は覧れも濃藍色にして65。及68。各30分加熱乳は淡茨藍色，70。30分加

熱乳は殆ど呈色せす75。瞬間抑熱乳は全く呈色せざりき・

　　　　　　　　　　　（D）　’前記各試験法に樹する考察

　前記オキシダーゼ試験法に肥する成績を考察するにストリヒ氏反当，ロープンフ。セ

ノレ氏反癒，同門良法及ベンチヂン反門門法は軌れも生乳及各加熱乳に封ずる呈色丁丁

の關係相類似し80。瞬間加熱以上の高温加熱乳は明かに之を鑑別し得べきことを認め

たり．

　次にベンチヂン反慮新法中の第1法によりて試験するときは70。30分若くは75。．

瞬間加熱以上第2法中門藥混和直後に硫酸マグネシウム溶液を添加せるものは75。．，

瞬間加熱以上同門2野中硫酸マグネシウム溶液を添加せる後ベンチヂン試藥を加へ柁

るものに在りては68。30分若くは75。瞬間加熱以上，同第3法申硫酸ナトリウム溶液

添加後ペンチヂン野州を加へたるものに在りては750瞬間加熱以上，同字3法申ペン

チヂン試藥混和後に硫酸ナトリウム溶液を添加せるものに在りては70。30分若くは

75。瞬間加熱以上の加熱乳に劃し夫々之を鑑別し得＾ミきことを認めず訪．

　　　　　　　　　　　　6．アルブξン試験法に就て

　フインスタイン2）氏の實験に依ればア川ブミンの沈澱量は牛乳の加熱に依りて培加

し60。～65．5。にて加熱せる牛乳はアノレブミンの沈澱等位0．1～0．3・の間にあるも67P
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’》68。に於ては著しく沈澱の量を増加し少くとも0・5を示す・而して牛乳搾取後塵埃

除去の目的を以てする遠心操作はアノンブミンの沈澱量に影響を與ふることなしと言ふ

同氏の試験方法を述ぶれば次の如し．

　　　　　　　　　（A）　ワインスタイン氏のアノレブミン試験法

　槍乳10ccをトロンムスドノレフ氏沈澱管に取b1分間約2000回廻轄にて5分間遠

心分離す此際若し60。以上にて加熱せられすごる牛乳に在りては凝固アノレブミンを沈澱

す本試験法に使用するトロンムスドノレフ沈澱管は下端毛細管朕に展延せる全内容約17

βcの厚壁試験管にして5cc及10　ccの度目を有し毛細管部は長さ2・5　c皿を有し之を

2等分し1及2の三目を附し共各1度目間を5等分せるものにして1小度目は02

即ち0．002ccに相野す．

　小官等に各種の槍乳に就き興野反覆して試冷せるも合理的数値を得ること難く叉ア

ノンブミンの沈澱は微黄色を呈し乳汁は白色なるを以て十界の識別極めて困難にして種

々の色素溶液を添加し之によbて沈澱の平取を容易ならしむる等種々改善を試み多少

の数果を認めすごるも終に満足なる成績を得る能はざりき．而して偶々小官等は槍乳に

酷酸を加ヘカぜインを凝固せしめ之を濾別して得すごる澄明なる乳清を加温し其掴濁度

によりて加熱温度を鑑識せんと試みたるぜリグマン9）氏の報告に端緒を得て之を前記

ワインスタイン氏アノレブミン沈澱法に癒平しワイスタイン氏の隅隅の：方法と反封に加

熱によりて凝固せるアノレプミンをカ・ゼインと共に濾下し溶存するアノレブミンを再び加

熱によりて凝固せしめ之を沈澱管にようて測定し共加熱温度を判定せんと試みナこるに

極めて満足なる成績を得ナこり・其試験方法を述ぶれば次の如し．

　　　　　　　　　（B）小官等の考案によるアノレブミン試験法

　槍乳5ccを試瞼管に取b之に蒸溜水17ccを加へて稀暮し次で10分1定規酷酸液

（0，6％酷酸に相當す）3ccを加へよく振撮し析出せる凝固性物質を乾燥濾紙を用ひて濾

別して得すこる澄明なる乳清5cc～10　ccを試験管に取り重湯煎焼に於て5分間加熱し之

をトロンムスドノγフ沈澱管に移し試験管は持網少量の蒸溜水にて洗ひすこる後，之を約

2000同の廻轄速度にて5分間遠心分離し鼓に沈澱せるアノγブミン量を讃取し乳清5cc

を取bだる場合は祀を5倍し又ユOcc取舅Zる揚合は2．5倍して槍乳「5　cc中のアノγ
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ブミン量に換算して記載すべし．

　前記試瞼法に基きて施行せる成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　13 表

検乳の種類

　生　　　乳

600　30分カロ熱孚L

630　30分カロ熱孚L

650　90分カロ熱孚し

680　30分ヵ口熱孚L

70。30分加熱乳

750．10分カロ熱孚L

750　20分カ下熱隠し

750　30分カロ熱孚L

8005分加熱乳
soo　10分カ冷熱孚L

80020分カロ熱旧し

備考

　　

聖
餐

の）

5

5

・5

5

5

5

5

5

5

10

10

10

減菌直後に試験

せるもの

1難癖1
1．9

1．9

1．9

1．9

1．9

1．7

0．9

0．28

0．2

0。1

痕跡

痕跡

9．5

9．5

9．5

9．5

』9．5　．

8．5

4．5

1．4

1．0

0．25

痕跡

痕跡

冷蔵「ヨ（錨氏1μ1
5。）中に24時閥
貯蔵せるものに就
きて試験せるもの

供試乳
満中の
アルブ
ミン最

1．9

1。9

1．9

L9
】．9

1．8

0．9

0．29

0．2

0．1

痕跡

痕跡

検乳5ccに
換算せる
アルブミン
沈　澱　母

9．5

9．5

9．5

9．5

19．5

9．0　．

4．5・

1．45

1．0

0．25

痕跡

痕跡

検乳の種類

80ρ　30分カロ熱孚L

850　1分カロ熱孚L

850　5分野ロ熱孚』

S50　10分ヵ口熱諒し

870　1分カロ嚢表孚L

870　5分カロ熱孚L

870　10分カロ熱孚し

goo　1分カ二曲目し

goo　5分カロ斐盛孚L

950　1分カ三熱孚し

950　5分カロ熱孚L

乳探

　
清最

a
の）

10

10

10

10

10・

10

10

10

10

10

10

滅菌直後に試験

せるもの

供試乳
濡中の
アルブ
ミン量

怜蔵柑（錨氏1一．
50）　中に　24　時間

貯蔵せるものに就
きて試験せるもの

難縷
鷺戦艦
0．07　　　0．18　　　0．1

痕跡　痕跡　　痕跡

痕跡　層痕跡　　痕跡

痕跡　　痕跡　　痕跡

痕跡　痕跡　・痕跡

痕跡　痕跡』痕跡

痕跡1 di鋤痕跡．痕跡　1痕跡

痕跡・痕跡　痕跡

検乳5ccに
換算せる
アルブミン’

沈　澱　量

痕跡
0．40

0．25

痕跡

痕跡

痕跡

痕跡

痕跡

痕跡

痕跡

痕跡

　　　　アルブミン沈澱母の容績な示す添字にトロンムスドロフ沈澱管の出目な以て示ぜうものにして1・0に

　　　　0．01㏄1：相當す

　　　　　前記實験に9刀中旬に於て施行ぜリ

　前記成績中滅菌直：後の槍乳に就き施行せるものを君るに生乳及68。以下の温度に

て各30分加熱せるものの示すアノレブミン沈澱量は認れも全く同一にして槍乳5cc中

9・5を示し70。30分加熱乳に在りては少しく減少して8．5となり75。よりは著しく

影響せられ同温度にて10分加熱せるものは4．5，同20分加熱せるものは］．4，同30分

加熱せるものは1・0を示せり．叉80。5分加熱乳は0．25にして80。10分以上の加熱’

．乳は殆どアノレブミンを沈澱せす次に85。1分加熱乳は0・38を示し同温度にて5分加

熱せるものは0．18にして同温度にて10分以上加熱せるものは殆ど之を沈澱せす．叉

870以上の高温度にては既に1分加熱乳に於ても殆どアノレブミンを沈澱せざることを

認めたり・叉前記槍乳を1。～5。冷藏箱中に24時間三一せるものは貯割前のものと殆

ど同｝の成績を示せり．

　前記試験成績を考察するに本試験法は既に大部分の酵素消滅し從って酵素反慮に依

りては充分に鑑識し得ざる70？・》75。以上の加熱乳を鑑別し得べく殊に現時高温滅菌
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乳として欧米諸國に於て一般に慮用せらる800～85。5分加熱乳に於ても樹ほア〆ブ

ミンの沈澱を認め得べく同温度にて10・分加熱せるものは之を沈澱せざるに到るは興

味ある事實なり．而して85。10分以上の高温加熱乳の鑑識に關しては目下實験績堅

雪なるを以て他日の機會に於て之を報告すべし．，

　　　　　　　　　　　　　　　7。総　　’括

　．叙上の試験に依りて得ずこる成績中共要貼を摘録すれば次の如し・

　11アミラーゼ試瞼野中コLニング氏法を磨用するときはヨード溶液1cρ，2cc及

3ccに封し0・5％メノレク製澱粉溶液の添加量を適宜加減するときは生乳蚊50。，55。及

63。．各30分抑熱乳を夫々鑑別し得一ミく此際日本藥局方澱粉はメノンク製可溶性澱粉に

比して著しく不適當なることを認めすこり．叉ワインスタイン氏法を追試し澱粉溶液の

添加量を種々加減して試験しだるに軍に55。以上の加熱乳だることを丁丁し得るに過

ぎす此際メノンク製可溶性澱粉を使用せるものと日本藥局方澱粉を使用せるものとは全

く同一結果を示すものなることを認めナこり・次にローテンプ。セノレ氏法1こ從ひて1％標

準澱粉溶液を製して試験しテこるにカーノレバウム製可溶製澱粉を用ひすこる場合は澄明な

る溶液を得べきもメノレク製品二日本丁局方製品は共｝こ著しき多量の不溶解性物質を析

出するセめに使用に堪えす・一テンプ。セル氏庭法中のアノンコーノγの代りに蒸溜水を

使用するときは前記二種の澱粉によりても共に澄明の溶液を得一ミく其適量を用ふると

き、は上記ローテンフ。セノレ氏標準澱粉溶液を使用せるものと同一成績を示し共に55。

以上の加熱乳を鑑別し得べきことを認めナこり・而して小官等の改指せるローテンプ・

●，セを氏簡便法は02％．日本藥局方澱粉溶液を使用し糖化時問も從來の方法に比して珍

分の1に短縮し著しく簡便に・して充分所期の目的を達し得一ミきことを信也しめナ釣・

　、2・　アノレデヒードカタラーゼ試験に於けるジャノγデンゲノレ氏反慮のメチレンブラウ

脱色時間の矛盾現象に就き室氣の酸化作用と防腐捌の影響に下し小学験を行ひたる結

，果生乳を加熱の際境絆して室氣とよく干鯛せしめたるものは静置して可及的室氣との

接鯛を避けたるものに比し一般にメチレンブラウの脱色時間を延長することを認め又

重曹，瑚砂安息香酸ナトリウム及サリチーノレ酸等の藥物を添加せる場合に於ける前

記の影響を試験せるに下種の防腐麹はアノンデヒードヵタラーぜ作用に例して著しき影
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響を及ぼすものなることを認めたり・

　3．　ラーム居の試験成績はワィンスタイ・ン氏の夫れと著しく異り45。二、に●て：’90分加

温の鰍寝せるに生乳以外のものは殆ど正碑≧捌鵬．ること，不能にし四温を

37．けるも辮無きことを認め砂・細細噴瞼鍾群礎内所改良雌案

出し得るに至れり近く第3報として之を報告す・rレ・∫　一　　一．　＿∴、・∴

4、オキシダーゼ試験に於てはストリ・氏法，P一一テン匹匂ヒ離輪回良法及ペ

ンチヂン反慮奮法は諮れも殆ど無類似せる呈色關係を示し・80。瞬間加熱以上のもの

は明に之を鑑別し比べきことを認めナ訪，次にエーペノン及ファわ・一雨氏に依りて改良

せられたるペンチヂン反磨新法に就きて試験せるに共第1法益ち同氏等の寸法に基く

一ミンチヂン試藥のみを添加せるものに在bては70。30分若くは75。瞬間加熱乳以上，

同第2法中盤藥混和直後に硫酸マグネシウ，ム溶液を添加せる塾ものは75。瞬間加熱以

上同，第2法中瀬藥混和直後に硫酸マグネシウム溶液を添加せるものは75。瞬間加

熱以上，同第2法中硫酸マグネシウム溶液を添加せる後試藥添加のものは68。30秀

若くは75。瞬間加熱以上，同第3法史硫酸ナトリウム溶液添加後ペンチヂン試藥を加

へすこるものは75。瞬間加熱以上，同第3遅出ベンチヂン試藥混和後硫酸ナトリウム溶

液を添加せるものは70。30分若くは750瞬間加熱以上の加熱乳と夫以下のものとを

鑑別し得べきことを認めナこう．

　5．　フィンスクィン氏のアノンブミン試験法を追試したるに満足なる成績を暴ぐる能

はす然るに酷酸を用ひてカぜインを凝固せしめ之を濾別し其透明濾液を加温して梱濁

を生ぜしめ其程度により溶存するアノンブミンを概測し加熱度を到定するぜリグマソ氏

の方法と前記ワインスタイン氏の沈澱法とを折衷したる試鹸法を考案しワィンスタィ

ン氏の方法と反樹に槍乳中に溶存するアノンブミン量をトロンムスドルフ沈澱管を用ひ

て定量せるに極めて良好なる成績を示し從來の酵素試験法に依りては満足なる劃定不

能なる比較的高温加熱乳に封しても之を癒用し得一ミきことを認めしめだり．

　　　　　　　　　　　　　。　　　附　　　記

　荷ほ前記試験成績中カタラーぜ試験法に關するものは未だ實瞼完了せざるを以て便

宜上之を分割し他日之を報告することとせり・
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市乳の加熟度及新鮮度の鑑別法に

降すろ研究、（第3報）

ラーム層の測定による加熱温度の錯別法に就て

技手服部’安藏
技手秋山　勝治

　　　　　　　　　　　　　　内　容

1・緒　言

2・　ゲルペル氏ブチロメーターな使用ぜる實験

3．　小官等の調製ぜるラーム測定管な以てゼる．

　貴瞼㌧
　A試藥添加によう影響比較試瞼

　丑滅菌濫度一時間のラーム暦に及ぼす影響

　　試瞼
　C　加熱方法に依る影響試瞼

1．　駄

目　次

　D　冷藏箱貯藏乳に封ずる総門：

　E　　’手耳カロ熱孚Llこ封ずろ試瞼

　F　ミルクプラント滅菌装置日用ひて威琿惇

　　　る牛乳に就きて施行ぜろ試瞼

4・東京市乳の加熱度詞瞼成績　・

51纏括
6・引用丈獄

言

　1928年ブインスタイン1）氏は生乳を放置：するときは，脂肪質は俘上して所謂ラー∠

層を形成し・3．｛・て3・分皿加嘲る・陳1・湿ては簸界紬油然と言翻し得鱒

も65・50以上の加熱乳に在りては・其境界線著しく不明瞭と奉るを以てよく之と識斑

も得べきことを報告せり．小官等は前念の第2報に於て之を追試し小實瞼を試みナこる・

も逮に所期の成績を得る能はざりき．然るに1929年’オノレラぜン毛ン2）3）・）氏はラーム

層の測定による牛乳加熱淵度の鑑別法に回し報告し本年更に本問題に封ずる有盆なる’

研究業績5）を螢表せb・

　同試験法の大要を述ぶれば次あ如し．

　2本の一イペ・レグ氏7ムブチ・メーターζこの際最良ならざるもゲノレベ，レ氏ブチ。

メーターを代用し得べし）を取b1は槍乳10　ccを容れ他は槍乳5ccに同量の蒸溜

水を加へて稀繹しこの際ラーム層境界線の識別に便せんが駕めストリヒ氏試藥の使用
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を推奨せり．次に之を栓塞しナこるものを120倒15。の冷水中に2時間：放置しナこる後ラ

ー嘱の厚さを灘し解せる輝の牡・羅之を培し供較卵し・帥ち生乳

に勧て嚥下の添加・より七・一・呪麟易と聯β3．β0分加熱乳に働

ては凝集力微弱となるを以て既に同量の蒸溜水にて稀射せられたるものに在りては著

しくラーム層の減少を聾す，’今稀暮せる牛乳の形成するラ温ム磨と二二せざる牛乳の

形成するラーム層の比をA．とせばA値は生乳に在りては1よりも大にしてδ3。3α

分加熱乳に在りては1よりも小な．り若し此際二値1に近くして到丁丁疑義を懐かし・

むるときは稀繹せる牛乳の形成するラーム層の厚さと三三せざる牛乳の脂肪量の比を

算出し比較するときは判定上参考と駕し得べし・今回の比率をCとせばC値は生乳に．

在りては3．9〔・］0．0の間に在りてzF均8・3を示し，63。30分加熱乳に在りては0与1（・3・7’

　　　　　　　　　　　　　
の間に在りて李均■3にして瞬間滅菌乳に在りては0～0・3を示す・

　小官等は前記試験法に準干し種々二丁を行ひセる結果其操作比較的簡便にして充：分

満足す＾ミき成績を得平るを以て次に之を第3報として報告寸べし・

　　　　　　　　2．ゲルベル氏ブチロメーターを使用せる二三

前記ゼンセ．ン氏の鞭告に依ればゲノレベノン氏ブチ・メーターを代用するときは最良の

成績は得難きも本試験に癒用し得べきことを述一ミられだるを以て之を用ひて試瞼を施

行せリゼ共方法次の如レ・

、2本のゲノレーミノレ氏プチロメrターを取りて1は槍乳「22eoを充し他は槍乳11coに！

同量の蒸溜水を添加し叉別こ前記と同様に調製せる1組の管を用意し之にストリヒ驚

試藥（槍乳10CGに回し02％過酸化水素液（其1しに硫酸1ccを加へて酸性とせるも・

の）嫡即％パラフ・翻ンヂアミン溶液2滴を加へて櫨す）を添加驚ものを謁

・　第ユ表ホ．ノレスタィン種混合乳試験時期8月12日「脂肪含量3％』”畢

楡乳の種類
羅一撫羅浬躇
轄脚輝剰辮す

A

値

C

値
徐乳の種類
羅一姻蟹～蠕
二四稀蘭障稀『稀爾

　生　　　　　孚し　　　糸口220糸勺320系勺100転帰145　15　48　630　30分ヵ口熱孚し　　80　　　4．5

50。30分加熱締約230約330約105約1501・45．070。30分加熱乳痕跡　痕跡

！’55。30分力嚥乳約230i糸勺3鉱0［約10鋤1451・448180．30分加熱乳痕跡痕跡

が附記．揃表申ラーム暦9以よのものに目測によりて三三量な算出也るものなり

36 2ユ

』A

値

『－

値！

0．60。7
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製し囁氏12。～15。の冷水中に2時間静置：しラーム層の厚さを護取せり其成績前表の

」如し・．・．　　’　　　　　　　　　　　1　　　　　・・、

．前記試験成績に依れば生乳，5Q。加熱乳及55。加熱乳に在うては回れも9以上のラ

←ム層に達するを以てゲノンベノン氏ブチロメーターを用ひては正確に之を讃取する能は

す・本鋪ゲノレベル斥ブチロメーターは牛乳中の脂肪を定：量することを目的として製せ

　　　　　、
．られ0．1ccの容積を約0ゴcmの長さに劃度せるものにして之を1度目となし其間を10等

分し最大9度目帥ち9％迄の脂肪を定量：し得る様に調製せられ把るものなるを以て前

記試瞼成績に見るが如く63。若し。くは共以上の温度にて30分間加熱せられたる牛乳

．にして共ラーみ層9未満に止る牛乳に甥しては慮用し得一ミきも共他のものに劃しては

正確なる測定不可能な為を以て小官等は次の如きラーム測定管を嗣製レて試験せり・

　　　　　　　　＄．小官等の調製せるラーム測定管を以てせる實験

　ぜンセン氏の使用せるヘイベノレグ氏のラ・ムブチロメーターの構造に關しては小官等

め参考とせる報告書中には詳細なる説明を映除せるを以て之を模造する層こと不可能な

ケじも該雛書中に記靴られ儲ラーム廊難定するときは共即はゲ・ンづ・レ氏

　　　　　　　ブチ‘ロメー・ターの如く0・1ccを1度目とせるもの、如く思惟せらる然

　　　　　　　るに小官等はゲノンベノγ氏ブチ・メーターを慮回せる経験に徴するに劃

　　　　　　　，度管鯨りに細長に過．ぐるときはうーム層の分離良好ならざるが如き戚

　　　　　　　を懐かせしを以て略外形をゲノレーごノレ氏ブチ・メーターに模したる左圖

　　　　　　　の如きラーみ測定管を調製せり…

　　　　　　　　全長19cmの硝子管≧こしてAは圓錐状を駕し：Bは劃度管にして尖

　　　　　　　端より約3・5cmの瓢を基鮎とし之れより］ccを約3・5　cm、の長さに

　　　　　　　相當する様に劃度し共間を20等分しだるものにして1小度目は0．05cc

　　　　　　　．に相回し，最大3cc迄を測定し得る様に劃度せるものなりCは内容約

　　　　　　　7ccの膨大部にして一端は開口して直径約1．1cmのゴム栓を以て栓

　　　　　　　塞す今之を用ひてラー。ム層の高さを測定せんには四三を豫め15。に

　　　　　　　．冷却し之を振盟して均等となし2本のラーム測定管を取りて策1のも

　　　　　　　の・には槍乳1‘，ccを容れ第2のものには槍乳5cc．に同量の蒸溜水を



112 服　　　部　　　つ　　秋　　　由

加へて稀緯し爾者にストリヒ氏試藥を添加せる後静に2〔・3伺反覆顛倒して内容をよ．

く混合し12Q｛・15。の冷水中に2時間静置して析出せるラーム層を讃取し此際稀回せ’

るものによるヲヤム層は之を2倍して槍乳．10coの量に換箕し次にゲノγベノγ氏注に從1

ひて脂肪を定量し前記ぜンセン氏の方法に從ひてA及C値を算出す今前記試三法に

基きて施行せる實験成績を示せば次の如し・

　　　　　　　　　　　A　三三添加による影響比較試鹸

　小官等は前記試験法を實施せんとするに當り試藥添加のラーム層の形成に及ぼす影

響を豫あ試験することの必要を認めだるを以て次9實験を行へり・

　　　第2表　ホノンスタイン種混合乳　試験時期　8月22．日　脂肪含量　3％

試藥の種類及添加量 1害一。鴛
墾繊《す｝稀回すiA値IC値：

試　藥　　添　　加　　ぜ　　す

ストリヒ氏試藥各1滴添加
ストリヒ月雪；環i各2滴添加
スト，リヒ氏言式：二三3滴宇恭カロ

アルカリブラウ6B試藥1滴添加’

アルカリプラウ6B試料2滴添加

アルカリプラウ6：B試簗3流添加

1ユ5

1．20

1．15

】、．20・

1．20

1．15

L20

ユ．20

1．25・

1．・20

1．20

1．25

1．20

1．20

1。04

’1．04

1．04

1．00

1．04

1．04

1．00

0。38

0．40

0．38

0．40

0．40

0．38

0．40

　　630　30　分　カロ　熱　孚し　　’

　　ラ　　一　　ム　　暦
稀羅捌す1口才すiA・値1c値
0．70

0．65

0．70

0．65

0．70

0．70

0．65

0．80’

0．70

0．80

0，70

0．80

0。70

0，80

1．14

ユ．07

1．14

1．07

1．14、

1．00

1．23

・023

022

0．23

0．22

023，
0．23「

0．22

　前記試鹸成績に示すが如く小官等の調製せるラーム測定管は内容1ccを以て1軍位：

と爲しぜソセン氏は内容0．1ccを以て1軍位と駕せb・故に小官等の弓師法に依れる

三位はぜンセン氏の軍位の10分の1に相當し從ってA値は鍵心無きもC値は110分

の1だけ低下しぜソセン氏の記載法に依る1は小官等の成績の0・1に相子す・今年藥・

添加のラーム層に樹する影響を見るに之を添加することに依りて殆ど影響せらる．るこ

と無く試藥を添加せざるときはうーム層の境界面甚だ不鮮明に’して其讃取困難なり而

してストリヒ氏の試藥は79。以上の高温滅菌乳を鑑別し得る便あるを以て爾後の試駐

に於ては何れ’もストリヒ氏門下を添加し2％パラフェニーレンヂアミン溶液2滴及．

q2％過酸化水素液1滴を添加することとせb．

　　　　　　　B　滅菌温度及時間のラー剛層に及ぼす影響試験

　三野當日早朝搾取せる可及的新鮮なる正常牛乳を冷却しつつ實瞼室に運びよく混合

し均等と引したる後内容約180ccの市乳壕に分取し之に豫め標準四温器に比較し

、
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て温度を補正せる験淵器を挿入せる木栓を施し夫々50。，55。，60。．，63。，65。及70P

の慨温槽中にて加熱．し検乳正に所要の温度に達してより正確に10分・20分・30分・

40分，50分及1時問加熱し把る後直ちに流水にて冷却し次に氷水中に浸けて淵度を

正確に15。と回しすこるものを試験に供せり．

　　　第3表　ホノンスタイシ種混合乳　試験時期8月26日・脂肪含量3・5％

検乳の種類

　生　　　　　乳
500　30分　　二目熱孚L

550　30分　　二目熱孚L

600　30：分り　カロ熱孚し

630　10分　　カロ熱孚L

630　20分　　カロ熱孚L

，630 @30分　　カロ熱孚し

630 @40分　　カロ．熱孚し

630　50分　　カ口熱孚L

630　1時間　カロ熱孚L

650．10分　　カロ．熱孚L

650　20分　　カロ熱響し

　　　第4表

ラーム層」

鮮『稀留

1．30

1．00

1．30

・1．00

0．70

0．80

0．60

0．55

0．50

0，45

0．60

0．15

1．80

160

1．80

1．70

1．10

0．90

0．60

0．60

0。54

0．54

‘0．70

0．30

A値：

1．38

1。60

1．38

1．70

1．57

1．12

1．00

1．09

1．08

1。20

1．16

2．00

C値：

0．51

0，46

0．51

0」8

0．31

0．26

0．17

0．17

0．15

0．15

0，20

0．09

検乳の種類

650　30分　　カロ熱孚L

680　10分、カロ熱孚L

680　20分　　カロ熱孚L

68．30分　　カ1ゴ熱孚し

70。10分加熱乳
700　20分　　カ口熱孚し

700　30分　　カロ熱孚L

8005分加熱乳
800 @10分　　カロ熱孚レ

瞬問加熱乳
煮沸5分間カロ二二し

ラーム層

奪却『稀留

痕跡

0．05

痕跡

痕跡

痕跡

痕跡

痕跡
005

痕跡
0．05

0，05

A値 C値

ゼノγシー二軍二二瞼時期

痕跡　　一　　一

α05斗・00．α02

痕跡　　一　　一

痕跡　’一　　一

．痕跡　　一　　一

痕跡　　一　　一

癖跡　一　　一
〇．05　　　1．00　　0．02

痕跡　　一　　一
〇，05　i．00　0の2

痕跡　　一　　一

　　　　　　　　　　　」

8月30日　脂肪含：量　3．6％

三崎の種類

　生　　　　　乳

500　30分　　カロ熱孚し

500　1時間　カロ熱孚し

550@30分　　カロ二二し

550・1時間　カロ二二L

60。10分加熱乳
600　20分　　ヵロ二二し

600　30分　　カロ熱孚【、

600　40分　　上置熱孚し

600　50分　　カロ二丁

600　1時間　力n熱印し

630　10分　　カロ熱乳

63｝　20分　　カロ熱田し

63030分加熱乳
630　40分　　カロ熱孚し

ラ・一ム暦

隼眺陣す

1．40

1．50

1．40

1。45

1。30

1．40

1．40

1．40

1．45

1．40

1．35

0．75

0．7δ

0．70

0．60

1．60

1．90

1．90

1．90

1、90

1，90

1．90

1．80

1．SO

1．80

1．80

0．80

0，80

0．60

0．60

A値

1．14

1．27

1．35

1。31

L46

1．35

1．35

1．28

1．24

1．28

1．33

1．06

1。06

0．85

1．00

C値： 検乳の種類

『0．44，

0．53

0．53

0．53

0．53

0．53

0．53

0．51

0．51・

0。51

0．51

0．22

0．22

0」7

0．17

63。5ρ分加熱乳

63’1時間加熱乳
650　10分　　カ口熱俘L

650@20分、カロ熱孚L

650　30分　　カロ奏二二し

680　19分　　カロ熱孚し

680　20分　　カロ二二孚L

680　3q分’カロ二二L

70。10分加熱乳
700　20分　　カロ熱孚L’

70Q　30分　　二四二二し

800　　5分　　力n熱孚L

800　10分　　カロ熱孚L

瞬間加熱乳
煮沸5．分加熱乳

ラーム層

撃糧「回すA値

0．50

0．40

0．60

0．40

0．10

0．05

痕跡

痕跡
0．05

痕跡

痕跡

0．05

痕跡
0．05

痕跡

．0．40

0．35

0．60’

0。35

0，05

0．05

痕跡

痕跡

0．05

痕跡

痕跡

0．05

痕跡

痕跡

痕跡

0．80

0．87

、1．00

αε7

0．05

1．00

1．00

1．00

C値：

0．11

0ユ0

0。17

0．10

　前記試瞼成績を看るに第3表に於けう・ホノレスタィン種混合乳に就て試験ぜるものに

在りては其ラーム層は生乳を稀繹せざるものは1．3稀鐸せるものは1・8，なるも5Q。，
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55？及60。各30分間加熱するときは共ラ憎み層・は生乳に樹七て多少の獲化を示すも著

しからす．’－即ち稀粋せざるものも稀粋せる一もの軌もれも共ラ」ム層は1・0以上A値も

亦：r，0．以上に’してC値は0．4、以上なり，然るに63。に加熱するときは著しき憂化をi來し

既に63。にて10分間加熱せるもあは共ラーム層稀吊せざるものに在，りては0．7に減

じ稀繹せる’ものに在りてはし1となり叉A値は1・57・C値は0・31を示せり・而して同

温摩にで加熱す為時間の延昂に従◎て其ラーム層は愈々減少を示レ63．にて30分間

加熱せるもの1こ在りては稀騨せざるもの二丁繹せるもの共に0・6とア3りA値は1．0，C

値は』り・17’を示せり．

　ゼンセン氏に依るA及C値の號騨を見るにA｛直は蝉に勧ては1よ、！大に

しで63。30券加熱乳に在りては1よりも小なり若しA値1に近きときはC値は生乳

痴りては3；9－10加・し廼均．83叉63．30分加糊に勘てセよ0・1～3・7にして

李三山1・3を示すを以て之によって三三し得べしとなす此の標準を小官等の成績に癒用

せんにはA値は其儘適用し得一ミきも既に前述の如くC値は計算の軍位を異にするを

以てぜンセン氏の］0分の1の軍位を探回せざるぐからす帥ち生乳に在りては0・39～

ユ・09李均0．83叉63。30分加熱乳に在りては0．01〔’0．37zF均0。13とせざる一ミからす・

この劃定標準を前記試験成績に適用せるに60。以下にて加熱せる：ものは軌れも生乳

の劉定標準内に属し63。にて10舜，20分及3σ分加熱せるものは軌れも63。30分加

熱乳の標準内に属するものなることを認めたり．叉63。30分以上40分・50分と漸

次加熱時間の莚長せるに伜ひて三々ラーム層を減少し同温度にてi、時間加熱せるもの

に勧ては解せざ・もの即蘭三二せ・ものは0・5輪値は1・字0∫C値は0・ユ5を示

せり．次に65。にて10分間加熱せるものは略63。にて30分加熱せるものに匹敵し

20分に延長するときはう，ニム層の形成著しく不良に陥り30分に於ては殆ど之を形成

’せざるに到り68。にては既に10分間加熱せるものに在りてもう≒ム層の形成著しく

不良となり⑳三間以上加熱せるものに在りては殆ど之を形成せざるに到り70。にて

は10分以上80。にては5分以上，煮沸にては瞬間加熱せる牛乳は軌れも殆ど’ラーム

展を形成せ1ざるに依う他と明瞭に識別し得べきことを認めたり・　『．

　第4表に於けるぜノγシー種軍乳に就て施行せる成績も亦殆ど第3表の成績と同高結
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果を示し特に60。・に於ける10分より．．1時間に到る各10分毎に於ける加熱時間の縫

化に依るラーム層に劃する影響を槍せるに殆ど影響せられざること・を認めすこり・

　本試駿に於て殊に注意すべきことはぜンセン氏の説に從へばぜノγシ四種乳牛より搾

取せる牛乳は共脂肪球過大なるセめラーム展の析出良好ならす爲めに完全なる成績を

得ざることを報告せられナこり．小官等は之を確試せんとしたるもぜ・レシー種乳牛は其

三二本邦の風土に適せざると第費の分泌量少きため海面一般の牧畜こては飼養せられ

ざる屈め其乳汁を得ること困難にして僅に某牧場主の好意に依りで1頭め乳牛より得

すこる乳汁に就きて試瞼せるのみなるを以て之を断言するを得ざれども前記の實瞼に依

れば何等の支障なく試験し得るものなることを認めすこり．、

　　　　　　　　　　　　　C　加熱方法に依る影響試験

　前記試験に供せる加熱乳は軌れも市乳堤に験温器を挿入ぜる木栓を施し働恩二二に

て所要の時間加熱せるものなる’ 熏氓ﾌ方法によるときは所要の温度に達する迄かなり

の時間を要しラーム居の形成に影響する輝念ある一ミきを思惟せる『を以て白白の白装加

熱法によるものと別に瞼旧約20ccを薄壁の試瞼管に容れ加熱せるものとに付温度上

昇の關係を比較せるに次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　壕装加　熱

検乳の種剰腋澱・謝・迄の時間11獺の種劉順温度回す・迄の時周

500　カn　熱孚L

550 @　カロ　熱．孚L

600　カロ　熱雲し

ノ室温・一45。

、45。一一50。

∫繋＝ll：

、50。＿55。

鷹島＝ll：

渓56。＿60。

§雰｝・・分63・、漁乳

1墾分、＿熱1、

1萎｝・臼分・r・加熱乳

　，試験管　カロ　粥～

∫繋＝ll：

、60。＿63。

∫欝＝ll：

、63。＿65・

ノ室温一63。
＼63Q　－68Q

1馨｝・8分

1馨｝・・分

10雰｝・5分

心心の種矧鰐鱗鶴1陣乳の・重剰學罷誌面論点の種剰學羅霧雨

　’500　カロ熱孚L　　　2分　　　 600．カロ熱孚【‘　　　4分　　　 650　カ口熱孚し　　　4分

　　55。　加熱乳　　3分　　630　加熱乳　　3分　　680　加熱乳　　4分

前雪国こ外野が如曝装滅菌の場餌通例＋翻を要するも学歴滅聯合は

僅に数分1こて所要の温度に達するもの1なるこ．とを認め勘．今前記雨種の滅菌法に從
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ひて施行せる加熱乳に就きラーム層を試瞼せる成績を示せば次の如し・

　　．第5表．劃ンスタイン種混合乳　試瞼時期9月6日　脂肪含量3．4％

二二の種類

生 乳

55…分｛灘勢鷹

・・…分｛叢雨畷

ラー　ム暦

警通す
1．05

1ユ0
1．25

1．27

12．0

1．00

1．40

1．40

1．30

1．00

A値

1．00

127．
1。10

1．00

0．80

C値

0．29

0．41

0．41

037
0．≧9

槍乳の種類

63・3・分｛蓬鶴綴

64…分｛灘獺

・・…分騰i勢麟

ラーム暦
三野1稀離

0。65

0．60

025
0．25

0．10

0．10

0．50

0。60

025
0．25

0．05

0．05

A値

0．76

1．00

1。00

1．00

1．oo

1．00

C値

0．14’

0．17

0．07‘

0．07

第6表　ホノγスタイン種混合乳　試験時期99月16日　脂肪含量32％

通雨の種類

　生　　　　　　乳

．5・…分｛灘魏i麟

55…分｛灘藝綴

・・…分｛蓬饗獺

ラーム暦
鮮「馴す

1．15

1．15

1．10

1．10

1．10

1．10

1．10

1．54

1．54

1．50

1．60

1．50

L50
1．40

A値：

1．33

1．33

1．36

1．45

1．36

1．36

1．27

C値：

0．48

0．48

0．47

0．50

0，47

0．47

0．44

溢乳の種類

・3・3・分｛藤篶綴

64…分｛灘綴

65…分｛灘ii獺

ラーム暦
稀縄ぜ
　　稀残す

0．70

0．70

0．30

0．30

0．10

0ユ0

0．80

0．80

0，30

0．30

0．05

0．0δ

A値

1。14

1．14

1．00

1．00

0，50

0．50

C値1

0．25

0．25

0＝09

0．09

　前記第5及第6表の試瞼成績を看るに試験管加熱のものと塚装加熱のものとの形成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆするラーム暦は殆ど同一にして所要温度に達する遙1こ加熱せらるる面面の多寡に依り

て殆ど影響せられざることを認めすこり尚ほ64。にて30分間加熱するときは其ラーーム

層は63。30分間加熱せるものの約2分の1に相當するものなることを瞼知せり・

　　　　　　　　　　　　D　冷姦詐貯藏乳に下する試験

　ゼンセン氏の報告に依れば槍乳を冷藏するときは脂肪球凝縮してラータの形成不良

となるを以て一旦50。にて5分間加温しナこる後再び15。．迄冷却し試験す＾ミきことを

述べられナこり．小官等は前記第5表に於て試験せる雨装加・熱乳の残髄を取りて電氣冷、

　　　　　　　　　　　　　　第．　7　　表

藩老の　種類

　生　　　　　　　乳
556　　30分　ま曇　装カロ熱画し

600　　30分壕　装カロ熱孚L

630　　30分　塁　装カロ熱目し

650　　30分ゴ曇ぎ装…カロ熱孚L

費睡氏糸勺1剣　Ulこげ（　Z4　ロキ間冷三

略直接試験ぜるもの
ラ　　一　　ム　　暦

稀縄也す1稀目すIA値：IC値：
1。05

1．00

0。85

0．20

0．05

L1

1。20

0．70

0．30

痕跡

104．

120

0．82

1．50

0．34

0．38

0．22

0，09

撮氏約1一かにてZ4時間冷藏後
50’にて5分間加温也るもの
ラ　　・一　　ム　　暦

稀矯iぜす1稀吊すIA　値lC　値
し15

1．25

1．10

0．65

痕跡

1．1

1．40

0．80

0．50

痕跡

0．95

1．12

．0・72

0．76

0・34

0．44

0．25

0．15
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藏箱中に於て囁旧約1’》5。にて24時間貯藏せる後直に15。となしナこるものと50。’

にて5分間加温せる後ユ5。．と儒した：るものとの爾者に就き其ラーム層を試験せるに

前記第．7表の成績を示せり・

　前記試験成績に依れば検乳を囁氏約1。～5。の冷藏的中に24時間冷藏するときは

生乳に在りてはうーム層の分離に著しき鍵化を及ぼさざるも60。．以上に加熱せる牛乳

に在りてはうーム層の分離著しく不良となり63。30分加熱乳に在りては冷藏前の槍

乳の約3分の1に減少す然るに之を50。にて5分間加温するときは著しく良好となb

冷一階と済々同一のラーム暦を分離せり．’，

　　　　　　　　　　　　　一E　：再加熱乳に鉗する試験

　低淵殺菌は新鮮参る乳汁に劃して行ふべきものなるも往々にして一旦加熱せる乳汁

を共二叉は之を生乳に混じて再加熱を行ふこと無きを保し難きを以て次の如き種々な

る場合を想像し之に就き試験を施行せり1

　　　　　　　（イ）‘63030分加熱乳を24時間冷藏の後同溜度にて

　　　　　　　　　　同時間再加熱せる場合に於けるラーム試験

　63。にて30分間加熱乳に就き豫め其ラーム層を帯し之を囁吟興1。～5。の冷熱箱

中に24時間貯藏しすZる後再び63。にて30分間加熱せるもののラ「ム層1を綜瞼せる

に其成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　8　　　表

検’ 禔@の　種　類

ホルスタイン孚L塚装加熱

ホルスタイン乳ホ曇些ミ加熱

ホルスタイン乳塚目加熱

ゼルシー乳塚装加熱
ホルスタイ．ン孚L土日装加熱

ホルスタイン乳プラント滅菌

ホルスタイン乳プラント滅菌

ホルスタイン孚Lプラント滅菌

ホルスタイン乳プラント滅菌

ホルスタイン乳プラント滅菌

脂肪

（％）

2．9

R．5

3．2

3．6

32
3．2

32
3．2

3．0

3．0

63。3Q分加熱乳
ラ　　一　　ム　　暦

稀霧也訓稀糧す1A値lC値
0．60

0．60

0．70

0．85

0．70

0，90

0．80

0．45

025

0．£5

0．50

0．50

0．50

0．60「

0．80

1．00

0．90

0．30

0．30

0．30

0．83

0．83

0．70

0．70

1。14

1．11

1．12

q・66

120

1．20

0．17

0．14

0．16

0．17

0．25

0．31層

0．28

0．09

0．10

0ユ0

30　30分カロ感孚しな2　　時間冷
藏後同温度1こげ（同時間再カロ熱しず

ラ　　一　　ム　　暦
稀糧ぜす1稀繹すIA値：lC値
0．05

0．10

0，05

0．05

0．15

0．10

0．10

0．05

0．10

0．05

0．05

0．05

0．05

0．05

0．10

0．05

0．05

0．05

0．05

0．05

1．00

0．50

1．00

1．00

0．67

0。50

0．50

1．00

0．50

LOO

0，02

0．01

α02

0．01

0．03

0．02

0．02

0．02

0。02

0．02

前記試瞼成績を看れば63。30分加熱乳を24時間冷藏せる後再加熱せる牛乳は其
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ラーム層の分離著しく不良にして前記’10例中稀鐸せざる場合0．15を示せるものは軍

に1例に過ぎす他は軌れも0．1’》0．05にして，水にて稀羅せるものは1例のみ0・1を

示せるのみにして爾他のものは軌れもα05に過ぎすして正規の方法に從ひて滅菌せる

牛乳と明に識別．し得陀り・

　　　　　　（ロ），生乳に63。30分加熱せる牛乳を種々なる割合に．

　　　　　　　　　混合し之を再加熱せる野合に於けるラーム試瞼

　生乳及之を63。にて30分問加熱せるものの形成するラーム層を測定し次に生乳に

樹し63。30分加熱乳を滅菌直後に於て夫々’20，40，50，60及’80％の割合に混合し

ナこるもqと之等の混合乳を63。にて30分間再加熱せるものとによって生するラーム

層を夫々試回し次の成績を得たり・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　9　　．表

検　乳　の　種　類

　生　　　　．　　　　　乳

630　　30　分　」曇　装　　力n　熱　孚』

生乳に前記加熱乳20％奄加ふ
生孚Llこ前言己カロ熱孚L40タ6ゐ9カロ凶、

生孚Llこ前言己カロ熱孚L50％ゐρカロ．乙、

一二し巳こ前言己飽白熱孚し60％ゐgカロ器、

生乳に前記加熱乳SO％な加ふ

脂肪：量

（％）

3．4

，，

，，

，，

，，

，，

，，

再加熱前ラーム暦

稀繹試す［田川す
1．1δ

0．65

1．10

0．90

0．80

0．75

0．70

1．10

‘0．50

1．00

0．80

0。75

0．70

0．65

A値

0．95

0．77

0．91

0．88

0．93

’0．93

0．93

C値

0．32

0．15

0．29

0．23

0．22

0．21

0．19

再加熱後ラーム暦

稀曜ぜすt稀薄養す

0．20

0．07

0．05

0．05

痕跡

0．20

0．05

痕跡

痕跡

痕跡

A値

工・00

0．70

c憾

0．06

0．01

　前記試験成績に示すが如く生乳に63。30分加熱乳を各種の割合に混合するときは

共混合の割合に比例してラーム層を減少し之等の混合乳を夫々再加熱するときは63。

30分加熱乳20％を滉じ再加熱せるものは其ラーム層稀鐸前後のものは敦れ’も0・2を

示せるも40％を混じたるものは稀回せざるものは0・07・稀回せるものは0・05に減じ

50％以上を混じ再加熱せるものは僅に0・05か叉は殆どラーム層を分離せざるに到る

を以て正規の方法に從ひて滅菌せる牛乳と明に識別し得べきことを認めセリ・

　術ほ前記三三成績は63。30分加熱乳を滅菌直後に於て生乳に混合し之を再加熱せ

るものなるも通例孔門に試ける再加熱の場合を考ふるに斯の如き例は稀にして滅菌乳

を一定時間貯即せる後混合するものと思考せらる然るに低温滅菌乳は一般に之を貯藏

するときは漸次ラーム層・を減少する傾向あるを以て之を生乳と混合し再加熱せる揚合
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は前記成績に於けるよりも一層ラーム層の形成を不良ならしむることは想像に難から

ざるところなb．

　　　　（ノ・）生乳に煮沸乳を種々なる割合ピ混合し之を再加熱せる場合に‘

　　　　　　　於け’るラーム試瞼

　生乳及煮沸乳の形成するラーム暦を測定し女に生乳に樹し煮沸乳を夫々（ロ）の試験

に於けるが如・く混合したるものと夫王の混合機を63。にて30分間再加熱せるものと

によって生するラーム層を夫々試験し女の成績を得だり・

　　　　　　　　　　　　　　第．　・10層　表

検乳　の　種　下

生　　　　　　　　　　　乳

煮　　　　　沸　　　　　乳

生乳に前記煮沸乳20％潜加ふ
生乳に前記煮：沸乳40％を加ふ

生寵しに前言己煮沸孚L50タ6ゐ9カロ』、

生孚Llこ前言己煮沸孚L60％ゐ9力昼凶、

生乳に前記煮沸乳SO％な加ふ

脂肪量
（％）

3．4

，9

，，　・

，，

，，

，，

，，

再加熱前ラーム層・

稀羅ゼす1稀出す

1ユ5

痕　跡
1．00

0．60

0．50　．

0．20

0．05

1b10

痕跡

0．60

0。30

020

0．10

痕跡

A値

0．95

0．60

0．50

0．40

0．50

C値： 1再加熱後ラーム暦

稀罪翠也す「稀繹す

0；32　　＿

0．17：　0．20

0．08　　　　0907

0．06　　0．05

0．03　痕跡

一　　痕跡

0．20

痕跡

痕跡

痕跡

痕跡

A値

1．00

C値

0．06

　前記試験成績に示すが如く生乳に煮沸乳を各種の測量に混合するときは共混合の割

合に比例してラーム暦を減少し之等の混合孚Lを夫々再加熱するときは生乳に煮沸乳を

20％混じナこるもののみ稀鐸前後に：於てラーム層・0．2を示すも40％以上混合せるものは

其ラーム層極めて僅微にして正規の方法に從ひて滅菌せる牛乳と明に識別し得たり．

　　：F　ミノγクプラント滅菌装置を用ひて無理せる牛乳に就きて施行せる試験

　現時ミノγクプラントにて使用する滅菌装置：には種々なる型式あ6て一定せざれども

牛乳を二二しつつ直接二二を通じ叉は開園の湯洛を加温して之を温め63。に達するに

及び蒸氣の通入を調節して63。にて30分間加熱し然る後三三の代りに冷水を通じて

擶氏約50。に冷却し更に冷却装概によb冷却しつつ堤装するものなb・而して堤装し

終る迄の時間は滅菌装置の大小等にようて一様ならざるも通例1～2時間を要す叉手．

乳を滅菌装置に移してより正に63。に加温せらるる迄の時間は多藪のミノγクプランF

に就て調査したる結果其問多少の相違あるも通例蒸氣通入後ユ5（・2σ分にして所要の

三度に達するものにして恰も小官等q實験室に於て壕装抑熱せる槍乳に略舟一致す．
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O記多歎の實験成績に徴するに生乳を實験室に於て一定温度に於て加熱するとき其

生超するラーーム層は50。’》60。に於ては最も良好にして往々にして生乳を凌駕するこ

とあるも63。　30分加熱乳に在りては共ラーム層生乳の約21分の1帥ち水にて稀志せ

ざるものも：又稀回せるものも共に0．6～0，7A値：は10．0前後，　C値は0．1’》02なるを

以て生乳若くは50。以下にて30分間加熱せる牛乳と明に識別し得べく64。30分加熱

乳に在りては63030分加熱乳によりて生起せらるるラーム層の約2笏・の1に減する

を以て識別盆…々容易にして途に65。30分加熱乳に在bてに殆どラーム層・を生起せざ

るに到る＾ミし・次に加熱時間に封ずる關係を看るに60。迄は10分より1時間に到る

各加熱時間の延長に件ひて著しき憂化を示さざるも63。以上にては急劇なる墾化を示

し63。にて1時間加熱するときは同温度にて10分間加熱せるものの示すラーム層1の／

約2舜の1に減するものなることを認めセb・　　　・

　以上の實験成績は撮れも準準室内に於て正確なる験早早を使用し周到なる注章のも

とに施行せる成績なるが故に此の標準を以て市販低淵滅菌乳を律するは少し1酷に過

ぐ一ミし．今實地にミノγクプラトンに於ぞ大規模に滅菌する揚言は斯の如き正確なる方

法は期待し得ざるものにして63。を中心として共前後に多少の温度の開きを生する

は之を認のざるぺからす．然るに63。よ665。に至る僅に珍度の温度はラーム層・に

了して著しき影響を及ぼすものなるを以て墨黒にミノレクプラントの滅菌装置を用ひて

滅菌せる場合には如何なる程度泡の正確度を維持し得るものなるやを實験し然る後市

販低温滅菌乳に墨する許容標準を定むることの必要を認めたり．

　小官等は此の見地に基き市内二三ミノレクブラント當事者の好意に依り實地に夫等プ

ラントに於ける滅菌装置を利用し加温せる槍乳に就き試験を施行し次の成績を得たり

　　　　（イ）Sミノレクブラント滅菌装置を用ひて加熱せる牛乳に就きて

　　　　　　　施行せる試験

　本滅菌装置は縦型式約2石入のものにして蒸氣を通じてより約15分にして所要温

度に達す共試瞼成績次の如し．

　　　　　　　　　　　第11表　ホノレスタイン種混合乳

　　　　試験時期9月9～10日’滅菌に供せる牛乳：耳蝉2石　脂肪含量3，2％幽
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加熱慮理直後
箔4時問冷藏後50。5分加温

槍　　乳　　の　　種　　類
ラーム贋

A値 C値 ラ　ーム　暦 A値
C値：

稀鶴也す1稀縄す 稀鐸ぜす1稀糧す

1．生　　　　　　　　　　　　’乳

2L　630　　30　分　　試　　験　　管　　カロ　熱

3．　630　　30　　分　　ま曇　　装　　カロ　　熱

4・　フ’　ラ　　ン　　ト　滅場；630　直　　後

5．プラント滅菌63。10分後
6ゼブラント滅菌63020分後
7．プラント滅菌63030分後
8．プデント滅菌冷却」曇装i最初のもの’

9．プラント滅菌罎装著手10分後

10・フ’ラント滅菌場装着手30分後

11・7’ラント滅菌場装着手1時間（最
　終）のもの

1ユ0

0．77

0．70

1．07

1．05

1．00

0．90

0．80

0．75

0．75

0。70

1．70

0．80

0．80

1。90

1．50

ユユ0

1．00

0．90

0．90

0．90

0．80

1．54　　0。56馬　　　1．00

1．04　　0．25　　　0．70

1．14　　　0．25　　　　0．65

ユ。77　　0．59　　　　0．85

1．42　　0．46　　　0。70

1．10　　0．34　　　0．70

1．11　　0．31　　　　0．50

．1．12　　　0．2S　　　　O．50

1．20　　　0．28　　　　0．50

1．20　　0．28　　　　0．45

1ユ4　　0．25　　　0．40

’『

P．40

0。80

0．50

：1．30

0．90

0．70

0．40

0．40

0．40

0．40

0．30

1．40　　0．43

1．14　0．25

0．77　　0．15

1．52　　0。40

128　　0。28

1．00　‘021

0。80　0ユ2

0。SO　　　O．12

0．SO　　　O．12

0．88　　　0．12

0．75　　　0．09

　前記試験成績中ユ，2及3は封照としてプラント滅菌試瞼に供せると同一生乳蚊實験

室に於て施行せる63。30分試験管及」曇装加熱乳を示し峯は適温正に63。に達しナこる

とき之を分取し5，6及7は63。に達してより夫々10分，20分及3Q分経過後に経て

分取せるものにして以上4種の槍乳は何れも滅菌装置：の上部より分取せみものなり・

8より11に到る4種のものは63。にて30分間加熱したる後蒸氣の通入を中止し冷
9

水を以で冷却し省ほ撹絆を綾けつつ下部の・材ブより冷却機を通し壕詰屈によりて盛

装せられたるものなり・帥ち8は第ミ上目の画面品に係はり9，10及11は嵐山開始後

10分，30分及1時間後のものにして」曇装開始より絡了に到る時間の経過に伜ひて漸次

僅微にラーム層の減少を示せるも之を権延すれば稀罰せざる場合は0．8～0．7，稀鐸せ

るものは．0．9～0．8：又A値：は1．12～（1．20，d値は0．28～0．25の範園内にあるものなる

ことを認めたり・

　次に前記加熱乳を24時間冷藏後50。にて5分間加熱せるものを試験せるものに在

bては生乳及實瞼室に於て加熱せるものは，一丁にラーム層の減少を示せるのみなる

・もプラント滅菌乳に在りては著しくラーム層の減少を示し自画開始後に分取せる4種

のものは之を概括すれば稀鐸せざるものの示すラーム層はα5～04稀鐸せる’ものは

0．4ん0．3：又A値は0．88（く0．75，C値は0．12飼0．09の範園内に在るものなることを認め

たり．街ほ更に日を異にして滅菌せる牛乳に就き施行せる試験成績を示せば次の如し・

　　＝1’．二　　．　．　第12表1ホノンスタイン種混合乳　　　　　　’「
　　　　　　　　　　　　　　‘
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’

試鹸時期＄月12日’》13日滅菌に供せる牛乳量約1石脂肪含量3・2％

加熱盧理直後
2時間冷藏後50。5分加温．

桧　　乳　　の　　種　　類
ラーム．暦 A値 C値 ラーム暦

A値 C値
稀躍也づr竹岡す 稀躍ぜ劃稀鐸す

1・生　　　　　　　　　　　　乳
2L　630　　30　分　　試　　験　　管　　カロ　　熱

・3．63。30分罎装加熱
4・．プラント滅菌63。直後
5乳プラント滅菌63010分後
6・プラ，ント滅菌63Q　20分後

7・プラント滅菌63030分後
8・プラント滅菌冷却塚装最初のもの

9・プラント滅菌土曇装ii皆手30分（最後）

　のもの

・1．10

0．75

0．70

0．85

0．80

0．55

0．45

0．45

0．40

1．70

0．80

0．80

1．40

0．80

0．50

0．30

0．20

0．20

1．54　　0．56

1．06　　0．25

1。14　　025

1．64　　0．43

1．00　　025

0．91　　幽0．15

0．67　　　0．09

0。45　　0。06

0。50　　　0。06．

1．25

0．65

0。60

1．20

0．85

0．45

0．40

0．30

0．27

2．00　　　1．60　　0．60

、0．60　　　0．92　　0．19

0．50　　　0。83　　0．15

1．90　’　　1．58　　0．59

0．80　　　　0．94　　　0．25

0．54　　　1．20　　0ユ6

0．30　』　・0．75　　　0．09

0．30　　　1．00　　0。09

0，30　　　　］．．11　　　0．09

　前記試瞼成績は前同と同一滅菌装置を用ひたるものなるも共仕込乳量は前同め約雫

量に減じたるを以て壕装開始既約3σ分にして終了せう，前記試験成績中壕装品のラー

ム量は之を概括すれば稀鐸せざるものに於ては0．45（’0・4，稀略せるものに於ては0・2σ

叉A値は0．45〔・0．5，C値は0．06を示し之を24時間三三後試回せるものに於ては・

稀卜せざるものは0．30～0．27稀繹せるものは0．3叉A値は1ゆ0～1．1］，C値は0船

を示せり．鶏の如く前回の成績に比してラーム居の減少を示せるは仕込量の約年減せ

るに物し蒸氣胃腔量の調節完全ならざりし鴬めに前言に比して過度に加熱せられナこる．

ものと想像せらる．

　　　　（ロ）：Kミノγクプラント滅菌装置を用ひて加熱せる牛乳に就きて

　　　　　　　施行音る試験　　　　ド幽　・

　本滅菌装置は横型バーレノン帰塁4石入のものにして之に50。に温めだる牛乳を詰

め三嘆を通じ二二の湯浴を温むるときは約5分にして所要の温度に達す妓に於て蒸氣

の通学を調節し30分間加熱しすごる後冷水にて冷却し乳温を約500．となし荷ほ掩搾を

繊心しつつ冷却機を経て面詰機に到り壕装せらるるものにして通例壕装開始よb50分

にして完了す’と言ふ其一門成績第】3表の如し・

　後記試瞼成績中1，2及3は前回の試験に於けるが如く封照として生乳蚊實験室に

於て加熱せる低温滅菌乳を示せるものなり・・叉・4，5，6及7は乳一三に63。に達し起る

直後10分，20分及30分緯過後に於て滅菌装置の上部より分取せるものなう・次に8・9



鴨

市乳の加熱言及新鮮度の鑑別法に關する研究（第3報） 123

　　　　　　　　　　第1き表ホノンスタイン種混合乳

試瞼時期9月13日～14日　滅菌に供せる牛乳量約3石 脂肪含量3．0％

検　　乳　　の　　種　　類

　L生　　　　　　　　　　　　乳

　2．63030：分試験管加熱
　3・　630　　30　　分　　駐日　　装　　カロ　　熱

　4・プラント滅菌630直後
　5・プラント滅菌63。10分後
　6・プラント滅菌63。20分後
　7・プラント滅菌63。30分後
　8・プラント滅菌冷却壕装最初のもの

　9・プラント滅菌場旧著手25分後
　10・プラント滅菌壕装著手50分（最絡）

　　　のもの

及10は69。

加熱慮理直後

ラーム暦
稀繹ぜづ「稀羅ず

1．10

0。70

0．70

0．90

0．45

0．25

0．25

0．25

0．25

0．25

1．80

0．80

0．80

0．94

0．40

0．30

0．20

020

0．20

0．20・

A値

1．64

1．14

1．14

1。04

0．89

1．20

0。80

0．80

0．80

0．80

C値

0．60

0．27

0．27

0．31

0．13

0．10

0．07

0．07

0．07

0．07

2時間冷藏後
50度5分カロ温

ラーム層」
稀繹也す1稀繹す

1。00

0。50

0．45

0．70

0．40

0．25

0．25

0．20

0．20

0．20

1．60

0．40

0．40

0．80

0．30

0．30

0．30

0．15

0．15

0．15

A値

1．60

0．80

0．89

1．14

0．75

120

1．20

0．75

0．75

0．75

C値：

噂

0．53

0．13

0．13

0．27

0．10

0．10

0．10

0．05

0．05

0．05

　　　　　　　にて30分間加熱せる後蒸氣の通入を中止し冷水にて約50。に冷却し掩

搾を繊績しつつパイプにて冷却機を通じ堤飛州に到舅曇装せられナこるものより最初，

中間及最終審四品を夫々分取せるものなり・前記試験成績を通覧するにプラント滅菌

乳は踏外室滅菌乳に比して共ラーム層著しく少く今罎労研3種のラーム層を概括すれ

ば稀録せざるものに於ては0．25，稀慣せるものに満ては0．2叉A値は0．8C値は0・07

を示し之を24時間司令飛躍瞼せるものに於ては野饗せざるものは02，稀養せるもの

　　　　　　　　　　　　第14表　 ホノレスタイン種混合馨し

　　　試瞼時期9月14～15日　滅菌に供せる牛乳量約3石脂肪含量3．2％

検　　乳　　の’　種　　類

1・生　　　　　　　　　　　　乳
2．　630　　30　分　　試　　瞼　　管；　ヵ口　熱

3・　630　　　30　　分　　塚　　§三…　　カロ　　熱

4・プラント滅菌63。直後
5・プラント滅苗63010分後
6・プラント滅菌63。20分後
7・プラント滅菌63030分後
8・プラント滅菌冷却罎装最初のもの

9・プラント滅菌罎装着手25分後
10・プラント滅菌」曇装著手50分（最終）

　のもの

加熱庭理直後

ラーム暦
稀鐸ぜ訓稀鐸す

0．90

0．60

0．65

0．77

0．40

0．25

0．25

0．25

0。25

0．20

ユ．30

0．65

0．65

0．σ0

0．30

020

0．15

0。15

0．15

0．10

A値：

L44

1。OS

1。00

1｝17

0．75

0．80

0。60

0．60

0．60

0．50

C値

0。40

0．20

0．20

028

0．09

0．06

0．04

0．04

0．04

0。03

24時間冷酒後
500　5分カロ温

ラーム暦
稀繹ぜす1稀繹「「

0．gor

O。40

0。45

0．80

0．30

0．20

020

0．20

0．20

020

1．10

0．40

0．40

0．90

020

0．15

0．15

0．20

0．20

020

A値

1．33

1．00

0．88

1．12

0。66

0．75

0．75

1．00

1．00

】．00

C値

0．34

0．12

0．12

0．28

0．09

0．04

0．04

0．06

0．06

0．06

■
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は。．15叉A値は0．75，C値は。．05を示せり．斯の如く供試乳は實瞼室加熱乳に比

　して著しき低きラー＝、ム層を示せるは63。以上恐らく64。附近にて熱せられたものな

．るこ nを想鰍轡し」鞭に日を異にして蘭せる牛孚L蹴『て施そテせ鱒成

績を示せば前記第14表の如し・

　　前記第ユ4表の試験成績は第13表と略同一にしてブジント滅菌乳は實験室滅菌乳

　に比して著しく低きラーム屠を示し64。附近の温度1：こて加熱せちれナこるものなるこ

　とを認めすこう・

　　　　　　　　　　（ノ・）小樹均等牛乳に就きて施行せる試験

　　小見均等牛乳は生乳を約50。に加温しすこる後均等機によりて綿羊し直ちに低温滅

菌装犀によりて630にて30分間加熱し之を50。に冷却し冷却機を通じ罎豊国にて壕

　装するものなbと言ふ．　　　、　　　　　　　　　　．　　　　　・

　　小官等は滅菌直前の均等乳に就き試験せ．んと希望せるも之が分外を得ること不可能

　奉りしを以て滅菌直後，共中三二最終の罎詰品に麓き試坐せ似其成績次の如し．

　　　　第］5表　ホノレスタィン混合乳　　　　　第16表　ホノンスタ盆ン混合乳

　　丁丁時期．ρ月7日　脂肪含量35％　　試験時下9月］4日、脂肪含量3．0％

　　　楓の醐講論撫・値・値　検・・の・・類購論鍮・値i・値

　　欝30分輔後の・…痕跡…謬3・分野直後の…　5鋤一L
　　壕装着手50分後のもの　　0．05　痕跡　一　一　　一三着手58分後のもの　　0．05　痕跡　一　一

　　驚麩携（1醐1・・5痕跡一一驚歩謝61時間・・5一一「

　　前記第15及・鱗の成細・示すが女・く生孚Lを鱒機1・カ・けて標野を破壊せる界層

　に在りては殆どラータ屠を分離することなし之はぜンセン氏の成績と一致するところ

　に’して斯の如き牛乳は本試験法によりて判定し得べき範園外に属する特種加工牛乳に

　編入すべきものなることを認めた瓠

　　　　　　　　　　　　　4．東京市乳の加熱度試験成績

　　上記試験法に從ひ東京市内の販責乳に就き調李せる成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　17　　表
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検．

盟
番
號

1

2

3．

購入月、日
時…　　間
（昭和7年）

　　　　酸
施栓駅況』

　　　　度

　・41

　：ぜ

　右

　7

　．：8

　　「9

　ユ0

　’11

　12

　：13

　：14

　15

　．16

脂

肪

9月20日（火）素話・ル

鞘9ん竅E鰍）
㍊28旦1罐口蕩
9’．獅Q0日（ゴハと）1三ヨ三冠コノレ1午前10卍11時レ（経木）
9． r日（火、』冠・ル

雛1講皇獣）

認喜識鷺1
韓離皇黙
午前11飼12時1ク（経水）

9刀20臥火）王冠コル‘
午前11配12塒…ク（経木）

9．月22日（木）．王冠コル
午前．9’｝10時ク（経木）

9月26H（刀）王冠コル
・午・前9角ノ10Hをク（絶目）

9月26日（月）王冠コル

躍百離黙
午前9御10時ク（経木）
9　月26日（刀）ヨE冠コノL）

午前10｝11時ク（経木）

9刀26．冝i月）王冠・ル
午前10∩一11U寺ク（経木）

　　　　　　王冠コル

『午前・・蝋

ユS

．19

20

21

9月26日（月）
午前10｝11時

9月26日（刀、
午前11〔・12時

9月26日（月）

9　刀26日（刀）

午前11－12時

9刀29日（木）
午前9－1Q時
9月29日（フk）

午前9一・10時

9　刀29日（禾、

午前10～11博

22 P
23

．24

25

26

ク（経水）

王冠コル
ク（経木）

王冠iコル
ク（維木）

．王冠コル
ク（経木）

王冠コル
ク（維木）

、王冠コル
ク（経木）

王冠コ．ル

ク（経木）F

1

5．83．5

‘6．63．3

6．63．0

卑語1㌍癬彦蜜蝋

9刀29日（木）王冠コル

鍛百灘獣
『駕難勲
午前11－12時ク（維木）

9月2舶（米）王飛コル
午前11’｝12時ク（経米）

6．4

6．3

6．0

己5

d4

6．2

6．S

6．5

6．2

5．S

5．6

6。3

6．0

6．δ

6．4

6．5

6．4

5．6

7．0

6．4

6．8

6。・

6．8

スヒ
ト反．．

跡纒）（．レ搬加

聴解晶晶・値轍

3．1

3．1

3．1

2ρ

3．5

3．3

歌1

3．1

3．0

3．0

3．0

2．9

3．1

32

3．3

3．3．

3．0

3．0

3．4．

3．1

3．2

1．33

3．2
1

十．

十

十

†

＋． O．30

十．020

＋　0、40

十．0．45

＋　α55

十

＋　α雪5・

十　〇，65．

十　〇．10

十　〇．05．

十　〇．05．

十　・0．90

＋o．67

＋　0．05

＋　0．S5

＋　0ユ5

十　〇．50：

十

十

十

十

α2鋤1。。Slq。61

。、。。，、1＿。S

＿品33
。、。1。，。i贈、α

005iO．Ooヨ1。00．0。02

20σ30．1。000．09．

1：：1：：；1：：ll

。、。｝。、。。、1

　　臼
　　0，80、0LO6020

0．55

0．10

痕跡

0．05

0．84

i
．1．00．

　　［
0．SOO．8S

　　i

　　　
．0．500．74

　　1

α0511．00

　　；

脚iα82

器：：

　　｛

0ユ8

0．03

1．00．
O．02

　　026

　　0．15

　　0．02

　　0。21

　　0．05

0．65．0．70．1。01

。。！蝋。σ

　　m
痕跡痕跡一
1：ll／：：l！潔

　　tl

購入揚所

630ん640

630一鞍640

．60。・前後

　630

63⊃～640

63」卿640

630卿640

63。強’

　630

6δ。強’

63’一64。

　63。．

640～650

650，｝66。

65。強

63Q溺

　630

65。強

　63。溺

023

0．21

0．02

0ユ5

0．25

64。前後

　630

　6含。

650弧

80。以上

　630

63。溺

．’�D面の詑載

主要事項

木薪匠漂A
ミルクプラ・ント

本所．旺F．某B
ミルクプラ・ント

日本橋匠　某C
ミルクプラント

赤．坂匪　業D
ミルクプラ・ント

　　　赤坂匪く某E
ミルクプラント

麹町凪　某F
ミルクプラント

下谷置．．某6．

ミルクプラ．ント

淺草減数H
ミルクプラ・ント

板橋匠　某1
ミルクプラント

芝　　匪　某J
ミル．クプラント

芝　　匪
集ミルクホール

芝　　匪
策ミルクホール

芝　　匠　某M
ミノセクプラ．ント

芝、　匠’某N
ミルクプラント

芝　　匪某0
ミルクノリラント

麻布匿　某P
ミルクプラント

麻布匪　某Q
ミルクプラント

三田置　某R
ミルクプラント

深川置　某S
ミルダプラント

深川旺
某　喫　茶　店

本所匠　某u
ミルクプラント

深川鼠　某V
ミルクプラント

木所匪　某W
ミルクプラント

本所1置　某X
ミル1クプラント

日本橋内
分　喫　茶　店

淺草1置　・
某ミルクホール

同所滅菌（全乳火曜）

同所滅菌（全乳．火曜）

同所滅菌（全乳火曜）

同所滅菌（全乳火曜）

同所細菌（全乳乗曜）

同心滅所（全乳火曜）

同所滅菌（全乳米曜）

同所滅菌（全乳火曜）

同所滅菌（全乳火曜）

同所滅菌（傘乳質曜）．

団匪業Kミルクプラ
ント滅菌（全乳月曜）

芝匠某Lミルクプラ
ント滅菌（：全乳月曜）

同所滅菌（全乳月曖）

同所滅菌（全乳月曜）

同所滅菌（全乳月曜）

同所滅菌（全乳月曜》

同所滅菌（全乳月曜）

同所滅菌（全乳月畷）

同所滅菌（全乳木曜）

重工戸刀i匪某丁ミルク

プラント滅菌（全孚L
木曜）

同所滅茜（全乳本曜）

同所滅菌（全乳木曜）

同所滅菌（全乳木曜）

．同所滅菌（全乳木曜）

i某Vミルクプラント
滅1茎i孚L（全孚L木曜）

某Cミルクプラント
滅菌乳（全乳木曜）
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検

番
號

27

28

29

30

31

32

33

34

購入月日
時　　　間
（昭和7年）

9月29日（木）
午前10－11時

9月29日（木）
午前10－11時

9月29日（禾）
午前10鯉11時

9月29日（木）
午前11－12時

9月29日（木）
午前11創12時

9月29日（木）
午前11鯉12時

9月29口（木）
午前11－12時

9月29日（木）
午前1L｝12時

施栓胱況
酸

度

脂

肪

ラ融～㈱3

割書鵬・
ラ融～・…

手融～鵬・

舞瀦翫8＆2

臨ロ餅…

ラ麗聯8a・

ラ融～・…

スヒ
ト反

り応

十

十

十

十

十

十

十

十

ラーム層」（50Q

5分加温） 推定加

響醐・値陣熱澱

0．15

0．05

0．35

0．25

0。20

0．05

0．05．

0．45

0．10

0．05

0．30

0．10

0．14

0．05

痕跡

0．30

0，66

1．00

0．86

0．40

0．70

1．00

0．66

0．03

10．02

0．09

0．03

0．04

10，02

0．09

64。前後

65。強

630｛．640

630醒640

t＿1

650強

650，｝66。

63。強

購入揚所
栓面の言己載’

圭要事項，

塗曝堂刺繍襯
引書1匝　　　　某Eミルクプラント
某　喫　茶　店誠菌乳（全乳木曜）
　　　　　　康・，ルクプ…
牛込匠

口喫茶店滅菌乳（全乳木曜）

足立匪　　某Bミルクプラント・
某　牛　乳　店滅菌乳（全乳木曜）

足立匠　　プラット不開

上記試瞼成績に就き推定加熱温度を基礎とし之を総括し共ラーム層塔A値及C値

を比較し；其李均数を算出すれば次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　18　　表

才匿定カロ熱温度

、晦加熱乳、∫

認むべきもの p

鵬加熱，、、／

認むべきも

三寸

番上

　4

　9
12

17

21

22

25

亭均

　S
34

準均

16

19

26

亭均

　1

　2

　5

　6

　7
11

ラ　一　ム　暦

響瞬・1・値1・値

630－640カ七戸孚しノ

と認むべきもの、
　　　　　　〕

0．60

0．55

0。65

0．67

0．50

0。65

0．57

0．60

0。45

0．45

0．45

0．90

0．85

0。75

0．83

0．25

0．30

0．30

0．20

0．40

0．25

0．60

0．50

0．55

0．50

0．70

0．70

0．50

0．57

0．40

0．30

0．35

0．80

0．70

0．80

0．77

0．20

0．25

0．30

0．15

0．30
b

O20

1．00

0．90

0．84

0．74

1．40

1．01

0．87

0。97

0．90

0．66

0．78

0．88

0．82

1．06

0．92

0．80

0．83

1．00

0．75

0．75

0．SO

0ユ9

0．15

0，18

0。15

0．23

α21

0。15

0．18

0．11

0．09

・0．10

0．26

021

025

0．24

0．06

0．08

0．09

0。05

0．10

0．06

推定加熱温度

1、ρ強加熱孚己、∫

諭べき・の／

階認惣鴛く

650　カ田翁孚しと言忍／

…、＿、醐∫

1鼎べ・・の／

i劇暑響罷く

1欄簗開く

槍盟

番號

29

30

31

ヰ均

20

27

亭均
13

10

15

18

23

28

32

亭均
14

33

李均
24

　3

ラ　一　ム　居

壁越・陣［・値
0．25

0．25

0．20

0．2S

O．15

0．15

0．15

0．10

0．05

0．05

0．05

0．05

0．50

0．05

0．05

0．05

0。05

0．05

痕跡

1．00

む．30

0．10

0．14

0．21

0．14

α10

0．12

0．10

0．05

0．05

0．05

0．05

0．05

0．05

0．05

痕1跡

痕跡

痕跡

痕跡

1，00

0．86

0．40

0．70

0．76

0．93

0．66

0．70

1．00

1，00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

0．09・

0．03・

0．04

0．07

0．05

0．03・

0．04

0．03・

0．02

b。02・

0．02：

0。02

0．02

0。02・

0．02・

0．33覧
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　前記試験成績を通覧するに東京市内販責乳34種中63。加熱乳と認むべきものは4，

ρ，12，17，21，22及25號の7種にして其ラーム暦は李均稀鐸せざるものは0．60稀

．浴せるものはO・57又A値は0．97｝C値は0．18を示し63。強の加熱乳と認むべき

ものは8及34號の2種にして共ラーム層は李均稀噛せざるもの0．45，稀徹せるもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
・0．35叉A値は0．78，C殖：は0．10を示せり・次に63。弱加熱乳と認むべきものは16，

19及26號の3種にして共ラーム層は李均稀詠せざるもめ0．83，稀益せるもの0．77叉

A値：は0．92，C値は0．24を示せり．但しこの3種の瞼乳は前記63。加熱乳に比して

極めて僅にラーム暦多きのみにして略63。加熱乳と見徹して大過無きものに属す

・63。’｝640加熱乳と認むべきものは1，2，5，6ブ7，11，29，30及31號の9種にして其

ラーム屏は李均稀心せざるもの0．28，稀鐸せるもの0・21叉A値は0．76，q値：は

・0・07を示し，64。強の加熱乳と認むべきものは20及27號の2種にして共ラーーム層は

李均稀草せざるもの0．15，稀適せるもの0．12叉A値は0．70，C値は0．04を示し64。

～65。加熱乳と認む・ミきものは僅にP號1種のみにして共ラーム層・は晶群せざるも

・の，稀々せみもの共に。．1にしてA値は1．o，　C値は。，03を示し65。強加熱乳と認

噛むべきものば10，15，18，23，28及32號の6種にして其ラーム層は4i均稀載せざる

もの稀翻せるもの共に0．05にしてA値は1・00，C値は0．02を示せり．次に650～66。

加熱乳と認むべきものは14及33號の爾種にして共ラーム層は共に稀歯せざるもの

0．05にして稀癒せるものは殆ど之を形成せざりき．叉ストリヒ無反癒陰性にして殆ど

ラーム層を形成せす80。以上の高温加熱乳と認むべきものは24號ユ種にして，型破

な共ラーム雇梢過大にして60。叉は覚れ以下の加熱乳と認む一ミきものなるもこの槍

乳と同一配給所より配達せられすこりと見心すべきものにして更に日を異にして某ミ川

クホーノン蛇某牛乳店より購入せる26及29號の通志に就きて試画せるに前者は63。弱

加熱乳に相溶し後：者は63。～64。の加熱乳と劉比せられたり・今山等の試験成績を通覧

するに63。以上65。以下の範園内に入る一ミきもの帥ち630，63。弱，63。張，63～

・64。，64。強，64。～65。以内の加熱乳と認むべきものは34種中24種にして絡歎の約

ウ。％に相画し600未満の加熱乳と認む一ミきものは僅に1種にしてこのものも再度の

識験に於ては63。～64。の加熱乳ナこることを認め得ナこるを以て眞に65。以上若くは再
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’

，加熱乳の疑あるものは9種にして総数に劉・して26・4？％に相當せ房

　前記試験成績に示すが如く小官等の實験に基く判定標準を慮上するときは市販低温

滅菌乳の加熱状態を梢正確に推定し喜べし叉第1同報告に於ては市販乳に就きて施

行せる成績に就き軍に60。～65。加熱乳及65r～70。加熱乳800以下及以上の加熱乳
　　　　　　9
セることを推定し得すこるに過ぎざるも今回の試瞼に於ては60。～65。に到る間の最も

重要なる各藩度に於ける加熱度を比較的正確に試験し得ナこるを以て一段の進歩を示せ

ろことを認め得べく本試験法は酵素を以てする爾他の論弁試験法に比して比較的簡便

にして充分所期の目的を達成し得べき良法なりと信ずるものなグ

　　　　　　　　　　　　　　　』5．総　．．括　．．8

　叙上の試験にようて得だる成績中共要鮎を摘銀すれば次の如し．

　1，　ぜンセン氏の報告に基きゲノレベノγ氏のブチロメータ同を代用じて施行せるラーー

ム試瞼成績は満足なる結果を示さざb．しも同氏に恋して小官等の考案せるラーみ測定1

管は充分所期の目的を達し得べきものなることを認めすこり．

　2，　ラーム層の測定に際し槍乳に封し適期な’る呈色を施さざるときは共境界線著し・

く不鮮明にして譲取困難なるを以て試藥添加を可と認め次でストリ≧氏及アノレカリプ’

ラウ爾試藥添加量のラーム層に封ずる影響を呈せるも殆ど之によって影響せられざる

ことを認め就中ストリヒ遊事藥は兼ねて80。以上の加熱混けこることを識別し得る便

あるを以て之が使用は最も有利なるものと認めナこり．

　3，滅菌温度及時間のラーム暦の形成に及ぼす影響を試鹸せるに生乳のクー・ム層は

三三せざるも『のは約1．3ん14にして李均1・35，稀足せるものは1・8～1・6にして李均1み

叉A値は■38～1」4にしで心隈1．26，C値は0．51～0・44にして李均0・48にして，50。・

55。及60。加熱乳の如く60。以下にて加熱せるものは，其ラr一ム層蛇A及C値

は略生乳と等しく63。’にて10分，20分，‘30分加熱乳は逼れも略々63。30分加熱

乳の示すラーム層落ち稀繹せざるもの0・6’》0・8にして季均0・7・稀評せるものは0；6～

1．0にして季均0．8，A値はm，　C値は0．1～02にして季均0・15を示し63。30分以

上，40分，50分と漸次加熱時間の延長に俘ひて盆々ラーム展を減少し同温度にて1時

間加熱せるものは其ラーム層馬鐸せざるもの0・4～0・45にして李均0・43，稀鐸せるも』
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のは0．54～α35にして李．均0．45，A値はユ．20・》0，87にして李均1．04，C値は0．15倒

0．10にして李均。．13を示すことを認めナめ，叉64。3Q分加熱乳は其ラーム層63ご30

分加熱乳の約2分の1に減じ稀証せざるもの及二二せるもの共に0・25～0・38にしてA

値は1．00，C値は0ρ7～0つ9を示すものなることを認めすめ・

　次に65。10分加熱乳は略63。30分加熱乳に匹敵し之を20分に延長するときはう

ーム層の形成不良となb加熱30分に及ぶときは殆ど之を形成せす叉68。10分加熱

乳はラーム層の形成著しく不良にして20分以上の加熱乳は殆ど之を形成せす70。に

ては10分以上，80。にては5分以上煮沸せる場合は瞬間時の加熱にて殆どラーゐ層を

形成せざる1こ到るものなることを認めだり．次にぜンセン氏の報告に依ればぜノンシー

種乳牛よb搾取せる乳汁は其脂肪球過大なるため満足なる成績を得られざることを報

告せられナzるところなるも小官等は僅に1種のゼノレシー種乳牛より得すzる乳汁に就き一

て試漏せる成績に依れば他の乳汁と同様に試瞼し得るものなることを認めすこb．乱れ

共二の瓢は他日多数の同種乳牛より得ずこる乳汁に就きて實瞼するに非れば之を断定す

る能はす・

　4，從來小官等の供試乳に封し施行せる加熱方法は市乳壕に駿温器を播入せる木栓

を施し一定温度の匿温山中に入れて所要時間加熱せるものなるもうーム層の試験に於

ては極めて僅少の高度も著しき影響を輿ふるものなるを以て二二の如き方法に依b七

加温するときは所要の温度に達する二相當の時間を要するを以て之れがラーム贋の形

成に影響すること無きや否やを話することの必要を認めたるを以て三二加熱法と試験

管加熱法とを比較試験せb．即ち堤装加熱せるものは所要の三度に達する迄11｛・20

分を要するも試三管加熱のものは2～4分にて足ることを知りこの爾方法にて加熱せ

る乳汁に就きラーム屠を試験せるも雨者殆ど同一にして加熱せられてより所要の淵度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
に達する迄の時問の相違によリラーム層は著しく影響せられざることを認めだり・

　5，　ぜンセン氏の報告に依れば槍乳を冷記するときは脂肪球凝縮してラーム屏の形

成不良となるを以て一旦50。にて5分間加温したる後15。に冷却し試瞼すべきことを

述べられナZり．小官等は之を追試したるに同氏と全く同一の成績を示せう．

　6，’夏季に於ける高這叉は二二の地よう運搬せらるる牛乳は其安全を期する目的を
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以て再加熱操作を行ふことあるは屡々耳にするところなるを以て次の如き種々なる揚

合を出定して之に就き試験を施行せり・．

　　G）63。30分加熱乳を1。’）5。の冷藏直中に24時間貯藏し更に之を63。にて

30分間加熱せるものはうーム層著しく減少し議論せざるものに在りては多ぐは0．05

～0。1にして稀に0．15を示すものあり．毛織せるものは0・05にして稀に0・1を示す

　ものあう叉A値は0．50～1．00，C値は0．01～0．03にして正規の方法に依りて滅菌せ

　る牛乳と明に鑑別し得べきものなることを認めナこり・

　　（ロ）生乳に63。30分加熱乳を種々なる割合に混合し之を24時間1。’》5。の冷藏

箱訴に貯面し之を再び63。にて30分間加熱せるものに就きラーム層を減せるに生乳

にβ3。30分加熱乳を20％混合せるものは之を再加熱せる揚合其ラーム層は回忌せ

、ざるもの及び稀粋せるもの共に0．2にして，A値は1．00，　C値は0．06を示し同様に

40％を混合せるものは稀繹せざるもの0．07，稀繹せるもの0・05ににしてA値は

0・70，C値は0・01を示せるのみにして・50％以上添加のものは殆どラーム層・を形成せ

す爾他のものと明に識別し得（ミきことを認めナこり・

　　（ノ・う生乳に煮沸乳を種々なる割合に混合し之を24時間1。～5。の冷藏箱中に貯

幽しだものを再加熱せるものに在りては煮沸乳を20％混合せるもののみ共ラーム高

詠鐸せざるもの及稀鐸せるもの共に0・2回目てA値は1．00，C値は0・06を示すも

共他のものは出れも殆どラーーム層を形成せざることを認めナ⑭・之を要するに63。30

分加熱乳に幽して再加熱せるものは完全に之を識別し得べく叉生乳に封し63。30分加

熱乳若くは煮沸乳を種々なる割合に混合して再加熱するときは生乳に封し120％混合

せる場合は之を識別すること温飯確實なるも實際問題として斯くの如き少量の滅菌乳

　を混合して再加熱することは極めて稀有なるべきを以て普通一般に再加熱乳と稽せら
，

　るるものは明瞭に之を判別し恥べきことを認めたり．

　　7，前記各種の實瞼に依りて實瞼室に而て種々なる温度に於て加熱せる場合に生起

するラーム層に就き試験するときは其槍乳の加熱温度を精正確に之を識別し得ナこるも

　この到定標準を市販乳に必用する．に當ら心際ミノレクプラントにて大規模め装置を用ひ

　て滅菌するとき斯の如く精密なる二度の調節を實行し得るや杏や若し果して不可能な
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りとせば現時警覗鷹分に依りて63。30分間加熱を強要せらるる市販乳に回し直ちに

前記の到定標準を適用することは巖酷に過ぐる嫌あるべく弦に於て特定の標準を定め

之に準振することの必要を認めナこるを以て市内二三のミルクプラント當事者の好意に’

依り旧地に其装置を用ひて滅菌せる乳汁に就き試鹸せる結果小官等の實験室に於ける

と略同一なる成績を得んが爲めには極めて周到なる注意を必要とするものにして一般

に過熱せらるる傾向を有しプラント滅菌乳は略630以上65。未満即ち其ラーム層1は

：三二せざるものは0．2～0．8，稀輝せるものは0。2～0．9，A値は0．5～1．5，　C値は0．05

～α30の範園内に在るものにして，之を市販低温滅菌乳の判定標準として適用する

ことの姜當なるべきを信ぜしめたう．叉小酌均等牛乳はラーム層を形戒せざるを以て

特殊加工牛乳として取扱ふべきものなることを験知せり・

『』

ｬ，最後に前記ラーム試験法に從ひ東京市乳ヒ就き其加熱温度を槍せるに可槍総数

34種中63。以上65。未満の加熱乳と認むべきものにして上記市販乳に樹する低温滅

菌乳の剣定標準内に入るべきものは総計24種にして総数の約70％に相當し』60r未

満の加熱乳と認むべきものは僅に1種に過ぎす（同一配給所の槍乳にして日を異にし

て試験せるものは630～64Qの加熱乳たることを示せb），眞に65。以上若くは再加熱

1乳の疑あるものは9種にして総数の26．47％に相引せり，

　前述の如く本ラーム試験法は60。以上65。未満の問に於ける加熱温度の二化を明確

に門別し得るものにして二丁實は低温滅菌乳の加熱温度劉定上最も重三すべき織にし

て本法は共操作極めて簡軍にして殆ど何等特別の熟練を要すること無くも充分之を途

下し得一ミきを以て低温滅菌牛乳の衛生警察的取締車三叉牛乳警業者が直：接自己の製品

の試験に磨用して充分其敷果を期待し得べき二値あるものと認む・

　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文　献

　1・P・Weinstei皿；Zt㏄hL£Lebensm・56，457，　生　0．　Jensen；Le　Lait　19，816，1929．

　　　1928・　　　　　　　　　　5．。　。　Zt・chL旺・b・n・m．60，300，
　2・　　0．Jellse11；1」e　Lait　19，622，　1929．　　　　　　　　　　　　　　　1932．

　3．　　，，　　　，，　　　　，，　　，，　　19，724，1929．

　　　昭和7年11月　　　　　　　．　、　　　　、
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ヒ．ラヅールご点すろ飲食物防腐剤の防腐効力

試験成績報告　　　　　　　　　　、

技手服部安．藏
助　手　霜　　島　　　　彊

　昭和6年5月22日門衛町彫305號を以て衛生局ぶり照會に係るヒ7ゾーノγと沖する

ものの食品に樹す為防腐致力に關し球験を行ひ次の成績を得だるを以て之を報告す・

　　　　　　　　　　　　　　1．試　験　材　料

　衛生局より丁丁に係る三品はヒラゾーノγ結晶品100g及同20％水溶液100　cc入各

1瓶にして入手後直に氷室に二二せり而して該結晶品は室温に予ては伊野溶解して液

歌を爲す・孝を20％，水溶液となし共有カクローノレを定量するに其含章L38％を示

し叉衛生局迭附に係る20％水溶液は瓶栓の部位破損し内容物の1部漏出せり其有ガ

クローノレは1．152％にして雨者共に強烈なるクロ・一ノγ臭を登す．

　本丁は特許製品に係り製造者に從へば尿素69を水200c61に溶解し之にクローノγ

門馬を強度に通じ充分に飽和せしむるか叉はクローノレ飽和液200ccに尿素69を投ず

而して何れの場合にもよ’ ｭ振下し未だ遊離クローノレを謹明し得る時期に於てグリセリ

ン0・59を投じ再び振下して24時間冷暗所に放置し完全に化合作用を逮げしめ次で得

すこる溶液を低温に於て蒸登せしめ白色の針状結晶となしすごるものにして著しく引灘性

を有し既に20。に於て徐々に潮解を罪すこすを以て常に氷室に貯藏すべき散貼あるが故

に保管乃至使用上の必要よりして濃厚水溶液として使用するものにして二水，牛乳：又

は清酒1しに封し本品め結晶を20％水溶液と駕し其1ccを添加するときはよく防腐

の目的を達し得と云ふ．

　　　　　　　　　　　　　2．　試験方法虻成績

　　　　　　　　　　　　ダ
　　（1）　ヒラゾ｝ノレの清酒に割する防腐敷力試瞼

　　（甲）清酒に樹する防腐数力試験　　　　　　　　　　　，
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　酸造試験所の醸造に係る防腐渕不含の清酒に内3割の割合に水を混加し之に1000

分1量の腐敗酒を混加せるものと然らざるものとの雨種に就き試瞼せり．郎ち上記調

製酒100ccを清浮なる硝子罎中に容れ，之に前記ヒラゾーノン結晶品の加％水溶液0。1，

02・0・3・0・4及．’0・5ccg）割合に添加レ封照として全く防腐捌を加へざるもの及びサリ

チー’ン酸を石1吻の割合に源力1せるもの等を勧寸寸帽にて覆ひ28．の艀り階中

に保存し沈澱洞濁及腐敗臭の有無を槍せり．

　調製品』100ccに蝕しセラゾーノレ20％水溶液0．1，0，曾，0．3，0．4及0．5c6を添加せ

る場合の有カクローノレの含量次の如し．　　　　　，

ヒラゾー．ル20タ6
水溶液添加分量て㏄）

調製酒100㏄中の
有力クロール含量

ヒラゾール20％
水溶液添加分量（㏄）

調製酒1．00㏄中の
有力クロール含量

　　　　　1：1　・．．1：謬1．、一　．1：l　　　l：懸

　　　　…．7……4・4’．』＝ll．．，・一．，

　別に調製酒中に漂白粉溶液を添加し其有力クローノレの含量を前記ヒラゾーノレと全く

向二ならしあ共防腐数力を髭較試瞼せ6・一　　”．　　’一’

，前

日数

腐敗酒な添加ぜざるもの（00㏄） 腐敗酒な添加ぜうもの（100㏄）

封照
サリチ㌘
ル酸．石
10匁

0．1cc b．2cc 0，3㏄ 0．4㏄
　　　　　　サリチロ
0・5㏄封照．ル酸石
　　　　　10匁

0．1㏄ ．0．2㏄ 0．3㏄ ．0．4㏄ 0．5㏄．

・1脚［発状回状な1回状な回状な墨駿な回状な篭状なi浮腰な騨1墾朕な1畳状な1書状な篭状な

・1・1．・”ト．。ト1・
，，

・レレ・ ．，， 月・
・主演・1・・｛・i・L・

10 蕪咩bi・

1．・．叢灘レ欝
・i．・卜■・ 1・

1・
，，

譜掴隣肇殴欝農

15
上液潤濁し腐臭を

{ず
・　　，，

微に沈澱を生ナ
．1，，　　1

，， ，9

17 ，， ，，

極微に沈
bを生タ

，， ，， ，，

20 ，，

上液溜濁し腐臭を

曹ｷ
，， ，， ，， ，，

劉　！”1二三1・｛．・1・
・・．撃戟E【「

［

・・
P・

　　　　　　　　　　　　卜・　．1毒饗1毒灘

　　　　　　　　　　　　1”㌔』　…

　　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　トi「

　　　　　　　　　　　　1・．｝ll

藻白粉に就きて施行せる防腐数力試瞼成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　6

・1・

第2表

讐洩

叢饗騰酸

i・

上液溜濁1
し腐臭を
駁す

｛
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●口鍛

腐敗酒祉添加ぜざるもの（00cc）

樹照
サリチー

ル酸石
10匁

0．0訊oc 0．06cc 0．09cc 0．12㏄ 0．15Cc

1

・i・卜■・

墜状な謄白旗状蝿状鰹蹴1聖状な1墾状？よ

・｝・　・｝・

81

　噛

・1 ”1”1讐i一【”1一
・・ ﾗ摯澱「「一「「・i”「【・

，，

肪騨魏巨鱒難星婆1・ ・卜
・7 y 1　　　　　　－　　　　　　 1歯奪掴i嵩撃1国1　　　　　　 －　　　　　　 t　　　　　　，，　　　　　　 ［．　　　　　”

・・ P 1■ ・巨1・

1

・・ P 1引 1・1・1・

腐敗酒な添加也うもの（10㏄）

樹照
サリチー

ル酸石
10匁

。．o諭
0．06㏄ 0．09cc 0，12㏄ 0．15㏄

轡1モ状鰹撚」糊騨よ白状鰹胱な

諒恕・1・1・卜卜1・
欝蝿・i墜星難墜星摯レ1・　・

1・購潤三三・．1．・i・

・1 譜洞i・レi・

巨1
導引

1・1・1・

．・1

i二1■・
　・1・1・

蕊「一「二「．i　・、・1・！　I日　　t　i・1引・

備考　漂白粉に冷胞和透明水溶液な使用刈るものにして本液1㏄中にに有クロール0・0469々含有し本液

　　　0．03㏄にヒラゾール20％水溶液0。1㏄，0．05㏄に0・2㏄，0。09㏄に0．3㏄，0・12ccに0．4㏄及0．15

　　　㏄に0。5㏄に夫々封旛．す以下之に準ず・

　前記試験成績を看るに衛生局迭附に係るヒラゾーノレ20％水溶液は腐敗酒を混入せ

ざる乱訴清酒に樹し製造者の指示する分量：帥ち三三清酒100ccに劉・し0・1　cgを添加

せるものは僅に防腐敷力を示し0・2ccを添加せるものは精防腐三三を増大し0．3　cc，

0．4cc及0．5　ccを添加せるものに於てはSO日間を経過する．も腐敗の徴候を示さす然

るに腐敗酒を混入せる稀鐸酒に在りては添加量の増加に件ひて沈澱掴濁の生起を逞延

せしめセるも0．5．cc・添加のものに在りても20日目に於て完全に腐敗に陥れり・又漂

自己の冷飽和水溶液を添加し其有カクロールの含量をヒラゾーノレと同様ならしめたる

ものに於てはヒ・ラゾーノレの0．2ccに壷井する分量に於ては雨者の成績大差なきも0・3cc

以上の分量に在りては漂白粉を添加せるものは却って良好なる成績を示しヒラゾーノレ

の0・3cc，0。4　cc及0．5　ccに相等する分量を添加せるものは腐敗酒を混入せるものに

於ても30日間依然として腐敗の徴候を示さざりき・

　　（乙）糖液に劉する防腐六出試験

　常水に証する防腐数力試瞼を施行せんと翠みすごるも其沈澱下士に依る腐敗鑑別の旧

注困難なりしを以て水に一定分量の軍含利別を加・＼15。に於ズ比重1・1125を有す
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る糖液を調製し之に就き前記稀輝清酒の場合と同様に防腐彌を加へ28。の鰐卵器中に

保存せり．其防腐敷力試験成績次の如し．

　　　　　　　　　第3表　糖液に封して施行せる防腐敷力試瞼成績

日

脚

糖液100㏄に封ずる七ラゾール20％溶液添加量

封照「・・㏄i…c【…cl・・㏄i・・㏄

・隣な・鰍なし隊な・隙なし鰍なし鰍なし

　白色紫状・1

　の沈澱を
　生ナ
縢灘騰鍛i糞胱な乞i 1

・［融描舗［齢与臓舗隣肇澱欝
・1 1 1 1齢与騰舗

糖液
加量
00㏄に封ずる漂白粉冷飽和溶液添

・・3㏄［・・6㏄1・・9ce　l・・2㏄1・・5ce

蹴し同旨なし罪なし
自色紫状
の沈澱を
生ナ
屋饗鷹畳

異駿なし隙なし

，，
1

藏錨騰暴臓舗儀縫1艦篭
i 1 畷濁馴慈蜀辱

　前記試験成績に依れば糖液100ccに隣しヒラゾーノレ20％水溶液0．4　cc以上を添

加するときは微に防腐数力を示し冷飽和漂自粉溶液の0．12cc及0．15　ccを添加せるも

のは殆ど之と同一数十を有するものなることを認めたり．

　　（丙）牛乳に野する防腐丁丁試験

　生乳100ccを硝子罎に取り之れに前記と同様に防腐捌を添加し密栓して28。の艀

卵器中に保存し其外観の二化に依り腐敗の程度を比較せり・共防腐二二試験成績次の

如し．

　　　　　　　　　第4表　牛乳に回して施行せる防腐敷力試験成績

日

露　照

生乳100CCに謝すろヒラゾール20％溶
｝覆詑恭カロ量．

・・cc　l・・㏄・3cc　l・4cc　1・・㏄

1脚・蜘・蹴・脚・1蹴・脚・1
・離郷錨ン騎劉蝉声1凝騰磐
3

，， ，，

・【

驕馴輔手ン瀦㌢

生孚L100㏄iこ封ずヒラゾール20％溶液7恭力口：量1

・・3㏄1・・6㏄i…㏄i1・・2cc［・・5㏄

異糊し陣剣山則し隣剣異用なし

カゼインカゼイン殆と異
凝固す　凝固す　　状なし　　”

・儀罷灘暑
1 鋪手ン麻手ン瀦手ン

　前記試験成績1こ依れば生乳100ccに下しヒラゾーノレ20％溶液0・3　cc～0・4　cc，以上

を添加するときは微に防腐数力を有し漂豊里飽和水溶液も亦殆ど之と同一二巴を示し

生乳100ccに高し0．09　cc～0．12　cc（有カクローノレの含量は前記ヒラゾーノンの0．3　cc～

α4ccに白白す）を添加するときは微に防腐学力を有することを認めすこり．

　　（2）　ヒラゾール試製品の清酒に樹する防腐敷力試験
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．製造者の指示する方法に基きて試製せるヒラゾーノレは白色靡粥状引灘性強き結晶性

物：質にして之を冷却しつつ速に吸引濾過して水分を去りク・一ンレカンレチクム除灘器内

に納れ乾燥するときは白色の輕き針状結晶塊となる．之を．20％水溶液となして共有カ

ク．ロ・リノレを定量するに＆8β5％を示し衛隼肩昨う．邊附に係る．もの1叫ヒして著して強度

の有カクロワンを含有する．ことを認めた・り・．之に就き清酒に封ずる防腐数力を試験せ

るに次の成績を示ぜり．．∵　ぞ』＼　’・．－『：唱　『「　　「’

　　　　　　第5表1、．ヒラゾーノγ試製品の清酒に樹する防腐敷力試験庫績

日 腐敗酒な添加ぜざるもの　（100cc） 腐敗言酉ゐ9国画ロて二る　もの　　（100cc）

樹照
　　　　　ヒラゾール試製晶20ヲ6電容薯夜　な　ま　
纏稀・・cc．i・2cc　t・・㏄1腋・1・・㏄1封照

衛生局明目
ヒラゾール
20％溶液
0．lcc

ヒラゾール試製晶20％雪容オ寝

◎1㏄1α2㏄Iq3㏄晦1晦、

’2，，　、，，　，，．i，，

・i…　　1・1
・纂輔・函・i
　71響『引・1・．
・瞳欝に・「・ト・！

1倦鰹状蝿朕な　畢駿二日蝿状生起な1讐状蝿欺継な1篭日羽轡な騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i綴響

，，

P

・．一t

　　．．．？　、　”

　　．ご’．　”

　　リ　　ト　リ

　　．，「。　。

コ7院．「『

，9　　　　　　　，，　　’　　　　，，　’　．　　　，，

　　　　　
。　　。ピ’．．’i。

」：＿．1 ’＝．．．．．．1．ユ．、

，，　，，l

l’．，＿．．ユ、．、　”

，，

@1　，，　1　，，

　1，，

ち，

　　i　　　　i
幽・・． P　・・　’11　・・

，，・　1．　り　　1　　，，

　　ロ　　　　　　　　　　　
．” @1　”　．！　’，

魑掴
　　　’羅麟騨麟・

9
，，

五

1・i歯三生麟婆…

・［・

・． ﾗ肇酬・［”

譜潤隣肇澱β

響二二澱卜・i・・レ・・
，，

，，　．　2　　　，，

ポ，1．。

　L＿．．　＿

．・ ｢・
・3　麟潤守口・　　　…

　ユ5i　　　　i　　　　　l警星婆搬i　”　　：　一　－：　’”　　1　”　　…i　　　　i　　　　　I　　　　1　．エ±＿一二＿、7七一一三一＿i弄＿⊥二で＿

罪ヨ．暫1；ll☆lllli；liに1、．｝．．陰特li；こ

　備考　第5表以下の試瞼に在りてに大憲省醸造試瞼班醸造清酒訣乏し：再ス号し得ざりしな以て市販掌中防腐

　　　　捌不含清酒な嚴撰し之な使用ぜリ・　　　．　1．噛

　前記試瞼成績を看るにヒラゾーノシ試製品20％水溶液の清酒に封ずる防腐三三は衛

生局経由製造者の退附に係るものに比して著しく張烈にして腐敗酒を添加せざる樹照

試験に供せるものは，約10日目にて上液掴濁し腐敗に陥りだるも之に槍液0．1ccを添

加せるものは18日目に於て上液掴濁し腐敗に階り，0．2c6．以上添加のものは回れも3σ

日を経過するも腐敗に階らざりき・叉衡生三途附に係るヒラゾーノレ20％水溶液0・1CG

購掴・
”．一上．一レ”．．．

”　　・・　1’・・



●

ビラ～ノールと禰すろ飲食物防腐剤の防腐敷力試1瞼成績報告 137

を添加せるものを同一條件に於ける比較封照として試験せるに13日目に上液個濁し

腐敗に陥り前記試製品0・1ccを添加せるものに比して防腐敷力梢劣るものなることを

認めナ的．次に腐敗酒を添加せるもの． ﾉ就きて施行せる試鹸成績も略之と同一にして

封照試験に供せるものは，7日目に於て完全に腐敗に陥り槍膿0．1ccを添加せるもの

は13日目に腐敗に略りすこるも0・2cc以上を添加せるものは恐れも30日目に到るも腐

敗に陥らざりき・叉比較封照として衛生局二丁に係るとうゾーノレ20％水溶液0・1cc

を添加せるものは試験著手後10日目に於て腐敗に陥り試製品に比して防腐脚力劣る

ものなることを認めたb・

　　（3）　ヂクローノレカノレバミ。ト試製品に坐｝する防腐敷力試瞼

　前記ヒラブーノレの製法に從へば本品は「種のクローノレカルバミット（NH：CLCO．

：NHC1）と認むべきものなるも其クローノンの結合状態等は全く不明な’り然るに尿素にク

ローノレを作用せしめてヂクロー〃カノγバミットを製する方法は1909年Cllattaway氏．

に依りて報告（Journ・Cheln・SoαVol．　xcv・1909．464）せられたるところにしてヒラ

ゾーノンと稽するものと最も親近の關係あるものと．思惟せるを以て之を試製し共防腐轡

型を比較試験せりCha七七away氏の製法を述iぶれば次の如し・

　尿素69を蒸溜水ちOccに溶解し之に酸化亜鉛の細末109を加へ之を起寒剤を用

ひて零下約50に冷却し混擁しつつ急激にク・一ノン琵斯を通入するときは暫時にして

酸化亜鉛は溶解して透明の液膿となり次でヂクローノレカ〉め“ミ．トの結晶を析出す．

之を吸引濾過し氷冷せる蒸溜水約5cc宛を以て2同洗寄しすごる後乾燥クロ・ホノレム

1にて更に数同洗回するときは微：量のヂクローノ〆カノンバ㍉トは溶失するもよく附著せ

る大部分の水分を除去し得べく之を眞室クF一ノレカノレチウム四竹器中にて乾燥す・得

量約10gを示し自色にして輕き結晶粉をなす・

　小官等は前記の方法に準賢して製せるに得量精劣るも大略共記載に一致する製品を

得たり故に之を20％水溶：液として其有戸クローノレを定：量せるに9．9288％にして之

に就き四四清酒に封ずる防腐引力を試験せるに次の成績を示せり．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　窮6表　ヂクロ門川カノンバミット試製品の清

　　　　　　　　　　　　酒に｛封ずる防腐妓力試験成績
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口

鍛

腐敗酒を添加也ざるもの（00cc）

畷轡腱緩力　ッ囎晶
［0・1cclO．2㏄10．3㏄10・4㏄［0・5㏄

11是微解状なモ状な1畳状な墨状な1モ状な1墨胱な

腐敗酒な添加也るもの（100㏄）

封照業附品20％20％溶渡
　　　　　0．1㏄10，2ccrO．3㏄　10．4ccIO。5cc

ヒラゾール

　溶　液
0．1cc

ヂクロールカルバミッド試製品

勲状な1モ状なiぞ状な隆状な1是状な［量酷なi墨状な

2｝　　”　　1　　”　　　1　”　　1　”・　1　”　　1　”　　t　”・　騨星襲　　　”

3　，， ・1・1・〔・1・

・麟臨調・1・トi・［・i・
7隣国『・1・i・1・1・1・
・1諮『・ ・i・　・1・ド”

・ト1・ ・　・1・｝・1・
101｛歯濁誓事　護響崖婆i　”　1　”　　1　”　1　”　　1　”

12 響澱・1・ ■・｝・
13 噛濁辱：．” ・i・／”卜
151

　1 ；・i・i…
18！

　1 ・　・i・1・1・
25 旨■・1・1・1・
30．

，， ■・1・1・

・1・i・1・1・
肇崖婆酉・1・1・卜　　・｝・

鐙『・／”i■■■・
簡明i・　・旨［・「7「一
州星野・ト1・［．■・

警星婆剃・卜［・1・卜

意濁導1・卜1・1・LL
L］・漏壷卜1．・
1・【・i・［・1・
卜1・1・｝∴．一［L

腱星訓・［・卜i・
1
1
離倒・卜｝■・
窟濁撃トト　　■・

　前記試験成績を看るにCha七七way氏の方法に基きて製せるヂクローノンカノンバミッヒ

の20％水溶液の稀繹清酒に封ずる防腐敷力はヒラゾーノン弱弟品に比して精強力にし

て腐敗酒を添加せざるものに於ては調製酒100ccに劃し0・1　cc以上を添加せるもの

は軌れも試験著手後30日を経過するも腐敗せす叉腐敗酒を添加せるものに於ても其

100ccに弱し0．1　ccを添加せるものは25日目に於て腐敗に階リナこるも0．2　cc以上添

加のものは30日に至るも腐敗せす著しき防腐数力を有するものなることを認めだり・

　　（4）　ヒラゾーノレ，ヂク・一ノγカノレバミ。ト及漂白粉等の清酒拉水溶液中に於

　　　　　ける有カク亡一ノン清失比較試験

　清酒及蒸溜水250cc宛を各4箇の硝子」曇に取り之に衛生局迭附に係るヒラゾーノγ，

同試製品及ヂクローノγカノめ“ミ。ト試製品の各20％水溶：液025cc’蛇漂白粉冷飽和水

溶液0・075ccを夫々添加しよく混和したる後幕に滴定し各溶液100　cc中の有カク’ロ

ーノレの含量を箕出し次に暗く塚栓を施し約20。前後の室温に放置し24時問経過毎に

之を滴定し槍液100cc中の有カクローノン消失の状態を観察せり・共成績次の如し・
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，第7表：清酒に就きて施行せる成績

日

1

2

3

検液100cc中の有力クロ「ル：含量

難弊璽轡罎比恵下鰯叢1漂醐
　0．0009　　　　　　　0．0021　　　　　　　0．0025　　　　　　　　　　0．

　　0　　　　　　0．0001　　　　0．0001

　　　　　　　0　　　　　　　0

第8表　蒸溜水に就きて施行せる成績

日

1

2

3

4

㌧

検液100cc中の有力クロール含量

二二已下騒鮪妻ζ肺山尾陣白粉
α60エ39

0．00139

0．00135

0・001参4

0．00132

0．00863

0．00860

0．00857

0．00855

0，00852

0．00938

0．00936

0，00935

0．00934

0．00932

0．00135

0．00133

0．00132

0．00131

0．00128

　左記試験成績に依れば衛生局邊

附に係るヒラゾーノ￥，同試製品，．ヂ．

ク・一ノ肋ノレバミ。ト及漂動郎等

は蒸溜水中に在りては何れも殆ど

大差なく極めて徐々に有カクロー，

ノレの消失を認めたるも清酒に在り

ては著しく考と異り漂臼粉は添加

直後に有カクロ「一ノγを全く消諭し

衛生局途附に係るヒラゾーノンは『4

時間経i過後に：又ヒラゾーノレ試製品

及ヂクロ、一ノレヵ〉ンバミ。トは48

時間経過後に何れも富有カクローノンを消失するものなることを認め柁b・

　　（5）’有カクローノレの清酒防腐敷力に及ぼす影響試験

　前記試瞼ヒ継てヒラブーノγ，ヂク引馬ノレカノソバミット及漂白粉は蒸溜水中に在りては

何れも殆ど大差なく極めて徐々に有カク・一ノレの消失を認めたるも清酒に在りては之

と異り藥物を添加してより1剛2日後に共有カクローノンを消失するものなるごとを認

めナこり・噛此Q結果よb判漸するに有カク飽田ノレの消失は其溶液中に含有する有機物質

の分量に關聴するものにして此等藥物の防腐数々は共有カクローノンによるものとせば

防腐すべき溶液中の有機物質の含量に癒じて二物の添加量を増加せざるべからすこの

事實は防腐捌としての敷果到定上極めて重要なることとなりと信じすこるを以て小官等

は次の方法に依b溶液中に残存する有カクローノンと其防鷹磁力の關係を試験せり・

　防腐剤不含の清酒に内3割の割合に水を混じ共；00gc・宛を清心なる共栓硝子」曇に

舜取直とに衛隼局邊附に係るヒラゾーノン，同試製品及ヂクロ「ノレカノレバミ。ト試製品

各叩％水溶酸α1gcを加へ共有カクロー川の含章を前記有カク、ローノンの潰失比較麟

験に於け為と同様ならしめ別に封照ξレて藥物を加へざるもの原びサリチーノン酸を石．

10匁の割合に混和茸為ものを用意し罎栓を施し約23。の室温1ヨρ日間放置せる後獲

存する有カク・一ノレを画せるに衛生局迭附に係るサラゾγノ￥及漂白粉を添加せるもの1
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は全く有ガグロ」ノンを認めざるもヒラゾーノレ試製品蚊ヂクローノγカノレバミット試製品

は就れも極微に有カクロ』ノンの残存を認めだり．この事實は前記有カクローノレ消失比

較試駿にては雨者共に個物添加後2日後に有戸クローノγを清失せる成績に煙し二見矛

盾の威を懐かしむるも共原因は恐らく本試験に於ては便宜上清酒に照し内3割の水を

添加し稀罪したるものを共栓硝子壕中に密栓保存せるに因るものならん而して槍液全

・部に弔し藥勃添加10』日の後1000分の1量の腐敗酒を添加し叉ヒラゾーノγ試製品蛇ヂ

クローノンカノンバミ泌試一郭は円物添加後20日目に於て全く有カクロニノンを消失し花

るを以て同日更に1000分1量の腐敗酒を添加し之に就き防腐敷力を畑江せるに其成

績次の如し・’

　　　　　　第9表　有カク・一ルの清酒防腐撃力に及ぼす彰…響試験成績

日

数

樹 照

光鵬［若ゐ繍酸

ヒラゾール衛生
局附途晶20％水
溶液：0・1cc添加

（有力クロール
　　0．00139）

ヒラゾール試製
品　2096　水董容啓夜

0．1cc添加

（有力クロール
　　0．00863）

ヂク．ロールカルバ
ミツ ト試製晶20％
水溶液0・1㏄添加
（有力クロール
　　0．00938）

漂白粉冷飽和ア
溶液：0．03cc　添

加

（有力クロール
　　　0．00135）　．

・睡状なし［蹴司異状なし 四二なし 異駿なし 異状なし

．・・ （磁辱一ル）1（霧海蝋三面熱）ll（麟一ル）

・3 m二二灘 ・1微1・沈新生列 1微に沈澱な生す

・7欄
20

上二二濁す （璽麟・）／璽麟・） 上海困濁す

k牽融一ル）（牽礁一ル1；

22 1微・・灘姓到微1・灘牲到

・・ y．1・［．　i上灘鰯【争訟潤濁す！
　前記試瞼成績を看るに衛生局回附に係るヒラゾーノン及漂引回飽和水溶液を添加せる

ものは敦れも藥物添加10日後に其有カクローノンを消失し之に玉000分の1量：の腐敗酒’

を添加するときは3～7日後に於て完全に腐敗を來し裾物を添加せざる劃照酒と全く

伺一なりき・叉ヒラブーノン試製品及ヂクロ」ノレカノレバミ。ド試製品は藥物添加10・口後

に於ても尚ほ微に有カクローニレの残存を示し此際’1000分の1量の腐敗酒を添加する

も腐敗に摩ること無く藥物添加17日後に於ては其有間グローノンは極微量となり20日

後に於ては全く消失するに圭れり故に同日更に1000分野1量の腐敗酒を添加せるに
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爾後2（’5日経過後に於て完全なる腐敗に陥れり然るに樹照として石10匁の割合に

サフチーノン酸を添加せるものは完全なる防腐敷力を示せり・前記試験成績より之を割

断ずるに此等クマーノン含有三物の防腐敷力はサリチ」ノレ酸の如き防腐渕とは腐敗菌に

’写する作用を異にするものにして其防腐即発は主として有カク，ロー」ノレの殺菌作用に基

くものと認むべぎものにして前記試験成績に依れば極めて微量の有明ク月間ノヒの含存

もよく腐敗菌の繁殖を防止し得るも之に反し有カクp一ノンを消失するとぎは全く防腐

三景を有せざるに卸るものなることを認めすこり・

　　　　　　　　　　　　　　3…総括虹結論

：前記試瞼成績に基き之を総括結論する二と次の如し・

　1．衛生局邊附に係るしラゾーノレ結晶品を水に溶解して20％水溶液とせるものは

有カクローノγ含量1・38％を示し此れと同一有カク只一ノレを含有する即自粉溶液を調

製し稀鐸清酒に刑する防腐斗升を試験するにヒラゾーノγ20％水溶液は製造者の指示

する分量：帥ち腐敗酒を添加せざる調製酒100ccに劃し0・1　ccを凹凸せる縮合は僅に

防腐弾力を有し0・2ccを添加せるものより漸次敷力を壇鋭し0・3　cc以上を添加すると

きは30日間を経過するも腐敗の徴候を呈せざりしも腐敗酒を添加せるものに在りて

は添加量の増加に伜ひて沈澱物濁の生肉を渥延せしめたるも完全なる防腐怪力を認め

難く0．5ccを添加せるものに於ても試験著手20日目に於て腐敗を來せり然るに計算

量の漂白粉を添加し其有カク・一ノγの含量：を衛生局邊附に係るヒラゾーノyと同一なら

しめたるものに於てはヒラゾ㌣ノγ0・2ccに相半する分量に於ては爾者の成績大堺なき

も0．3cc以上に在りては之に相當する漂白粉を添加せるものの示す成績は遙に良好に

して腐敗酒を添加せるものに於ても30日間は依然として腐敗の徴候を宗すことなく

極めて良好なる成績を示せり・

　2．次に糖液（15。’1に覧て比重1．1125を有するもの）に就きビラ・ゾーノレ20％水

溶液及び之と同一有カクローノレを含有するが如く冷飽和漂白粉溶液を添加し其防腐数

力を比較試晒せるに糖液100ccに照しヒラゾーノレ20％水溶液0．46G及び之に樹慮

する冷飽和漂白粉溶液0・12CG以上を添加せるものは微に防腐敷力を示し雨者殆ど差

違無きことを認めたう・
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　3，、前記糖液の場合と同様に牛乳に就きヒラゾー鼠ヒ蚊漂白粉との防腐敷力を比較す．

る匹共敷力殆ど糖液の揚合と同様にして生乳100ccに樹して衛生局途附に係るヒラゾ

ーー mレ2q％溶液0・3　CC及漂白粉冷飽和溶液，0．12¢C以上を添加する「ときは微に防腐敷1

カを有する．ことを認め理り・

　4．製造者の指示する方法に準押して調製せるヒラゾーノレ試製品は之を20％氷溶

液となして下墨カクロ｝ノγを定量するに8．865％を示し衛生局邊附に係るものに比し

て著しき強度の有カクローノγを含有し共稀繹清酒に饗する防腐敷力を槍するに極めて

強烈にして調製酒100ccに冷して20’％水溶液02　cc以上を添加せるものは腐敗酒：

を添加せるものと然らざるものとに論無く軌れも試瞼著手後30日を経過するも全く

腐敗に陥らざりき・・

　5．．Chattaway氏の方注に羽幌して冷せるヂクローノレカノレバミ・ッドは其有カクロー

ノンを定量するに♀・a28％を示し之に就き稀鐸清酒に封ずる防腐数力を試慨するにヒラ

ゾール試製品に比して梢強力にレて腐敗酒を添加せざる調製洒，ユ9qb61こ押し0．1　ec以

上添加のものは30日半経過するも腐敗せす叉腐敗酒を添加せ．るもの100ccに勢し0．1

ccを添加せるものは試験著手後30日目に於て腐敗を平せるひ0．2　dc以上添加のもの

は30、日を経過するも腐敗せす著しく良好なる成績を示せ．り・

　6・街生局逞附に係るヒラゾーノレ，同試製品，ヂク罫｝ノレカノンバミッ、ド及漂白粉等の

溶液中に搬ける有力クローノン消失の状態を比較試験せるに蒸溜水中に在りては何れも

殆ど大差なく極めて徐々に有カグローノγの消失を認め得一ミきも清酒の場合には著しぐ

之ξ異り添加直後又に添加24時間乃至弼時間以後には全く靖力4只γノンを澗失する

もの苓るこξを認夢起り・　　「．　　　　、’　・　　1一’∴二∵∴

　7．　ヒラブーノレ，ヂクローノレカノレバミ。ド及漂白粉等の如ぎク．πヤノジ含有竪物はサソ．

チーノレ酸の如き防腐捌とは防腐作用を異にし其防腐敷力は主として有カグ心置ルの殺

菌作用に基くものにして極めて微量の有カクローノレの含存も即く腐敗菌の繁殖を防止

し得る，も之に反し有望ク丁目ノレを清失するときは全く防腐敷力を聞せざなに到るを以

て清酒等の如き；有機物質を含有する溶液に回しては其：有機物質と結合して尚ほ過剰の’

；有カクローノレを獲存するときは野饗的防腐敷力を認め得一ミきも然ら．ざる場合は箪に蒸、
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氣殺菌等に於けるが如く一時的殺菌敷力は認め得一ミき持績的の殺菌防腐敷力は認め難

く從って溶液中の有機物質：の三章に慮じ其添加量を増加する斗との塔要なることを認

めセリ．

　前記試瞼成績を按ずるに此等の防腐敷力は軌れも其有カグローノレの含量に比例する

こと明瞭に’して完肇なる防腐敷果を畢げんとせぱ衛生局邊附に係るヒラゾ「ノレは稀鐸

清酒11コに樹し丁は共20％溶陣15cρ．を添加するも尚ほ且つ不充分なるも小官等の

試製せるヒラゾーノγ蚊ヂクロー〃“ミッドは稀繹清酒1しに記して各20％溶液1～2eG

添加に於て其目的を達することを認めすこり．即ち衛生二途附に係るヒラゾーノγ20％溶

液5¢中め有カクロールの含量は0・06919にしてヒラゾーノン試製品’20％溶液の有

敷量1ん2cc中の二二クローノγ含量は0。08865【ソ0．1773　g叉ヂクローノンカノ巧“ミ。’ド20

％溶液の有敷量1卍2cc中の二三クローノγ含量は0・09928〔・0・108579に相當す・而して

此等有カクローノンの有敷高は清酒に内3割あ水を混和して稀話せるものに封して試瞼

　　　　　　　　　　
せる二合の有敷分量なるを以て多量の有機物質を含有する溶液を防腐せんが爲めには

更に多量の藥物を使用せざるべからざるやも保し難く且つ此等クローノγ含有三三剤は

共有カクロー一♪レを清失するときは全く防腐敷力を有せざるに到るを以てサリチーノン酸

の如き防腐渕と異b恰も煮沸滅菌に於けるが：如く一言的滅菌作用と着廠すミぎものに

してサリチーノレ酸等と同様に持山回防腐作用を有せしめんが爲めには防腐すべき溶液

中に含存する有機物質と結合して省ほ過剰の二二クローノレを含有せざるべからざるを

以て完全に防腐の目的を達せんが爲めには比較的多量を使用せざるべからざる敏鮎を

有す・

　前記の諸勲より之を考察すれ’ばヒラゾL一ンと稻寺るものは今日飲料水の殺菌作用に

供せらるる漂自粉と同一覗すべきものにして飲食物の防腐捌としては不適當なるもの

と認めざるを得す馳・

　　　口召孝07年6王1　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　・　　且
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スメグチシAε稽する防徽剤の効力

試験成績報告

技師石’�@正・文：
技　手逡　藤　　與　作

助　手ヒ和　田　　　清「

本年1月15附衛細部951號を以側生局よ照會に係るスメラチン馨黙

る防鯛旧き敷力繊を施行しナ鰍こ次記の成績を得ナzるを以て之繊告す

　　　　　　　　　　　　　　　緒・・　言

　襲に深井氏は醤油徽の登生に關し（】）カブリン酸の作用並に②カプロ著酸，カブリーr

ノレ酸，カブヲン酸，ジウリン酸及ミリスチン酸等の脂肪酸列の作用を研究し其防徽敷

果はカプフン酸を最高とし之より脂肪酸を構成する炭素数の壇加するも減少するも並

数果は何れも彼に劣ることを報告せり，爾後カプソン酸の誘導膿を以て醤油の防徹剤

に供せんとする研：究各方面に於て試みられたるもの、如く本防徽謝スメラチンAも亦

共1例と認むべきものにして圭としてアノソファオキシカブリン酸ナトリウム〔q。Hユgg、

N・一CH・（CH・）・CH（0甲叩・Na〕よ隔ると云ふ本圃1即下は義血品解き国旗的

弓査を行ひ次で醤油並に佃煮に樹する防回数力試瞼を施行したり其成績次の如し　！

　　　　　　　　　　　　　第1．試験’品の検索

　衛生局よb邊附せられナこるスメラチンAと離する試験品（約19g）は白色の粉末に

して水及アノレコーノンに微に白濁して溶解し水溶液は之を振回するに石鹸液の如く泡立

ち鑛酸にて酸性となすときは白色紫胱の沈重を生じ水面に浮び之をエーヲ：ノレにて振回

するにエーテノレに全溶す此のエーテノレ溶液よリエークノレを除去すれば結晶性の物質を

残留す試験品に就き施行しセる定塁分析の結果次の如し

　　　　　　　　　　　　　　1．　試験品の分析表

　　　’水　　　　分　　　　　1．37％　，　　　　　ナトリウム　　　　　　　10・63％

　　　脂肪酸　・S6・24％　　 ノ・ロゲン（ブロームとし’01・50％
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　上記の成績によれば試鹸品は圭として脂肪酸ソーダより成う屯と朋力結なりすこるを

以て遊離脂肪酸を作う之に就き槍奪レず的　　　　　　　　　　　　　．、

　　　　　　　　　　　　　　2・遊離脂肪酸の試験　　　！．’　・，　，気

　試験管39を水に溶解し稀硫酸を加へて酸性となし析出せゐ脂肪酸をヂープノレにて

庭理し遊離脂肪酸2・59を得ナこり　・　．、　・　！コ

　本品は結晶性にしてアノγ『一ノレ・エー～ノダ丞石油工一テノγ等に容易F溶解レ34－36

度に於て燐弱し分子章董ま質測の蹟黒1♀44の値を見出しナこり．

　次に三品のアセチーノγ誘導燈を作るの目的を以てアノγファオキシ、ラタリ、ン醍よリア．

・η・アセトオキシラ妙ン酸を誘導する（3’方法に靴本三品喚をア．雫チプ

ク罫ソドαρgと寒に加熱レ水原七一カレに三豊暗しずこるに蹄5度に於て熔融する

結品性物質0・45gを得ナこり之に就きア雫テーノン数を洲黙しす鋒に其値殆ど0なり，依

・て之を事績と混合レて熔融鮎を測定したるに38度に於て熔融す、、　一、

　　　　　’●’♂　・　　　3・遊離脂肪酸の錆晶分別．

　前平の試瞼に供しすごる遊離脂肪酸は軍一の化合物よ，り写るや否や繭記の試験に丁は

狛不充分なるを以て共1gを取り純アノレコーノγ30　ccに溶解し之に酷酸でfリマ、ム0．68

・9を水7ccに溶解しすごる．ものを分断結晶法に從ひ2同に亘bて添加・し此庭に生じナε

る沈重を3回分に分別し各遊離の酸となし之に就き熔融貼及分子量を三三レたるに次

の成績を得すZり

　　　　　　　　　　　　分別結晶3匠分の試瞼成績表

　　　旺　　分惨別物・匪11分・別第・剛分・咀第・匝
　響暑・，、　・　　　　　　　量　　　　　　　0。47g，　　　　　　　　　0．30g　　、　　　　　t　　O．14g　　　，

雰・・摯　婁．，。孟1；・　嘉　糊雛壇混働
　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　！

　前記1，2，3の試験成績を通覧すれば試験品の75－85％を占むるナトリウム盤を形

成する脂肪酔は1種より成れることを認め得べし師ち此の脂肺酸は其熔融鮎40度附

近にしてアノアファオキシ酸としては意外に低温度にて熔融し冷時石油土一ヲ’ノレに容易

に醐る・と及アセチー・輔降下成型こと等④ア・・7・、や脂轍の性

質に副はざる鮎多く寧ろ脂肪酸共物に近似せり，試みに三三44度を示す：カーノγバー
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．伝製ラウ：・シレ酸（舜手量：』200）と準醇レすこるに其温度43・度を示せ1り依て試験品め遊離

酸は主としてラウリン酸より成るものと認む爾分別第2匿及第3匠の成績より推測し

　　　　　　つて少量のカプリン酸及之に近き炭素歎の脂肪酸を混合せるやの疑あり叉試瞼品のプロ

Lムツ」ダを含有するは材料をブロームにて庭理しπることあるを示すものなり

　　　　　　　　　　　　第2．醤油に封ずる防徽効力試験　　　　　　　　　’「

『’ {試鹸に於ては歎日の経過により徽を生じ始むる稀薄醤油及之に防徽剤としてカプ

リン酸叉ほぺ女ナフトーノンを混茄しデ島ものを樹照とし稀薄醤油に試三品を添加しナこ

．層驍烽ﾌに就き徽の爽生する状況を観察し其防徽敷力を禅定せり

備翻・繭販④印に脚〆て之を解しボーメ・5の腫を示すものを用

ひカプリ‘ン酸及ベタナフトーノγは稀薄醤油200ccに面し各0・01　g（醤油1石膏b9

9）試験品は・0・dlg友・0．02‘ 〟i指定量）並に其の2倍量0・04gを添加しすこり．・

　試験に跨りては前記各種の供試品を紳，1ccのアノンコーノンに溶解して稀薄醤油200cc

に添加し何れも同型硝子罎に納れ紙面にて；覆ひ之に歎個の小穴を穿ち28－30度の鰐卵

器中に爵藏し衡の登生するに至る迄時々観察し液面に菌の聚落を生じ全面に及ぶを以

’て限度としすこり

　　　　　　　　スメラチンAの醤油に治する防徽無力試瞼成績表

供　試　品　名 ス　　メ　　ラ　チ　　ン　A 固囎測・プ・・酸に完ナフト

200日中に添加し
雲ろ軽罰品の9量

0，01 0．02 0，04 0 0．01 0．01

外

試験第
，，

，，

跡

　

，，　　」

，，

，，

，，

，，

　　1　日

野　5日

第　8刃

第12日
第17．日

第25日

第．．30日

義34日

第40日
第58日

表面に析出
物浮ぶ
異駿なし’

　　り

　　，，

　　　

　　，，

液面に鰍生
す

液面徹にて
覆にろ

表面に析出
物浮ぶ

上山なし

　　，，

　　，

　　，，

　　，，

極め’（僅に

緻生す

　　，，

液面に鰍生
す

波面徽にて
覆にる

一面1二析禺

物浮ぶ

四駅なし

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　，，

　，，

，9

，，

析出物上し

異状なし

　　，，

液面に極めて
僅に鰍生す

緻　生　す

液面徽にて
裏にる

析出物なし

異状なし

　，，

　，，

　，，

，，

，，

，，

，，

析出物なし

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，9

　，，

，，

，，

，，

，，

、



スメラチンAと禰する防徹齊唖の数力試瞼成績報告成績報皆
147

，，　　第60口

ゆ，　　　　第　・65　　日

　　第70ロ

　，，

器壁に鰍生

徹液面に及
ぶ

　，，

極め”（僅に

微生す、

　，，

鰍禮著明に
生，す

液面籔にて覆
にる

　　　　　　　　　　本試瞼は6－8月の間に於て行ひたう

　前記の試瞼成績によれば稀薄醤油は8，日園圃を登生しナこるに試験品0．01g及（≧02g

を添加しセるものは35日後に於て0・049を添加し細るものは65日後微の登生を看

取せり帥ち試私議は醤油徽の登生を抑制する聴力を有す但し其敷力は供試料の量に比

例し0．049を用ひすごるものにあbてはベタナフトーーノンの場合よりも幾分優れる歳績を

示しカブリン酸と殆ど同一の数力を有す然る時は本試県勢の国力はカプリン酸の4分

の1に略該當するものと認め得べし，然るに（2）深井氏の實瞼成績によればラウリン酸

はカプリγ酸の5倍量を使用するも防塁の敷果は猫且つカ7つン酸に及ぱす恐らく此

の差異は本試験品が純粋のラウリン酸より成るものに非らすしてヵブリγ酸を爽雑ぜ

るに因る所ならんと思惟す

　　　　　　　第3，スメラチンAの佃煮に封ずる防禦効力試験

　本試験に：於ては昆布を材料として自製したる佃煮及共100gに付ベタナフトーノ〆

0．025gを添加したるものを樹照に供し佃煮に製造者の有敷戸と稽する最大量02g

並に共の2倍量の聯帯品を添加したるものに就き徽の登生に至る状況を観察しその防

徽敷力を舞踏せり

　試験に當りては断切品に均等の條件を與ふる爲め佃煮を作る際に残留する蝕分の液

汁（佃煮製造業者は之をナεれと即す）を利用し之に防徽捌を溶解して使用しπり，印ち

昆布の佃煮をベツヘノングラス中に馴馴し之を重量煎内に浸漬し15分間加熱し蒸散す

る佃煮の水分をナこれ中の水分にて補ふの手段を探り佃煮100gに則しナεれ乃至防徽捌

を混和したるだれ5ccを添加し所定の加熱時間中善く掩馴し冷後配をペトリー皿に

移し硝子戸棚に貯藏し室濃に於て徽の登生するに至る状況を観察し年り
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スメラチンAの昆布佃煮に封ずる防徹敷力試験成績表．．

供　試　品　名 ス　メ　ラ　チ　　ン　A 剛・・ナ・・一

100g中1こ添加し
呵る試瞼品の9量・

02 卜 0．4 0 0、025、

　臭　　　外　親

　試験第　1日
　・　第．3日．

　＋　　第　4　日

・　，，　第　6　H

　”　　第　7　H

　”　　第　8　日

　，，　第　10　日

　”，　第　14　日

低位脂肪酸固；有の

氣味な有す

　異状な．し

　　　リリ
極1めて僅に白鰍生

す

直壁署明に生す・

全面白鰍にて覆に
る

試瞼晶の臭氣著しく
昆布の外乱な損ず

　’三島なし’

　　　，，

　　　，，

　僅に白鞘生す

　　　，，

白藍稽著明に生す

全面白鰍にて覆に
る

昆布佃煮固有の外
灘氣味な具ふ

　β．異．状tなし

　　　　
極めて僅に白微生1
す

白徴著明に生す

全面一徹にて覆に
る

昆布佃煮固有の外
観氣味な具ふ

　異状なし

　　　，，

　　　，，

　　　，，　　　　「　　．

　　　，，

　　　，，　、

，，

，，

　　　　　　　　　　　　本試験は8－9月の問に於て施行せり’

』前記の試1験成績によれば昆布の佃煮1009に配し0・2gの試験品を添加しナこるもの

は封照隠と同様4日後徽を登生し0．4gを添加しすZるものは6日後徽の綾生を見ずこう

故に本試験品は多量に之を使用する時は幾分徽の登生を抑制するやの傾向あれ共ベタ

ナフトーノレを用ひたるもの、14日後猶徽の登生を見るに杢らざゲしものに心すれば

殆ど露出徽敷力は微弱にして敢て敷高あ’ら廉し難ぴ∴∵一　一・一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結：∴』論泥L∴1．　♂■昌　［

　ユ、．．スメラチンAと回する試駿品は主としてジウリ・ン酸ツーダ〔q2H2BO2Na＝CH，

（CH，）1。CO、Na〕より成りカプリン酸及之に近き炭素歎の脂肪酸等のソーダ盤を爽雑ぜ

るやの疑ひあるものなり．二’ @　”　’層べ」’、

　名試験品は醤油の防徽捌に供し添加量：0ρ3．％に於て顯著に敷果あり而して其三

三はベタナフト「ノγ或にカプリン酸に比．し略其．4分のユに當る　．己　∫

　β・試験品は佃煮の防翠柳に供し殆ど修習を認め難し1．　．　　、　1　㌶　：．

　　　　、引’用　文：献’，　　：　　　，．・．・1・∵．1・．．　．，　　　　．ご、．　・・

　　段諜鑑灘灘雛下張ll搬’ガ・1．．　、‘：…　　，

　　（3）　C．1904。1。261

　　（4）　　工’e，Sueur，　Soo　87・1903・，恥gard，］B】。〔4〕　1・310，348・

　　　　　昭和7年11月

9
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　　　　　　キクナーε稽iすろもの・醤油忙封ずる

　　　　　　防徽敷力試験成績報告

　　　　．，　　ン・一三石尾正玄
　　　　　　　　　　　　　　　　技，手i遠：、藤　與作

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手．和　、田　∫　清減、

昭和6年19月・3日欄聯8・4號を以て衛生局よ照會1・係るキクナーA，1B・友

Cと嘉する3種の樹脂酸製品に就き醤油に聾する防徽敷力を試秘しすごるに次の成績を

得ナζるを以て之を報告す

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言‘

　樹脂酸製品の醤油寧静数力に麗しては既に衣笠技師等に依り樹脂酸蒼鉛及石荻盤に

就き施行せられセる試験成績の報告（衛生試験所彙報第32號157頁）ありて2種共に

数能無きことを記載せり而して本試験品キクナーは樹脂酸製品にして前記報告の品に

類するを以て共の数力に就ては最初より凝問与せる所なりき　　　　’　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　（1）　試　験　材　料

　衛生局よb邊附せられすこる試験3種中キクナーA及Cは帯黄色の粉末にしてコロフォ

ニウムの香氣を有し水と共に振盟するに沈澱すキクナーBは帯黄自色にして粉末状を

なし灘潤せるやの状を呈し同じくコロフォニウムの香氣を有す水と振盟するに水面に

浮び殆ど沈降せす水には3種共殆ど溶解し難し之に就き定量分析を施行しナこるに其成

績次の如し

　　　　　　　　　　　　　試　験　品　分　析　表

試三目試瞼 V・・ナー五　・・ナー・　キ・ナー・
水　　　　　　分

鑓物質（灰分）

有機性物質
内エーテル可溶性
物　　　　　　質：

11・24％

25．67

63．09　．

62．80

35．98％

1．91

62．11　，

61．23

15．83％

36．61

47．56

46．31

’
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　上記試験成績表1二示す却く有機性物質は3種共殆どエーテノレに可溶性にして試瞼品

をエータノγにて抽出しナZるものは淡褐色透明の塊をなし粘着性を有す之に就きウン

フェノレドーミン・フランヒモント氏反語を点しナこるに顯著た反乱し樹脂酸なることを明か

にせり爾キクナーA及キクナーCの灰分中よりは著量の珪酸を為出せり

　前記の試瞼成績をキクナー一製造者の製法書に記載せる原料と劉照して判定すれば試

三品は樹脂酸を主成分とするものにしてA及C中には白陶土存在し樹脂酸の含量は3

種共大差無きを知れり依てキクナーにして若し醤油の防徽敷力を具有するものとすれ

ば共敷力は3種共大差なかる可きを豫想し得るものとす

　　　　　　　　　　　（2）　醤…油に封ずる三三敷力試験

　本二二に於ては6－8日の経過により徽を生じ始めし稀薄醤油及之に防徽捌ペタナ

フトーノγを混和したるものを樹照として稀薄醤油に試験品を混和しすこるも召）に二丁の

登生する朕況を観察し其防徽高力を品定せり

封照醤油には市販㊨印に水を二一て之を解しボー刃暖の腫を示すものを

用ひ・は共二六は共200ccl・劃しで廟ナ7トー・レ0つ19（醤油壼石弓99）を添加

したるを以てし試験品を稀薄醤油に添加して試瞼に附したるものは下表の如くキクナ

ーA及Bに就きては4種キクナーCに就ては3種なりとす

　　　　　　　　　　　　　試験品の添加量表

山　　　験　　　品 キ　　ク　ナ　一　A キクナー・1・・ナー・
試験の二三1（・）1（・）1（・）i（・）［（・）1（・）1（・）［（・）1（・）1（・）i（・）

樹照醤油200㏄に添
加し7’こる g：量

萱石當　の9　量

0．0022

　2

0．0055

　5

0．011

10

0．05

45

0．0022

　2

0，011

10

0．022

20

0．05

45

0．002

2

0．022

20

0．05

45

　　上表中（1）及（2）は製造者の言ふ六二量なり、

　試験に由りては虚血醤油200CG宛を硝子」曇に取り之に上表に記載の各種供試量を添

加し善く振画して充分に混和す樹心としての払出醤油盗品にペタナフトーノンを加へた

るものは之を同型硝子堤に各200eGつつ取り各壕何れも紙面にて覆ひ針にて数個の穴

を穿ち撮氏28度の卿卵器中に納れ徽の螢生するに至る迄時々観察す’

　徽の程度は液面に菌の聚落を生じ全面に及ぶを以て程度とし陀り
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キク．ナー．Aの防徹敷力試験成績表

ll亀懇購犠1αoo22 0．0055 ・0．011 ・・5i封照に㌘砧

外　　　　　　親

試験　第1日

・　第2・L
　”　　第3日

　，，　第4日
　，，　　・、第　6．白1

　”　　第8日

　，，　第1旱日

殆・灘・ﾒ鞠罐騨三品瑠
異状なg　　異状なし　　異日なし　　異状なし

　，，　　　　　　，，　　　　　　」．，，．　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

響嚥雌響薩噛一こ嘩噛響こ回忌

欝1聯轡筆回議讐1鞭三鷹

　　　キクナー．：Bの防徽敷力試験成績表

液澄明

異状なし

　，，　　、　噛

　，，

　，，

器壁に僅に鰍
生す

液面に鰍生す

液面鰍に「て覆

にそ

液：澄明

異状なし

　，，

　，，

　，，　　

　，，

　，，

　，，

孕9繍購嫉1…22 0．011 0．022 0．05 封　照　ご㌘乙（虹

外

試　験

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　　　観

第1日

第2H
第3日

第6日

第8日
第12日

第15日

鼻輪轡1聯：隷一三魏1こ諜朧に

異型なし　　異状なし　　異駿なし　　異胱なし

　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

・　三戸三二徹欝噛こ徹羅・雛す

欝噛二晦酢醗搬面噛生轍酢難す
液面・鰍生す灘にて覆綿繰にて三郷にて覆

液面籔にて覆
1にろ

　　　キクナーCの二二塁壁試験成績表

液澄明

異状なし

　，，

　，，

　，，

器壁iこ難ず

　，，

液面鰍にり（覆

にろ

液澄明，

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

纏鵠購袈劃…22 0．022 …　i封 馴ご㌘砧’
　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴品の沈嫌1試瞼品の沈灘
　　外，親殆ど沈澱なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液澄明　　　　液澄明　　　　　　　　　　　　　　　　　認む　　　　　　認む

　　試瞼第1日異状なし　異噛し　伊藤し　異状なし　異激し
　　　，，　　第　2　日　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　』　　　，，

　　　，，　第；4日　　，，　　　　 ，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　 ・，

　　　，，第6日液面・阻す液酢盤す蘭1・馳す繭廠生す　，，

　　　噸s日三面㈱騨畷1「興て覆‘騨醐工・

　前記試瞼の成績に肥れば試験品は三三醤油200ccに劃し0・0022マ0・022　gの範園に

於ては甥照に供へしづタナフトーノン0・019を添加しだるもの、試験場期間を通じて徽

の
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を生ぜざりしに樹し稀薄醤油と同じき状況の下に於て徽を生じだり叉添加量を増加し

て0・05gを用ひずこる揚合も亦同様の結果を示せり依て3種の試験品には敷力に差別な

く醤油の三三敷力を認むるを得す

　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　L　試瞼品キクナーA，：B及Cは樹脂酸を主成分とする製品にして．A及Cは臼陶土

を多量に回す

　2．試験品3種は防徽敷力試験成績の結果に擦れば醤油に墾し防徽の敷力を有する

ものと認め難し

　3．　本報告及前記報告（前出）に族り樹脂酸は酸共儘としても亦蒼鉛或は石茨と盤類

を駕す場合に於ても醤油の防徽捌に供し敷果無きを知る

　　　　　　昭和7年10月
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一蒲鉾防腐麹の蒲鉾に封ずる防腐敷：

力試験成績報告

附タンニン酸の醤油に封ずる防腐効

力試験成績報告

技

技

同

師　石　下

手　坪　井

　　遠　藤

正　文

緑　ZF

與　作

、

　昭和6年7月4日附衛保第617號を以て衛生局よりの三三に基き標記の件に關し試

鹸を行ひ次の成績を得たるを以て之を報告す

　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　第1蒲鉾防腐割の防腐敵力試験

　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　蒲鉾は一つの魚肉加工品と見倣すべきものにして普通之を製するには先原料柁る魚

肉を摺り之に調合物を混入して摺り身と稽するものを製し之を木板に盛り形を整へ水

蒸氣を以て蒸煮して製せらる，調合物としては澱粉，庶糖，味淋及食盤等を用ひ現今は

調味料の一つとして殆ど一般に味の素を混用すと云ふ，斯くの如く蒲鉾は甚複難なる

成分を有するを以て種々の細菌の駿馬に適すべく随って頗る攣閉し易き食品に厨す，

而して共攣敗の状況を観察するに初め極めて緩和にして比較的不快ならざる異臭を放

ち表面に粘液（俗にネトと稻せらる）を登生し時を維るに從ひて臭氣次第に不快となり

粘液盆i々増加し次で白色の徽を登生し強烈なる悪臭を放つに至るを普通とす，然れど

も腐敗の状況及遽度等は品質，季節，天候及殊に貯藏の方法等により一定ならざるは勿

論にして夏期は殊に縫敗速かなり

「上述の如く蒲鉾は甚憂敗し易く且つ愛敗状況は極めて容易に外観的に親察し得るを

以て本試験に於ては貯藏耐否試験を行ひ外観的状況に從ひ本防腐捌の蒲鉾に劉する防

腐敷力を劃定したり
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　　　　　　　　　　　　　　1試　験材　料．

　岬　蒲鉾防腐i剤

　衛生局の照會に係る蒲鉾防腐捌は日本藥局方庭載の藥品を混和して製するものにし

て其品目，分量：，調製法，用法及用量を抄録すれば次の如し

　（1）藥品名及歎量　盤化カノγシウム0・3g，乳酸石灰0・29，蝦性マグネシア。・19・

　タンニン酸0．19

　（2）調製法，前記の藥品をまく混和して製す

　（3）用法及用量　蒲鉾製造用摺り身187・59（50匁）に樹し前記の混合藥品を0・79

の割合に摺り混ぜて用ふ

　乙　供試蒲鉾の製造

　供試品の製造には東京市内の某蒲鉾製造業者より直接購入しセる蒲鉾製造原料（摺

り身）を用ひすこり，即ち共一定量を三三乳鉢に取り之に防腐捌を研和し全質均等となる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のに至り普通市販品g如く木製板に着け蒸籠に入れ水蒸氣を導入し適齢に蒸労して製し

ナこり，其種類及製造直後に於ける三品の外観及氣味を記すれば次の如し

　（1）樹照品　全く防腐捌を混入せざるもの

　類黄白色にして蒲鉾固有の三味を有す

　（2）原料（摺り身）1009に付門門防腐捌を0・379（所定量）の割合に混和せるもの

　帯褐三色にして氣味殆ど劃下品と匠下し難し

　（3）原料（摺り身）　loq　9に付三下防腐捌をρ・75g（所定の2倍：量）の割合に混和

　せるもの、

　三三荻色に，して微に牧敏味を戚す．

　（4）原料（摺b身）1009に付可槍防腐捌を1・46g（所定量：の4倍）の割合に混和

　せるもの

　淡褐色にして微弱なる特異の臭氣並弱き牧敏昧を有す

・（5）～原料（摺．り身）1009に付ベタナフトーノレを各0・2gl及0．5　gの頃合に混和せ

　るもの　．：　　，．　・　＿．　　，　　一

　何れも白色にして三下殆ど異状なきも辛烈性の味を含有す
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　玖上の内第3以下の製品は盛考の爲め併て製造し試験に供せるものなり，而して前

記の如く可槍防腐捌を混入せる蒲鉾の褐色を帯ぶるは圭として防腐渕中の成分たるタ

ンニン酸と蒲鉾原料中に含存する一分との反慮により生成せるタンニン酸鐵の色に起

因するものなるべし，依而本試料の製造には鐵器を用ひす磁器叉は硝子器等を以て之

を慮理したれども途に劃照品の如く類黄白色の外観を有するものを製すること能はざ　’

りき之れ其原料（摺り身）中に三分を含有せしに由るべし

　　　　　　　　　　　　　　　2防腐敷力試験

　：本試験には（1）室内貯藏試瞼及（2）解卵三内貯三士瞼を行ひすこり即ち雨冷の数種可

槍試料を長板に附着しセるまま2部に分ち1部は之を比較的塵埃少なき室内に置きすこ

る硝子戸棚内に貯属し他φ1部は撮氏28度の贈卵順調に貯塾し毎日2同宛其外回的

憂心状況を観察せり而して防腐三二の判定は可槍蒲鉾に粘液を登生せるを認めナこる或

る観察時刻までの時間を計算し之を貯藏耐久時間となし之、と全く同様に庭理した為三

三捌を力恥ざる封照試料の貯藏耐久時間と塊回するの法に櫨れり，．但レ試験は参考の

爲め粘液の外徽を登生し獲敗性臭氣を放つに至るまで彦を績行せり

　　　　　　　　　　　　　　　　　試　瞼成　績

　　　　　　　　　　　　（1）室内貯藏耐久力試瞼成績表

試訪

日　自

筆1日｛

第・日o

鯛｛

酬
時刻

天日

室　内

温度1樹照副

原料（摺り身）100gに封し添加也ろ防腐飼の9量

可槍防腐剤添加品
ベタナフト
ール添加品

（撫） ]齊㈱円・3購趨）圓朧）陣儂劉…
正午晴23度製造直後

灘liiii憾灘；

　　　　　　　す

前8時1，一20”防止

1製造直後

異状なし

同　上

同　上

同　上
微量：を）粘液な生

す

同　上

粘液増加し徽な
生し憂敗臭な惑
す

申　止

製造直後

異胱なし

同　上

同　上

皇　上

微量の粘液な生
す

同　上

中　上

粘液増加し鰍な
生し攣敗臭か感
ず　　　　　’

中　止

製造直：後

異状なし

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

粘液及少量の一
々生し臭氣憂敗
性となる

中　止

製造直後

異状なし

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

清　上

膳　上
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（2）擾氏28度艀卵器内貯藏耐久力試鹸成績表

試瞼

日　順．

第・拍｛

第・・

第4日∫

　　｛

観察

時刻

　午
後窪時

事8時
正　午

後4時

前8時

正　午

御記
前8時

原料（摺り男）100gj＝i酎し添加苞る防腐齊ゆ’9：量

封　照．品 可　　検　　防 　雁ぎ　　濟唖　　才恭　　カロ　　品 ベタナフト
・一ル添加品

防腐剤な添加
ぜす

製造直後

開門なし

同　上

同　上

微量の粘液ゐg遜生
す

粘液」曾難し徹な襲

生し三三臭な感ず

中　止

｛・37墜量！じ・5（所定：量の9倍）［エ49（縢）1“50

製造直後　　　　製造直後

異状「なし”．　　一一胱「なし

同　上　　　　　同　上

同　上　　　　’同　上　、

轡騨野生同上
粘液壇即し徹をi獲粘液三三祉登生し

申　止　　　　　中　止
生曖敗三_臭鰯
　　　　　　1

　　　　　　［

製澄直後　　　　」製造直後

異激し　賑枇
同上　　　肩上
同上　　1同上
同上　　1同上

微量の粘液な生す伺　上
　　　　　　f
同上　　　同上
同上　　1同よ』、．

纏嚇し攣戸上
中噛止　　　　　伺　上

　’前記試験の成績に徴し貯藏耐久時間を観るに室内貯藏試験に於ては本蒲鉾防腐劃添

抑試癌中之を蒲鉾原料（摺り身）1009に回し0．37g（即ち所定量）及0・75g（所定量の

2倍）の割合に混和せるものは何れも防腐謝を添加せざる封照試料と等しく44時間を

示し叉之を1．499（所定量の4倍）の割合に添加せるものは68時間に三一ミリ，而して三

三28度贈卵器内貯藏試験に於ては前試鹸よりも三三速かにして樹照試料及蒲鉾原：料

〈摺り身）1009に回し可槍防腐捌を6．379（所定量）の割合に添加せるものは貯藏耐久

塒問何れも、28時間にして之を0．75g（所定量の2倍）及1・49g（所定量の4倍）の割合

・に添加せるものは各44時間なり，然るにベタナフトーrノソ添加試料に在りては之を蒲鉾

原料（摺り身）1009に回し0．2gの割合に添加せるものは室内響町試験に於て叉之を

・・59鋼合1・添加しだ紬のは撮氏28鵬卵器内貯藏試聯於て｛卿も上記講期

間中其外観及単味の憂化せるを認めざりき　　・．　　　　、1

　以．上の如く本蒲鉾防腐測は之を・其所定量（原料摺り身1009に樹し0・379）乃至其2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と糧の割合1購鍬岬するも殆ど警防鰍力を恥ざるも1ζを所輯の4f音（願

摺師10rに蜘幽以上噸・す・とき磯分防腐拗締す・ものと認めら

る，然れども期くの如く多量を血石する場合は著しく品質を損し其色澤及香味を害す

るを以てか國〉る大量の使用は實施し難きものと思考せらる
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　　　　　　　　　　　　　　　　結　．論

　1・蒲鉾の防腐剃とレて本防腐捌を使用するとき、は共成分起るタンニン酸及蒲鉾原

料中の鐵分の爲め製品は淡褐色を帯ぶるを以て本品は白色蒲鉾の製邉に供し難きもの

乙認む

　2・蒲鉾の防腐捌とレて本防腐捌を所定量（源料摺り身・1009に付0・379）乃至共2

倍：量に添加するも防腐致力を認めす

　　　　　　　　第2・タンニン酸の醤油に封ずる防徽三二試験

　タンニン酸の罎生物に劉する作用に關してはの多くの研究ありて腐敗せる蛋白質申

のバクプ，やを始めとし歎種の細菌類及アピクラツス酵母菌並に或る種の細伏菌等は

タンニン酸の溶液中に於て死滅するか或は登育を阻害され黒徽外敷昂の懸殊菌は抵抗

張く酸の存在に於て蕃殖す等の報告あり，就中アスペノレギノレス、・ガロミセ医は培養液中

鍛てタンニン酸を分回る力強くタンニ灘を原記して没食子酸を製造するに回

り屡々分解捌に供せらる〉を以て周く知らる》ものなり，，而して醤油の徽はチゴヴツ

ヵロミセス・ヤボ昌クス並にチゴナツカロミセス・ずノレスス等の如き産膜酵母の蕃殖に

三三するものなれ共此種の酵母に回するタンニン酸の作用に就ては未だ實験の行はれ

髭るものあるを聞知せす・

　醤油にタンニン酸を添加することは醤油の製造に於ては往々行はるもの、如く醸造

に回する文書中醤油の重下げ捌にタンニン三叉は三三を使用する（2）記事を褐ぐるもの

あり，素より醤油にタンニン酸を添加することの重下げの手段に供するものなると將

叉防徽の目的を以てするものなるとを問はす之を實施したる場合に於てタンニン酸の

醤抽徽に及ぼす影響は主として醤油中に溶存せるタンニン酸の量と徽の蕃殖力との關

係如何に回す一ミきものなり，然るにタンニン酸は蛋白質共他臨基性物質と結合し易ぐ

叉多量の食璽を含有する・溶液よわは三下さる》性質を有す故にタンニシ酸を醤油に添

＝下するも或はタンニン酸は醤油中に留まること能はざるやも測わ難きを以て本試瞼に

於ては先づ醤油に樹するタン声ン酸の溶解程度を楡し次に其防徽敷力試瞼を行ひたウ

　　　　　　層（1）　タン昌ン酸は醤油に溶存するものなうや否やの試験

　　　く
　：市販⑧印醤油に局方タンニン酸の水溶液少許を混和すれば梱濁を生じ之を静置す
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れば黒褐色の沈重を沈着す上澄液は共氣味に於て原醤油と差異を認め難きも外観に於

て稽血色せり，此上澄液に就き次の方法に櫨リタンニン酸の存杏を槍したり

　槍品10coにアミーノンアノヒコーノン5ccを加へ振盟しアミーノレアノンコーノγ層を分取し

アノレコーノレを加へて全量を10ccとなし之に二化第2鐵の0・5％溶液0・1　ccを加へ振撮

して生起するタン・ニン酸の藍黒色の呈色程度を含量既知のタンニン酸の標準溶液と比

色しタンニン酸の量を測定して次の成績を得ナこり

　　　’　　　試　瞼　成　績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本試鹸成績に櫨れば『ユ00ccに
警理幅禦虻　…65　・・…
楡病難垂・・㏄　・㏄・㏄付α01659（1認り8匁）のタ

購騰／殆・糊一群灘酵雲紮聴器
す，0．059叉は0．19の如・＜添加量を培：加しすこるものは夫々0ゆ0259及0・0099を醤油

中に残留せることを辱知せり，然るに（2）記録によればタンニン酸を重下げ捌として使

用する揚合は醤油1石に劃し共使用量は5－8匁なbと云ふ然る時は此の如き程度の・

添加量に於てはタンニン酸は悉く析出せられ醤油中には殆ど溶存すること無きことを

知得しすこり，但し之より多量を添加する時は僅少ながら前表に記載の如く溶存するこ

とを知れり

　　　　　　（2）タンニン酸を醤油に添加したるもめ〉防徽敷力試鹸

　本試駿に於ては10数日の経過により徹の生じ始むる稀薄醤油及之に防徽捌として

ペタナフトーノンを混和し泥るものを劉照とし稀薄醤油に試二品を添加しだるものに就

き輪生鰍況を観察嚇動力を槍遭せり・稀繍油には市販（餅IR・水を．

加へて之を稀繹しボーメ15度の比重を示すものを用ひベタナフトーノγは稀薄醤油

200ccに封し0・019（醤油1石當り9g）試瞼品は0．033g，0．19及0．2　gを添加しだう

　試験に當りては稀薄醤油200cc宛を同型硝子罎に取り之に上記の各供試品を約1cc一

の水に溶解して添加し善く振盟して混和し何れも紙帽にて覆ひ晶晶の小穴を穿ち癬氏．

28度の鰐卵二二に旧記し徽の登生に至る二時た観察し液面に菌の聚落を生じ全面に

及ぶ時を以て限度とし把り
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タンニン酸の醤油に樹する防徽敷力試験成績

稀1薩三醤油200㏄
に添加し†ころタ

ン昌ン酸の9量

200㏄中に溶存
するタシ昌ン酸
の9量
外　　　　　槻

試瞼　第1H
，，　　第4日

”　・箏10日

，，　第ユ4日

，，　第16日

，，　　第18日

”　　第21日

0・033

殆槍出ぜす

僅に黒禍色の沈澱
生す

異状なし

　，，　　　　　　　　　　　　　ヤ

　，，

　，9

僅に徽生す

液：面に緻生す

液面緻にて覆にろ

0．1

　　0．005

黒禍色の沈瀕生す

異状なし

　，，

　，，

　，，

僅に微生す

液面に鰍生す

液面鰍にて覆にろ

　　　0．2

　　0．013

無褐色の沈澱生す

異常なし’

　9，，

　，，

　，，

僅iこ徹生す

液面に徹生す

言夜面徽i二層て覆に二ろ

封照醤油

沈澱陰し

異常なし

　，，

　，，

　9，

僅に徹生す’

液面1こ徹生す

液面鰍にて覆に：る

ペタナフトール
　　0．01

沈澱なし

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

・上記試験成績を看るに稀薄醤油にタンニン酸を添加せるものは何れも皆封照醤油と

同様に16日後徽を登生しペタナフトーノレを添加せるものは全試験期間を通じて途に

辛め登生を認むるに至らす此成績よりしてタンニン酸は醤油に憎し防徽敷力を有する

ものとは認め難し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　1・普通重†げ剤に使用する程度（醤油100ccに付0・0165　g）に於てタンニン酸を水

々溶解し醤油に添加しすこる揚合にはタンニン酸は直に析出し醤油中に殆ど溶存する’こ

と無し，但し之より多量（醤油100ccに付0．19）を添加しナこる知合には其一・部分（醤

油100ccに付0・0099）を自存す

　2・タンニン酸は醤油に痛し防徽感力を訳せす

　　　　引　用　文：献

　・（1）A．H：ef臨er，且andbuch　der　expe曲entdlen　Pham・ak・1・gle，1528（1824）．

　　〈2）H本醸造協會雑誌、第27年第2號68頁

　　　　　昭和7年12月
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ホノレ1ムァノレデヒドの湿性反1慮に隔て

　　　　　　　　　　　　　　　　技師’石尾　正文，

　　　　　　　　　　，　助．≠嚇和1田、清、

　抑々ホノンムアノレデヒドの毒性は更めて論述する迄も無く劇しぎものに属し藩酒の虹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　1・邸
き蛋白の乏しき品にあうてはホノrム㍗ピデヒドの含章20萬．分1より多き時1ま既に衛’

生上不安なbと言はる、ものなゲされば清酒の場合に於ては少くとも此程度に於て

客を槍串することは艦識法の必要條件なりとす・但レ二三に富める食品にありては保

鯉衛生上の早解に係るホノγムアノレデヒドの鑑識法に三惑ら共々別侭のものたるべし・・

　叉頓の牛面より之を看ればホノγムアノヒデドドは其毒性劇しきに依り防腐剤に供し三

品優秀なるものなり故に其僅少を使用して所期の目的を達する便宜を有す．二酉の如．

　　　　　　　　　　　　　　　　
き僅か20萬分1量に於て盛夏の季節猶防腐の数果を現すと言はる、所にして考が利

用⑱危機は世俗g免かれ難きもの》如く屡々此の種の誘惑ド敗れて危二二胃し之彰食

品に混合することありと聞く・さ勉ばにや高富諸種の食品中に於ける其鑑識法は三三

の防腐i剤に比し詳細に追究され居ること周知の如し．

　更にホノγムアノレデヒドは其性質上化學攣化を惹起し易き物輩なるを以で三二研究の

資料としては勿論二二工業に二二藥に利用さる、こと二三にして共消費額は年々隆盛

に赴くものなり．三ってホノンムアノンデヒドの鑑識は是等の方面に禁ても研究され其報

告に係る文獄は殆んど枚＝學に蓬無き程のものあり．弦に其大高を集輯して食品中ホノレ

ムアノレデヒドの鑑識法に資せんとす・

・借食品中のホノレムアノレデヒドを鑑識するには直接可槍品に付試藥を加へて試験を行

ふことは殆んど稀にして大抵可槍品よb一旦槍液を作b之に付試験するを常法とせ

り．而して其鑑識に當るものはホノンムアノレデヒドの實性反慮にして其方法の種類に依

り之を結品法，滴定法及呈色反慮の三種に分別す．爾可下品より槍液を作る方法に關

しては蒸溜法，抽出法及濾過法等あれ共本題に於ては此方面に鰯れること無く専ら實
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性反鷹に就て記述する所あるべし．…　　　㌧い　』．　1　・，、㌦一、「r・．　’∵1．、1

　　1．．ヘキサメチレンテ・Fラミン及無機盛との複塵の結晶生成に由る鑑識法』

　本法はホノレムアノγデヒドをア’ン屯幽ニアと濃縮してベキナメチレンヲトラミンとなし

之に昇果或はカリウムヨード天等を結合せしめ前者にありては三線歌及多放線状の星

欺結品を後者にありては淡黄色の六角形叉は六面膿の結品を形成せしむる旧注にして

ホ以ムアノγデヒドの固有反回として劃定上極めて確實なる鑑識方法なりと遍く化學者

の間に推賞：さる．、ものなり・　』■’、．』1ゼ’　：…　’∫．1引　．　1・，気☆∴思

・文獄に依れば（1）ローゼセターレノン氏（RQse耳thaler）は葡萄酒及牛乳に於てウ．ロ患ロ

ビシ昇蒙生成法の限度をウη・ト戸ピンの50萬分1．としヨード張複盤の限度を，1・萬分

1と報告せり『、、　．1．．．　，　．．・

・ホノンムアノレデヒド其物に就ては⑳石田氏はユ0萬分1ホ．ルムアノレデヒ．ド水溶液に於て

ウロトロビソ三乗の結晶を槍出し（3）衣笠二等は生やり烏賊の蒸溜々液につきて豫め呈

色反癒によb7千分1量のホノレムアノレデヒドを含有することを知りすこるものを以てウ

ロトロピン昇蒙の二品を認め（4’石津三等は二等の提唱する如き種々の注意を以てして

清酒中10萬分1に於てウ官トロビン昇乗の結晶を梢々確實に槍出し得るが如しとし

爾100萬分ユにても屡々槍出し得るも成績不定なりと言へり．・叉（5）筆者（石尾）の経験

に依れば燃三三にホノレムアノ7デヒ1’を添加せる際ウロトロピン昇張の結晶は5千分1

を槍出し得るに反しヨード乗複璽は2千分1にては槍出し得るも・5千分且にては検出

し難くス少レく試鹸方法を獲更して豫め呈色反慮によりて1萬分1よりは多けれど5

千分1より少きホノγムアルデヒドを含むことを知りπるノ・ムに就てウロトロピン昇乗

’の結晶を槍寒し得だ外　　　　　　　　　　　　　　　　’　．、　、㌦　　．．1

　6）ドブリネノレ氏（Dobriner）・はホ川ムア〃デド．ドに就てウロトロピン昇天の結晶は

10萬分1，ヨード莱複鰹の結晶は1萬分1を槍出し得るとし爾こ．れら以外の試藥に依

る複璽生成の鏡敏度は鯉化白金，燐ウォノンフヲム酸，及ヨード舅一ドアノレカワ等にて1

萬分1・盤化錫，ヨードカリウム，ヨード蒼鉛ヨードカン・ウム等にて1千分コを検出

し得たりとせり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　斯の如く本法は後丈記載の呈色三二に比し鏡三度低く且つ二二にあたらて熟練を要

6
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し尚且つ一定せる成績を得難きの嫌あるものなb．故に清酒の如く20萬分1程度に

て鑑識を必要とするものにありては例へ本法はホノγムアノソデヒドに固有にして確實な

る反慮なりと錐俄に實用に供し難きものと言はざる凄からす．

　　　　　　　　　　　　　　　　2．　滴　定　法

　滴定法に回するものに（7）ロミジン氏（：Rom恥）に依るッアンカリ法及沃度法等あ

り．

　シアンカリ法は槍液10ccを取り10分定規硝酸銀溶液・10　cc（50％硝酸2滴添加）

及琶19のシアンカリを水500ccに溶解しナこるシアンカリ溶液10　ccを加へ水を追加

して全量を50ecとなしよく振盟して濾過し濾液25ccを取り盤化鐵溶液を標示藥と

して過剰の硝酸銀を10分定規硫シアンアンモン溶液にて逆測し同時に盲験を行ひ其

差額よリボノγムアノレデヒドを定量せんとするものにして本反慮の方程式を示せば次の

如し

　　　　　　　　　　　H・く＋KCN？氏・C〈：晋．

　　　　　　　　　　AgNO3十N瓦CNS＝NH≧NO3十AgCNS

　本法はアセト、アノγデヒド，ペンツアノγデヒドも反癒するものなれどもこれ’等アノレデ

ヒド等の存在に於てもホノンムアノンデヒドの定量に用ひ得らる、ものにして・（S）英國に於

て牛乳中のホノレムアノレデヒドの鑑識に用ひらる．

　沃度法とは三三に一定量の沃度溶液を加へ之にナトロン滴液を加へ教に之を盤酸々

性となし過剰の沃度を澱粉溶液を標示藥として次亜硫酸ソーダ溶液にて逆測する方法

にして本反態の方程式次の如し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　H・CH：0十J2十3NaOH＝2NaJ十H：・COONa十2H20

　但し本法はアセトアノレヂヒド，ベンツアノンヂヒドの共存する時はホノレムアノレデヒド

定量法として用ひ得られざるものなり伺本法はホノンムアノレデピドの含量極微の時果し

て使用に堪へ得るものなり・や否や不明なり・

　　　　　　　　　　　　　　3・呈　色　反　磨

　呈色反慮に回する研究報告は頗る多．く（9）ザバ方チユカ・ノ・ノレニィシュ〈Sabalitschka

‘
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u・Harnisch）雨氏の報告に於ても引用文三歎は121に上れb，而して爾氏の試瞼し

たる成績に櫨れば20歎種の呈色反雁中ホノンムアノγデヒドに特有なるものは薮種に魁

ぎすとし尚此特有なるものと錐到定上疑惑を生するが如きものありて實際に用ひ得ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
る、方法は更にその数を減ぜり．以下敷項に分ちてザバリッチユカ・ハノレニィシュ雨氏

の報告に係る成績を基として記述する所あるべし．

　　　　　　　　　　　其1　フェノーノレ類を用ふる反慮

　（1）　　ユッド（Judd）　2文腿璽

　フロログノンシン，カリ漁液鋭敏度10萬分1

　アノγコーノレ性フロログノ7シンを用ひホノレムアノレデヒドは薔薇紅色を呈し12分間そ

の色を持績すブチノγアノレデヒド，アセトアノレデヒドも紅色を呈すといふも前者は4分

間後者は6～8分間後槻帯す，而して此保色時間の差に依りて各アノγデヒド類は匠別

し得べしと

　（2）ザバソッチユカ・ソーゼンベノγグ（Sabali七schka　u・Riesenberg）反慮

　フロログノγシン，カリ漁液鋭敏度90萬分1

　ホノγムアノンデヒドの濃淡に依り深紅色乃至微薔薇紅色を呈す但し10ん30％にては

呈色せざるか或は微に呈色するに過ぎす・ホノレムアノンデヒドの濃厚液にては20分間，

稀薄液にては12分間その色を保つと云ふも50萬分1’｝90萬分1にては暫時の後青

紫色に鍵す・アセトアノγデヒドも紅色を呈するも保色時間は6～8分聞なるを以てホ

ノレムアノンデヒドの場合と属物し得．叉フノレフローノγも紅色を呈す然し乍らホノンムアノγ

デヒドより後れて呈色するものにしてやがて葡萄酒紅色を呈す・又50ccの水にフノγ

フローノン1滴加ヘナこるものは微に薔薇紅色を呈し数時間経過しセる後葡萄酒紅色を呈

す但しフノレフローノレの鋭敏度は1萬分1に過ぎす．10％葡萄糖を稀硫酸と共に煮沸し

カリ漁液にて中和して試験すれば薔薇紅色を呈し後黄色に獲化す

　（・3）ウェーペノン・Dγレンス（Weber　u・Tollens）反慮

　フロログノレシン，濃塵酸，鏡敏度1萬分1

　ホノレムアノγデヒドは加温に依りて自濁し後赤黄色紫状の沈澱を生す・此反骨はアノγ

ヂヒド類，糖類にても起るものなれども沈澱の朕態によって属下し得
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　極めて稀薄なるフノ玩プロ戸ノ7は沈澱を回せすして薔薇紅色を呈しやがて青色乃至青

緑色に鍵す。・　・　■　：『　　　「・　　・，　　　　　　　　・1　．．∴，一1∴，

　（4）、、コ岨シ（Cohn）・反磨’・．・1．・，・　　　…1．：．∵『・’：1　「．、・．

、レゾルシン，・濃硫酸，鋭敏度10萬分1　　．　．・　．・　ゴ．1：1　．・曜9

　本反慮はホノンムアノγデヒドにより上部に自色沈澱を生じ接界面は葡萄酒紅色叉は微

薔薇紅色を呈す．他のアノγデヒドによりても上部に自色沈澱を生するも接界面の色を

異にす．例へばアセトアノγデヒドは深緑色，ベンツアノγデーヒドは黄色を呈し又1％ア

ノレコーノレ性フノレフローノ7を50倍に稀肥せるものは下部は黄下色上部は褐赤色を呈し

接界面は薔薇紅色を呈しその上部に帯下青色の三三を生じ叉ユ％葡萄糖にては上部に

白色沈澱を有する深紅色の接界面を生す・此の如く干反雁はホノレムアノレデヒドの謹明

に屡々疑惑を生するの危機あるものなり・

　（5）　レビン（Lebbin）反慮　　　’　　　　　　　　　　　　　　ひ∵∵’

　レブノレシと，ナト廿ン漁液鋭敏度20萬分1　・・．・・∴、・　　．’、　e！

　ホノレムアノレデヒドは初め黄色を後赤色を呈す・．．クロ・罫・ノレムは此際雁を呈するもそ

の鏡野度は5千分1に遇ぎす帥此含量に於ては帯解はク戸・ホノレム臭を解し爾その10

倍に於てさへ4ソニトリ〃反胃を呈する駕本反回はクロ・ホノレムに煩はさる》こと．な

し．ザノ“リッチユカ：・ノ・ノレニィシュ爾氏1こよれば1％フノンフローノレは初め黄緑色を後深紅

色を呈しホノγムアノソデヒ．ドの呈色とよく酷似すと．叉10％葡萄糖溶液にても初め薫

緑色を後煮沸じよ㌧葡萄酒紅色を呈す　　　　　　　　ゴ

　（6）　ピーノレ」ライフ及ン・シネノソ（Pfyl，　Reif　u・Hanner）反町（i）

　　　　グアヤコPノレ，硫酸　鏡敏度5千分1

　ホノレムアノレデヒドに依b赤色乃至暗紫色を呈しフノレフローノレは澄赤色，ペンツアノン

デヒドは赤褐色を呈す・ザバゾ。チユカ・ノ・ノンニマ’シュ爾氏によれば1％アノレコ憎rノン性フ

ノレフローノレは赤紫色を呈し叉10％葡萄糖溶液はホノγムアノγデヒドの如き赤色を乳糖

は葡萄酒紅色を呈す　　　　　　　　　　　　停　　　…　ご

　　　一　　一　　巳　共21デンレカロイドを用ふる反回　1　　　　聴

　（1）　ピーノぢ、ライフ及ハンネ川（P旬1，：Reif　u・Hanner）忌門（ii）ド　こ”・ン
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　アポモノγ藍ン，硫酸　鏡敏度5千分1　　　・　・1∵，．，・・

一ホノマムアノレデヒドによb暗茨紫色を呈す・フ『ノレブゴみ”は畏く保ち得る紅色を呈し

匠回することを得．10％葡萄糖溶液は臼濁し葡萄糖の不粒を加ふる時は葡萄酒紅色を

呈．し後青紫色に回す　　　　　＼’，　　ゴ　・　．，ノ，’　・．　　』　V’㌃　　一

　（2）　ボンネット，ケントマシ（：Bo皿et　u・K：en七mann）反回・．・’　：　、　∫・

　モノレヒン盤類，濃硫酸，鋭敏度1千分1・　　　　　　ぺ』∵　　惑’・・∴’

　ホノジムアノγデヒドによb赤紫色を呈す．25萬分1量のホノソムアノγデヒ．ド・にては最早’

特有なる色を現はさすして褐色を呈す．アセ．トプノセデヒドは極微褐色を呈し稀薄液に

於ては疑惑を生す・ザバリッチユカ・ノ・ノレニィシュ爾氏によれば1％ア〆コーノン性わレフ

ローノレ及10％葡萄糖溶液に於ては1％ホノレムデノレデヒ「ドが呈すと同じき程度の赤紫

色を呈す　　　　　　　　　　　　9　　　‘　　　　』．　　　　　【，∵三一

　　　　　　　　　　　共3ナフタリン類を用ふる反慮

　（1）　ダーネ（Dan6）反癒　　　1｝　　　　　　　　　＼　・ 　・∴

7・カ．デフトー一・ン，『力胃液鏡三度10～30％　・…　　　♂

　ホノレムアノγデヒドは緑色を呈し後暗青色を呈す此反回はio～35％め如き濃厚なる

ホノレムアノンデヒドにては適用し得るも既に1％溶液4滴にては呈色せす・10％葡萄

糖溶液及フノンフローノレ溶液は深紅色を呈し乳糖はホノレムアルデヒドと同じ色を呈す

　（2）ディッ7（Di七z）反雁

　ナフタリン，濃硫酸　鏡三度5千分1

　ホノシムアノレデヒドはナフタリンとの重合物によりて接界面に初めは青色を呈し振盟

後暗青色を呈す．アセトプノンデヒドは重合物を作らすべンツアノレデヒドは軍に赤黄色

を呈し乳糖は接界面に紫青色を呈するも二液の混合によりて滑：失す．フノレフね一ノレは

接界面に三線色を呈し一時色相濃厚となり後門褐色に思す，本反回はホノγムァノレデヒ

ドに特有のものなれども不三門なり

　　　　　　　　　　共4　フェ帯ノレヒドラジンを用ふる反回　　　♂　幽’．

　（ユ）　アノγノノレド・メンツェノレ（Arnold　u・M6ntzel）反癒（i）

　盤酸フェニノレヒドラジン，盤化第二鐵，硫酸，鋭敏度5萬分1．

／一／
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　ホノレムアノγデヒドは赤色を呈す・叉アセトアノレデヒドのアノγコーノγ溶液及水溶液

（1：］50）に於ても同じ色を呈すアセトン・ベン2アノγデヒド・クロラーノン等は赤色を

呈せざれ共アクロレインは赤色を呈す．ザバリヅチユカ・ハノレニィシュ平氏は1％アノレコ

ー〉レ性フロフローノレ溶液も赤色を呈すれど暫時の後三二色に労するを以てホノγムアノン

デヒドと辮別し得ると．叉葡萄糖溶液は褐赤色を呈すと言へり

　（2）　アノレ’ノノレ’ド・メンツェル’（Arnold　u。　Mentze1）反慮（ii＞

　塵酸フェニノγヒドラジン，ニト．ロブノγシトソーダ，ナトロン三三　鏡敏度6萬分1

』本反響はリミニ」反響と同・一種と見微すべきものにして其差は盤酸フェニノレヒドラ

ジンを固謄の儘使用する職にありとす

　干反慮はホノレムアノンデヒドに依b青色乃至三友色を呈しホルムアノレヂヒドに特有な

う薦糖，乳糖及澱粉は反干せすフノレフローノレにては赤色を，10％葡萄糖溶液にては黄

赤色を呈す

　（3）　アノレ’ノノレ’ド，　メンツェノγ（Amold　u・Mentze1）反腱藍（iii）

　璽酸フェニノγヒドラジン，フェリシアンカリ，ナトロン漁液・鋭敏度5萬分1

　ホノγムアノレデヒドは緋色を呈す．本反慮は澱粉にては智慮せす又フノレフローノンに於

てはホノレムアノレデヒドの色相と辮別し得る赤色を呈し乳糖及簾糖溶液にては長く放置

する時にはホノレムアノγデヒドの呈する色と混同し易き赤色を呈す

　（4）　ピノレノ・シー（：Pilhasy）1反』慈

　盤酸フェニノγヒドラジン，酪酸ソーダ，鋭敏度25萬分1

　ホノγムアノレデヒドは酸性に於て緑色を呈す．ザバソッチユカ・ノ・ノレニィシュ雨氏1二よれ

ば1・％アノレコーノン性フノγプロ・一ノン溶液も酸性に於て緑色を呈すれども暫時の後赤黄色

に愛す：又澱粉溶液は赤黄色を，乳糖溶液は黄線色を，10％葡萄糖溶液は旧著に緑色を

呈し簾糖溶液は褐色の沈澱を生す　　　顧　　　・

　（5）’リミニー（Rimilli）辰癒

　盤酸フェニノレヒドラジン，ニトロブノγシ，．トソーダ，ナトロン漁液　鋭敏度100萬分1

　ホノγムアノレデヒドに依り青色を呈す：アクロレインは此辰慮を逼さす叉フノレフロー

ノγも呈色せす・10％葡萄糖溶液は緑色を呈し後赤色に憂す・爾100萬分1量のホルム
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アノレデヒドの呈する青色は瞬時緑色に凝す　　　　　　．　　　　　’

　（6）　シ」一ヘノレ（Schryver）反慮

　盤酸フェニノγヒドラジン，フェリシアンカソ，盤酸鋭敏度100．萬分1

　ホノンムアノンデヒドは紅色を呈す．但しグリオキシーンレ酸はホノンムアノレヂヒドと同じ

色を呈す．アセトアノンデヒド及フノγフローノレはホノレムアノレデヒドの如き紅色を呈せす

　（7）　ビタリー（Vi七ali）反雁

　魎酸フェニノレヒドラジン，璽化第二鐵，盤酸　鏡敏度100萬分1

　ホノンムアノンデヒドは赤色を呈す．筆者等の経回に依れば本反癒は清酒の場合に於て

，はホノンムアノレデヒド水が呈する赤色よりも梢々濃厚なる赤色を呈し（lo）叉（石尾）他のホ

ノレムアノレデヒド反慮にては陰性を示したる氷酷酸に於て時に微薔薇黄色を呈すること

ありすこり・本四癒はホノンムアノレデヒドに特有のものと認め難きもの、種類に厩するも

のなり

　　　　　　　　　　　　　其5蛋白質を用ふる反慮

　（1）　へ一ネノレ（Hehner）反影

　ペプトン，盤化野二野，硫酸鏡町度20萬分1

　ホノンムアノレヂセドは紫色を呈す．但し甚しく稀薄なる溶液に於ては赤紫色を呈し濃

厚なる溶液に於ては呈色せす1％に於て微に紫色を呈す

　本反慮はアセトアノンデヒド，バラア．ノンデヒド，フノレフローノγ，過酸化水素，脂肪酸

類，芳香酸類，含水炭素，フェノーノγ同等に由り紫色を呈せす・但しザバリッチゴカ6ハ

ノレニィシュ爾氏はフノレフローノンの甚しき稀薄溶液に於ては微に薔薇紅色を呈し後赤紫色

に干す乏云ひホノレムアノレデヒドの稀薄溶液も赤紫色を呈するものなれば此際混同レ易

き惧ありと注意：せり

　（2）　ザノレコウスキー（Salkowiski）1反／懸

　ペプトン，盤化第三鐵，盤酸鏡敏度100萬分1

　ホノγムアノレデヒドは紫色を呈す・本反癒はザノレコウスキー氏も言へる如くオキシメ

チノンフノレフローノンにても同じ色を呈す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　但し本反回はウィ。テペプトンを使用せる．場合上記の成績を掲げ得るものにしてぺ
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プトン製品の種類に由りては其鋭敏度は著しく低下する・ものξす

　（3）（11）ヨッダー●タガノγト（Joder　u・Taggart）反慮

　ペプトン及盤酸ジ盤化第二鐵　鋭敏度500萬分1

　ホノンムアノγデヒドは紫色を呈す・ヨ。ダー・タガノ吟爾氏に依ればアセトアルデヒド，

ベンツア平デヒド，フノンフローノγ，メチノンアノンコーノノ，エチノレアノンコPノレ，午一プノレ，

酷酸，乳酸，纏酸，プロビオン酸，拘構酸，グリコーノヒ酸，1安息香酸，石炭酸渉トー

ノレ，ビロガロPノン・シアン，アクロレイン等は今回癒を現はさすと．叉サリチノン酸，

アセトンも本軍慮を呈せす

　（4．ン柳澤。丸山反慮

．1卵白及臨酸，盤化第二鐵　鋭敏度300萬分1

　ホノγムアノレデと・ドは紫色を呈す

　（5）　蒼蜀逸公定法

　牛乳及盤外，璽化第二鐵　鏡敏度】00萬分1

　ホノレムアノレデヒドは紫色を呈す

　く4），（5）の反慮を（4）石津氏はホノγムアノンデ七ドに略固有なうとせり

　　　　　　　　　　　　其6特異の試藥を用ふる反慮

　（1）　ガブッチ（Gabut七i）反1懸　　　　　　　．　　　　　　‘　・　　　　　　　「

　・カノレバツ方ノレー，硫酸　鏡敏度1萬分1

　半歩慮はホノンムアノンデヒドに：依う：灰青色乃至青緑隼の沈澱を生じ之を水に注加する

もその色を保つ．ペンッカレデ・ピドは紅色を呈し之を水に注ぐに青色に回す・フノ〆フ

ロールは紅色乃至紫色を，葡葡糖は紫色を呈すと言ふもザバリ。チ．ユカ・ノソンニィシュ雨

氏に依ればアセトアノレデヒドはホノレムアノレデヒドと同じ色を呈し叉アノレコーノン性7ノレ

フローノンは深青色を呈すと，叉乳糖も青色を呈す・

　（2）　フィンケ（：Fincke）反慮　　　　　・　　　　一・

・フクシン・亜硫酸ソ・「ダ・璽酸　鋭敏度ユ0萬分1　　・・　…　　　　1

．　ホノγムアノレデヒドは紫色を呈す，．アセトアノレデ｝ヒ、ドあ紫色を呈すれども比較的速に

：消失するに反しホ考ムアノンデヒドの呈する町角は時間の経過に1從ひ濃厚とな．り安定と
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　なる．叉ザン“リ。チユカ・ハノン㍉シュ爾氏に依ればフルフローノレ及糖類は本反慮を呈

　せす．斯くして本反回はホノンムアノレデヒドに特有なる「ものと認めらる二但しシップ氏

　（Schi任）の反慮（フクシン，亜硫酸ソーダ，硫酸）ばアノレデヒド一般辰癒に属しフィン

　ケ反癒と匠別さるものとす

　　（13）’ゴロディッッ（Golodetz）反刃i』

　　ベンゾイーノレスーバオキシド，硫酸　鏡越度1萬分1

　　ホノレムアンγデヒドは血赤色を呈す叉フノμフローノレ，葡萄糖，蕉糖，．乳糖の稀薄液に

　ては微に薔薇紅色を呈し後褐色に礎す

　　1（4）　1・ソラー（Trillat）反慮　　‘　　　　　　　　　　　：

　　アニフン水溶液　鋭敏度2萬分1

　　ホノレムアノレデヒドの多量により自濁叉は白色沈澱を生す・但しアセトアノンデピド．も
㊤

　白濁しザバゾ。チユカ・ノ・ノレニィシュ雨風によればフノンフローノン及葡萄糖も白濁すと

　叉ヂメチーノンア三り必を用ふればホノレムアノレデヒドは青色を呈す叉クナンエ．ク氏

　（van‘．Eck）はペンジヂンを用ふればホノレムアノγデヒドは微黄色を呈しア』セトアルデヒ

　’ド，ベンツアノyデヒドジアクロレインも同様に反雁することを報告せり

　　（5）　フ出＿デ〃（：Feder）固事

　　昇天，ナトロン噛液及亜硫酸ソーダ　鏡野度2萬分1

　　、・ホノレムアノレデヒドは水銀を分離して掴濁す．但し1％フノレフη一ノγ，アセトアノγデ

　’ヒド及10％葡萄糖も同母なる掴濁を生す

　・・以上の呈色反癒に就きてザバリ。チユカの・ノンニィシュ爾氏の與へだる結論を基として

　本項の結論を示せば次の如し

　　其1アセトアノレデヒド，7ノンフ・一ノレ，含水炭素及他物質の存在に於てホノンムァ

　ノンデヒドの鑑識に適用し得べきもの

　　（i）5萬分1量のホノレムナノンデヒドに於て適用し得るもの

　ドザ声リリチユカ・り一ぜ．ンベノレグ，ユッド，コーン，アノレノノソド・メンヅェノγ（iii），ソ

　ミニー，及フィンケ反町等

　　（ii）より以上濃厚なるホノレムアノレデヒドに於て適用し得るもの



170 石、　尾　　　・　　和　　　田

　ウェr・ベノγゼトノレレンス，ビール・ライフ及ノ・ンネノγ（ii），ダーネ，及ディ。ヅ反慮等

　共2　アセトアノγデヒド，フノレフローノレ，含水炭素及他物質の存在に於てホノレムァ

ノγデヒドの鑑識に適用し得ざるもの

　レピン，ビーノレ・ライフ及ノ・ンネ川（i），ボンネット・ケントマン，ガブッチ，ゴロデけ＼

ツ，トリラー，フェーデノレ，アノレノノレド。メンツェノレ（i）及（ii），ピノレハシー，シュリ

ーヘノレ，へ一ネノン及ザノンコウスキー反慮等

　其3鋭敏度高きものはりミニー，シュリーヘノン，ザノレコウスキー，ザバリッチユカ・

リーぜン《ミノレグ反癒等

　其4鏡野度高く両かもホルムアノレデヒド以外の物質の共存に於て街適用し得るも

のは僅にリミ四四，ザバリ。チユカ。リーぜン（こノレグ反慮等及ヨヅグー・タガノント，柳澤・

九山，濁逸公定法等の反慮に過ぎす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　以上列記し把る多敷の呈色反慮の内ホノレムアルデヒドに固有なる反慮乏して椹威を

有し而かも其鏡敏度高き『ものは唯一のソミニー衆慮なることを了承し得べし

　然るに本反響の早早に下りて既知の等方によりては前記の如く高き鏡敏度を承認し

能はざるを常とせり：尤も！2）石田氏は50萬分1に於て青色を認めすこりとなせども（4）石

津氏等は清酒中に存在するホノレムアノレデヒド量10萬分1に於て其呈色反癒は緑色な

りと報告せ．り偶筆者早歌同試藥の使用方法に就き追究を試みる所ありナこるに次記の旧

注により毎同の試験に於て異同なく100萬分1に近き鏡敏度を有するものなることを

験平しす開平て弦に附記して本題の記事を搦筆せんと欲す

　試瞼方法槍液15ccを内容約60　ccを有する試験管にとb新製盛酸ラェニノンヒドラ

ジン溶液（1gを水100　ccに溶解し濾過して用ふ）1ceを加へ振暗し10分間放置の

後2％ニトロブノγシットソーダ新製溶液3滴を加へて振盟し更に5分間放置の後ナト

ロン漁液（15％）3滴を加ふ，樹槍液10cc乃至5ccを取る時は試藥の使用量を適宜

減少するを可とす

　ホ♪γムアノレデヒド含有水回分溜法により得ナこる清酒の第二溜液につきて施行し柁る

本反慮の成績下の如し　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　　　　　．
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ホルムアルデヒド水

水に封ずろホルムアルデヒド添加量

1！20萬1／30萬1ん0萬1／50萬1！100萬

十　　　十

害　書
色　　色
）　　　　）

十　　　十　　　一

霧　害　霧
色　　色　　色
）　　　　）　　　　）

ホルムアルデヒド含有清酒

清酒に封ずるホルムアルデヒド添加量

1／20萬1／30萬1／40萬1／50萬1／100萬

　十
陰　（

　青
　色
　）

十　　　十

三害
色、　色
）　　　　）

士　　　一

　難葦
）

ホルムア
ルデヒド
不含清酒

　
黄
色
）

蒸溜水
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　　　　The　puri五catioR　of　the　boiled　an七igen　ρf　the　typhoid．bacillus．㌃y

meap80f　adsorption。　Bγ：巴溺伽，κ・砺〃・〃’，∬〃2”・・



’

2蝋

致【ateria1：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　デ
　　　　The　emulsion　or　b1・〇七h　culture　of∴tアP1】oid’baoillus　is　車eated　at　90－100。C　fbr

thi並y　mi・・毛・s・・d七h・・丑1愉記with恥睡ld伽・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．

R［ethod　of　puri丑ca七ion：．

　　　　1．Acc・士di・g．　b　th6画且・・七i・・ρ晦岬画｝Will・t晦・．E・1晦hd　J・seph・・，

やly昂1・mi・i・mhyd・・xyd　B　i・mi・・d　t・th・舳・・脚七20％・Th卿re・h・k記・舳

and　placed　a七roomもemper帥ur6　fbr七寸e唾棄y．ho血rsJ　Af毛er　collec七ing我nd　washing

七wo．or　three七imes．wi七h　the　weak寧olu七ion　of　acetiG　acid，　the　adsorbent　is　e皿ulsi査ed．

i・・mm・ni…lk昂Ii耳・．．・・1ゆ・（P耳．9）・f　the　s昂mO、・・1・m・・串．・th・．・・ま9量唄恥・t・

and　lef七at　room七emperature　fbr七日前七γhour母．

　　　　By．翁ltering　or　centrifUging，七he　adsorben角is・r，即qved・熟nd　the　clear．solμtion　is

di・1ysed．鉤・6・色t・th・β・d・ys　in且・wing　w晦・．．．■…

　　　　2．A．ccording　to　tlle　puri丘ca七ion　oρtoxin　by耳gsoya　andムIiyata，卑％、　zinc

chlorid　solutio且is翫dded七〇the　original　61trate　so　Iong　as　precipitatio且．9㏄s　on・

After翁ltering．　and　w島8hing，　th臼pr♀cipitates　are　dis写qlマed．in・neutr卸1耳mmon

citrate　801u七i6h　and　theh乞ine．量s．．remoVed　as母旦lphurp七ted　zinc．prpcipi七拝tρ『恥r甲ixing

sulphurio　ammoll　sdlut：on・

・．’ shi・丘lt・蜘i・di・1y・pd’f…耳・七・七h・ee母・y・li醐・wl・琴．　w・ter・．丁車ir・・1耳ti・・

is七he　purified　antigen　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　．．

　　　　The　purified訊n七igen．1　is皿orpover　adsorbed　by　4％　zinc　acetate　solution　and

man。evered　in七11e　s・・ne・rder　ab・ve－menちi・ned・

　　　　This　s（丑ution　is七he　puri且ed　antigen　2．　　　　　　　　．．　　　　、

Results　3．

　　　　The　puriHed　antigens　from・1）a（比erial　emulsion　or　bro七h　culもure　by　botll　ad一

…pti・・m・th・d…ecl・…nd　n・g・tive　at　m・nア・・1…．・e・ctig…fp・・t・in・・d

。mi。。。cid。　A批ig・nity・f　p・・i且・d・・tig…’ 堰E・ec・9・ized　by　b・七h　i・vi・b・・d

in　vi七ro　examina七ions．　That　is，　we　could　pur町the　antigen　of　typhoid　bacillus

by・d…pti・・m・th・d，　th・yi・ld・f　th・p・・i且・d．・耳tig・・i串b・批・ゆ田…y・’・m・th・d・

but　not　good　by　polyaluminiumhydroxyd．；B　method皿anQevered　above－mentioned・

　　　　5．　S加dies　o五the　baoterial　antigen。　2：RePort・

　　　　Th・p・曲・艇・n・fth・b・n・“．・ntig・n・fthe｛yphφd　b・ciUu・by「m・孤・

of　dialysis．　By　7：〆4ゑ”σ，ノζ2顎砂π∫乃ゴ・∬2晩7zo・

　　　　R㏄ogniz1ng　the　bo11ed　anti自en皿on－dialy七ic，　we七llen　intended．t6　sihlplif夕　the

P・曲・七i…歪・・七ig・nもγ皿・・n・・f　d三・ly・i・・．Th直七i・，　if．　b・ci11α・i・．．・ulti・島七bd　i・

such　a　cu1七ure　nledium　asもeing　oohsis七ed　only．・of・dialyti6　substanρes　and　then　the



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　l

cultuぞe　is、bOiled，　filtered．and　dialysed2　we　shall　obtain　．　veΨ　easily　the　purified

　　　　antlgen・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　．’．　　　　・

．’ eor　this　purpose　we　Gontlnued　the　study・and　devised七he恥llowing皿edia．｝We

hyd・61ア・ed幹Pめ融・4：・・臼・量碑三th　5・10％・艮rph・・三・．．・・id・．th・耳．　deψri・e醐・・血，．

＆nd　removed　sulphuT・：Pro㌻e…n　contained　in　beef　extract　was　removed　by　manQevering

with　acid　day・．　B）・mixing　Properlア　the　hydfoly8ed　protein　substance　and　beef

ex七ract　solution　witllou七pro七ein，　we　could　prepare　easi1アdia1アtiG　culturo　media，　i皿

which：B．　typhosus，．B6　paratyphos血s　A　and　B，．B　coli，　B・dysen七er量ae，　and　Staphy－

lococcus　were　culti幅ted：as　well　as　iロbro七h；

　　　　Considering七hese　m面ia　being　sa七isfactory，　we．　cultured．：B．．七yphosUg　l　in　th誘e．

media，　boiled　fbr　thirty　lninu七es　and　mtered．　The登1trate　was　di翫lysed　in　c（江lodion、

s乱bk　in　flowing．wa七er．for　one　to　four　days．　The　filtrate　becorh66　a11nos七colohrless

abd．many　colour　reactions　of　amino　acids　disappe町．．The　an七igen　conten七〇f　puri一

切ed　solution　is　sim皐1ar　to　the　originaL

　　　　In　such．皿anner，　w¢¢ould　purify　the　boiled　antig：en　very　l　easi1ア．and　with　very

good　yield・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　，　　　　　　．　　　　．　　．，

　　　　　6・聴w血晦me晦1興miロatio早s．「rga「dih寧th←』r「al　apP騨・n

・£．晦grPents？Bγτ4伽・砿κ…脚・
　　　　　Ad・曲・・（ゆi・・b・1・乏・・id・1・ナ’pre画iφ・・1．「ψ・di6i・争1’6h・ゆ！）「・職id．

七〇adsorb七〇xin，　poison　derived　from　decomposing． ﾀrotein．and　ba（北eria」　Inもhis

cha］［ヰer　we　wish七〇deal　wi七h　the　adsorption　of　bacteria．　Aecording　to　our　experi－

meh七s　w6　have・to　conclude．七hat　their．adsorbing　abili七y　6f　bac七eria．．was　no七so．

remarkable　in　prac㌻ice　as　is　generally　considered．’．Th6se　adso士bents－femarkablγ

adsorb　bacteria　in　w亀七er　or　saline　s（加tion，　but　in　wh（江e　bro七h　or　three七こ口e　diluted

b・・th　tllei・・d・・rP㌻i・・ξ・very：w噛． @．．　．．　　．、・
　　　　：From七his　fact　i七will　be　right乏。　collsider　that　in　in七estiml　canal，　where

．more　amoun七〇f　pro』ein，　albu．mose，　pepton　and　amino　acid　are　oontained　than　in

broth，　we　can　scar6ely　exlpec七the　ad忌orbtioh．of・bac七6ria6　Theref6r6，　in七he　case　of

abnormal　fermentation　or　intestinal　infec七ious　diseases　it　is　reasonable切apPly　these

・d…b・nt…mbi・i・g　wlth　l・・伽・id　b・ct・ri・・r　g・・mi姻d・u琴・．i…der．t・kill

or　dimin沁h　the　har㎡uI　ba碇eria．

　　　　TL・r臼i・．・・hipder…e．i・・pμi・・七i…f、　ad・・rb・p鮒・。・ψi血g　wiL葦．b・c七eri・I

P・ep…ti・…’bec・u・e　b・c七・・i・．are・carcdy・d…b・d・・d．・v・・わ・c㎏・i・畷・h．w・・e

adsorbed　are　not．killed．　within　a　fbw　days　and　are呂ble　to　develop　3ccording　tq　our

　　　　　コ
躯per・meロ㌻S・　　．．　・．・

’
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4　　　　’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　Add　cl駄y　．　alld　wlli七e　bole　do　llot　almos七　adsorb．phenol，　resorcin，・gu爾aco1，

mellthol．oil　and　creosote；but　char－coal　do，　slightly・　　　　　　　　　　　　．　　　　　．　・

　　　　There長）re，　we　nlust　eoncludeもhat　they　have　to　use　these　al噛iseptic　皿edica－

ments　in　a　dose　slightly　nめre．Ulan　usua1，　in　case　of．applying　char－coal　combining

with　them．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　7．Results　of　ex鋒nlina値ons．　on　the　eggcide　poVer（eggs　of　round，

worms． 盾?@dogs）of　a　bacterial　preparation，　which　is：properly　used　fbr

aotivating　the　deCo坦position．of　exoreta　or，　vegetable　manures．　：Bア7：

オゐあβ，2砿　魚∫〃ノ〃。

　　　　Aba（比eril　preparatioロcon七ahling　cellulose　splitting　bacteria　and．nitrogen五xing

bacteria　will　be　able　to　decompose　eggs　of　parasites　in　excreta　as　m亡ch　as　excreta

or　vegetable　manures？　On　these　problenl　we　con七hlucd　examina七iolls　witll　eggs　of

・・u・dw・r鵬・fd・9・恥・ni・・ly　d・ア面・m　A・琴・・t　15剛・vemb・τ17・

kesul七s　are。s　f。l16w：『　　，

　　　　1。　Eggs　of　round．worms　of　dogs三n　feees　cease七heir　development　after　90－100

（lays　in　ra七her　warm　ti加e・

　　　　2．Discussin窪from　tho重oint　of　l6ng七h　of　life　and　the　velocity　of　de島七h　of

・g9・・we　c・・ld・…cely・ec・9・ize　th・t　tlle　bact・・i・1．Pで・p曲ti…b・v・早・n七i・n・d

1戯dthe　eggcide　power　or　ac七ivating　power　of　destruc七ion　of　eggs．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　　8．Toxicologieal　studies．011　the　Ally1・（Volatile）and　Pheny1・（Nonr

vqlatne）丑【asturd　Oi1．　By　2砿ノン07σ・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　9．　Toxicological　studies　on　Eucalyptus　Oil．　By〃：ノ法∂7θ．

　　　　10・On　the　pharmacology　of　petroleum・By刀Z刀卿・

　　　　11・　Astudy　of　f6rri60xide　sol　in　acid　Vitriol　sprihg・　By　】匠ノ勲～な2’廊

ご7〃ノ　7：　撒ご〃〃！勉．

　　　．It　had　been　generally　regarded　u並．to　this　day　as．one　of　the　Inost　d五冊cul七

・xperiments　t・・mly6・a・id　yitrl・l　sp・ing　bn・cc・廿nt・f　the　fact　th・七n・

e琴P1・n・t…・n　h・s厩n　gi・・en　f・r　the　di｛覧ren㏄in　the　qu・ntities・f　cati・ns・nd・f

a11量ons，　which　of㌔en　occurs　ill　our　Iaboratory．　、Ve　have　fbhnd，　however，‘．．cOlloidal



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

ferric　oxide　in　an　acid　vitriol　spriug，　which，　we　believc，　makes　clear　the．reasoll

of　the　above　di鑑culty；here　we　should　like　to　give　a　brief　repor七〇11　the　mat七er．

　　　　Acid　vitriol　cold　spring　of　a（翠trict　in　Miyagi－1Fen　was　taken　as七he　material

fbr幽the　experi血ent，

　　　　　　Sum　of　ca七三〇ns．．
　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　（H。）　．．層．

　　　　　　　　　　　　（Fe●。）．　．　．

　　　　　　　　　　　　（：Fe”●）．．．

　　　　　　　　　　　　（the　othe士6）

　　　　　　Sum　of　anions　．　。

　　　　　　　　　　　　　（SO、”

　　　　　　　　　　　　　（SO4”　f1・ee）

　　　　　　　　　　　　　（C1’）　．　．　．

　　　　　　　　　　　　　（HA鰐04”）　．

　　　　Wllell　a

ions　is　Ieft　uncombined．

andl七he　result　of　an芝山1ysis　ill

ワ　　　　　　●

・

●

・

●

●　　　　　●　　　　　ら

●　　　　　■　　　　　●

o　　　　　o　　　　　●

●　　　　　●　　　　　o

o　　　　　　　　　　　　　■

c・mbined）

　　　　　　●　　　　　■

　　　　　　・　　　　●

　　　　　　o　　　　　●

●　　　　　● ●　　　　　●　　　　　●

o　　　　　冒　　　　　●　　　　　●

●

●

●　　　　　・

．　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　■　　　　　　　邑

。　　　　　・　　　　　● ●

●

，

●

o

臨

●

● ．

●　　　　　●

●

●

●

●　　　　　o　　　　　●　　　　　●　　　　　・　　　　　・

　　　　　　　　　　　　llもhese　are　combin〔姐together　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As

accurate　measurements，七here　can

reasOn，　this　amount　of　f6rric　ions

．the　proceSs　of　analys…s

　　　　　With七he昂bove　fac．b　in

th・f6110wing鰍s　were鉤廿nd・

　　　　．1・　The　spriロg　water　llas　a　red

r6gard　to　its　ions　is　as　fbllows：

．　．89．3417nlg。・e｛luivalen七

・　　　　　o

●

●

■

●

●

●

●

9

・

「

●

　　　　　th6se丘gures　were

　　　　　　　　　be　no　error　as　to　wllat　they

　　　　　　　　　　must　hav6　been　exis七ed

mus七ha》e　been　transfbrmed

　　　　　mind，　when七he　spring

the　usual

　obtained

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　brown　color　which

rvhich七his　amoun七〇f　f6rri　ions　ordinarily　gives．’（夫）m

601uti6n　of　colloidal　fbrric　oxide　of五16rck，　it　is　fbund

same。

　　　　2．The．hydrogen　ion　collbentra七ion　of　the　spring、vater　is：．　pH＝1」80（18。）．

When　it　is　boiled　for　about　on6　blinute，　red　brown　hydrous距rric　oxide　is　preci－

pitat6d　and　the　pH　of七he　filtra七e白hows　1．60（18。）．　The蝕c七that　there　is　hardly

any　change　ih　pH：before　or　aj託er．　boilihg　indicates　七haも　hydrous　fもrric　oxidc

precipita七ed　has　never　becn　combined　wi七h　any　ahi6n　fro盃the　begihning．

　　　　3．When．　a　certain．amount　of．the　sprihg　water　is　put　in七〇aoollod1um

血embrane　and　is　dialy合ed｛bhしbout．　t薦veロty－fb竃」r　h6urs｝a㏄rtain　amount　of　hydrous

ferric　oxidb　isやrecipitated　inもhe　membralle．．It6“u面titI比Iv6　analys量s　gives（Fe●’●）＝

22．4463mg．　equlvalent正影r　l　L．　which且ears　the　quantity　of　excess　cation　given

by　the　ordinary　me七hod　of　analys三s：　（Fe●●●）＝19．．8496　mg．　equivalent．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　According七〇七hese　findings，　we　conclnde　th乱t七he　excess　of　oa七ion　19．84961ng．

．「 P6．0006』

．9．9284

．52．2901

　10．7193
■

．69．4921

。・ T2．4077

．16．0006

．　1．0575

．　0．0257

　　　　　nlanller　19．8496　0f　fbrri

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　as　the　result　of　sbveral

　　　　　　　　　indicate；and　for　that

　　　　　in　a　nonriOII　state　alld　in

ロ　　ロ　　　　　　　　　　

111to　lons．

water　is　reexamined　furtller，

　　　　　・

　　　　量smuch　s七rOIlger　than　thllt

　　paring　i七w嗣ith　tha七〇f　diluted

　　　that　七hey　are　exac七ly　tLe
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equivalen七exis七記as　colloidal　ferric　oxide「Feメ）3二〇．5283　g　per’1L，．　alid・was　transい

fbrmed　into　ferriG　ions． р浮窒奄獅〟@th6　process．of　analysis　of　its丘equent　treatmeロt　by

concentra七ed’acids．．． @．　　1　」　，．．．．．．．　　　　「　　　‘．．　　、

　　　　Thi6（plloidal　ferric　okide　is　prod血ced　by．hydrolアsis二〇f　gr㏄n　vitriol　con七ained

ill　the　6p埜ing　water　and．　has　exac七ly．the　same　characteristics．as㌔t垣06e　of．　wha七is

known　as　the：P6an　de　StよGilles　6011，0r　Grahams　sQ120f　ferric　oえide．

　　　　II．　T。　S．　BrI七ton3　measured、tl】e　change　in七he．　hydrogen　ion　co耳ceロtration　of　a

diluted　solu七ion　of　acid　ferri6　chloride　by　the　potentiometric　ti七ration，　as　it　was

titrated　l）y　an　alkali　sdutio且and　be　fbul｝d　tllat　cqlloidal　f6rric・oxide　did　not　exist

a七登rs七when　pH　was　very　small． @bu七i七appeared　wllen　pH　r6ached：nearly　2．3

and　changed　into　hアdrouε．fbrric　oxide　b）・ooag疋11a七io11、when　pH：．・reached皿early　6．6．

In　o七her　wQrds，七he　range．W｝1ich　allowed　the　exis七ence、of㌻he　cblloid　was：　pH：＝

2・3’）6・6．accordihg　tg　与is．data・

　　　　We，　also，　ob七ained　the・similar　range．by　another、　me七hod．　We．　examined七he

tint　of　W［／10，0000f　距rrio　・8al七　solution　of　l　v註rious　hydrogen　ion　eoncentrations，

・ddiゴg　b・r，d・・P（1／25　cc・）・f．即oo．・・1・ti・n・’・f．F・・．（so・）・・『F・Cl・…d．　F・（CH・

000）3’to　4　cc．‘of　variou合1　bu既r　solu七lon『of　pH：＝0（’10．　We　observed　no　color

up　to　pH＝1．0，　whereas七be　charact碑istic　red　brown　appe島red．suddenly’when　I）H

reached　1．2　and　coagula七ion　1：℃ganも〇七akeμace　when．1）H：r白acレed　6．6．・Therefbre，

we　cohclUded七hat．th6．upper、Iimi七ing　hydrogell　ion　conc6n七ra七ion．of角rri．sol　is

pH＝1．2　and　its　lower　limit　is　6．4．　Considering　tlle魚ct　that　pH「value．　of．vitrioI

spring．is　p耳＝1ん・2．il亀most　6ases，　the．ロPPer．1量mi七1・2　give11：by　our　l　experiment

seems血oreαedible’than　that‘of　Bri七七〇n，．2．3．　　　　　　　』　　　．　．．．．．　、∫，・

　　　　H：owe寸er7　analysing　a㏄r七ain　acid．　vi七riol　hot　spring　wa七er，H　of　whicb．is

五nside　of　this　range，　there　was　no　d｛ffbreRce　observable　in　七he　qualities　of　cation

。。d．。f．。ni。。．　A、愉i，QI　P・・d・ced、　by・．hyd・・ly・i・・f　g・een　vi七・i61・・1・七i・・

always　coe：kis七s　witll　the　gquivalent　amoμnt　of　free　sulphロrlc　皐cid，．…t．　is　onlア

mtural．that．七he祀　should・be．．110．1dif琵rence．betweell　the』quanti七ies　of．th6　two

ions．　Tha七mea】〔蛤．tllat　the　exist6nce　of　oolloidal　fbrriG　oxide　canno七be　denie“．by

th・pre・en・6・f七h・七w・i・…f』七h・・am・“・・nti七y・nly・．・v・・th・ugh　i・・u・h’ea・e・

the　amount　of七he　sol　is　so　little出ha七．it　can’practically　be　negle砿ed．　　　，

　　　　．Th6ロ．why　doe6　a．certa葦n　kind　of．cQld　acid　vitriol．spring．㌧wa七er，　8uch　as．t｝1e

on69．　mentiohed’i取’．もhe．beginnipg　of　this　report，　contain．βuch　aωn5iderable　alnoun七

ρ：

1）　Compt　rend．，40，56S，1243（1855）

2）　」．．Chem．　Soc，，15，250．（1662）

3）　J．Chem．’Soc．L　127，2148（1925）
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of　this　sol？　The　fbllowing董6　the　explanat1on　we　have　given　fbr　it．．

　　　　　The　hydrolysi80f　green　vitriol　solu七ioロ　皿aア　be　expressed　’by　the　．following

formula；・　　．：　　．　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（sol）　　pH団1・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：Fe2（SO、）、十3H，〇二＝：Fe203十3H2SO4

　　：　　This．reversible　reac七ion　beoo坦es．eqμilibriu血when　its　hydrogen　ioロcon㏄ntratioロ

reaches　pH＝1・2　in　the　case　of　a　purely　chemical　preparation・Bu七．in　the　case　of

natural　spring　water七he　reversible　reaction　given　above　goes　on　f士om　Ief㌔to　right，

　f6r　i七・is　probable　that£ree　su11；）huric　acid’prod1ieed　is　used　up．烈s　it　reacts　to　the

皿etal　oxides　more　basic　tllan：Fe20、　sol　such　as　MnO，　FeO，　CuO，　A1203，　ZロO　or　PbO．

．Consequ6n七ly翫ccumhlatibh　of　excess　ferri　sol　l）6gi皿s　to毛ake．・Pla6e．．．Her6，’if　it

．shouldl　be　thelca白e’of　h6t　sp士ing　water　br　of　the㏄rtain　kind　of　c61d　spring～vater

whi・h…t・i・・m・・h…g・1・t・・，　th・，s・1－“・・ld㎏…g亡1・椥d　im血・di・㎏1y．．with・・ゼ

beiロg　accumulated，’ b浮煤Dotherwise　a　considerable　quantity　of　i七“・ill　be　accumula七ed．

　　　　　As　the　date　given　above　have　been　attained　from　only　a・fbw　examples，　there

may　s伍11　be　room　for　fhrther　study　in　regard　to　the　su句ec七．　We，　howbver，　believe

．that‘’we　are　justi五ed・in．saying　with　co皿viction　3　that　when　the　vi七rio1．sprillg　water

　to　be　tested　is　cold，　it　is　apt　to・contain　oolloidal　fbrric　oxide；tha七there　is　no　doub仁

・． E号七・i七・p・e5・n・e　if　itr・ed　b≠・w・．・・1・・．di・・p即…娩・・mes…yf・h七wh…ポ

衰6id　is　added：．or．if　red　brown　hydrous　fbrric　oxide　precipitates　immediately　whe耳

h・・七・d，．・・且・・…i・． ?E…1・加・wh・・dil・切d　witl・w・も・r　3　th・t　if・u・h・・mpl・加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　analysed　accordi皿g　to　the　usual　me㌻hod，　the　qua皿tities　of　cation　and　of　aniQR　wi11

．・・v・・㎞・璽・・1・and　tha七thi・d櫛・1ちy　m蟹b・・verc・m・by．・al・・1・ti・・the　exce・s

艶rri’・⇒・辞・町r・q…d辱・・ti・g　dow皿．the丑guゆthe　tab！e　as。olloidal飴「「lc

　ox…de　sol．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ ，　「

　　　　12．Studies　on　the　aetection　of　the　pasteurized　temperature　and　a

。・n面ti・n．・f舳hness　ih・血ilk．（∬rep・枕）・By　Z茄！励，κオ山側・

　　　　In　con七inuing　the　previous　repor七under　this　heading（th量s　Journ舞136・．1930），

the　authors　studied、　the　various　methods　by　testing　on　enzymsreaction，　creamline　and

de七ermination　of　Aユub血min　in　In五lk．

　　　　13．Studies　6n　th6　detection　of　the　pasteurized　temperatu士e

oonditio丑of　freshness　ih　milk・（ln〔report）
　　　　　　　　　コ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　（：Deteotiou　of　the　pas㌻eurized　temperature　on　the、creaming

of　milk）・By　Z飾帥嘱κ・4引割’々脚．　　　・．．　’

and　a．

ability
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　　　　　The　au七11grs　studie“．．on　detection．ρf　the　pa暗teロrize（1七eP3peド劉七urβ・qn　theβreamip9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロab且ity　of　mi三k　accor4三ng」x）Q・Jensen’s　p算Qcess，　Fro皿：theτesuユts　iof‡heir　various

e歯aminatiQns，　they　have　recognized　that七heir皿e魂一type　butyrome七er　is　mos七．卿ita切e

for　detecting　the　pasteurizedホemper鼠ture（above　60。　to　65。）in　dairy　miH｛．

　　　　　14・雌bct　of顔】晦aSbP”oh毛hε』“preserva伽n－・。f　l飾6d≒s加胆∴Bア7・

茄μ0ηし∬　・％〃Zり勤1Zα。　　　　　　　．．’．　．｝．．　　．　・　2．　・’　　l　l　．．・．　　．一　．1

　　　　　15・．Tぬe　g憩eserva伽e　e恥C重of‘’5㎎e聯h加．4薯2ρ阻S卿母性ドβy

，2砿．ム〃ル，　てy；茄～ゐ．σπ4み二　即題．．

：　A●pτeserva七ive　labeled．under．the偲埠e　of‘‘SUme薯aψip．；A”．w磐代paユysβd昂pd

we　found　t虹aも．the　Ga【bple　was　composed　o£60αi“mε琴Its：qf．工a翼icβoid・；n昂回y．and

gin、βmall　quanti七畳e串of．．c昂pric　．　acid　and　恵he．ne㎏レbo川底ing　．qnes，．丁訟e　lp鵜sev亀tive

£f距ct　is．0．02．g　of；the　sample　to　100　g．ρf．Soya　s昂u㏄，、oo理囎popdipg．tO｛Qp銑fbuゆ．of

毛he　ef距cts　ofβ｝nεしphtholρr　cap茸ic．acid．　．　　．　　　　　．　　　　　・

．馬　．幽

．」．一
_一・

　　　　16．The　prese二二鵬e伽tρf“．冠ku夏a”ρPβPy熟5卿Ω・君y瓢ム加・

z　∠勉4b．α7ガノ玉二　、恥廊．

　　　　Threeε雛nμes　lab瓠ed　lullder㌻he耳興nユbs　Qf‘‘Kikuna．A，耳q，”W鉢sμnalyse4

・Pd　w・伽n軸・七th町無…cQ即・霞・d』』鵬i唖・f輝・・マ・・qid・pd　whit・．わql・wね・・e

quaptities　inβach　sa阻p1¢s熟re，4㌔Hbrent．　Ng　p翼eserva｛tiv9．ef】艶（郭s　QP　Sqya程auqe．qan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
b・・h・w・助ア伽・amples・．．．　．．．．．．　・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一．■圓一騨■．一一一．．．　　　　、　　　　　　　．．．一

　　　　　17・The　e丘bqt　of．　a　prese】面継廿ve．on‘‘，K昂m⑳Oko，，，　ma帥ed皿esh　of

五sh　and　the　preservative　e丘bct　gf　Tan1亘。　aoid　on　S6ya　sauoe．　By　2πノ3海。・

2ぞ．　7k〃∂∂ゴ　π〃07｝「．　zシz‘孟9．

　　　　　18・Onthequa臨伽e　testiη詐・・ffbrm瓠dehy“e・By鉱翻・卿κ肱・面・

　　　　The　de七eGt　iIlg　hle七hods　of　a　sロ1a11．pQrtio且．．．Qf　fo裏門laldehyde　畳）ア　．means　of　．t耳e

．fbr囮a七ion　of毛he北ypic昂16rys壌l　of上《xaIhetlDylePeteもramine　With温Porganic　saIts．or　the

titrations　or　color．reactiops，．are．：re～暁ie騨e43．“nd．．Ri皿iniτs．reactiop　・is．，chosen　．as　七he

most　valuable　tes七ing　fbr　t与e　detec七ion　of　fbrm乳1dellyd6　i且てSak6プan．a1◎ohQlic“エi皿k

popular　with　our　people．　Mi琴ユ5　ec．ofもhe．test　so1砒ion　with　l　co　of　1％

solution　of里henylhy（輩razinhydrochIorid♀，　allow諏）・6t亀取d．fbr　ユ0．II鵜inつξadd　34署ops．of

2％solu七ion　of　nitroprussidnatriu甲，．．瑚low　ltO昨亀n4釦r　l5，：n量nr，，1県η亀1サa4d参、d翠gps

・f45・．％・βQI・ti・n・f・・di・mhy伽理dg，・興nd・ガb1ロ・’・q夏q・脚鴫ユρ・ρf　f・・鵬14・hyd・

i且　500000P・ofもhe　sample　being　detec加d，iPβワery．噛tes鮎、．．


